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建築工事特記仕様書 ○ 9　 建設副産物情報交換シス テム ○ 16　 化学物質の濃度測定

本工事の情報を 「 建設副産物情報交換ｼｽﾃﾑ（ COBRI S） 」 へ登録する も のと し 、 総合施工計画書作成時、 工 仮設工事 防水工事 塗装工事 施工完了後、 完成届の提出前に次によ り 室内空気中の化学物質の濃度を測定し 、 測定結果を監督職

事完了時及び登録情報に変更が生じ た場合には、 それぞれ速やかにﾃ゙ ﾀー入力を 行う 。 ま た、 同ｼｽﾃﾑによ り 、 ・ ・ 防水材 ○ 塗料 員に報告する 。

第１ 　 工事概要 工事着手時に再生資源利用計画書、 再生資源利用促進計画書及び建設副産物情報交換ｼｽﾃﾑ工事登録証明書 ・ ・ 断熱材、 接着剤 ・ 測定対象室及び測定箇所数 ( 1. 5. 9)

1 工事名称 消防団第四分団詰所建設事業 を 、 工事完了時に同計画書の実施報告書（ 書式は同一） を作成し 、 監督職員に提出する 。 土工事 ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ・ 測定対象室 ※ 全ての居室、 常時換気し ない書庫、 倉庫 ・ 図示

2 工事場所 熱海市伊豆山字引地467-1　 地内 ※ 埋め戻し 、 盛土材 ・ 内装工事 測定箇所数 ： 5

3 敷地面積 695. 21　 ㎡ 10　 特定建設資材の処理 ・ ・ ○ ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼー ﾄ

4 都市計画 ○ 都市計画区域内 ・ 準都市計画区域内 ・ 都市計画区域外 本工事は、 ｢建設工事に係る 資材の再資源化等に関する 法律｣第9条によ る 分別解体等実施義務の対象建設 ・ 石、 ﾀｲﾙ工事 ・ ｶー ﾍ゚ ｯﾄ

・ 線引 （ ・ 市街化区域 ・ 市街化調整区域 ） ○ 非線引 工事と なる こ と が想定さ れる ため、 同法に基づき 分別解体等及び特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施 地業工事 ・ 石材 ・ 合成樹脂塗床材 使用し た材料、 室の形状、 換気設備等の仕様が類似し ており 、 同様の測定結果と なる こ と が予想さ れ

5 用途地域 ○ 近隣商業地域 について適切な措置を 講ずる こ と と する 。 ○ 砕石 ・ 取付金物 ・ ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ る 複数の室については、 監督職員と 協議の上、 そのう ちの１ 室以上を測定する 。

6 防火地域 ・ 防火地域 ○ 準防火地域 ・ 指定なし 工事契約後に明ら かになったやむを得ない事情によ り 、 予定し ていた条件によ り 難い場合は、 監督職員と ※ 杭 ・ ﾀｲﾙ ○ 畳 測定方法 ※ ﾊ゚ ｯｼﾌ゙ 採取によ る 蒸気拡散式分析法 ・ 厚生労働省の標準法

7 その他の ○ 風力係数算定のための地表面粗度区分 （ ・ Ⅱ ○ Ⅲ ） 協議する も のと する 。 ・ 杭施工混和材 ・ ﾀｲﾙ張付け用材料 ○ せっ こ う ﾎﾞ ﾄーﾞ 測定物質　 ﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 、 ﾄﾙｴﾝ、 ｷｼﾚﾝ、 ｴﾁﾙﾍ゙ ﾝｾ゙ ﾝ、 ｽﾁﾚﾝ

地域･地区 ○ 風圧力算定のための基準速度 Ｖ o＝ m/s ま た、 分別解体・ 再資源化等の完了時に、 再資源化等が完了し た年月日、 再資源化等を し た施設の名称及 ・ 溶接材料 ・ ○ 壁紙

○ 積雪荷重　 H12建設省告示1455号における 区域　 別表 （ ※ ・ ） び所在地、 再資源化等に要し た費用を書面にて監督職員に報告する 。 ○ 杭頭補強筋 ・ ○ 断熱、 防露材

○ 騒音規制法に基づく 指定区域 （ ・ １ 種 ○ ２ 種 ・ ３ 種 ・ ４ 種） ・ 分別解体等の方法（ 解体工事） ○ 地盤改良材 木工事 ・

8 建物概要 ・ ・ 木材 ・

( 1) 建築設備、 建設設備、 内装材の取り 外し ※ 手作業 ・ ・ 集成材 ﾕﾆｯﾄ、 その他工事

　 内装等 ・ 有 ・ 無 ・ 手作業・ 機械作業の併用 鉄筋工事 ・ ○ ﾌﾘ ｱーｸｾｽﾌﾛｱ

併用の場合の理由( ) ※ 鉄筋 ・ ・ 可動間仕切 社会福祉施設においては、 ﾊ゚ ﾗｼ゙ ｸﾛﾛﾍ゙ ﾝｾ゙ ﾝの測定要否を監督職員と 協議する こ と 。

( 2) 屋根ふき 材 屋根ふき 材の取り 外し ※ 手作業 ○ 溶接金網 屋根、 と い工事 ・ ﾄｲﾚﾌ゙ ｽー 測定者 専門測定機関によ る 測定 ※ 現場作業員によ る 測定 ・

・ 有 ・ 無 ・ 手作業・ 機械作業の併用 ・ ｽﾘ ﾌー゙ 補強筋( 既製品) ○ 長尺金属板 ・ 測定前準備 測定対象室を30分換気し 、 その後5時間閉鎖する 。

併用の場合の理由( ) ・ ・ 折板 ・ 測定時 測定前準備・ 測定時は換気設備又は空気調和設備を稼動さ せたま ま 行う 。 ただし 、 局

9 工事内容 ( 3) 外装材、 外装材、 上部構造の取壊し ・ 手作業・ 機械作業の併用 ・ ・ 粘土瓦 排水工事 所的な換気扇で常時稼動さ せないも のは停止さ せたま ま と する 。 測定時間は、 原則と

上部構造部材 ・ 有 ・ 無 ｺﾝｸﾘ ﾄー工事 ○ と い ○ 排水管 し て24時間と する 。 ただし 、 24時間測定が行えない場合は8時間測定( 10時30分～

( 4) 基礎、 基礎、 基礎ぐ いの取壊し ・ 手作業・ 機械作業の併用 ○ 型枠 ・ ○ 排水枡 18時30分) と する 。 測定位置は、 室中央付近の床から 1. 2ｍ～1. 5ｍ の高さ と する 。

基礎ぐ い ・ 有 ・ 無 ・ 特殊型枠( ﾌﾗｯﾄﾃ゙ ｯｷ他) ・ ・ 測定後 測定年月日、 測定時刻、 測定時の室温・ 湿度・ 天候、 及び内装仕上げ工事の完

( 5) その他 その他の取壊し ・ 手作業・ 機械作業の併用 ※ ｺﾝｸﾘ ﾄー 金属工事 ・ 了し た年月日等を記載する こ と 。

第２ 　 仕様 ( ) ・ 有 ・ 無 ○ ｾﾒﾝﾄ ・ 金属製品 舗装工事

1 図面及び特記仕様に記載さ れていない事項は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「 公共建築工事標準 ○ 骨材 ○ 軽量鉄骨天井下地 ○ 路床 ○ 17　 検査 ( 1. 6. 1) ( 1. 6. 2)

仕様書( 建築工事編) 令和４ 年版」 ( 以下｢標準仕様書｣と いう 。 ) によ る ほか、 下記仕様書のう ち、 ・ 分別解体等の方法（ 新築、 修繕、 模様替え工事） ○ 水 ○ 軽量鉄骨壁下地 ○ 路盤材 中間検査 ※ 対象工事（ 実施は中間検査実施基準によ る ） ○ 対象外工事

○印を付いたも のを 適用する 。 ○ 混和材 ・ あと 施工ｱﾝｶー ○ ｱｽﾌｧﾙﾄ

・ 土木工事共通仕様書 ( 1) 造成等 造成等の工事 ※ 手作業 ・ ・ ○ ｺﾝｸﾘ ﾄー ○ 18　 重機類
○ 建築工事標準図( 令和４ 年版) （ 以下「 標準詳細図」 と いう 。 ） 　 ・ 有 ・ 無 ・ 手作業・ 機械作業の併用 ・ ・ ・ ﾌ゙ ﾛｯｸ系舗装材 ※ 低騒音型 ： ・ 低振動型 ： ・ 指定無し

・ 建築物解体工事共通仕様書( 令和４ 年版) ( 2) 基礎、 基礎、 基礎ぐ いの工事 ※ 手作業 鉄骨工事 左官工事 ・

・ 公共建築改修工事標準仕様書( 建築工事) 令和４ 年度版( 以下「 改修標準仕様書」 と いう 。 ) 　 基礎ぐ い ・ 有 ・ 無 ・ 手作業・ 機械作業の併用 ※ 鋼材 ○ ﾓﾙﾀﾙ ・ ○ 19　 完成時の提出図書 ( 1. 7. 1)

2 電気設備工事及び機械設備工事を 本工事に含む場合は、 それぞれの特記仕様書を適用する 。 ( 3) 上部構造部材 上部構造部材、 外装の工事 ※ 手作業 ○ 高力ﾎ゙ ﾙﾄ、 普通ﾎ゙ ﾙﾄ ・ ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ 材 植栽工事 ※現場説明書によ る 。
なお、 電気設備工事の特記仕様書は（ 　 　 ） 図、 機械設備工事の特記仕様書は（ 　 　 ） 図によ る 。 外装 ・ 有 ・ 無 ・ 手作業・ 機械作業の併用 ○ ｱﾝｶ ﾎー゙ ﾙﾄ ○ 仕上塗材 ・ 樹木

3 設計図の内容に明記がない場合、 又は相違ある 場合は、 原則と し て監督職員の指示によ る ほか、 次の優先 ( 4) 屋根 屋根の工事 ※ 手作業 ・ ｽﾀｯﾄﾞ ・ ﾛｯｸｳ ﾙー ・ 芝、 吹付けは種、 地被類 ○ 20　 設計GL

順位によ り 判定する 。 ・ 有 ・ 無 ・ 手作業・ 機械作業の併用 ○ ﾃ゙ ｯｷﾌ゚ ﾚー ﾄ ・ ・ 支柱材 設計GL ※ 図示 ・

( 1) 質問回答書( ( 2) から ( 5) ま でに対する も の) 　 　 ( 2) 現場説明書　 　 ( 3) 特記仕様書 ( 5) 建築設備、 建築設備、 内装等の工事 ※ 手作業 ・ 溶接材料 ・ ・ 肥料、 土壌改良剤

( 4) 別冊の図面　 　 ( 5) 標準仕様書・ 改修標準仕様書 内装等 ・ 有 ・ 無 ・ 手作業・ 機械作業の併用 ・ 耐火被覆材 建具工事 ・ 21　 既存部の汚損等

4 本特記仕様書の表記 ( 6) その他 その他の工事 ※ 手作業 ・ 溶融亜鉛めっ き ○ ｱﾙﾐ製、 鋼製建具 ・ 工事施工に際し 、 既存部分を汚損又は損傷し た場合は、 構造、 仕上げ共、 既存になら い補修する 。

( 1) 項目は、 番号の前に○印の付いたも のを適用する 。 ( ) ・ 有 ・ 無 ・ 手作業・ 機械作業の併用 ・ ○ 木製建具

( 2) 特記事項は、 ○印の付いたも のを適用する 。 ・ ○ 建具用金物 ○ 22　 事故報告

○印の付かない場合は※印の付いたも のを 適用する 。 ・ 特定建設資材廃棄物の種類と 再資源化等を する 施設 ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌ゙ ﾛｯｸ他工事 ○ ｶﾞ ﾗｽ 工事施工中に事故が発生し た場合には、 直ちに監督職員に通報する と と も に、 事故発生報告書を 監督職員

○印と ※印の付いた場合は、 共に適用と し 、 適用範囲は図示と する 。 ・ ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌ゙ ﾛｯｸ ○ ｼｬｯﾀｰ に速やかに提出する こ と 。 ま た建設工事事故報告ﾃ゙ ﾀーﾍ゙ ｽーに登録する こ と 。

( 3) 特記事項に記載の(  .  .  ) の表示番号は、 ｢標準仕様書｣の当該項目、 当該図又は当該表を 示す。 ・ ｺﾝｸﾘ ﾄー ・ ALCﾊ゚ ﾈﾙ ・

( 4) [ G]  印は｢静岡県環境物品等の推進に関する 基本方針｣の公共工事に関わる 特定調達品目を 示す。 ・ ｺﾝｸﾘ ﾄー及び鉄から ・ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 ・ ○ 23　 異常気象時の報告

( 5) 受注者は南海ト ラ フ地震に関連する 情報（ 地震） が気象庁から 出さ れた場合には、 工事中断の措置を 成る 建設資材 ・ ｶー ﾃﾝｳｫ ﾙー工事 異常気象時（ 大雨警報、 暴風警報、 大雪警報） 及び震度4以上の地震発生時には、 現場点検を行い速やか

と る も のと し 、 こ れに伴う 必要な補強・ 落下防止等の保全処置を講じ なければなら ない。 ・ 木材 ・ ・ に監督職員に報告する 。

上記事実が発生し た場合は、 静岡県建設工事請負契約約款第26条( 臨機の措置) の規定によ る 。 ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ、 ｺﾝｸﾘ ﾄー ・ ・

( 6) 標準仕様書で｢特記がなければ、 ｣以降に具体的な材料・ 品質性能・ 工法・ 検査方法等を明示し ている 通知に係る 事項の説明時に上記と 異なる 施設( 同種の再資源化等を行う 施設に限る ) を受注者が提示し 監督職員の検査を受けて使用すべき と さ れた材料であっても 、 設計図書に定める JI S又はJASのﾏー ｸ表示の ○ 24　 公共事業労務費調査に対する 協力

場合において、 それら が関係法令( 条例を含む) の改正等によ り 抵触する 場合には、 関係法令等の遵守 た場合は、 当該施設に搬出する こ と ができ る 。 ただし 、 当該施設への変更については設計変更の対象 ある 材料並びに規格、 基準等の規格証明書が添付さ れた材料で、 監督職員の承諾を受けた場合は、 設計図 受注者は、 当該工事が発注者の実施する 公共事業労務費調査の対象工事と なった場合には、 以下の各号に

( 1. 1. 13) の規定を 優先する 。 と し ない。 書に定める 品質及び性能を有する も のと し て、 取り 扱う こ と ができ る 。 掲げる 協力を し なければなら ない。 ま た、 工期経過後においても 同様と する 。

( 1) 調査票等に必要事項を 正確に記入し 、 発注者に提出する 等必要な協力をし なければなら ない。

第３  電子納品等 ○ 11　 環境への配慮 ( 1. 4. 1) 14　 地場産品 ( 2) 調査票等を提出し た事業所を 発注者が、 事後に訪問し て行う 調査・ 指導の対象になった場合には、 そ

1 納品の仕様等は「 静岡県営繕事業に係る 情報共有・ 電子納品運用ｶﾞ ｲﾄﾞ ﾗｲﾝ」 によ る 。 建築物内部に使用する 材料等は、 設計図書に所要の品質及び性能を 有する と 共に、 次のアから エを 満たす 静岡県中小企業の受注者機会の増大によ る 地域経済の活性化に関する 条例に基づき 地場産品の使用促進を の実施に協力し なければなら ない。

2 貸与する 設計図CADﾃ゙ ﾀーの有無 ※ 有り ・ 無し も のと する 。 図る こ と で地域経済の活性化に寄与する こ と を 目的と する 。 受注者は工事に使用する 建設資材等について ( 3) 正確な調査票等の提出が行える よ う 、 労働基準法等に従い就業規則を作成する と 共に賃金台帳を調製

3 貸与する CADﾃ゙ ﾀーの使用範囲 ア　 合板、 木質系ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ 、 構造用ﾊ゚ ﾈﾙ、 集成材、 単板積層材、 MDF、 ﾊ゚ ﾃーｨｸﾙﾎ゙ ﾄーﾞ 、 その他の木質建 契約図書に規定する 品質が規格値を 満足し た地場産品の優先使用に努める こ と 。 ・ 保存する 等、 日頃よ り 使用し ている 現場労働者の賃金時間管理を 適切に行わなければなら ない。

当該工事のために必要な施工図及び完成図の作成の範囲で使用でき る 。 材、 ﾕﾘｱ樹脂板、 壁紙、 接着剤、 保温材、 緩衝材、 断熱材、 塗料、 仕上塗料は、 ｱｾﾄｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 及びｽﾁ 「 地場産品」 と は「 県産木材」 及び「 県産品」 をいう 。 ( 4) 対象工事の一部について下請契約を 締結する 場合には、 当該下請負工事の受注者（ 当該下請工事の一

ﾚﾝを発散し ない又は発散が極めて少ない材料で、 設計図書に規定する ｢ﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ の放散量｣の区分 「 県産木材」 と は「 静岡県産材証明制度要綱」 第２ 条に掲げる も のをいう 。 部に係る 二次以降の下請負人を含む。 ） が前号と 同様の義務を負う 旨を 定めなければなら ない。

に応じ た材料を使用する 。 「 県産品」 と は建設資材又は製品等で、 県内で最終工程が施さ れたも のを いう 。

１ 章　 各章共通事項 イ 　 接着剤及び塗料は、 ﾄﾙｴﾝ、 ｷｼﾚﾝ及びｴﾁﾙﾍ゙ ﾝｾ゙ ﾝの含有量が少ない材料を 使用する 。 ２ 章　 仮設工事
○ 1　 工事実績情報ｼｽﾃﾑ（ CORI NS） への登録 ( 1. 1. 4) ウ 　 接着剤は、 可塑性( ﾌﾀﾙ酸ｼ゙ -n-ﾌ゚ ﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼ゙ -2-ｴﾁﾙﾍｷｼ等を含有し ない難揮発性の可塑剤を除く ) 15　 技能士 ○ 1　 足場その他 ( 2. 2. 4)

受注時又は契約変更時に工事請負代金額500万円以上の工事について、 工事実績情報ｼｽﾃﾑ( CORI NS) に登録 が添加さ れていない材料を 使用する 。 一級技能士又は単一等級の資格者を 有する 者の配置を 適用する 作業種別 ( 1. 5. 2) 内部足場の種別 ※ 脚立、 足場板等 ・

する こ と 。 ま た、 契約変更によ り 工事請負代金額が500万円未満になった場合は、 すみやかに契約変更前 エ　 アの材料を使用し て作ら れた家具、 書架、 実験台、 その他の什器類は、 ﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 、 ｱｾﾄｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 外部足場の種別 ○ 枠組足場 ・ く さ び緊結式足場 ・ 単管本足場

の工事登録を削除する こ と 。 なお、 契約金額の変更登録は、 完成時のみと する 。 及びｽﾁﾚﾝを発散し ないか、 発散が極めて少ない材料を使用し たも のと する 。 仮設工事 と び ○ と び作業 ・ 仮設ｺﾞ ﾝﾄﾞ ﾗ ・ 移動式足場 ・

鉄筋工事 鉄筋施工 ○ 鉄筋組立作業 工事で設置する 足場については、 標準仕様書2. 2. 4( 2) によ る ほか、 「 手すり 先行工法等に関する ｶ゙ ｲﾄﾞ ﾗ

○ 2　 工事の一時中止 ( 1. 1. 9) ○ 12　 材料の品質等 ( 1. 4. 2) ｺﾝｸﾘ ﾄー工事 型枠施工 ○ 型枠工事作業 ｲﾝ」 （ 厚生労働省平成21年４ 月） によ り 、 「 働き やすい安心感のある 足場に関する 基準」 に適合する 手す

静岡県建設工事請負契約約款第20条の規定によ り 工事の一時中止の通知を 受けた場合は、 中止期間中に ( 1) 本工事に使用する 材料は、 設計図書に定める 品質及び性能の他、 通常有すべき 品質及び性能を有する ｺﾝｸﾘ ﾄー圧送施工 ○ ｺﾝｸﾘ ﾄー圧送工事作業 り 、 中さ ん及び幅木の機能を有する 足場と し 、 足場の組立てや解体等の作業は「 手すり 先行工法によ る 足

おける 工事現場の管理に関する 計画書( 以下｢基本計画書｣と いう 。 ) を発注者に提出し 、 承諾を受ける も も のと する 。 鉄骨工事 鉄工 ○ 構造物鉄工作業 場の組立て等に関する 基準」 の2の( 2) 手すり 据置き 方式、 又は( 3) 手すり 先行専用足場方式によ り 行う こ

のと する 。 なお、 基本計画書には、 中止時点における 工事の出来形、 職員の体制、 労務者数、 搬入材料 ( 2) 備考欄に商品名が記載さ れた材料は、 当該商品又は同等品を使用する も のと し 、 同等品を 使用する 場 ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌ゙ ﾛｯｸ、 ALCﾊ゚ ﾈﾙ、 ﾌ゙ ﾛｯｸ建築 ・ ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌ゙ ﾛｯｸ工事作業 と 。

及び建設機械器具等の確認に関する こ と 、 中止に伴う 工事現場の体制の縮小と 再開に関する こ と 及び工 合は監督職員の承諾を受ける 。 押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事 ｴー ｴﾙｼー ﾊ゚ ﾈﾙ施工 ・ ｴー ｴﾙｼー ﾊ゚ ﾈﾙ工事作業 屋根工事及び小屋組の建方工事における 墜落事故防止対策は、 JI S A 8971( 屋根工事用足場及び施工方法)

事現場の維持･管理に関する 基本的事項を 明ら かにする 。 ( 3) 標準仕様書に記載さ れていない特別な材料の工法については、 材料製造所の指定する 工法と する 。 防水工事 防水施工 ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業 の施工標準に基づく 足場及び装備機材を設置する 。

ま た、 工事の施工を 一時中止する 場合は、 工事の続行に備え工事現場を保全する こ と 。 ( 4) 本工事に使用する 材料のう ち( 5) に指定する 材料の製造業者等は、 次の①から ⑥の事項を 満たすも のと ・ ｳﾚﾀﾝｺﾞ ﾑ系塗膜防水工事作業

し 、 その証明と なる 資料( 外部機関が発行する 証明書の写し 等) を監督職員に提出し て承諾を受ける 、 ・ ｱｸﾘﾙｺﾞ ﾑ系塗膜防水工事作業 ○ 外部足場の防護ｼー ﾄによ る 養生

○ 3　 各工事の施工計画 ( 1. 2. 2) ただし 、 あら かじ め監督職員の承諾を 受けた場合はこ の限り ではない。 ・ 合成ｺﾞ ﾑ系ｼー ﾄ防水工事作業 ・ 養生ﾈｯﾄ ・ 養生ｼー ﾄ( ・ Ⅰ類 ・ Ⅱ類 ） ○ ﾈｯﾄ状養生ｼー ﾄ( ○ Ⅰ類 ・ Ⅱ類 ）

○ 仮設工事 ○ 土工事 ○ 地業工事 ○ 鉄筋工事 ○ ｺﾝｸﾘ ﾄー工事 ○ 鉄骨工事 ①品質及び性能に関する 試験データ を整備し ている こ と 。 ・ 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ系ｼー ﾄ防水工事作業 ・ 防音ｼー ﾄ ・ 防音ﾊ゚ ﾈﾙ ・

・ ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌ゙ ﾛｯｸ ・ ALCﾊ゚ ﾈﾙ ・ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 ○ 防水工事 ・ 石工事 ②生産施設及び品質の管理を 適切に行っている こ と 。 ・ ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

○ ﾀｲﾙ工事 ○ 木工事 ○ 屋根及びと い工事 ○ 金属工事 ○ 左官工事 ③安定的な供給が可能である こ と 。 ○ ｼー ﾘﾝｸﾞ 防水工事作業 2　 監督職員事務所 ( 2. 3. 1)

○ 建具工事 ・ ｶー ﾃﾝｳｫ ﾙー ○ 塗装工事 ○ 内装工事 ○ ﾕﾆｯﾄ及びその他 ○ 排水工事 ④法令等で定める 許可、 認可、 認定又は免許を取得し ている こ と 。 ・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼー ﾄﾄ ﾁー工法防水工事作業 規模、 仕様 ・ 10㎡程度 ・ 既存建物利用 ・

○ 舗装工事 ・ 植栽工事 ・ 解体工事 ⑤製造又は施工の実績があり 、 その信頼性がある こ と 。 ・ FRP防水工事作業 備品等( 標準仕様書によ る ほか下記によ る )

⑥販売、 保守等の営業体制を 整えている こ と 。 石工事 石材施工 ・ 石張り 作業 ・ 机 ・ 椅子 ・ ｺﾞ ﾑ長靴 ・ 雨がっぱ ・ 保安帽 ・ 墜落制止用器具 ・ 更衣ﾛｯｶー

○ 4　 施工図等の取扱い ( 1. 2. 3) ( 5) 製造業者等に関する 資料の提出を求める 材料 ﾀｲﾙ工事 ﾀｲﾙ張り ・ ﾀｲﾙ張り 作業 以上は監督職員 3 人分

施工図等の著作権に係わる 当該建築物に限る 使用権は、 発注者に移譲する も のと する 。 ○ 鉄骨柱下無収縮ﾓﾙﾀﾙ ・ 無収縮ｸﾞ ﾗｳﾄ材 ・ 乾式保護材( 防水立上り 部) 木工事 建築大工 ・ 大工工事作業 ・ 書籍 ・ 白板 ・ 掛時計 ・ 寒暖計 ・ 懐中電灯 ・ 受注者加入電話の子機 ・ 消火器

・ 既調合ﾓﾙﾀﾙ( ﾀｲﾙ工事用) ・ 既調合目地材 ・ ﾙー ﾌﾄﾞ ﾚｲﾝ ・ 吸水調整材 屋根及びと い工事 建築板金 ○ 内外装板金作業 ・ 冷暖房機器 ・ ﾊ゚ ｿｺﾝ・ ｲﾝﾀ ﾈーｯﾄ接続： wi -f i

○ 5　 設備工事と の取合い ( 1. 2. 3) ・ 錠前類 ・ ｸﾛ ｻー゙ 類ー ・ 自動扉機構 ・ 自閉式上吊り 引き 戸機構( 手動開き 式) ｽﾚー ﾄ施工 ・ ｽﾚー ﾄ工事作業 以上は各１ ヶ

施工範囲 ※ 工事区分表によ る ・ ・ 重量ｼｬｯﾀｰ ○ 軽量ｼｬｯﾀｰ ・ ｵー ﾊ゙ ﾍーｯﾄﾞ ﾄﾞ ｱ ・ 防水剤 金属工事 内装仕上施工 ○ 鋼製下地工事作業

施工図 設備機器の位置、 取合い等の検討でき る 施工図を 提出し て、 監督職員の承諾を受ける 。 ・ 現場発泡断熱材( 特定ﾌﾛﾝによ る も のを 除く ) ○ ﾌﾘ ｱーｸｾｽﾌﾛｱ ・ 可動間仕切り 建築板金 ・ 内外装板金作業 3　 監理事務所（ 監督職員事務所に同居）

・ 移動間仕切り ・ ﾄｲﾚﾌ゙ ｽー ・ 煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ 材 ○ 天井点検口 ・ 床点検口 左官工事 左官 ・ 左官作業 規模、 仕様 ・ 10㎡程度 ・ 既存建物利用 ・

○ 6　 電気保安技術者 〈 1. 3. 3〉 ・ ｸﾞ ﾚー ﾁﾝｸﾞ ・ 屋上緑化用ｼｽﾃﾑ ・ ﾄｯﾌ゚ ﾗｲﾄ ・ ｴﾎ゚ ｷｼ樹脂 建具工事 ｻｯｼ施工 ○ ﾋﾞ ﾙ用ｻｯｼ施工作業 備品等

※ 適用する ・ ﾎ゚ ﾘﾏー ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ ・ 鋳鉄製ふた ｶ゙ ﾗｽ施工 ○ ｶ゙ ﾗｽ工事作業 ・ 机 ・ 椅子 ・ ｺﾞ ﾑ長靴 ・ 雨がっぱ ・ 保安帽 ・ 墜落制止用器具 ・ 更衣ﾛｯｶー

自動ﾄﾞ ｱ施工 ・ 自動ﾄﾞ ｱ施工作業 以上は 人分

7　 発生材の処理等 ( 1. 3. 11) ○ 13　 材料の検査等 ( 1. 4. 4) ｶー ﾃﾝｳｫ ﾙー工事 ｶー ﾃﾝｳｫ ﾙー施工 ・ 金属製ｶー ﾃﾝｳｫ ﾙー工事作業 ・ 書籍 ・ 白板 ・ 掛時計 ・ 寒暖計 ・ 懐中電灯 ・ 受注者加入電話の子機 ・ 消火器

・ 引渡し を要する も の 現場に搬入し たすべての材料について、 自主検査記録( 任意様式) を 提出する こ と 。 ただし 、 次表に掲げる ｻｯｼ施工 ・ ﾋﾞ ﾙ用ｻｯｼ施工作業 ・ 冷暖房機器 ・ ﾊ゚ ｿｺﾝ ( ｲﾝﾀ ﾈーｯﾄ接続： ）

・ 金属類 ・ PCB含有物 材料については監督職員の検査を 受ける 。 ｶ゙ ﾗｽ施工 ・ ｶ゙ ﾗｽ工事作業 以上は各１ ヶ

・ 特別管理産業廃棄物 なお、 監督職員の検査の結果、 合格し た材料と 同じ 種別の材料は以後原則と し て抽出検査と する 。 塗装工事 塗装 ・ 建築塗装作業

・ 廃石綿 ・ 鉛含有物 ま た、 製造工場等における 材料検査を行う 工事材料は監督職員の指示によ る 。 内装工事 内装仕上施工 ○ ﾌ゚ ﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業 ○ 4　 工事用水

・ 現場において再利用を図る も の ・ ｶー ﾍ゚ ｯﾄ系床仕上げ工事作業 構内既存の施設 ・ 利用でき る

・ ○ ﾎ゙ ﾄーﾞ 仕上げ工事作業 ※ 有償 ・ 無償

表装 ・ 壁装作業 ※ 利用可能口径　 　 　 　 φ 本

○ 8　 産業廃棄物管理票 排水工事 配管 ・ 建築配管作業 ○ 利用でき ない

( 財) 日本産業廃棄物処理振興ｾﾝﾀ （ー ht t p: //www. j wnet . or . j p） が運営する 「 情報処理ｾﾝﾀ のー登録( 電子ﾏﾆ 舗装工事 路面表示施工 ・ 溶解ﾍ゚ ｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞ ﾏー ｶー 工事作業
ﾌｪｽﾄ) によ り 行う こ と 。 こ れによ り 難い場合は監督職員と 協議する 。 ・ 加熱ﾍ゚ ｲﾝﾄﾏｼﾝﾏー ｶ 工ー事作業 ○ 5　 工事用電力

植栽工事 造園 ・ 造園工事作業 構内既存の施設 ・ 利用でき る

なお、 県内に一級技能士が少ない作業職種は、 予め監督職員と 協議する こ と ができ る 。 ※ 有償 ・ 無償

※ 利用可能容量 ｗ 回路

○ 利用でき ない

作図

材料名称

室の床面積A( m2) A≦50 50＜A≦200 200＜A≦500 500＜A

測定箇所数 1 2 3 4

34 対象物質 厚生労働省の指針値（ 25℃の場合）

24 ﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 0. 08ppm(   100μg/m3)

図番

ﾄﾙｴﾝ 0. 07ppm(   260μg/m3)

工程 作業内容 分別解体等の方法 ｷｼﾚﾝ 0. 05ppm(   200μg/m3)

建物名称 構造・ 階数 工事種別 建築面積㎡ 延べ面積㎡ 備考 ｴﾁﾙﾍ゙ ﾝｾ゙ ﾝ 0. 88ppm( 3、 800μg/m3)

ｽﾁﾚﾝ 0. 05ppm(   220μg/m3)Ｓ 造２ 階建 新築 128. 22 201. 37

工程 作業内容 分別解体等の方法

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする 施設の名称 所在地

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

検図 日付 建設工事名

熱海市消防本部 消防総務課 総務室 有限会社若林建築設計事務所
管理建築士　若林　直

一級建築士登録　第261276号
建築工事特記仕様書(R06.4)

Ｒ７/３/３１ 消防団第四分団詰所建設事業
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当該建築物の建築工事およ び外構工事を 含む一切の工事

消防団第四分
団詰所

http://www.jwnet.or.jp


３ 章　 土工事 3　 鋼杭地業 ( 4. 2. 2) ( 4. 3. 8) ( 4. 4. 3) ～( 4. 4. 6) ５ 章　 鉄筋工事 ○ 特記なき は、 構造特記仕様書によ る 施工完了後の継ぎ手部の試験

○ 1　 埋戻し 及び盛土 ( 3. 2. 3) 鋼杭の材料 ・ 1　 鉄筋 ( 5. 2. 1) ・ 外観試験

材料およ び工法 杭の種類、 寸法、 継手等 鉄筋の種類等 試験対象 ※ 全数

※ 標準仕様書表3. 2. 1によ る 試験項目 ・ 評定等の評価内容によ る ・

・ SD295 ・ D16以下 試験方法 ・ 評定等の評価内容によ る ・

・ A種 試験杭 上杭 ・ SD345 ・ D19以上 ・ 超音波測定試験

○ B種 基礎埋戻し 中杭 ・ ・ 試験対象 ・ 抜取り

・ C種 下杭 ・ ・ ロ ッ ト ・ １ 組の作業班が１ 日に行っ た継ぎ手か所で最大200箇所程度と する

・ D種 本杭 上杭 ・

中杭 2　 溶接金網 ( 5. 2. 2) 試験の個所数 １ ロ ッ ト に対し て（ ) 箇所

○ 2　 建設発生土の処理 ( 3. 2. 5) 下杭 鉄線の形状等 ・ 全数

○ 場外指定場所に搬出し 、 搬出後、 監督職員へ搬出先の受入を証明する 資料を 提出する 。 ・ 特定埋込杭工法 試験項目 ※ 挿入長さ

搬出場所 ： （ 想定） 平井残土処分場 ・ H13国土交通省告示第1113号第6によ る 地盤の許容支持力式でα=250を採用でき る 工法 ・ 溶接金網 試験方法 ※ JI S Z 3064( 鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー用機械式継手の鉄筋挿入長さ 超音波測定方法及び判定

受入条件 ： ほぐ し た状態 ・ H13国土交通省告示第1113号第6によ る 地盤の許容支持力式のう ちα、 β、 γが下記の値を 採 ・ 鉄筋格子 基準) によ る

処分費 ： 時価 用でき る 工法 不合格と なった場合の措置 ・

仮置き 場 ： α＝ （ ） β＝ （ ） γ＝ （ ） 3　 鉄筋の継手 ( 5. 3. 4) ( 5. 5. 2) ( 5. 6. 3)

土壌汚染のおそれ ・ 無 ・ 有 工法 ・ 鉄筋の継手の方法等 9　 溶接継手 ( 5. 6. 3) ( 5. 6. 5)

該当有害物質： 試験杭　 試験杭の位置 ・ 図示 ・ 適用箇所 ・ 図示 ・

分析調査 ○ 無 ・ 有 杭の支持層への根入れ長さ ・ 評定等の評価内容によ る 柱、 梁の主筋 ・ ｶ゙ ｽ圧接 ・ 機械式継手 H12建告第1463号に適合する 性能 ・ A級 ・

調査対象 ※ 静岡県盛土等の規則に関する 条例施行規則 別表第1の29物質 杭の精度 水平方向の位置ずれ　 ・ 評定等の評価内容によ る ・ 溶接接手 ・ 重ね継手 溶接接手の工法 ・ 図示 ・

・ 場内指定場所に敷き 均し 建込み時の杭の鉛直度 ・ 評定等の評価内容によ る 耐力壁の鉄筋 ・ 重ね継手 ・ 鉄筋相互のあき ・ 標準仕様書5. 3. 5( 4) によ る ・ 評定書の評価内容によ る ・ 図示

・ 図示 ・ ・ 杭の継手の工法 その他の鉄筋 ( ) ・ 重ね継手 ・ 施工完了後の溶接部の試験

・ 場内指定場所に堆積 ・ ｱー ｸ溶接継手 継手位置 ・ 図示 ・ ・ 外観試験

・ 図示 ・ 形状 ・ J I S A 5525によ る ・ 柱及び梁主筋の重ね継手の長さ ・ 図示 ・ 試験対象 ※ 全数

なお、 受注者の提示する 運搬距離、 処分費及び整地費と 異なる 場合においても 設計変更の対象と し ない。 溶接材料 ・ 標準仕様書7. 2. 5( 1) ( 2) によ る ・ 図示 耐力壁の重ね継手の長さ ・ 図示 ・ 試験項目 ・ 評定等の評価内容によ る ・

静岡県建設発生土マッ チン グアプリ シス テム等によ り 他工事現場と の調整を行う こ と 。 ・ 機械式継手 試験方法 ・ 評定等の評価内容によ る ・

工法 ※ 評定等を 受けた工法 4　 鉄筋の定着 ( 5. 3. 4) ・ 超音波測定試験

3　 建設汚泥の処理 杭頭の処理等 ・ 処理する ・ 処理し ない 鉄筋の定着長さ ・ 図示 ・ 試験対象 ・ 抜取り

処理対象 ・ 図示 ・ 処理方法( 切断に伴う 補強方法含む) ・ 図示 ・ 機械式定着工法 ・ 適用する ・ 適用し ない ロ ッ ト ・ １ 組の作業班が１ 日に行っ た継ぎ手か所で最大200箇所程度と する

処理方法 ※ 再生資源化施設へ搬出 ・ 杭頭の中詰め材料 ・ 基礎のｺﾝｸﾘ ﾄーと 同調合のも の ・ 適用場所 ・ 図示 ・ ・

なお、 「 建設汚泥の再利用に関する ｶ゙ ｲﾄﾞ ﾗｲﾝ（ 平成18年6月12日国土交通省） 」 によ り 建設 種類 ・ 摩擦圧接接合 ・ 螺号ｸﾞ ﾗｳﾄ固定 ・ 篏合ｸﾞ ﾗｳﾄ固定 ・ 試験の個所数 １ ロ ッ ト に対し て（ ) 箇所

汚泥の発生量の抑制に努める こ と 。 4　 場所打ちコ ンク リ ート 杭地業 ( 4. 2. 2) ( 4. 5. 1) ( 4. 5. 4) ～( 4. 5. 6) 工法 ※ 第三者機関の評定等を取得し ている 工法と する ・ 全数

工法 ・ ｱー ｽﾄﾞ ﾘﾙ工法 必要定着長さ ※ 評定等の評価内容によ る 試験項目 ※ 内部欠陥の検出

○ 4　 設計地耐力 安定液 ※ 使用する ・ 使用し ない 補強筋形状 ※ 評定等の評価内容によ る 試験方法 ※ JI S Z 3063( 鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー用異形棒鋼溶接部の超音波測定方法及び判定基準) によ る

※ 図示 ・ ・ ﾘﾊ゙ ｽー工法 かぶり 暑さ ※ 評定等の評価内容によ る 不合格と なっ た場合の措置 ・

・ ｵー ﾙｹー ｼﾝｸﾞ 工法 品質確認 ※ 評定等の評価内容によ る

5　 山留め ( 3. 3. 1) ( 3. 3. 3) 孔内の水張り ・ 行う ・ 行わない 検査 ※ 評定等の評価内容によ る ６ 章　 コ ンク リ ート 工事 ○ 特記なき は、 構造特記仕様書によ る

鋼矢板等の抜き 後の処理 ※ 直ちに砂等で充填する ・ 併用する 工法 ・ 場所打ち鋼管ｺﾝｸﾘ ﾄー杭工法 1　 レディ ーミ ク ス ト コ ンク リ ート 製造工場

山留めの残置 ・ 有り ・ 無し 鋼管巻き 材料 ・ SKK400 ・ SKK490 5　 鉄筋のかぶり 厚さ 及び間隔( 溶接金網含む) ( 5. 3. 5) ※ 品質管理監督検査合格工場( ○適ﾏー ｸ取得工場)

残置範囲 ※ 図示 ・ ・ 拡底杭工法 最小かぶり 厚さ ・ 図示 ・

安定液 ※ 使用する ・ 使用し ない ※目地底から 算出を行う 2　 コ ンク リ ート 種類 ( 6. 2. 1)

４ 章　 地業工事 ・ 軽量ｺﾝｸﾘ ﾄーを 適用する 場合 ・ 有り ・ 無し ｺﾝｸﾘ ﾄーの種別

○ 1　 支持地盤等 ( 3. 2. 1) ( 4. 2. 4) ( 4. 3. 4) ( 4. 3. 5) ( 4. 4. 4) ( 4. 5. 5) ( 4. 5. 6) 寸法等 適用箇所 ： ※ Ⅰ類( JI S A 5308への適合を認証さ れたｺﾝｸﾘ ﾄー)

○ 杭基礎 ・ 最小かぶり 厚さ に加える 厚さ ( mm) ： ・ Ⅱ類( JI S A 5308に適合し たｺﾝｸﾘ ﾄー)

支持層の位置及び土質( 基礎ぐ いの先端の位置含む) ※ 図示 耐久性上不利な箇所がある 場合( 塩害等を 受ける おそれのある 部分等) ・ 有り ・ 無し

・ 直接基礎 試験杭 適用箇所 ： 3　 コ ンク リ ート の気乾単位容積質量によ る 種類及び強度 ( 6. 2. 1～4) ( 6. 3. 2) ( 6. 10. 1～3)

支持地盤の位置及び土質( 基礎底部の位置含む) ※ 図示 本杭 ・ 最小かぶり 厚さ に加える 厚さ ( mm) ： 普通ｺﾝｸﾘ ﾄー

試験掘り ( 根切り 底の状態の確認等) ・ 行う ・ 行わない

位置等 ・ 図示 6　 各部配筋 ( 5. 3. 7) ・ ・ 2. 3程度

試験杭　 試験杭の位置 ・ 図示 ・ 直接基礎の配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図1. 1によ る ・ ・

・ 杭の載荷試験 孔壁の保持状況（ 孔壁測定） 基礎接合部の補強配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図1. 2によ る ・ ・

載荷試験の方法 ・ 鉛直載荷試験 測定箇所 ・ 試験杭 （ ） 箇所及び本杭 （ ） 箇所 ・ 基礎梁主筋の継手、 定着及び余長 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図1. 3によ る ★印は構造体強度補正値( S) を適用し ない

・ 地盤工学会基準JGS( ) によ る ・ 杭の支持層への根入れ長さ ・ 図示 ・ 基礎梁のあばら 筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図1. 4によ る 構造体強度補正値 ※ 標準仕様書表6. 3. 2によ る ・

・ 水平載荷試験 杭の精度 水平方向の位置ずれ　 ・ 杭径の1/4かつ100㎜以下 ・ 評定等の評価内容によ る 柱主筋の継手、 定着及び余長 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図2. 1によ る

・ 地盤工学会基準JGS1831によ る ・ 建込み時の杭の鉛直度 ・ 1/100以内 ・ 評定等の評価内容によ る 帯筋組立の形及び割付け ・ 図示 ・ 各部配筋参考図2. 2によ る 軽量ｺﾝｸﾘ ﾄー

試験の位置、 本数、 載荷荷重 ・ 図示によ る ・ 柱の打増し 補強 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図2. 3によ る

報告書の記載事項 ・ 鉄筋の種類 大梁主筋の継手、 定着及び余長 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図3. 1によ る ・ ※ 21 ・ 1種 ・ 2種

あばら 筋の組立の形及び割付け等 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図3. 2によ る ・

・ 地盤の載荷試験 ・ SD295 梁の打増し 補強 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図3. 3によ る ・

載荷試験の方法 平板載荷試験 ・ 地盤工学会基準J GS1521によ る ・ ・ SD345 小梁主筋の継手、 定着及び余長 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図3. 4によ る 構造体強度補正値 ※ 標準仕様書表6. 3. 2によ る ・

試験の位置、 載荷荷重 ・ 図示によ る ・ 片持梁主筋の定着及び余長 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図3. 5によ る

報告書の記載事項 ・ 壁の配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図4. 1によ る 4　 セメ ン ト ( 6. 3. 1)

帯筋の加工及び組立 ・ 図示 ・ 壁の継手及び定着 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図4. 2によ る 種類

○ 2　 既製コ ン ク リ ート 杭地業 ( 4. 2. 2) ( 4. 3. 1) ( 4. 3. 3) ～( 4. 3. 6) ( 4. 3. 8) 鉄筋の最小かぶり 厚さ ・ 100mm ・ 壁の交差部及び端部の配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図4. 3によ る ※ 普通ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ、 高炉ｾﾒﾝﾄＡ 種、 ｼﾘｶｾﾒﾝﾄＡ 種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄＡ 種

種類 ○ 遠心力高強度ﾌ゚ ﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘ ﾄー杭( PHC杭) 鉄筋かご の補強 ・ 壁の開口部補強 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図4. 4によ る 普通ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄの品質は、 JI S R 5210に示さ れた規定の他、 水和熱が7日目で352J/g以下、

○ ﾌ゚ ﾚｽﾄﾚｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー杭( PRC杭) 組み立てた鉄筋の節ご と の継手 ※ 重ね継手( 重ね継手の長さ ・ 図示 ・ ) 壁の打増し 補強 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図4. 5によ る かつ、 28日目で402J/g以下のも のと する 。

・ 外殻鋼管付き ｺﾝｸﾘ ﾄー杭( SC杭) 　 ・ ﾊ゚ ﾗﾍ゚ ｯﾄの配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図4. 6によ る 適用箇所 ：

鋼管材料 ・ SKK400 ・ SKK490 ・ 主筋の基礎底盤への定着長さ ・ 図示 ・ ｽﾗﾌ゙ の配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図5. 1によ る ・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種[ G] 　

・ ｽﾗﾌ゙ 筋の定着及び受け筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図5. 2によ る 適用箇所 ：

杭の種類、 性能及び曲げ強度等によ る 区分( 種別) 、 寸法、 継ぎ手の個所数等 ○ 以下、 構造図によ る ｾﾒﾝﾄの種類 ※ 高炉ｾﾒﾝﾄB種[ G] 片持ｽﾗﾌ゙ の配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図5. 3によ る ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種[ G] 　 　

ｺﾝｸﾘ ﾄーの設計基準強度 ・ 図示 ・ 片持ｽﾗﾌﾞ 先端に壁が付く 場合の配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図5. 4によ る 適用箇所 ：

ｺﾝｸﾘ ﾄーの種類 ・ A種 ・ B種 ・ 評定等の評価内容によ る ｽﾗﾌ゙ 開口部補強 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図5. 5によ る ・

試験杭 上杭 ｽﾗﾝﾌ゚ ※ 18cm ・ 21cm 出隅及び入隅部の補強配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図5. 6によ る

中杭 構造体強度補正 ※ 3N/mm2 ・ 図示 ・ 評定等の評価内容によ る ｽﾗﾌ゙ の打継ぎ補強配筋等 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図5. 7によ る 5　 骨材 ( 6. 3. 1)

下杭 段差のある ｽﾗﾌ゙ の補強配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図5. 8によ る ｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性によ る 区分 ※ A ・ B

本杭 上杭 ○ 5　 砂利事業 ( 4. 6. 2) ( 4. 6. 3) 片持ｽﾗﾌ゙ 形階段の配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図6. 1によ る

中杭 材料 ○ 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ[ G] ・ 切込砂利及び切込砕石 二辺固定ス ラ ブ型階段の配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図6. 2によ る 6　 混和材料 ( 6. 3. 1)

下杭 範囲 ○ 基礎下、 基礎梁下、 土間ｽﾗﾌ゙ 下、 土間ｺﾝｸﾘ ﾄー下 ・ 図示 梁貫通孔の配筋 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図7. 1によ る ・ 混和剤

厚さ ※ 60mm ○ 50mm 梁貫通孔の補強形式 ・ 図示 ・ 各部配筋参考図7. 2によ る 種類 ※ 標準仕様書6. 3. 1( 4) ( a) によ る ・

ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌ゙ ﾛｯｸ帳壁と の取合い ・ 図示 ・ 各部配筋参考図7. 3によ る ・ 混和材

○ 6　 捨ｺﾝｸﾘ ﾄー地業 ( 4. 6. 4) 各部配筋参考図は公共建築工事標準仕様書( 建築工事編) 令和4年版( 一般社団法人 公共建築協会発行) の参 種類 ※ 標準仕様書6. 3. 1( 4) ( b) によ る ・

杭先端部形状 ・ 開放形 ・ 半開放形 ・ 閉そく 形 ・ 範囲 ・ 基礎下、 基礎梁下、 土間ｽﾗﾌ゙ 下 ○ 図示 考資料によ る 。

工法 厚さ ※ 50mm ・ 7　 寒中コ ンク リ ート ( 6. 11. 1) ( 6. 11. 2)

・ ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法　 設計基準強度 ※ 18N/mm2 ・ 7　 ガス 圧接接手 ( 5. 4. 10) 適用期間 ・ 図示

試験杭　 試験杭の位置 ・ 図示 ・ ｽﾗﾝﾌ゚ ※ 15cm又は18cm ・ 圧接完了後の圧接部の試験 ※ 超音波探傷試験 構造体強度補正値 ・ 標準仕様書6. 11. 2( 3) ( ｱ) によ る ・ 積算温度によ る

掘削深さ ・ 図示 ・ ・ 引張試験

杭の支持層への根入れ深さ ・ 図示 ・ ○ 7　 床下防湿層 ( 4. 6. 2) ( 4. 6. 5) 試験方法等 ※ 標準仕様書5. 4. 10( ｲ) ( b) ①～⑥によ る 8　 暑中コ ンク リ ート ( 6. 12. 2)

杭の精度 水平方向の位置ずれ ・ 杭径の1/4かつ100㎜以下 ・ 材料 ○ ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ厚さ 0. 15mm以上 ・ ・ 構造体強度補正値 ※ 6N/mm2

建込み時の杭の鉛直度 ・ 1/100以内 ・ 範囲 ○ 建物内の土間ｽﾗﾌ゙ 及び土間ｺﾝｸﾘ ﾄー下( ﾋﾟ ｯﾄ下を 除く ）

・ 特定埋込杭工法 砂利地業の上に直接施工する 場合は、 防湿層の下に目つぶし 砂敷均し ( t =30) 8　 機械式継手 ( 5. 5. 3) ( 5. 5. 5) 9　 マス コ ンク リ ート ( 6. 13. 1) ( 6. 13. 2)

・ H13国土交通省告示第1113号第6によ る 地盤の許容支持力式でα=250を採用でき る 工法 適用箇所 ※ 図示 ・ 適用箇所 ※ 図示によ る ・

　 　 　・ H13国土交通省告示第1113号第6によ る 地盤の許容支持力式のう ちα、 β、 γが下記の値を ○ 8　 地盤改良工法 H12建告第1463号に適合する 性能 ・ A級 ・ ｾﾒﾝﾄの種類 ・ 普通ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ ・ 中庸熱ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ ・ 低熱ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ

採用でき る 工法 種類及び施工方法等 ○ 図示によ る ・ 種類 ・ ねじ 式鉄筋接手 ・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種[ G] ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種[ G] ・ ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

α＝ （ ） β＝ （ ） γ＝ （ ） 充填方式 ・ 無機ｸﾞ ﾗｳﾄ方式 ・ 有機ｸﾞ ﾗｳﾄ方式 ・

工法 ・ ﾌ゚ ﾚﾎ゙ ﾘーﾝｸﾞ 拡大根固め工法 ・ 中掘り 拡大根固め工法 ・ ・ 端部ねじ 加工継手 混和材料 ・ 混和剤

杭周固定液 ・ 使用する ・ 使用し ない ・ ﾓﾙﾀﾙ充填式継手 種類 ※ 標準仕様書6. 13. 2( 2) ( ｱ) によ る ・

試験杭 試験杭の位置 ・ 図示 ・ ・ ・ 混和材

杭の支持層への根入れ長さ ※ 評定等の評価内容によ る 工法 ※ 第三者機関の評定等を取得し ている 工法 種類 ※ 標準仕様書6. 13. 2( 2) ( ｲ) によ る ・

杭の精度　 水平方向の位置ずれ ※ 評定等の評価内容によ る 鉄筋相互のあき ※ 評定等の評価内容によ る ｽﾗﾝﾌ゚ ※ 15cm ・

建込み時の杭の鉛直度 ※ 評定等の評価内容によ る 品質の確認 ※ 評定等の評価内容によ る 構造体強度補正値 ※ 標準仕様書表6. 13. 1によ る ・

・ 杭の継手の工法 ・ ｱー ｸ溶接継手 検査 ※ 評定等の評価内容によ る

溶接材料 ・ 7. 2. 5( 1) ( 2) によ る ・ 図示 ・ 10　 無筋コ ンク リ ート ( 6. 14. 1)

・ 機械式継手（ 継手部に接続金具を用いた方式のも の） ｺﾝｸﾘ ﾄーの種類 ※ 普通ｺﾝｸﾘ ﾄー ・

工法 ※ 評定等を受けた工法 ｾﾒﾝﾄの種類 ※ 普通ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ、 高炉ｾﾒﾝﾄA種、 ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

杭頭の処理等 ・ 処理する ・ 処理し ない ・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種[ G]

処理方法( 切断に伴う 補強方法含む) ・ 図示 ・ ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種[ G]

杭頭の中詰め材料 ・ 基礎のｺﾝｸﾘ ﾄーと 同調合のも の ・ 設計基準強度 ※ 18N/mm2 ・

ｽﾗﾝﾌ゚ ※ 15cm又は18cm ・

適用箇所 ※ 標準仕様書6. 14. 1( 4) ( ｱ) ～( ｶ) によ る ・
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11　 流動化コ ンク リ ート ( 6. 15. 1) 7　 アンカーボルト ( 7. 2. 4) ( 7. 3. 2) 20　 耐火被覆 ( 7. 9. 2) ～( 7. 9. 8) ９ 章　 防水工事
適用箇所 ・ 図示によ る ・ ・ 構造用ｱﾝｶ ﾎー゙ ﾙﾄ 種類、 材料、 工法等 1　 アス フ ァ ルト 防水 ( 9. 2. 2) ～( 9. 2. 5) ( 表9. 2. 3) ～( 表9. 2. 9)

種類 ・ ABR400 ・ ABR490 【 屋根保護防水】

12　 打継ぎの位置、 ひび割れ誘発目地、 打継目地 ( 6. 6. 4) ( 6. 8. 1) ( 9. 7. 3) ・ 建方用ｱﾝｶ ﾎー゙ ﾙﾄ ・ 耐火材吹付け ・ 乾式吹付けﾛｯｸｳ ﾙー 防水層の種別

打継ぎの位置 ※ 標準仕様書6. 6. 4( 1) によ る ・ 図示 種類 ・ SS400 ・ ・ 半乾式吹付けﾛｯｸｳ ﾙー

目地寸法 ※ 標準仕様書9. 7. 3( 1) ( ｱ) によ る ・ 図示 ｱﾝｶ ﾎー゙ ﾙﾄ及びﾅｯﾄのねじ の公差域ｸﾗｽ及び仕上げの程度 ※ 標準仕様書表7. 2. 3によ る ・ 湿式ﾛｯｸｳ ﾙー ・ A-1 ※ ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ厚さ 0. 15mm

ひび割れ誘発目地の位置・ 形状・ 寸法 ・ 図示 ・ ・ ・ A-2 以上又はﾌﾗｯﾄﾔー ﾝｸﾛｽ

・ 標準仕様書7. 2. 4以外のｱﾝｶー ﾎﾞ ﾙﾄ ・ 耐火板張り ・ 繊維混入けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 ・ A-3 70g/m2程度

13　 構造体コ ンク リ ート の仕上り ( 6. 2. 5) 適用箇所 ・ 図示 ・ ・ ・ B-1 ・

合板せき 板を用いる ｺﾝｸﾘ ﾄーの打放し 仕上げ 種類 ・ SS400 ・ 耐火材巻付け ・ 高断熱ﾛｯｸｳ ﾙー ・ B-2

ｱﾝｶ ﾎー゙ ﾙﾄ及びﾅｯﾄのねじ の公差域ｸﾗｽ及び仕上げの程度 ※ 標準仕様書表7. 2. 3によ る ・ ・ AI -1 ( 種類) ※ ﾌﾗｯﾄﾔー ﾝｸﾛｽ70g/m2程度

・ A種 ・ ・ ﾗｽ張り ﾓﾙﾀﾙ塗り － ・ AI -2 ※ JI S A 9521に基づく 押出法ﾎﾟ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ ﾑー断 ・

・ B種 ﾎ゙ ﾙﾄの縁端距離、 ﾎ゙ ﾙﾄの間隔、 ｹ゙ ｼー゙ 等 ・ 図示 ・ ・ 耐火塗料 ・ ・ AI -3 熱材3種bA（ ｽｷﾝ層付き ）

・ C種 ・ BI -1 ( 厚さ ) ( mm)

8　 溶接材料 ( 7. 2. 5) 21 アンカーボルト の設置等 ( 7. 10. 3) ・ BI -2 ・

ｺﾝｸﾘ ﾄー仕上り の平たんさ 溶接材料 ・ 標準仕様書7. 2. 5( 1) ( 2) によ る 。 構造用ｱﾝｶー ﾎﾞ ﾙﾄの形状及び寸法 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄの種類及び厚さ  　

・ 図示によ る ・ ※ 標準仕様書表9. 2. 3から 表9. 2. 4によ る

・ a種 9　 タ ーンバッ ク ル ( 7. 2. 6) 構造用ｱﾝｶー ﾌﾚー ﾑの形状及び寸法 ・ JI A A 6013に基づく 種類及び厚さ

・ b種 種類 ・ 図示によ る ・ 用途によ る 区分 ・ 非露出単層防水用 ・ 非露出複層防水用

・ c種 建築用タ ーンバッ ク ルボルト ※ 羽子板ボルト ・ 建方用ｱﾝｶー ﾎ゙ ﾙﾄの形状及び寸法 材料によ る 区分 ※ R種

建築用タ ーンバッ ク ル胴 ※ 割枠式 ・ ・ 図示によ る ・ 厚さ ( mm以上) ：

14　 打増し 厚さ ( 打放し 仕上げ部) ( 6. 8. 1) ねじ の呼び ・ 図示 ・ 建方用ｱﾝｶー ﾎ゙ ﾙﾄの保持及び埋込み工法 部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄの種類及び厚さ  

・ 打放し 仕上げの打増し 厚さ ( 外部に面する 部分に限る ) 種別 ・ A種 ・ B種 ※ 標準仕様書表9. 2. 5から 表9. 2. 8によ る

・ 20mm ・ 10　 床構造用のデッ キプレ ート ( 7. 2. 7) ( 7. 7. 8) 柱底均し ﾓﾙﾀﾙの厚さ 及び工法の種別 ・ JI A A 6013に基づく 種類及び厚さ

・ 打放し 仕上げの打増し 厚さ ( 内部に面する 部分に限る ) 材質、 形状及び寸法 厚さ ・ 用途によ る 区分 ・ 非露出単層防水用 ・ 非露出複層防水用

・ 10mm ・ 20mm 種別 ※ A種 ・ B種 材料によ る 区分 ※ R種

・ ﾃ゙ ｯｷﾌ゚ ﾚー ﾄ単独の構法 厚さ ( mm以上) ：

○ 15　 型枠 ( 6. 8. 2) ・ ﾃ゙ ｯｷﾌ゚ ﾚー ﾄと ｺﾝｸﾘ ﾄーと の 22　 軽量形鋼構造 ( 7. 11. 2) 立上り 部への断熱材及び絶縁ｼー ﾄ ※ 設置し ない ・ 設置する

せき 板の材料及び厚さ ・ 合板[ G] ・ 合成ｽﾗﾌ゙ と する 構法 ﾎ゙ ﾙﾄの接合部 ・ 普通ﾎ゙ ﾙﾄ接合 ・ 平場の保護ｺﾝｸﾘ ﾄーの厚さ こ て仕上げ ※ 水下80mm以上

※ 12mm ・ ・ 床ﾀｲﾙ張り ※ 水下60mm以上

・ 断熱材を兼用し た型枠材 ８ 章　 コ ンク リ ート ブロ ッ ク ・ ALCパネル・ 押出成形セメ ント 板工事 立上り の保護工法

使用箇所 ・ 図示 ・ 開口部補強要領( 補強筋の定着長さ 等を含む) ・ 図示によ る ・ 1　 補強コ ンク リ ート ブロ ッ ク 造 ( 8. 2. 2) ( 8. 2. 3) ( 8. 2. 5) ( 8. 2. 7) ( 8. 2. 8) ・ 乾式保護材（ 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る ）

・ MCR工法用ｼー ﾄ 鉄骨部材への溶接方法 ・ 図示によ る ・ ﾌ゙ ﾛｯｸの種類等 窯業系ﾊ゚ ﾈﾙⅠ類 厚さ ( mm) ：

適用箇所 ・ 図示 ・ 耐火認定 ・ 有り ・ 無し 幅( mm) ：

打増し 厚さ ・ 20mm ・ 耐火時間 ・ 図示によ る ・ ・ れんが押え

打増し 範囲　 ・ 図示によ る ・ ・ ・ 無 ・ 有 ※ JI S R 1250 ・

ｽﾘ ﾌー゙ の材種・ 規格等 ※ 図示 ・ 11　 ス タ ッ ド ( 7. 2. 8) ・ ・ 無 ・ 有 ・ ｺﾝｸﾘ ﾄー押え

・ ・ 無 ・ 有 ・ ﾓﾙﾀﾙ押え( 屋内)

16　 コ ンク リ ート の単位水量測定 ・ 16 ﾓﾙﾀﾙの調合（ 容積比） ※ 表8. 2. 1によ る ・ ｾﾒﾝﾄ （ ） ： 砂 （ ）

実施要領 ・ 図示 ・ ・ 19 各部の配筋 ※ 図示 ・ 【 屋根露出防水】

・ 22 目地仕上げ ・ 押し 目地仕上げ ・ 化粧目地仕上げ 防水層の種類

17　 耐震ス リ ッ ト ま ぐ さ を受ける 開口部両側のﾌ゙ ﾛｯｸのﾓﾙﾀﾙ又はｺﾝｸﾘ ﾄーで充填する 範囲 ※ 図示

・ 垂直方向 ※ 完全( 全貫通型) ・ 耐火型 ・ 有り 12　 柱底均し モルタ ル ( 7. 2. 9) 2　 コ ンク リ ート ブロ ッ ク 帳壁及び塀 （ 8. 3. 2) ～( 8. 3. 4) ・ D-1 ・ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝ ※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝ ・ 適用する

・ 水平方向 ・ ・ 非耐火型 ・ 無し 無収縮ﾓﾙﾀﾙと する 場合の材料、 調合等 ※ 標準仕様書7. 2. 9( 2) ( ｱ) から ( ｴ) によ る ﾌ゙ ﾛｯｸの種類等 ・ D-2 ｸﾞ 類の製造 ｸﾞ 類の製造 ・ 適用する

・ ・ DI -1 9. 2. 2( 9) によ る 所の仕様 所の仕様 ・ 適用する

目地( 目地材の材質は標準仕様書表9. 7. 1によ る ) 種類 : ・ ・

13　 製作精度 ( 7. 3. 3) ・ ・ 無 ・ 有 ・ DI -2 厚さ ( mm) : ・ 適用する

目地材 ｼー ﾘﾝｸﾞ 材( 見え掛かり 部のみ) ｼー ﾘﾝｸﾞ 材( 見え掛かり 部のみ) 鉄骨の製作精度は、 J ASS 6 付則6［ 鉄骨精度検査基準］ に加えて、 次によ る ・ 空洞ﾌ゙ ﾛｯｸC( 16) ・ 無 ・ 有

目地寸法( ㎜) ・ 幅20×深さ 10 ・ ・ 幅20×深さ 10 ・ 通し ﾀﾞ ｲｱﾌﾗﾑの突合せ継手の食い違いの寸法 ※ H12建告第1464号第二号イ ( 2) によ る ・ 型枠状ﾌ゙ ﾛｯｸ 20 ・ 無 ・ 有 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄの種類及び厚さ  　

施工箇所 ※ 図示 ・ ﾓﾙﾀﾙの調合（ 容積比） ※ 表8. 2. 1によ る ・ ｾﾒﾝﾄ （ ） ： 砂 （ ） ※ 標準仕様書表9. 2. 8によ る

ｱﾝﾀﾞ ｶーｯﾄの寸法 ※ H12建告第1464号第二号イ ( 3) によ る ・ 塀に用いる ﾌ゙ ﾛｯｸの正味厚さ ( mm) 塀の高さ が2m以下 ※ ・ JI A A 6013に基づく 種類及び厚さ

18　 止水板 食い違い・ 仕口のずれの検査方法及び補強方法 2m越え ※ 用途によ る 区分 ・ 露出単層防水用 ・ 露出複層防水用

形式 ・ 差込式 ・ 据置式 ・ 壁張り 式 ・ 「 突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・ 補強ﾏﾆｭｱﾙ」 によ る 壁鉄筋の継手、 定着及び末端部の折り 曲げ形状 ※ 図示 材料によ る 区分 ※ R種

施工位置 ※ 図示 ・ 各部の配筋 ※ 図示 厚さ ( mm以上) ：

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄの種類及び厚さ  

７ 章　 鉄骨工事 ○ 特記なき は、 構造特記仕様書によ る 14　 仮組 ( 7. 3. 10) 3　 ALCパネル ( 8. 4. 2) ～( 8. 4. 5) ※ 標準仕様書表9. 2. 7から 表9. 2. 8によ る

○1　 鉄骨の製作工場 ( 7. 1. 3) 仮組を行う 範囲 ・ 図示によ る ・ ALCﾊ゚ ﾈﾙの区分等 ・ JI A A 6013に基づく 種類及び厚さ

※ 建築基準法第68条の25に基づき 国土交通大臣から 構造方法等の認定を 取得し ている 鉄骨製作工場又は 用途によ る 区分 ・ 露出単層防水用 ・ 露出複層防水用

同等以上の能力のある 工場 15　 溶接作業における 技能資格者の技量付加試験 ( 7. 6. 3) 材料によ る 区分 ※ R種

( ) ｸﾞ ﾚ ﾄーﾞ 以上 溶接作業者の技量付加試験 ※ 行わない ・ 行う ・ 外壁用 ・ 一般 ・ 平 ・ ・ ・ 図示によ る ・ なし ・ A種 ・ B種 厚さ ( mm以上) ：

・ 監督職員の承諾する 製作工場 試験の要領 ・ 図示 ・ ｺ ﾅーー ・ 意匠 ・ 1 絶縁断熱工法及びﾙー ﾌﾄﾞ ﾚﾝ回り 及び立上り 部周辺の断熱材の張り じ ま い位置 ※ 図示

・ 間仕切 ・ 一般 ・ 平 ・ ・ ・ 図示によ る ・ なし ・ C種 ・ D種 絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

○ 2　 鉄骨製作工場における 施工管理技術者 ( 7. 1. 4) 16　 溶接接合 （ 7. 6. 4) ( 7. 6. 7) 壁用 ・ ｺ ﾅーー ・ 意匠 ・ 1 ・ E種 種類 ※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ 類の製造所の指定 ・

※ 配置する ・ 配置し ない 開先の形状 ・ 図示によ る ・ ・ 屋根用 ・ 一般 ・ 平 ・ ・ ・ 図示によ る ・ ※ F種 設置数量 ※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ 類の製造所の指定 ・ （ ） 個
鋼製ｴﾝﾄﾞ ﾀﾌ゙ を 切断する 部分 ・ ｺ ﾅーー ・ 意匠

3　 鋼材 ( 7. 2. 1) ( 7. 2. 10) 切断する 箇所 ・ 図示 ・ ・ 床用 ・ 一般 ・ 平 ・ ・ ・ 図示によ る ・ 1 【 屋内防水】

種類等 切断範囲　 ・ 鋼製ｴﾝﾄﾞ ﾀﾌ゙ 、 裏当て金等は、 梁ﾌﾗﾝｼ゙ の端から 5mm以下を残し て直線上に切断す ・ ｺ ﾅーー ・ 意匠 ・ 2 防水層の種類

る 。 なお、 切断線が交差する 場合は、 交差部を ｱー ﾙ状に加工する 。 ﾊ゚ ﾈﾙの相互の接合部に挿入する 耐火目地材 ・

・ JI Sによ る ・ ・ 外壁、 屋根ﾊ゚ ﾈﾙの工法 ・ E-1 ・ E-2

・ JI Sによ る ・ 切断面の仕上げ ・ 標準仕様書7. 6. 7( 1) ( ｶ) ( b) ②によ る ・ １ 章　 適用区分によ る 風圧力の( ・ 1 ・ ・ ) 倍の耐風圧性能 保護層 ・ 設ける

・ JI Sによ る ・ ｽｶﾗｯﾌ゚ の形状 ・ 図示 ・ 外壁ﾊ゚ ﾈﾙ構法及び間仕切り 壁ﾊ゚ ﾈﾙ構法における 耐震性能 ※ 図示

・ JI Sによ る ・ 固形ﾌﾗｯｸｽﾀﾌ゙ の使用 建築非構造部材の耐震性能に係る 特記事項によ る ・ 設けない

・ JI Sによ る ・ 固形ﾌﾗｯｸｽﾀﾌ゙ を使用する 場合はAW検定技能会議の実施する 認定試験の合格者若し く は、 日本ｴﾝﾄﾞ ﾀﾌ゙ 協 ﾊ゚ ﾈﾙ幅の最小限度を300mm未満と する 場合 ・ 図示 E-1の工程３ を行う 部位 ※ 貯水槽、 浴槽等常時水に接する 部位 ・

・ JI Sによ る ・ 会の実施する 施工講習会受講者が施工する こ と 。 目地幅( mm) 防水層の下地の立上り ※ ｺﾝｸﾘ ﾄー打放し 仕上げ 標準仕様書表6. 2. 4[ 打放し 仕上げ種別] のB種

低応力高ｻｲｸﾙ疲労をう ける 部位 ・ 有り ( ﾊ゚ ﾈﾙ短辺小口相互の接合部、 外壁、 間仕切壁ﾊ゚ ﾈﾙの出隅及び入隅のﾊ゚ ﾈﾙ接合部並びにﾊ゚ ﾈﾙと 他部材と ・

4　 高力ボルト ( 7. 2. 2) ( 7. 3. 2) ( 7. 4. 2) ( 7. 12. 5) 位置 ※ 図示 ・ の取合い部) ※ 10～20 ・ 立上り 部の押え金物の材質、 形状及び寸法 ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 L-30×15×2. 0mm

ﾎﾞ ﾙﾄの種類 ・ ﾄﾙｼｱ形高力ﾎ゙ ﾙﾄ ・ JI S形高力ﾎ゙ ﾙﾄ ・ 外壁、 間仕切り 壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填 ・ 適用する ・ 適用し ない ・

ﾎﾞ ﾙﾄの縁端距離、 ﾎ゙ ﾙﾄの間隔、 ｹ゙ ｼー゙ 等 ・ 図示 ・ 17　 入熱、 パス 間温度の溶接条件 ( 7. 6. 7) ( 7. 6. 10) 防水層の下地のﾓﾙﾀﾙ塗り ・ 適用する

摩擦面の処理方法 ・ 標準仕様書7. 4. 2( 1) によ る 鋼材と 溶接材料の組合せと 溶接条件 ・ 図示 ・ 4　 押出成形セメ ント 板( ECP) ( 8. 5. 2) ～( 8. 5. 5) 施工範囲 ※ 図示 ・

・ 適用箇所 ・ 図示 ・ 柱、 梁、 ﾌ゙ ﾚー ｽのﾌﾗﾝｼ゙ 端部の完全溶込み溶接部 ECPの種類等 ・ 適用し ない

・ すべり 試験の実施 屋上排水溝 ※ 図示

・ すべり 係数試験 ・ すべり 耐力試験 18　 溶接部の試験 ( 7. 6. 12) ・ 外壁ﾊ゚ ﾈﾙ ・ ﾌﾗｯﾄﾊ゚ ﾈﾙ ・ 50 ・ 60 ・ ・ A種

すべり 試験を実施する 場合、 標準仕様書7. 4. 2( 1) ( ｲ) によ る 摩擦面の確認は、 本試験で作成し た対比試 平12建告第1464号第二号に関する 外観試験方法等 ・ ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝﾊ゚ ﾈﾙ ・ 50 ・ 60 ・ 600 ・ B種 2　 改質アス ファ ルト シート 防水 ( 9. 3. 2) ( 9. 3. 3) ( 表9. 3. 1) ～( 表9. 3. 3)

験片で行う こ と 。 ・ 「 突合せ溶接継手の食い違い仕口のずれの検査・ 補強ﾏﾆｭｱﾙ」 3. 5. 2　 受入検査によ る ・ ﾀｲﾙﾍ゙ ｽーﾊ゚ ﾈﾙ ・ 60 【 屋根露出防水】

・ 抜き 取り 検査① ※ 抜き 取り 検査② ・ 間仕切壁ﾊ゚ ﾈﾙ ・ ﾌﾗｯﾄﾊ゚ ﾈﾙ ・ 50 ・ 60 ・ ・ B種 防水層の種類

5　 普通ボルト J ASS 6 付則 6 ［ 鉄骨精度検査基準］ の付表3「 溶接」 に関する 試験方法等 ・ ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝﾊ゚ ﾈﾙ ・ 50 ・ 60 ・ C種

ﾎﾞ ﾙﾄ及びﾅｯﾄの材料 ( 7. 2. 3) ( 7. 3. 2) ( 7. 3. 8)  ・ JASS 6  10. 4［ 受入検査］ e. 溶接部の外観検査( 1) から ( 5) ま でによ る 。 ただし 、 完全溶込み ・ ﾀｲﾙﾍ゙ ｽーﾊ゚ ﾈﾙ ・ 60

・ 標準仕様書7. 2. 3( J I S付属書品) 又は次によ る 溶接部の外観検査の抜取箇所は、 超音波探傷試験の試験箇所と 同一と する 。 外観試験の不合格箇所 外壁ﾊ゚ ﾈﾙの工法における 耐風圧性能 ・ AS-T1 ・ 改質ｱｽﾌｧ ※ 改質ｱｽﾌｧ ・ 適用する

ﾎ゙ ﾙﾄの規格は、 JI S B 1180と する は、 全て標準仕様書7. 6. 13によ る 補修を 行い、 再試験する 。 １ 章　 適用区分によ る 風圧力の( ・ 1 ・ ・ ) 倍の耐風圧性能 ・ AS-T2 ﾙﾄｼー ﾄの ﾙﾄｼー ﾄの ・ 適用する

ﾎ゙ ﾙﾄの種類は、 呼び径六角ﾎ゙ ﾙﾄ又は全ねじ 六角ﾎ゙ ﾙﾄと し 、 材料は鋼と する 完全溶け込み部の超音波探傷試験 外壁ﾊ゚ ﾈﾙ構法及び間仕切り 壁ﾊ゚ ﾈﾙ構法における 耐震性能 ・ AS-T3 製造所の 製造所の ・ 適用する

ﾎ゙ ﾙﾄの強度区分は、 4. 6又は4. 8と する 。 なお、 呼び径六角ﾎ゙ ﾙﾄの軸径の最大寸法は、 ﾎ゙ ﾙﾄ径の値以 ※ 行う ・ 行わない 建築非構造部材の耐震性能に係る 特記事項によ る ・ AS-T4 仕様 仕様 ・ 適用する

下と する ・ 工場溶接の場合 ﾊ゚ ﾈﾙ幅の最小限度を300mm未満と する 場合 ・ あり ・ AS-J1 ・ ・ ・ 適用する

ﾅｯﾄの規格は、 JI S B 1181と する AOQL( %) ※ 4. 0 ・ 2. 5 ﾊ゚ ﾈﾙ相互の目地幅( mm) ・ 長辺（ ）  短辺（ ） ・ ASI -T1 標準仕様書 ・ 設ける ・ 適用する

ﾅｯﾄの種類は、 六角ﾅｯﾄ-Cと し 、 材料は鋼と する ・ 全て ・ ・ ・ ・ 出隅及び入隅のﾊ゚ ﾈﾙ接合目地の目地幅( mm) ※ 15程度 9. 3. 2( 3) ( ｳ) ( 改質ｱｽﾌｧﾙﾄ

・ ※ 第6水準 ・ ・ ・ ・ 耐火構造以外の目地及び隙間の処理 ※ ﾊ゚ ﾈﾙ製造所の仕様 種類 ： ｼー ﾄの製造所

座金 ※ JI S B 1256によ る ・ 工事現場溶接の場合 ※ 全て やむを 得ず欠き 込み等を行う 場合は、 下表の寸法を限度と し 、 欠損部分を 考慮し た強度を確認し た資料を ・ ASI -J1 の仕様） ・ 適用する

ﾎﾞ ﾙﾄの縁端距離、 ﾎ゙ ﾙﾄの間隔、 ｹ゙ ｼー゙ 等 ・ 図示によ る ・ 提出する 。 厚さ ( mm) ： ・ 設けない

母屋又は胴縁の取付けに使用する ﾎ゙ ﾙﾄの孔径 ※ ねじ の呼び径＋1. 0mm ・ 19　 錆止め塗装 ( 7. 8. 2、 4) ( 18. 3. 2) 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄの種類及び厚さ  　

塗装の範囲 ﾊ゚ ﾈﾙ幅の1/2以下、 かつ、 300mm以下 150mm以下 ※ 標準仕様書表9. 3. 1から 表9. 3. 3によ る ・

6　 溶融亜鉛めっき 高力ボルト ( 7. 3. 2) ( 7. 4. 2) ( 7. 12. 5) 耐火被覆材の接着する 面の塗装範囲 ・ 図示 ・ 500mm以下 300mm以下 ・ JI A A 6013に基づく 種類及び厚さ

ﾎﾞ ﾙﾄの縁端距離、 ﾎ゙ ﾙﾄの間隔、 ｹ゙ ｼー゙ 等 ・ 図示によ る ・ 耐火被覆材の接着する 面以外の塗装範囲 ・ 標準仕様書7. 8. 2( 1) ( ｱ) ～( ｵ) によ る ﾊ゚ ﾈﾙ幅の1/2以下、 かつ、 300mm以下 300mm以下 用途によ る 区分 ・

摩擦面の処理方法 ・ ﾌ゙ ﾗｽﾄ処理（ 表面粗度50μmRz以上） ・ り ん酸塩処理 ・ 塗料の種別 500mm以下 300mm以下 材料によ る 区分 ※ R種

・ すべり 試験の実施 ・ 下記以外の鉄鋼面は、 18章[ 塗装工事] によ る 厚さ ( mm以上) ：

・ すべり 係数試験 ・ すべり 耐力試験 ・ 鉄骨鉄筋コ ン ク リ ート 造の鋼製ス リ ーブで鉄骨に溶接さ れたも のの内側の錆止め塗料の種別 粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼー ﾄの種類及び厚さ  

すべり 試験を実施する 場合、 標準仕様書7. 12. 5( 1) ( ｱ) 又は( ｲ) によ る 摩擦面の確認は、 本試験で作成し ※ A種 ※ 標準仕様書表9. 3. 2から 表9. 3. 3によ る

た対比試験片で行う こ と 。 ・ 耐火被覆材が溶接する 面の塗料の種別 ・ JI A A 6013に基づく 種類及び厚さ

・ 用途によ る 区分 ・

材料によ る 区分 ※ R種

厚さ ( mm以上) ：

作図

厚さ 耐火時間

正荷重 負荷重 ( mm) ( 時間)
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短辺

長辺

短辺

長辺

検図 日付 建設工事名 図番

高日射反射率
防水の適用[ G]

断面形状及び
圧縮強さ によ る 区分

正味厚さ
( mm)

化粧の有無
( 表8. 3. 1) 以外の

適用箇所
備考

呼び名 呼び長さ ( mm) 適用箇所

ﾊ゚ ﾈﾙに孔あけ
を 設ける 場合

ﾊ゚ ﾈﾙに欠き 込
みを設ける 場合

施工箇所

1. 15 1. 3

ﾊ゚ ﾈﾙの種類 形状 厚さ ( mm) 幅( mm) 工法の種別 備考

仕上塗料

種類 使用量

1. 15 1. 3

節

検査水準

孔あけ及び欠き 込みの大き さ 切断後のﾊ゚ ﾈﾙの残り の部分の幅

種別
施工
箇所

断熱材[ G] 防湿用ｼー ﾄ
高日射反射率
防水の適用[ G]

M

0. 5

種類の記号 適用箇所( 主要な部分) 規格 種別 施工箇所 種別

ﾓﾃ゙ ｭ ﾙー呼び寸法( mm)

長さ 高さ
目地 内壁 外壁

区分 幅及び長さ 構法の種別

120

150

単位荷重( N/mm2)

仕上塗料

方向 ﾀｲﾌ゚ 耐火性能 防水性能 備考 種類 使用量
種別 施工箇所 断熱材[ G]

種別 適用箇所

適用箇所 材質、 形状、 寸法 備考

ﾓﾃ゙ ｭ ﾙー呼び寸法( mm)

長さ 高さ
断面形状及び

圧縮強さ によ る 区分
正味厚さ

( mm)
化粧の有無 適用箇所 備考

種別 施工箇所 断熱材[ G] 絶縁用ｼー ﾄ

種別 適用箇所

種別 材料・ 工法 性能( 耐火時間) 適用箇所( 部位・ 部分)



部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼー ﾄの種類及び厚さ  ○ 6　 シーリ ン グ ( 9. 7. 2) ( 9. 7. 3) ( 9. 7. 5) ( 表9. 7. 1) 5　 外壁乾式工法 ( 10. 2. 2) ( 10. 5. 2) ( 10. 5. 3) ( 表10. 2. 4) 目地のｼー ﾘﾝｸﾞ 材

※ 標準仕様書表9. 3. 2から 表9. 3. 3によ る 下表以外は、 標準仕様書表9. 7. 1によ る 。 乾式工法の方式によ る 金物の種類、 形状、 寸法等 打継ぎ目地 ※ ﾎ゚ ﾘｳﾚﾀﾝ系ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ・

・ JI A A 6013に基づく 種類及び厚さ ただし 、 外壁ﾀｲﾙ接着剤張り 目地の場合のｼー ﾘﾝｸﾞ は11章に、 ｶー ﾃﾝｳｫ ﾙー目地の場合のｼー ﾘﾝｸﾞ は17章によ る ※ 標準仕様書表10. 2. 4によ る ひび割れ誘発目地 ※ ﾎ゚ ﾘｳﾚﾀﾝ系ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ・

用途によ る 区分 ・ 方式 ・ ｽﾗｲﾄﾞ 方式 ・ ﾛｯｷﾝｸﾞ 方式 伸縮調整目地 ※ 変成ｼﾘｺ ﾝー系ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ・

材料によ る 区分 ※ R種 ・ 下地調整材塗り を 行う ｺﾝｸﾘ ﾄー素地面の下地処理

厚さ ( mm以上) ： あと 施工ｱﾝｶ のー材質及び寸法等 ※ 目荒し 工法( 高圧洗浄) ・ MCR工法 ・

立上り 部の押え金物の材質、 形状及び寸法 ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 L-30×15×2. 0mm ・ 種類 ・ 外装タ イ ルの目地詰め ・ 行う ・ 行わない

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量 仕上げを 行わない施工箇所 ・ 図示 ・ 材質 ・

種類 ※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ 類の製造所の指定 ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材の目地寸法 寸法 ・ 12章　 木工事
設置数量 ※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ 類の製造所の指定 ・ （ ） 個 打継ぎ目地 ※ 幅20mm×深さ 10mm以上 ・ だぼ穴の位置 ※ 標準仕様書10. 5. 2( 2) ( ｱ) によ る ・ 図示 ○ 1　 施工一般 ( 12. 2. 1)

ひび割れ誘発目地 ※ 幅20mm×深さ 10mm以上 ・ 裏打ち処理 ・ 適用する ・ 適用し ない 材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量

3 合成高分子系ルーフィ ン グシート 防水 ( 9. 4. 2) ～( 9. 4. 4) ( 表9. 4. 1) ～( 表9. 4. 3) ｶ゙ ﾗｽ回り 目地 ※ 幅 5mm×深さ  5mm以上 ・ 建築基準法に基づく 風圧力に対応し た工法 ※ F☆☆☆☆又は標準仕様書12. 2. 1( 1) ( ｳ) ( b) によ る

防水層の種別 その他の箇所　 ※ 幅10mm×深さ 10mm以上 ・ 1章 適用区分によ る 風圧力の（ ※ 1 ・ 1. 15 ・ 1. 3 ) 倍の風圧力に対応し た工法 ・

接着試験 ※ する ｼー ﾘﾝｸﾞ 材

※ 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験 種類 ※ 標準仕様書9. 7. 1によ る ・ ○ 2　 製材[ G] ( 12. 2. 1) ( 12. 4. 1) ( 12. 5. 1) ( 12. 6. 1) ( 12. 7. 1)

・ し ない 目地幅及び深さ ・ 県内産木材の適用がない場合でも 可能な範囲で県内産木材の使用に努める こ と

・ S-F1 ・ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ※ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ・ 適用する 報告： 静岡県産材証明制度の｢県産材販売管理票｣によ り 報告する こ と

ﾄの製造所 ﾄの製造所 10章　 石工事 6　 床及び階段の石張り ( 10. 6. 2) ( 10. 6. 3) ○ 合法的に生産さ れた木材を 使用する こ と 。

の仕様 の仕様 1　 施工 ( 10. 1. 3) 浸透性吸水防水剤 報告： 木材・ 木製品の合法性、 持続可能性の証明のためのｶ゙ ｲﾄﾞ ﾗｲﾝ( 平成18年2月15日林野庁作成)

・ S-F2 ・ 適用する 石材の割付け　 ・ 図示 床石張り ・ 適用する ・ 適用し ない に準拠し た証明書によ り 報告する こ と

・ S-M1 ・ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ※ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ・ 適用する 石裏面処理 造作材の材面の品質の基準 ※ A種 ・ B種

ﾄの製造所 ﾄの製造所 2　 石材等 ( 10. 2. 1) ( 10. 2. 3) ( 表10. 2. 1) ( 表10. 2. 2) 床石張り ・ 適用する ・ 適用し ない

の仕様 の仕様 天然石 階段張り ・ 適用する ・ 適用し ない ・ J AS 1083-5 製材-第5部に基づく 下地用製材

・ S-M2 ・ 適用する 裏打ち処理

・ S-M3 ・ 適用する ・ 床石 ・ 図示 床石張り ・ 適用する ・ 適用し ない

・ SI -F1 標準仕様書 ・ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ※ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ・ 適用する ・ 一般目地 ※ 2級　 ・ ※ A種 ・ B種 ・ ・ 有 ・ 無

9. 4. 2( 3) ( ｴ) ( b) ﾄの製造所 ﾄの製造所 ※ 2級　 ・ ※ A種 ・ B種 ・ ・ 有 ・ 無

( 種類） の仕様 の仕様 ・ 目地ﾓﾙﾀﾙ ・ ※ 2級　 ・ ※ A種 ・ B種 ・ ・ 有 ・ 無

・ SI -F2 ・ ・ 適用する ｼ゙ ｪｯﾄﾊ゙ ﾅーー 仕上げのﾊ゙ ﾌ仕上げの有無 ・ あり ・ なし ・ 既調合の目地ﾓﾙﾀﾙ ・ 県産木材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない

( 厚さ ) ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ・ ・ ※ 標準仕様書9. 7. 1によ る ・

・ ﾃﾗｿﾞ ﾌ゙ ﾛｯｸ 伸縮調整目地 ○ J AS 1083-2 製材-第2部に基づく 造作用製材

・ SI -M1 標準仕様書 ・ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ※ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ・ 適用する 位置 ・ 標準仕様書10. 6. 2( 5) ( ｲ) ( a) によ る ・ 図示

9. 4. 2( 3) ( ｴ) ( a) ﾄの製造所 ﾄの製造所 ｼー ﾘﾝｸﾞ 材の種類 ※ 標準仕様書表9. 7. 1によ る ・

( 種類） の仕様 の仕様 ※ 大理石 ※ 1. 5～12 ・ 平も の ・ 片面 目地寸法 ※ 幅・ 深さ と も 10mm以上 ・ 図示 ※ 上小節 ※ A種 ・ B種 ・ ・ 有 ○ 無

・ SI -M2 ※ 発泡ﾎﾟ ﾘ ・ ・ 適用する ・ 花こ う 岩 ・ 役も の ・ 両面 ○ 無節

ｴﾁﾚﾝｼー ﾄ ( 厚さ ) 7　 笠木、 甲板等の石張り ( 10. 2. 2)  ( 10. 7. 1) ( 10. 7. 2) ※ 小節以上 ※ A種 ・ B種 ・ ・ 有 ○ 無

・ ・ 取付工法 ・ 湿式工法 ・ 乾式工法 ・

S-F1、 S-M1、 S-F2、 S-M2の仕様 ※ 非歩行仕様 ・ 軽歩行仕様 特殊部位用金物 ※ 2級　 ※ A種 ・ B種 ・ ・ 有 ・ 無

SI -M1及びSI -M2における 防湿用フ ィ ルム ・ 設置する ・ 設置し ない ﾃﾗｿﾞ ﾀｲﾙ 材質 ※ SUS304 県産木材の適用 ・ 適用する ○ 適用し ない

寸法等

【 屋内防水】 引金物 ※ 標準仕様書10. 2. 3によ る ・ ・ J AS 1083-6 製材－第6部に基づく 広葉樹製材
防水層の種別 ※ 大理石 ※ 1. 5～12 ・ 300型 だぼ ※ 標準仕様書10. 2. 3によ る ・

・ 花こ う 岩 0 ・ 400型 かすがい ※ 標準仕様書10. 2. 3によ る ・

受金物 ※ 標準仕様書10. 2. 2( 1) ( ｲ) によ る ・ ※ 1等 ・ ※ 10%以下 ・ 有 ・ 無

・ S-C1 ・ ・ ※ 7mm以下 乾式工法の方式によ る 金物の種類、 形状、 寸法等 ・ A種 ・ B種

・ その他の材料 フ ァ ス ナー ※ 標準仕様書表10. 2. 4に準ずる ※ 1等 ・ ※ 10%以下 ・ 有 ・ 無

平場のモルタ ル床塗り における 目地の目地群およ び種類 取付け用ﾓﾙﾀﾙ ※ 専門工事業者の指定する 製品 ・ 方式 ・ ｽﾗｲﾄﾞ 方式 ・ ﾛｯｷﾝｸﾞ 方式 ・ A種 ・ B種

目地割 ※ 目地割2m2程度、 最大目地間隔3m程度 ・ 既調合の目地ﾓﾙﾀﾙ ※ 専門工事業者の指定する 製品 ・ ・ 図示 県産木材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない

目地の種類 ※ 押し 目地 浸透性吸水防水剤 ※ 専門工事業者の指定する 製品 ・ あと 施工ｱﾝｶー の材質及び寸法等

合成高分子系ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄの種類及び厚さ 石裏面処理材 ※ 専門工事業者の指定する 製品 ・ 種類 ・ ・ J AS 1083( 製材) 以外の製材

※ 標準仕様書表9. 4. 1から 表9. 4. 3によ る 裏打ち処理材 ※ 専門工事業者の指定する 製品 ・ 材質 ・

・ JI S A 6008に基づく 種類及び厚さ ﾄﾞ ﾚﾝﾊ゚ ｲﾌ゚ の材質 ※ 樹脂ﾈｯﾄ性ﾊ゚ ｲﾌ゚  ｸﾛｽﾒｯｼｭ巻き  25～36φ ・ 寸法 ・

種類 ： 金物の固定に使用する 充填材料等 ※ 専門工事業者の指定する 製品 ・ 石裏面処理 ・ 適用する ・ 適用し ない ( ) ・ 適用する ※ A種 ・ 有 ・ 無

厚さ ( mm以上) ： 乾式工法の場合の取り 付け代 ※ 70mm程度 造作材の場合 ・ 適用し ない ・ B種

固定金具の材質、 形状及び寸法 3 外壁湿式工法 ( 10. 2. 2) ( 10. 2. 3) ( 10. 3. 2) ( 10. 3. 3) 石材の裏面の補強用ﾓﾙﾀﾙ ・ 適用し ろ ・ 適用し ない ※ A種 ・ B種

※ 厚さ 0. 4mm以上の防錆処理し た鋼板、 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板又はそれら の鋼板の片面若し く は両面に樹脂を積層 受金物 一般目地 ( ) ・ 適用する ※ A種 ・ 有 ・ 無

加工し たも の 材質 ※ SUS304 ・ 造作材の場合 ・ 適用し ない ・ B種

・ 形状及び寸法 ・ L-75×75×6( mm) の加工　 長さ 100mm又は150mm ・ ・ 目地ﾓﾙﾀﾙ ・ ※ A種 ・ B種

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量 ｱﾝｶー の材質及び寸法 ・ 既調合の目地ﾓﾙﾀﾙ ・ ( ) ・ 適用する ※ A種 ・ 有 ・ 無

種類 ※ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄの製造所の仕様 ・ 材質 ※ SS400 ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ・ ・ ※ 標準仕様書9. 7. 1によ る ・ 造作材の場合 ・ 適用し ない ・ B種

設置数量 ※ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄの製造所の仕様 ・ 寸法 ・ 伸縮調整目地 ※ A種 ・ B種

接着工法の場合のﾌ゚ ﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘ ﾄー部材下地の目地処理 あと 施工ｱﾝｶー の材質及び寸法等 位置 ・ 標準仕様書10. 6. 2( 5) ( ｲ) ( a) によ る ・ 図示 県産木材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない

・ 行う 種類 ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材の種類 ※ 標準仕様書表9. 7. 1によ る ・

・ 図示 ・ 材質 ・ 目地寸法 ・ 図示 ○ 4　 造作用集成材[ G] ( 12. 2. 1)

・ 行わない 寸法 ・ ○ ｢集成材の日本農林規格｣によ る 造作用集成材

ﾌﾟ ﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘ ﾄー部材の入隅部の増張り （ 種別S-F1、 SI -F1の場合） ﾄﾞ ﾚﾝﾊ゚ ｲﾌ゚ 11章　 タ イ ル工事
・ 行う ・ 設ける 1　 伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地 ( 11. 1. 3) ( 表11. 1. 1) ※ 1等 ・ 2等 ・ 有 ○ 無

・ 図示 ・ 位置 ・ 図示 位置 ※ 標準仕様書表11. 1. 1によ る ・ 図示 ※ 1等 ・ 2等 ・ 有 ・ 無

・ 行わない ・ 設けない 目地寸法 ・ 図示 ※ 1等 ・ 2等 ・ 有 ・ 無

機械的固定工法の場合の一般部のﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄの張付け 石裏面処理 ・ 適用する ・ し ない 県産木材の適用 ・ 適用する ○ 適用し ない

1章 適用区分によ る 風圧力の（ ・ 1 ・ ） 倍の風圧力に対応し た工法 裏打ち処理 ・ 適用する ・ し ない 2　 見本焼き 、 試験施工

下地ごし ら え ※ あと 施工ｱﾝｶー ・ 横筋流し 工法 ・ あと 施工ｱﾝｶー 工法 ・ 流し 筋工法 見本焼き ・ 行う ・ ｢集成材の日本農林規格｣によ る 化粧ばり 造作用集成材

4　 塗膜防水 ( 9. 5. 3) ( 表9. 5. 1) ( 表9. 5. 2) 施工箇所 ・

防水層の種別 目地 ・ 行わない

一般目地 試験張り ・ 行う （ 範囲、 仕様等は図示によ る ） ・ 行わない 化粧薄板： ※ 1等 ・ 有

芯材： ・ 2等 ・ 無

・ X-1 ・ 主材料の製 ※ 主材料の製 ・ 適用する ・ 目地ﾓﾙﾀﾙ ・ 化粧薄板： ※ 1等 ・ 有

造所の仕様 造所の仕様 ・ 既調合の目地ﾓﾙﾀﾙ ・ 3　 セメ ン ト モルタ ルによ る タ イ ル張り ( 11. 2. 2) ( 11. 2. 3) ( 11. 2. 6) ( 11. 2. 7) 芯材： ・ 2等 ・ 無

・ ・ ※ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ・ ・ ※ 標準仕様書9. 7. 1によ る ・ ﾀｲﾙの形状、 寸法等 化粧薄板： ※ 1等 ・ 有

・ X-2 ・ 主材料の製 ※ 主材料の製 ・ 適用する 伸縮調整目地 芯材： ・ 2等 ・ 無

造所の仕様 造所の仕様 位置 ・ 図示 県産木材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない

・ ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材の種類 ※ 標準仕様書表9. 7. 1によ る ・

・ Y-1 ※ 地下外壁防水 目地寸法 ※ 幅・ 深さ と も 10mm以上 ・ 図示 ・ ｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用集成材

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ Y-2 ※ 屋内防水 ・ 適用する 4　 内壁空積工法 ( 10. 2. 2) ( 10. 4. 2) ( 10. 4. 3) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ※ 15%以下 ・ ・ 有 ・ 無

・ 適用し ない 受金物 標準的な曲がり の役物は一体成形と する ※ 15%以下 ・ ・ 有 ・ 無

ｳﾚﾀﾝｺﾞ ﾑ系塗膜防水X-1脱気装置の種類及び設置数量 材質 ※ SUS304 ・ 既製調合ﾓﾙﾀﾙ（ 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る ） ※ 15%以下 ・ ・ 有 ・ 無

種類 ※ 主材料の製造所の仕様 ・ 形状及び寸法 ・ L-75×75×6( mm) の加工　 長さ 100mm又は150mm ・ ﾓﾙﾀﾙ下地と し たﾀｲﾙ工事に使用する 張付け用ﾓﾙﾀﾙと し て、 ｾﾒﾝﾄ、 細骨材、 混和剤等を予め工場 県産木材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない

設置数量 ※ 主材料の製造所の仕様 ・ （ ） 個 あと 施工ｱﾝｶー の材質及び寸法等 において所定の割合に配合し た材料と する 。

種類 ・ 既製調合目地材（ 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る ） ・ ｢集成材の日本農林規格｣以外の化粧ばり 造作用集成材

5　 ケイ 酸質系塗布防水 ( 9. 6. 4) ( 表9. 6. 1) 材質 ・ 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り を 行う ｺﾝｸﾘ ﾄー素地面の処理 ・ 目荒し 工法( 高圧洗浄)

防水層の下地 寸法 ・ ・ MCR工法

壁 ※ ｺﾝｸﾘ ﾄー打放し 仕上げ（ 表6. 2. 4　 B種） ・ 石裏面処理 ・ 適用する ・ し ない ・ 化粧薄板： ※ 15%以下 ・ 有

天井 ※ ｺﾝｸﾘ ﾄー打放し 仕上げ（ 表6. 2. 4　 B種） ・ 裏打ち処理 ・ 適用する ・ し ない 壁ﾀｲﾙ張り の工法 　 芯材： ・ ・ 無

下地処理 下地ごし ら え ※ あと 施工ｱﾝｶー ・ 横筋流し 工法 内外装ﾀｲﾙ ・ 密着張り ・ 改良積上げ張り 化粧薄板： ※ 15%以下 ・ 有

ｺﾝｸﾘ ﾄーの打継ぎ箇所の処理 ・ あと 施工ｱﾝｶー 工法 内装ﾀｲﾙ以外のﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ・ ﾏｽｸ張り ・ ﾓｻ゙ ｲｸﾀｲﾙ張り  芯材： ・ ・ 無

※ 打継ぎ部分に対し 、 幅30mm程度の目地棒を用いる 。 目地棒の除去後、 水洗い清掃し 、 ケイ 酸質系 一般目地 化粧薄板： ※ 15%以下 ・ 有

塗布防水材の製造所の仕様によ り 、 ﾎ゚ ﾘﾏー ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを 充填する 。 4　 有機系接着剤によ る タ イ ル張り ( 11. 3. 2) ～( 11. 3. 6) 芯材： ・ ・ 無

・ 図示 ・ 目地ﾓﾙﾀﾙ ・ ﾀｲﾙの形状、 寸法等 県産木材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない

・ ・ 既調合の目地ﾓﾙﾀﾙ ・

標準仕様書9. 6. 4( 2) の( ｲ) ( ｳ) 以外の下地処理 ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ・ ・ ※ 標準仕様書9. 7. 1によ る ・ 5　 造作用単板積層材[ G] ( 12. 2. 1)

・ 図示 ・ 伸縮調整目地 ・ J AS 0701に基づく 造作用単板積層材
位置 ・ 6m程度 ・

ｼー ﾘﾝｸﾞ 材の種類 ※ 標準仕様書表9. 7. 1によ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

目地寸法 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 適用する ・ 有

標準的な曲がり の役物は一体成形と する ・ 適用し ない ・ 無

内装ﾀｲﾙ接着剤張り の接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆ ・

・ ・ 有

・ 無

県産木材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない
作図
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の適用

見掛面

種別 施工箇所

見掛面以外

施工箇所 種石の種類
種石の
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寸法によ る 区分 寸法( mm)

表面仕上
げの種類

備考
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寸法
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可塑剤
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施工箇所 寸法
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・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ 施工箇所 材種名 寸法( mm) 見付け材面の品質 含水率 間伐材等の適用

・ ・ ・ ・ ・ ・

仕上塗料

種類 使用料 種別 目地幅( mm) 深さ ( mm) 種類

目地幅( mm) 深さ ( mm) 種類

保護層

平場の保護ﾓﾙﾀﾙ塗厚 立上がり 部の保護ﾓﾙﾀﾙ塗厚

目地幅( mm) 深さ ( mm) 種類

施工箇所 ｼー ﾘﾝｸﾞ 材の種類( 記号)

保存
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間伐材等
の適用

含水率 保存
処理

間伐材等
の適用

施工箇所 岩石の種類 形状及び寸法( mm) 厚さ ( mm) 表面仕上げの種類 備考

外部開口部廻り ほか 変成シリ コ ン系 ( MS-2)

打継部ほか ポリ サルファ イ ド 系

面台廻り ほか シリ コ ーン 系



・ JAS 0701以外の造作用単板積層材 9　 防腐・ 防蟻処理 ( 12. 3. 1) ( 12. 3. 2) 工法 1章 適用区分によ る 風圧力の( ※ 1 ・ 1. 15 ・ 1. 3 ) 倍の風圧力に対応し た工法 15章　 左官工事
・ 防腐、 防蟻処理を 省略でき る 樹種によ る 製材 風圧力又は地震力に対応し た瓦の緊結方法等 ※ 図示 ○ 1　 モルタ ル塗り ( 15. 3. 2) ( 15. 3. 5)

適用部位 ： 瓦桟木の留付け工法 ※ 図示 ・ ﾓﾙﾀﾙ ○ 現場調合材料 ・ 既調合材料( ）

※ 14%以下 ・ 適用する ・ 有 ・ 薬剤の加圧注入によ る 防腐・ 防蟻処理 棟の工法 ※ 7寸丸伏せ棟又はF型用冠瓦伏せ棟 ・ のし 積み棟 ・ 既製目地材 ・ 設ける

・ 適用し ない ・ 無 面戸、 雀口、 葺土の露出する 瓦接合部に仕上げを 施す場合 ・ ﾓﾙﾀﾙ ・ 瓦葺き 用し っ く い 施工箇所 ：

・ K2 ・ K3 ・ K4 形状 ※ 図示 ・

※ 14%以下 ・ 適用する ・ 有 ・ K2 ・ K3 ・ K4 ○ 4　 と い ( 13. 5. 2) ( 13. 5. 3) ( 表13. 5. 4) ・ 設けない

・ 適用し ない ・ 無 ・ K2 ・ K3 ・ K4 と いその他の材種 ○ アルミ 製 床目地 ・ 設ける

・ 薬剤の塗布等によ る 防腐・ 防蟻処理 ・ 硬質ﾎ゚ ﾘ塩化ﾋﾞ ﾆﾙ管 種類 ※ 押し 目地 ・

県産木材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない ・ ﾙー ﾌﾄﾞ ﾚﾝ 目地割 ※ 2m2程度（ 最大目地間隔3ｍ 程度） ・

※ 薬剤の製造所の仕様によ る ※ JI S K 1571に適合ま たは同等品 ・ 表面処理鋼板 ・ 設けない

・ JAS 3079に基づく 直交集成板[ G] ・ 表面及び裏面の塗膜の種類 ・ 屋外ﾀｲﾙ張り 下地、 屋内の吹抜け部分等のﾀｲﾙ張り の下地ﾓﾙﾀﾙ塗り 及び下地調整塗材塗り の接着力試験

・ と い受金物 材種 ※ 標準仕様書13. 5. 2によ る ( 溶融亜鉛めっき を行っ たも の) ・ 適用する ・ 適用し ない

・ 薬剤の接着材への混入によ る 防腐、 防蟻処理 　 　 ○ ス テンレス 製 防水剤 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る

・ 有 適用部位 ： 形状 ※ 市販品（ と い径100以下）

・ 無 ・ 合板等の加圧注入処理の適用 ・ 25x4. 5（ と い径100を超える も の） 2　 ラ ス 系下地 ( 15. 2. 4)

・ 有 適用部位 ： ・ ﾗｽ系下地

・ 無 取付間隔 ※ 標準仕様書13. 5. 2によ る ○ ＠1, 200以内 ・ 二層下地通気構法

・ 有 10　 内部間仕切軸組及び床組み ( 12. 4. 1) 足金物 材種 ※ 標準仕様書13. 5. 2によ る ( 溶融亜鉛めっき を行っ たも の) ・ 単層下地通気構法

・ 無 ・ 間仕切軸組に用いる 木材の樹種名（ 製材を 用いる 場合） ○ アルミ 製 換気口部の防水処理 ※ 公共木造建築工事標準仕様書11. 4. 3( 2) ( ｸ) ・

※ 杉ま たは桧 形状 ※ 市販品 ・ 直張り ﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地

○ 6　 合板等 ( 12. 2. 1) 県産材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない 取付間隔 ※ 標準仕様書13. 5. 2によ る ・ ・ 直張り ﾗｽｼー ﾄﾓﾙﾀﾙ下地

・ 「 合板の日本農林規格」 によ る 普通合板[ G] ・ 床組みに用いる 木材の樹種名（ 製材を用いる 場合） 多雪地域 ・ 適用する ○ 適用し ない ・ 耐力壁、 防火構造、 準防火構造等の指定

※ 杉ま たは桧 防露材のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆ ・ ﾗｽの材料

県産材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない 鋼管製と いの防露巻き ※ 標準仕様書表13. 5. 4によ る ・ 種類及び記号 ：

※ 5. 5 ※ 1類 広葉樹 ※ 2等以上 ・ 1等 ・ 適用する ・ 有 ﾙー ﾌﾄﾞ ﾚﾝの材種その他 単位面積当たり の質量 ：

・ ・ 2類 針葉樹 ※ C-D以上 ・ ・ 適用し ない ・ 無 11　 窓、 出入口その他 ( 12. 5. 1) ﾗｽｼー ﾄの材料

・ 窓、 出入口その他に用いる 木材の樹種名（ 製材を 用いる 場合） ・ ろく 屋根用たて形Ⅰ型 ※ ねじ 込み式 ・ ・ ・ ・ ﾗｽ目によ る 区分 ※ M ・

※ 吊元枠、 水掛かり の下枠及び敷居はひのき 、 その他は杉又は桧 ・ ろく 屋根用横形Ⅰ型 ※ ねじ 込み式 ・ ・ ・ ・ 山高、 山ピッ チ、 質量及び溶接区分によ る 区分 ・ LS4( 建築基準法に基づく 耐力壁)

県産材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない ・ ﾊ゙ ﾙｺﾆー 中継用 ・ ねじ 込み式 ・ ・ ・ ・

・ 差し 込み式 ・ ・ ・ ｽﾃー ﾌ゚ ﾙの形状及び寸法 ：

県産木材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない ○ 12　 床板張り ( 12. 6. 1) ○ ﾊ゙ ﾙｺﾆー ○ ねじ 込み式 ○ ・ ・ 直張り ﾗｽｼー ﾄﾓﾙﾀﾙ下地で建築基準法に基づく 耐力壁のﾗｽｼー ﾄの施工 ：

○ 縁甲板及びあがり かま ちに用いる 木材の樹種名（ 製材を 用いる 場合） ・ 差し 込み式 ・ ・ ・

○ 「 合板の日本農林規格」 によ る 構造用合板[ G] ※ 桧 ○ 3　 せっこ う ボード 、 その他のボード 下地 ( 15. 2. 5)

県産材の適用 ・ 適用する ○ 適用し ない 14章　 金属工事 せっこ う ﾎ゙ ﾄーﾞ 及びせっこ う ﾗｽﾎﾞ ﾄーﾞ の種類及び厚さ

○ 1　 アルミ ニウ ム 及びアルミ ニウ ム合金の表面処理 ( 14. 2. 1) ( 表 14. 2. 1) 種類 ・ GB-R ・ GB-L ○ GB-S

※ 2級以上 ※ 1類 ※ C-D以上 ※ 12 ○ 有 ・ 有 ○ 適用する ・ 有 13　 壁及び天井下地 ( 12. 7. 1) 厚さ ( mm) ：

・ 1級 ○ 特類 ・ ○ 9 ・ 無 ( ) ・ 適用し ない ○ 無 ・ 壁胴縁、 野縁受桟、 野縁及び吊木に用いる 木材の樹種名（ 製材を用いる 場合） 木質系ｾﾒﾝﾄ板の種類及び厚さ

○ 無 ※ 桧 種類 ・

県産材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない 陽極酸化皮膜の着色方法 ※ 二次電解着色 ・ 三次電解着色 厚さ ( mm) ：

13章　 屋根及びと い工事 2　 鉄鋼の亜鉛めっき ( 14. 2. 2) ( 表14. 2. 2) 4　 こ ま い下地 ( 15. 2. 6)

○ 1　 長尺金属板葺 ( 13. 2. 2) ( 12. 2. 3) ( 表13. 2. 1) ( 表13. 2. 2) 建築基準法に基づく 耐力壁の指定 ・ あり ・ なし

県産木材の適用 ・ 適用する ○ 適用し ない ・ 溶融亜鉛めっき ・ A種

・ B種 5　 木ずり 下地 ( 15. 2. 7)

・ 「 合板の日本農林規格」 によ る 化粧ばり 構造用合板 ※ JI S G 3322の屋根用 ・ 5類( AZ150) ・ 0. 4 ・ 心木なし 瓦棒葺 ・ C種 木ずり 用小幅板の種類 ※ 杉( 芯去り 材) ・

着色 ・ 有 ・ 無 ○ 二次電解着色 ・ 0. 5 ・ 立平葺 ・ 電気亜鉛めっき ・ D種

○ アルミ 押出形材 ○ 1. 2 ・ 蟻掛葺 ・ E種 6　 仕上塗材仕上げ ( 15. 6. 2)

・ 1類 ・ 特類 ・ 適用する ・ 有 ○ 横葺 ・ F種 内装仕上げに用いる 素材のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆

・ 適用し ない ・ 無 ・ 仕上塗材の種類

下葺材料 ○ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ 940　 ○ 3　 軽量鉄骨天井下地 ( 14. 4. 2) ～( 14. 4. 4) ( 表14. 4. 1) ・ 薄付け仕上塗材

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙー ﾌｨﾝｸﾞ 下葺材 特定天井 ・ 有 （ 仕様、 位置は図示によ る ） ・ 無し

・ 一般ﾀｲﾌ゚ ・ 複層材ﾀｲﾌﾟ ・ 粘着層付ﾀｲﾌ゚ 野縁等の種類 ・ ・ 適用する

横葺き の場合のけら ば納め ・ つかみ込め納め ○ けら ば包み納め 屋外 ※ 25形 ・ 19形 ・ ・ 適用する

県産木材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない 工法 1章 適用区分によ る 風圧力の( ※ 1 ・ 1. 15 ・ 1. 3 ) 倍の風圧力に対応し た工法 屋内 ※ 19形 ・ 25形 ・ 厚付け仕上塗材

耐雪性能に対応し た工法の適用 ・ 適用する ○ 適用し ない 屋外の形式及び寸法

・ 「 合板の日本農林規格」 によ る 天然木化粧合板 折半のけら ば納め ※ けら ば包みによ る 方法 野縁受、 吊り ﾎ゙ ﾙﾄ及びｲﾝｻー ﾄの間隔 ・ 図示 ・ ・ 適用する ・ 適用する

雪止め ・ 設置する 周辺部の端から の間隔 ・ 図示 ・ ・ 適用する ・ 適用する

・ 1類 ・ 2類 ・ 適用する 形状及び施工箇所 ・ 図示 野縁の間隔 ・ 図示 ・ 複層仕上塗材

・ 適用し ない ○ 設置し ない ・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄの間隔が900mmを超える 場合

・ 1類 ・ 2類 補強方法 ※ 図示 ・ ・ 樹脂 ・ 耐候型

2　 折板葺 ( 13. 3. 2) ( 13. 3. 3) ・ 天井のふと こ ろが3. 0mを 超える 場合 ・ 1種

・ 1類 ・ 2類 補強方法 ※ 図示 ・ 外観 ・ 耐候型

・ 天井下地材における 耐震性を考慮し た補強 ・ 2種

補強箇所 ・ 図示 ・ 溶媒 ・ 耐候型

・ 「 合板の日本農林規格」 によ る 特殊加工化粧合板 ・ 重ね形 ( ) 種 ※ 鋼板製 ・ 有 ・ 30分 補強方法 ※ 図示 ・ ・ 3種

・ はぜ締め形 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ ・ 無 ・ 無 耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る 特記事項によ る ・

・ 1類 ・ 2類 ・ 適用する ・ かん合形 合金板製 屋外の軒天上、 ピロ ティ 天井の工法 ・ 軽量骨材仕上塗材

・ 適用し ない ・ ・ ・ 1章 適用区分によ る 風圧力の( ※ 1 ・ 1. 15 ・ 1. 3 ) 倍の風圧力に対応し た工法

・ 1類 ・ 2類 ※ JI S A 6514 のう ち5. 3 及び5. 4 は適用し ない ○ 珪藻土仕上

材料 ○ 4　 軽量鉄骨壁下地 ( 14. 5. 3) ( 表14. 5. 1) ・

・ 1類 ・ 2類 折板の材質の種類 ・ JI S G 3322の屋根用 ｽﾀｯﾄﾞ 、 ﾗﾝﾅの種類 ※ 標準仕様書表14. 5. 1によ る ｽﾀｯﾄﾞ の高さ によ る 区分に応じ た種類

着色 ・ 有 ・ 無 ・ 図示 7　 マス チッ ク 塗材塗り ( 15. 7. 2)

・ ・ 種別 ・ A種 ・ B種

○ ﾊ゚ ﾃーｨｸﾙﾎ゙ ﾄーﾞ [ G] 塗装の耐久性の種類、 めっき 付着量 ・ 5類( AZ150) ・ ｽﾀｯﾄﾞ の高さ が5. 0mを 超える 場合 ※ 図示 ・

断熱材張り ・ 行う 出入口及びこ れに準ずる 開口部の補強 ※ 標準仕様書14. 5. 4( 5) によ る ・ 図示 8　 ロ ッ ク ウ ール吹付け ( 15. 12. 2) ( 15. 12. 3)

断熱材の種別 ： ﾛｯｸｳ ﾙーのﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆ ・

※ 13タ イ プ ※ P又はM ※ 15 厚さ ( mm) : 5　 金属成形板張り ( 14. 6. 2) ( 14. 6. 3) ( 表 14. 2. 1) 接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆ ・

・ ・ ○ 防火性能 : 仕上げ吹付け厚さ ( mm) ・ 図示 ・ 25 ・

※ 13タ イ プ ※ P又はM ※ 15 工法 1章 適用区分によ る 風圧力の( ※ 1 ・ 1. 15 ・ 1. 3 ) 倍の風圧力に対応し た工法

・ ・ ・ 耐雪性能に対応し た工法の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ ・ 押出し ｽﾊ゚ ﾝﾄﾞ ﾚﾙ形 9　 し っく い塗り ( 15. 10. 2) ( 15. 10. 3) ( 15. 10. 4)

折半のけら ば納め ※ けら ば包みによ る 方法 ・ ﾛ ﾙー し っく い ・ 既調合材料

・ JAS 0360 に基づく 構造用ﾊ゚ ﾈﾙ 雪止め ・ 設置する ( 図示) ・ ﾌ゚ ﾚｽ ﾊ゚ ﾈﾙ形 色し っく い ・ 適用する ・ 適用し ない

形状及び施工箇所 ・ 図示 ・ ・ 現場調合材料

・ 設置し ない ・ 下地 ・ せっ こ う ﾎﾞ ﾄーﾞ ・ せっ こ う ﾗｽﾎ゙ ﾄーﾞ ・ ﾓﾙﾀﾙ塗り ・ 木ずり

取付け用下地 ※ 標準仕様書14. 4によ る ・ 図示 ・ こ ま い土壁塗り ・ 下塗り を せっこ う ﾌ゚ ﾗｽﾀ とー し 上塗り に使用する 場合

3　 粘土瓦葺 ( 13. 4. 2) ( 13. 4. 3) 伸縮調整継手 ・ 設ける ・

・ MDF[ G] 施工箇所 ・ 図示 ・ 既調合し っ く いの調合 ・ せっ こ う ﾎ゙ ﾄーﾞ 下地

・ 設けない ※ 標準仕様書表15. 10. 1

屋外の軒天上、 ピロ ティ 天井の工法 ・ ﾓﾙﾀﾙ塗り 下地

・ 適用する 1章 適用区分によ る 風圧力の( ※ 1 ・ 1. 15 ・ 1. 3 ) 倍の風圧力に対応し た工法 ※ 標準仕様書表15. 10. 2

・ 適用し ない ・ せっ こ う ﾗｽﾎ゙ ﾄーﾞ 下地

・ 適用する ○ 6　 アルミ ニウ ム 製笠木 ( 14. 7. 2) ( 14. 7. 3) ( 表 14. 2. 1) ( 表 14. 7. 1) ※ 製造所の仕様によ る

○ 7　 接合具等 ( 12. 2. 2) ・ 適用し ない 種類 ○ 200形 ・ 250形 ・ 300形 ・ 350形 現場調合し っく いの調合及び各層の塗厚 ・ 木ずり 下地

造作材の化粧面釘打ち ※ 隠し 釘打ち ・ つぶし 頭釘打ち ・ 釘頭潰し 棟瓦の防災瓦の使用 ・ 適用する ・ 適用し ない 表面処理 ※ 標準仕様書表15. 10. 3

諸金物 ※ かすがい、 座金、 箱金物、 短冊金物 J I S A 5208に基づく 凍害試験等 ・ 行う ・ 行わない 種別 ( ) 種 ・ せっこ う ﾌ゚ ﾗｽﾀ 下ー地、 こ ま い下地

( 標準仕様書表12. 2. 3～表12. 2. 5に示す程度の市販品　 表14. 2. 2のF種程度) 瓦桟木 材質 ※ 杉 ・ 色合等 ○ 標準色( ) ・ 特注色( ) ※ 標準仕様書表15. 10. 4

・ 寸法 ※ 幅21×高さ 15( mm) 以上 ・ 笠木の固定金具の工法等 既調合し っ く いの上塗り 仕上げ工法 ・ なで切り 仕上げ ・ ﾊ゚ ﾀ ﾝー仕上げ

棟補強用心材 材質 ※ 杉 ・ 1章 適用区分によ る 風圧力の( ※ 1 ・ 1. 15 ・ 1. 3 ) 倍の風圧力に対応し た工法

○ 8　 接着剤 ( 12. 2. 2) ( 12. 2. 3) 寸法 ※ 幅40×高さ 30( mm) 以上 ・

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ の放散量 ※ F☆☆☆☆ ・ 瓦緊結用釘及びねじ 7　 エキス パンショ ンジョ イ ント 金物

種類 ：

径 ： ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・ 50 ・ 100 ・ 有り （ ）

長さ ： ・ ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ 150 ・ 無し

棟補強等に使用する 金物等

材質 ・ ス テンレ ス 製 ・ 溶融亜鉛めっき 処理を行っ た鋼製

形状、 寸法及び留付け方法 ※ 図示によ る

作図

床下地

乾式二重床下
地 20

屋根全
般

バルコ ニー

BB-2種
無着色陽極酸化塗装複合皮

膜
ス テンカラ ー

施工
箇所

等級 単板の
樹種名

接着の
程度

板面の
品質

厚さ
( mm)

防虫
処理

強度
等級

防虫処理 間伐材等
の適用

施工
箇所

板及びｺｲﾙの種類 塗膜の耐久性、 めっ き
付着量等の種類及び記号

外壁下地

施工箇所 寸法
( mm)

表面の品質 含水率 防虫処理 間伐材等
の適用

施工箇所 品名 強度等級 種別 接着性能
( 使用環境)

樹種名 寸法
( mm)

間伐材等
の適用

施工
箇所

厚さ
( mm)

単板の
樹種名

接着の
程度

板面の品質 防虫処理 間伐材等
の適用

施工箇所 寸法( mm)

種類

材種 ｸﾘｱﾗﾝｽ( mm) 耐火性能 備考

検図 日付 建設工事名 図番

接着剤
によ る 区分

難燃性
によ る 区分

製法に
よ る 区分

形状に
よ る 区分

寸法に
よ る 区分

施工箇所 産地 役物瓦
の種類

雪止め瓦
施工箇所

厚さ
( mm)

表裏面の状態
によ る 区分

曲げ強さ
によ る 区分

種類( 呼び名) 仕上げの形状 工法 上塗材の種類
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耐候性 防火材料

 山高 山ﾋﾟ ｯﾁ

施工箇所 厚さ ( mm) 接着の程度 単板の樹種名 化粧加工の方法 防虫処理

種類( 呼び名) 防火材料

表面処理

施工箇所 形式
山高、 山ﾋﾟ ｯﾁ
によ る 区分 耐力によ る

区分
材料によ
る 区分

厚さ
( mm)

軒先
面戸板

耐火
性能

施工箇所 表裏面の状態
によ る 区分

曲げ強さ
によ る 区分

耐水性
によ る 区分

難燃性
によ る 区分

厚さ
( mm)

種別 製法 形状 板幅
( mm)

板厚
( mm) 種別 色合い等

表面処理方法 種別 施工箇所（ 手すり 、 ﾀﾗｯﾌﾟ 以外）

種類( 呼び名) 仕上げの形状 工法 吸放湿性 防火材料

種類( 呼び名) 仕上げの形状 工法 吸放湿性 上塗り 防火材料

 施工箇所 化粧板に使用する 単板の樹種名 厚さ ( mm) 接着の程度 防虫処理

厚さ
( mm)

屋根葺形式 備考

施工箇所
厚さ
( mm)

単板の樹種名 接着の程度 防虫処理 間伐材等
の適用

80 100 125 150

50 80 100

50 75 100

50 80 100

50 75 100

種別 色合い等 施工箇所（ 成形板、 笠木、 建具以外）

適用部材 保存処理性能区分

適用部材 処理の方法 薬剤の種類

種別 呼び 施工箇所

80 100 125 150



10　 こ ま い壁塗り ( 15. 11. 2) ～( 15. 11. 5) ( 15. 11. 7) ( 15. 11. 8) 材料 ○ 10　 建具用金物 ( 16. 8. 2) ( 16. 8. 3) ( 表16. 8. 1) ～( 表16. 8. 5) ○ 17　 ガラ ス ( 9. 7) ( 16. 14. 2) ～( 16. 14. 4) ( 図16. 14. 1)
のり ・ 土壁用ののり ｶ゙ ﾗｽ ※ 複層ガラ ス ( 組合せは建具表によ る ) ・ 金物の種類及び見え掛り 部の材質等 ○ ﾌﾛ ﾄー板ｶﾞ ﾗｽの品種及び厚さ の呼びによ る 種類 ※ 建具表によ る

※ つのま た ・ ふのり ・ ぎんなんそう ・ 粉末海藻 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製く つずり ※ HL ※ 標準仕様書表16. 8. 2によ り 適用は建具表によ る ・ ○ 型板ｶ゙ ﾗｽの厚さ によ る 種類 ※ 建具表によ る

・ 砂壁用ののり 形状およ び仕上げ 金属製建具に使用する 丁番の枚数及び大き さ ※ 標準仕様書表16. 8. 2によ る ・ 建具表によ る ・ 網入板ｶﾞ ﾗｽ及び線入板ｶ゙ ﾗｽの網又は線の形状、 板の表面の状態及び厚さ の呼びによ る 種類

・ つのま た ※ ふのり ・ こ んにゃく のり ・ にかわ ・ 合成樹脂系混和材 鋼板類の厚さ ※ 標準仕様書表16. 4. 2によ る 樹脂製建具に使用する 丁番の枚数及び大き さ ※ 標準仕様書表16. 8. 3によ る ・ 建具表によ る ※ 建具表によ る ・

色土 ・ 土物仕上げに用いる 色土の種類( ） ・ 木製建具に使用する 丁番の枚数及び大き さ ※ 標準仕様書表16. 8. 4によ る ・ 建具表によ る ・ 合わせｶﾞ ﾗｽ

・ 大津仕上げに用いる 色土の種類( ） 使用箇所 ・ 木製建具に使用する 戸車及びﾚー ﾙ ※ 標準仕様書表16. 8. 5によ る ・ 建具表によ る 材料板ｶﾞ ﾗｽの種類及び厚さ の組合せ並びに合わせｶ゙ ﾗｽの合計厚さ

色砂の種類 ・ 天然砂と 岩石の砕砂 ・ 人工的に着色、 製造し たも の 標準形鋼製建具の形式及び寸法 ※ 建具表によ る 握り 玉及びﾚﾊ゙ ﾊーﾝﾄﾞ ﾙ、 押板類、 ｸﾚｾﾝﾄの取付位置 ・ 建具表によ る ・ ※ 建具表によ る ・

下塗り の調合 ※ 標準仕様書表15. 11. 2 ・ ｼﾘﾝﾀﾞ 箱錠及びｼﾘﾝﾀﾞ 本締り 錠（ 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る ） 落球衝撃はく 離特性並びにｼｮｯﾄﾊ゙ ｯｸ衝撃特性によ る 種類

塗厚 ※ 標準仕様書表15. 11. 8によ る 6　 鋼製建具 ( 16. 2. 2) ( 16. 4. 2) ～( 16. 4. 4) ( 表16. 4. 2) ｸﾛ ｻー゙ 類（ 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る ） ・ Ⅰ類 ・ Ⅱ-1類 ・ Ⅱ-2類 ・ Ⅲ類

・ 建築基準法に基づく 耐力壁の指定がある 場合( ） 性能値等 ・ 強化ｶ゙ ﾗｽ

・ 簡易気密型ﾄﾞ ｱｾｯﾄ ・ 適用する ○ 11　 鍵 ( 16. 8. 4) 形状によ る 種類、 材料板ｶ゙ ﾗｽの種類によ る 名称 ※ 建具表によ る ・

こ ま い壁の工程 ※ A種 ・ B種 建具符号 ・ 建具表によ る ﾏｽﾀ ｷーー ○ 製作する 破片の状態及びｼｮｯﾄﾊ゙ ｯｸ衝撃特性によ る 種類 ・ Ⅰ類 ・ Ⅲ類

こ ま い壁塗り の上塗り と する 土物仕上げの工法の種類 ・ 適用し ない ○ ｸﾞ ﾗﾝﾄﾞ ﾏｽﾀｰ ・ ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ ・ 逆ﾏｽﾀｰ ・ 熱線吸収板ｶ゙ ﾗｽ

・ 土物仕上げ工法 外部に面する 鋼製建具の耐風圧性 ・ 製作し ない 板ｶ゙ ﾗｽによ る 種類、 厚さ によ る 種類 ※ 建具表によ る ・

・ 水ごね土物1工法 ・ 水ご ね土物2工法 ・ のり さ し 土物工法 ・ のり ご ね土物工法 耐風圧性の等級 ・ その他の鍵の製作本数 ※ 各室3本1組（ 室名札付き ） 性能によ る 種類 ・ 1種 ・ 2種

・ 砂壁仕上げ工法 防音ﾄﾞ ｱ、 防音ｻｯｼ 鍵箱 ※ 有( 鋼製市販品) ・ 無 ○ 複層ｶ゙ ﾗｽ

・ 切返し 仕上げ工法 遮音性の等級 ・ 材料板ｶﾞ ﾗｽの種類及び厚さ の組合せ並びに複層ｶ゙ ﾗｽの厚さ ※ 建具表によ る ・

こ ま い壁塗り の上塗り と する 大津仕上げの工法の種類 建具符号 ・ 建具表によ る ・ 12　 自動ド ア開閉装置 ( 16. 9. 2) ( 16. 9. 3) 断熱性によ る 区分 ・ T1 ・ T2 ・ T3 ・ T4 ・ T5 ・ T6

・ 普通大津仕上げ工法 ・ 大津みがき 仕上げ工法 断熱ﾄﾞ ｱ、 断熱ｻｯｼ[ G] 戸の開閉方式 ・ 建具表によ る ・ 日射取得性、 日射遮蔽性によ る 区分 ・ G ・ S

ちり じ ゃ く り 断熱性の等級 ・ 引き 戸用駆動装置 乾燥気体の種類 ・ 空気 ・ ｱﾙｺﾞ ﾝ

・ 図示 建具符号 ・ 建具表によ る ・ 性能値 ※ 標準仕様書表16. 9. 1によ る ・ 熱線反射ｶ゙ ﾗｽ

耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る 特記事項によ る 防錆 ・ 適用する ・ 適用し ない 材料板ｶﾞ ﾗｽの種類及び厚さ によ る 種類 ※ 建具表によ る ・

16章　 建具工事 材料 ・ 以下によ る 日射遮蔽性によ る 区分 ・ 1種 ・ 2種 ・ 3種

1　 防火戸 ( 16. 1. 3) ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ※ SUS304, SUS430JI L又はSUS443J I 種類・ 開閉方式 ： 耐久性によ る 区分（ 日射遮蔽性によ る 区分が2種の場合） ・ A類 ・ B類

・ 建具表によ る ・ ｽﾃﾝﾚｽ製のく つずり の仕上げ ※ HL 耐電圧 ： ・ 倍強化ｶﾞ ﾗｽ

形状及び仕上げ 温度上昇 ： 材料板ｶﾞ ﾗｽの種類及び厚さ によ る 種類 ※ 建具表によ る ・

○ 2　 見本の製作等 ( 16. 1. 4) 鋼板類の厚さ 耐久性( ｻｲｸﾙ) ： ｶ゙ ﾗｽの留め材及び溝の大き さ ( 16. 14. 2) ( 表9. 7. 1)

建具見本の製作 ・ 行う ※ 標準仕様書表16. 4. 2によ る 防錆 ：

建具符号 ： ・ 電源 ： ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ○ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ※ 建具の製造所の仕様によ る

○ 行わない 使用箇所 ・ 車椅子使用者用便房出入口引き 戸用駆動装置 ・ ｸﾞ ﾚｲｼ゙ ﾝｸﾞ ﾁｬﾝﾈﾙ ・

建具見本の目的等 ・ 標準型鋼製建具の形式及び寸法 ※ 建具表によ る 性能値 ※ 標準仕様書表16. 9. 2によ る ・

特殊な建具の仮組 ・ 行う 防錆 ・ 適用する ・ 適用し ない 鋼製及び鋼製軽量 ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ※ 建具の製造所の仕様によ る

建具符号 ： 7　 鋼製軽量建具 ( 16. 2. 2) ( 16. 5. 2) ～( 16. 5. 4) ・ 以下によ る ・ ・

・ 行わない 性能値等 耐電圧 ： ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材 ※ 建具の製造所の仕様によ る

簡易気密型ﾄﾞ ｱｾｯﾄ ・ 適用する 温度上昇 ： ・ ・

3　 防犯建物部品 ( 16. 1. 6) 建具符号 ・ 建具表によ る 耐久性( ｻｲｸﾙ) ： 樹脂製 ・ ｸﾞ ﾚｲｼ゙ ﾝｸﾞ ﾁｬﾝﾈﾙ ※ 建具の製造所の仕様によ る

・ 適用する ・ 適用し ない 防錆 ： ・ ・

・ 建具表によ る 防音ﾄﾞ ｱ、 防音ｻｯｼ 電源 ： 耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る 特記事項によ る

・ 適用し ない 遮音性の等級 ・ 引き 戸用検出装置

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 性能値 ※ 標準仕様書表16. 9. 3によ る 18　 ガラ ス ブロ ッ ク ( 16. 14. 5)

○ 4　 アルミ ニウ ム製建具 ( 16. 2. 2) ( 16. 2. 4) ( 16. 2. 5) ( 表14. 2. 1) ( 表16. 2. 1) ( 表16. 2. 2) 断熱ﾄﾞ ｱ、 断熱ｻｯｼ[ G] 防錆 ・ 適用する ・ 適用し ない

性能値等 断熱性の等級 ・ ・ 以下によ る ・ 160×160 ・ 95 ・

耐風圧性の等級 ○ Ｓ －４ 建具符号 ・ 建具表によ る ・ 耐電圧 ： ・ 200×200 ・ 95 ・

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る 特記事項によ る 防錆 ： 壁用金属枠及び補強材 ※ 図示

気密性の等級 ○ Ａ －３ 材料 防滴 ： 力骨

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 鋼板 ・ 亜鉛めっき 鋼板 ・ ﾋﾞ ﾆﾙ被覆鋼板 ・ ｶﾗ 鋼ー板 ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 電源 ： 材質 ※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼（ SUS304）

水密性の等級 ○ Ｗ－４ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・ SUS304、 SUS430JI L又はSUS443JI ・ 引き 戸用検出装置の種類( 標準仕様書表16. 9. 4) 寸法 ※ 径5. 5mm

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 召合わせ、 縦小口包み板の性質 ※ 鋼板 ・ 建具表によ る 形状 ※ はし ご 形状複筋及び単筋

外部に面する 建具の種別 ・ A種 ｽﾃﾝﾚｽ製のく つずり の仕上げ ※ HL ﾀｯﾁｽｲｯﾁの種類 ・ 無線式ﾀｯﾁｽｲｯﾁ ・ 光線式ﾀｯﾁｽｲｯﾁ 化粧目地ﾓﾙﾀﾙの色 ・ 白 ・ ｸﾞ ﾚｰ

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 形状及び仕上げ 車椅子使用者用便房ｽｲｯﾁの種類 ・ 大型押し ﾎ゙ ﾀﾝｽｲｯﾁ ・ 非接触ｽｲｯﾁ ｼー ﾘﾝｸﾞ の種類 ・ SR-1 ・ PS-1

○ B種 鋼板類の厚さ ( mm) ※ 標準仕様書表16. 5. 1によ る 凍結防止措置 ・ 行う ・ 行わない 金属製化粧ｶﾊ゙ ｰ

建具符号 ・ 建具表によ る ・ ・ 材質 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ C種 使用箇所 ・ 13　 自閉式上吊り 引戸装置 ( 16. 10. 3) ( 表16. 10. 1) 寸法 ※ 図示 ・

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 性能値等 ※ 標準仕様書表16. 10. 1によ る 形状 ※ 図示 ・

・ D種 8　 ス テンレ ス 製建具 ( 16. 2. 2) ( 16. 4. 2) ( 16. 6. 2) ～( 16. 6. 5) ・ 以下によ る 木下地の場合のｱﾝｶ 等ーの取り 付け間隔 ・ 図示

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 性能値等 手動開き 力 ： 目地部の横力骨の納ま り ※ ｶ゙ ﾗｽﾌ゙ ﾛｯｸ製造所の仕様によ る ・ 図示 ・

・ E種 簡易気密型ﾄﾞ ｱｾｯﾄ ・ 適用する 手動閉じ 力 ： 工法 1章 適用区分によ る 風圧力の( ・ 1 ・ 1. 15 ・ 1. 3 ) 倍の風圧力に対応し た工法

枠見込寸法 ○ 建具表によ る ・ 70 建具符号 ・ 建具表によ る 閉じ 速度の調整 ：

防音ﾄﾞ ｱ、 防音ｻｯｼ ・ 適用し ない 制動区間 ： 19　 ガラ ス 用フ ィ ルム

遮音性の等級 ・ 外部に面する 鋼製建具の耐風圧性 開閉繰返し ：

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 耐風圧性の等級 ・ 耐衝撃性 ：

断熱ﾄﾞ ｱ、 断熱ｻｯｼ[ G] 防音ﾄﾞ ｱ、 防音ｻｯｼ ・ 日射調整ﾌｨﾙﾑ ・ SC-1 ・ SC-2 日射遮蔽性能によ る 区分

　 断熱性の等級 ・ 遮音性の等級 ・ 14　 重量シャ ッ タ ー ( 16. 11. 2) ( 16. 11. 3) ・ A ・ B ・ C ・ D ・ E

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 建具符号 ・ 建具表によ る ・ ｼｬｯﾀｰの種類 ・ 管理用ｼｬｯﾀｰ ・ 外壁用防火ｼｬｯﾀｰ ・ 屋内用防火ｼｬｯﾀｰ ・ 防煙ｼｬｯﾀｰ ・ 低放射ﾌｨﾙﾑ ・ LE 熱貫流率によ る 区分

材料 断熱ﾄﾞ ｱ、 断熱ｻｯｼ[ G] 外壁開口部に設ける 重量ｼｬｯﾀ のー耐風圧強度( pa) ・ ・ A ・ B ・ C ・ D

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ※ SUS304、 SUS430JI L又はSUS443JI 断熱性の等級 ・ 開閉方式の種類 ※ 電動式( 手動併用) ・ 手動式 ・ 衝撃破壊対応ｶﾞ ﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ ・ GI -1 ・ GI -2

ｽﾃﾝﾚｽ製のく つずり の仕上げ ※ HL 建具符号 ・ 建具表によ る ・ 安全装置 ・ 相関変位破壊対応ｶ゙ ﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ ・ GD-1 ・ GD-1

形状およ び仕上げ 耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る 特記事項によ る 電動式ｼｬｯﾀ のー急降下制御装置、 急降下停止装置 ・ ｶﾞ ﾗｽ貫通防止ﾌｨﾙﾑ ・ SF

表面処理 材料 設置箇所 ・ 建具表によ る 品質　 JI S A 5759によ る 。

外部に面する 建具 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・ SUS304、 SUS430JI L又はSUS443JI ・ 電動式ｼｬｯﾀ のー障害物監視装置 ・ 設ける

種別 ・ BB-1 ○ BB-2 ( 表14. 2. 1) ｽﾃﾝﾚｽ製のく つずり の仕上げ ※ HL 設置箇所 ・ 建具表によ る 17章　 カーテンウ ォ ール工事
着色 ○ 標準色 ・ 特注色 形状及び仕上げ ・ 設けない 1　 取付方法、 性能等 ( 17. 1. 3)

屋内の建具 表面仕上げ ※ HL ・ 鏡面仕上げ 屋内用防火ｼｬｯﾀ 若ーし く は防煙ｼｬｯﾀ のー危害防止装置 ・ 設ける 取付け形態によ る 分類

種別 ・ BC-1 ・ BC-2 ( 表14. 2. 1) 工法 設置箇所 ・ 建具表によ る ・ 層間方式 ・ 柱、 梁方式 ・ 方位方式 ・ ｽﾊ゚ ﾝﾄﾞ ﾚﾙ方式 ・

着色 ・ 標準色 ・ 特注色 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の曲げ加工 ※ 普通曲げ ・ 角出し 曲げ ・ 設けない 性能

結露水の処理方法 ・ 水貯め式 ・ 排水式 管理用ｼｬｯﾀ のーｼｬｯﾀ ｹー ｽー ・ 設ける ・ 設けない

工法 ○ 9　 木製建具 ( 16. 7. 2) ～( 16. 7. 4) ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀ ｹー ｽー用鋼板 ・ 30分 ・ 80

水切り 、 ぜん板 ※ 図示 建具材の加工、 組立時の含水率 ※ A種 ・ 鋼板の種類 ・ J I S G 3302( 溶融亜鉛めっき 鋼板及び鋼帯) ・ 1時間 ・ 70

木下地の場合の内付け家具 ・ 適用し ない ・ 適用する 建物内部の木製建具に使用する 表面材及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆ ・ J I S G 3312( 塗装溶融亜鉛めっき 鋼板鋼帯) ・ 60

めっき の付着量 ※ Z12ま たはF12 耐風圧性 1章 適用区分によ る 風圧力( ・ 1 ・ 1. 15 ・ 1. 3 ) 倍の風圧力に対応し た工法

○ 4　 網戸等 ( 16. 2. 3) ○ ﾌﾗｯｼｭ戸 ｶ゙ ｲﾄﾞ ﾚー ﾙ、 ま ぐ さ 、 雨掛かり に用いる 座板及び座板ｶﾊ゙ 、ー 雨掛かり に用いる ｽｲｯﾁﾎ゙ ｯｸｽ類の蓋の材質 主要部材の耐風圧性能（ ｶ゙ ﾗｽを 除く ）

表面材のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量等 ※ 標準仕様書16. 7. 2( 2) ( ｲ) ( a) によ る ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ※SUS304、 SUS430JI L又はSUS443JI ・

○ 防虫網 ※ 合成樹脂製 ※ 0. 25mm以上 ・ 16ﾒｯｼｭ～18ﾒｯｼｭ 表面材の合板の種類 4m 以下 ・ たわみ量が±( 1/150) ×ｈ かつ絶対量 20mm 以下である こ と

○ ｶ゙ ﾗｽ繊維入り 合成樹脂製 ・ ○ 15　 軽量シャ ッ タ ー ( 16. 12. 2) ( 16. 12. 3) ( 16. 12. 4) ・

・ ｽﾃﾝﾚｽ（ SUS316） 製 ・ 普通合板[ G] 表面の樹種 ・ 開閉方式の種類 ※ 手動式 ・ 電動式( 手動併用) 4m を 超える ・

・ 防鳥網 ｽﾃﾝﾚｽ（ SUS304） 線材 1. 5mm 網目寸法　 15mm 板面の品質 ※ 広葉樹１ 等 耐風圧強度( pa) ○ 耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る 特記事項によ る

接着の程度 ・ 1類 ・ 2類 安全装置 性能の確認方法及び判定方法

5　 樹脂製建具 ( 16. 2. 5) ( 16. 3. 2) ～( 16. 3. 5) ( 表16. 3. 1) ・ 天然木 化粧合板[ G] 樹種名 ・ 電動ｼｬｯﾀー の障害物感知装置 ※ 性能の確認及び判定方法が確認でき る 資料を提出し 、 監督職員の承諾を受ける

性能値等 接着の程度 ・ 1類 ・ 2類 設置箇所 ・ 建具表によ る

耐風圧性の等級 ・ ○ 特殊加工化粧合板[ G] 化粧加工の方法 ｽﾗｯﾄの材質の種類 ・ J I S G 3312( 塗装溶融亜鉛めっき 鋼板及び鋼帯)

気密性の等級 ・ ・ ﾌ゚ ﾘﾝﾄ ・ ﾎ゚ ﾘｴｽﾃﾙ化粧合板 塩ビ 既製品 めっき の付着量 ※ Z06ま たはF06 ・

水密性の等級 ・ ・ ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 ・ ・ J I S G 3322( 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっ き 鋼板及び鋼帯)

外部に面する 建具の種別 ・ A種 接着の程度 ・ 1類 ・ 2類 めっき の付着量 ※ AZ90 ・

建具符号 ・ 建具表によ る ・ ・ MDF[ G] ｽﾗｯﾄの形状 ○ ｲﾝﾀ ﾛーｯｷﾝｸﾞ 形 ・ ｵー ﾊ゙ ﾗーｯﾋﾟ ﾝｸﾞ 形

・ B種 表面板の厚さ ※ 表16. 7. 6によ る ・

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 引戸の召合せかま ちのいんろ う 付き の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない ○ 16　 オーバーヘッ ド ド ア ( 16. 13. 2) ( 16. 13. 3)

・ C種 ・ かま ち戸 

建具符号 ・ 建具表によ る ・ かま ち樹種 ・

・ D種 鏡板樹種 ・ ※ ｽﾁー ﾙﾀｲﾌ゚ ○ 50 ※ ﾊ゙ ﾗﾝｽ式 ○ ｽﾀﾝﾀﾞ ﾄーﾞ 形 ※ 溶融亜鉛めっ き 鋼板

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 見込み寸法 ※ 36mm ・ 建具表によ る ○ ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌ゚ ・ 75 ・ ﾁｪ ﾝー式 ・ ﾛ ﾍーｯﾄﾞ 形 ○ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

・ E種 ○ ふすま  ・ ﾌｧｲﾊ゙ ｸーﾞ ﾗｽﾀｲﾌ゚ ・ ○ 電動式 ・ ﾊｲﾘﾌﾄ形

防音ﾄﾞ ｱ、 防音ｻｯｼ 張り の種別 ・ Ⅰ類 ・ Ⅱ類 ・ ・ ﾊ゙ ﾁーｶﾙ形

遮音性の等級 ・ T-1 ・ T-2 上張り ( 押入等の裏側以外) ・ 鳥の子 ○ 新鳥の子又はﾋﾞ ﾆﾙ紙程度 電動式ｵー ﾊ゙ ﾍーｯﾄﾞ ﾄﾞ ｱの障害物感知装置 ※ 設ける

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 縁仕上 ・ 塗り 縁 ・ 生地縁( 素地) ○ 生地縁( ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔー 塗装) 設置箇所 ○ 建具表によ る

断熱ﾄﾞ ｱ、 断熱ｻｯｼ[ G] 見込み寸法 ※ 19. 5mm ・ 建具表によ る ・ ・ 設けない

断熱性の等級 ・ H-4 ・ H-5 ・ H-6 ○ 紙張り 障子 （ ワ ーロ ン）

建具符号 ・ 建具表によ る ・ 見込み寸法 ※ 30mm ・ 建具表によ る ・

外部に面する 建具の日射熱取得性の等級 ・ 枠、 く つずり の材料 ・ 建具表によ る ・

枠の見込寸法 ・ 建具表によ る ・

作図
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ｶ゙ ｲﾄﾞ ﾚー ﾙの材料

耐温度差性( ℃)

種類 材質 線径 網目 支点間距離( h) 耐風圧性能

建具の種類 ｶ゙ ﾗｽ留め材 ｶ゙ ﾗｽ溝の大き さ ( mm)

水密性 気密性 遮音性 断熱性 耐火性

種類 性能等

呼び寸法( mm) 厚さ ( mm)



2　 メ タ ルカーテン ウ ォ ール ( 17. 2. 2) ( 17. 2. 3) ( 17. 2. 5) ( 17. 2. 6) ○ 2　 素地ごし ら え ( 18. 2. 2) ～( 18. 2. 7) 4　 特殊機能床 ( 19. 2. 2) ○ 10　 畳敷き ( 19. 6. 2) ( 表19. 6. 1)

金属系材料の種類 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ材 ・ 鋼材 ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼材 ・ 帯電防止床ｼー ﾄ 種別 ・ A種 ・ B種 ・ C種 ○ D種( 畳床KT- ・ Ⅰ ○ Ⅱ ・ Ⅲ ・ K ・ N ）

ｼー ﾘﾝｸﾞ 材の種類( 目地等) 木部 不透明塗料塗り の場合 ※ A種 ・ B種 種類 ： 下地の種類 ○ 標準仕様書様12. 6. 1によ る 床組み

種類及び寸法等 ※ 図示 透明塗料塗り の場合 ※ B種 ・ A種 性能 ： ・ ﾎ゚ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ ﾑー床下地( ﾉﾝﾌﾛﾝ[ G] )

ｶﾞ ﾗｽの取付け材料 ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 鉄鋼面 DP ※ B種 ・ A種 ・ C種 厚さ ( mm) ： ・

種類 ・ SR-1 ・ SR-1 DP以外 ※ C種 ・ A種 ・ B種 ・ 帯電防止床ﾀｲﾙ 畳表及び畳床はﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 、 ｱｾﾄｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 及びｽﾁﾚﾝを 発散し ないか、 発散がき わめて少ない材料を 使用し た

・ 構造用ｶ゙ ｽｹｯﾄ 亜鉛めっ き 鋼面 ・ A種 ・ B種 種類 ： も のと する 。

形状・ 寸法等 ※ 図示 ﾓﾙﾀﾙ面及びせっ こ う ﾌﾟ ﾗｽﾀｰ面 ※ B種 ・ A種 性能 ：

断熱材[ G] ｺﾝｸﾘ ﾄー面( DP以外) 及びALCﾊ゚ ﾈﾙ面 ※ B種 ・ A種 寸法 ： ○ 11　 せっ こ う ボード その他ボード 及び合板張り ( 19. 7. 2) ( 19. 7. 3) ( 表19. 7. 1)

種類及び範囲 ※ 図示 押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ※ B種 ・ A種 厚さ ( mm) ：

形状及び仕上げ ｺﾝｸﾘ ﾄー面( DP面) ・ B種 ※ A種 ・ 視覚障害者用床ﾀｲﾙ 木毛セメ ン ト 板[ G]

製品の寸法許容差 ※ 標準仕様書表17. 2. 1によ る せっこ う ﾎ゙ ﾄーﾞ 面及び 目地： 継目処理工法 ※ A種 ・ B種 視覚障害者誘導用ﾌ゙ ﾛｯｸ等の突起の形状・ 寸法及びその配列はJI S T 9251によ る ・ 木毛ｾﾒﾝﾄ板 ※ 図示 ・ 15 ・ 20 ・ 25

見え掛かり 部の仕上げ その他ﾎﾞ ﾄーﾞ 類 目地： 継目処理工法以外 ※ B種 ・ A種 種類 ： ・ 硬質( HW) ・ 中質( MW) ・ 普通( NW)

( ｱﾙﾐﾆｳﾑ材の場合) 形状 ： ・ 木片ｾﾒﾝﾄ板 ※ 図示 ・ 12 ・ 15 ・ 18 ・ 21 ・ 30

規格等 標準仕様書16. 2. 3によ る ○ 3　 錆止め塗料塗り ( 18. 3. 2) ( 18. 3. 3) ・ 耐動荷重性床ｼー ﾄ ・ 硬質( HF) ・ 普通( NF)

種別 ・ （ 標準仕様書14. 2. 1） 種類 ： 繊維強化ｾﾒﾝﾄ板

着色 ・ 標準色 ・ 特注色 鉄鋼面 A種 見え掛かり ： A種 厚さ ( mm) ： ○ けい酸ｶﾙｼｳﾑ板( ﾀｲﾌ゚ 2)  普通ﾎ゙ ﾄーﾞ 0. 8FK ※ 図示 ・ 6 ・ 8

( 鋼材及びｽﾃﾝﾚｽ鋼材の場合) 見え隠れ　 ： B種 ・ 防滑性床ｼー ﾄ 火山性ｶ゙ ﾗｽ質複層板

・ DP C種及びD種 表18. 3. 4 種類 ： ・ 火山性ｶﾞ ﾗｽ質複層板 ※ 図示

ｶ゙ ﾗｽ溝の寸法、 形状 ※ ｶ ﾃーﾝｳｫ ﾙーの製造所の仕様 ・ ※ B種 ・ A種 見え掛かり ： A種 厚さ ( mm) ： 種類 ※ 図示

取付け 見え隠れ　 ： B種 ・ 防滑性床ﾀｲﾙ 繊維板[ G]

躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差 亜鉛めっ き 鋼面 ※ A種 ・ B種 鋼製建具等： A種 種類 ： ・ ﾐﾃ゙ ｨｱﾑﾃ゙ ﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊ゙ ﾎー゙ ﾄーﾞ ( MDF) ※ 図示 ・ 3 ・ 7 ・ 9 ・ 12

鉛直方向 ※ ±10mm ・ 上記以外　 ： B種 寸法 ： ・ ﾊー ﾄﾞ ﾎ゙ ﾄーﾞ ※ 図示 ・ ・ ・ 5 ・ 7

水平方向 ※ ±25mm ・ DP B種 表18. 3. 6 厚さ ( mm) ： ・ ｽﾀﾝﾀﾞ ﾄーﾞ ﾎﾞ ﾄーﾞ ( 無処理)

ｶー ﾃﾝｳｫ ﾙー部材の取付け位置の寸法許容差 C種及びD種 鋼製建具等： A種 ・ 素地ﾊー ﾄﾞ ﾎ゙ ﾄーﾞ

目地の幅 ※ ±3mm ・ 上記以外　 ： B種 ○ 6　 ビニル幅木 ( 19. 2. 2) ・ 未研磨板( RN)

目地の心の通り ※ 0～2mm ・ 種類 ・ 硬質 ○ 軟質 ・ 研磨板( RS)

目地の両面の段差 ※ 0～2mm ・ ○ 4　 塗装 ( 18. 4. 1) ～( 18. 12. 2) 高さ ( mm) ※ 60 ・ 75 ・ 100 ・ 内装用化粧ﾊー ﾄﾞ ﾎ゙ ﾄーﾞ ( DI )

各階の基準墨から 各部材ま での距離 ※ ±3mm ・ 厚さ ( mm) ※ 1. 5以上 ・ ・ ﾃﾝﾊ゙ ﾄーﾞ ﾎ゙ ﾄーﾞ ( 処理)

耐火処理 ・ 素地ﾊー ﾄﾞ ﾎ゙ ﾄーﾞ

適用部位、 材料等 ※ 図示 ・ 合成樹脂調合 木部屋外 ※ A種 ・ B種 7　 ゴム床タ イ ル ( 19. 2. 2) ・ 未研磨板( RN)

ｶﾞ ﾗｽの取付け材料 ﾍ゚ ｲﾝﾄ塗り ( SOP) 木部屋内 ※ B種 ・ A種 種類 ・ 単層品 ・ 積層品 ・ 研磨板( RS)

ｶ゙ ﾗｽの取付け材料がｼー ﾘﾝｸﾞ の場合のｶ゙ ﾗｽの支持方法 ※ 4辺支持 鉄鋼面 ※ B種 ・ A種 ・ 適用する 色柄 ・ ・ 外装用化粧ﾊー ﾄﾞ ﾎ゙ ﾄーﾞ ( DE)

亜鉛めっ き 鋼面 ・ 適用する 厚さ ( mm) ・ 3. 0 ・ 4. 5 ・ 6. 0 ・ 9. 0 ・ ｲﾝｼｭﾚー ｼｮﾝﾎ゙ ﾄー ﾞ ※ 図示 ・ 9 ・ 12 ・ 15 ・ 18

3　 PCカーテンウ ォ ール ( 17. 3. 2) ～( 17. 3. 5) ( 表17. 3. 1) ( 表17. 3. 2) ○ ｸﾘﾔﾗｯｶー 塗り ( CL) ※ B種 ・ A種 寸法( mm) ・ ・ A級ｲﾝｼｭﾚー ｼｮﾝﾎ゙ ﾄーﾞ ( A-I B)

材料 ・ ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散型塗料塗り ( NAD) ※ B種 ・ A種 ・ 天井仕上げ材

ｺﾝｸﾘ ﾄー ・ 耐候性塗料塗り 鉄鋼面 上塗塗料の等級 ・ ・ 適用する 8　 カーペッ ト 敷き ( 19. 3. 2) ( 19. 3. 3) ( 表19. 3. 1) ( 表19. 3. 2) ・ 内装仕上げ材

種類 ・ 普通ｺﾝｸﾘ ﾄー ・ 軽量ｺﾝｸﾘ ﾄー1種 ・ ( DP) 亜鉛めっ き 鋼面 上塗塗料の等級 ・ ・ 織じ ゅ う たん ﾊ゚ ﾃーｨｸﾙﾎ゙ ﾄーﾞ [ G]

品質 ｺﾝｸﾘ ﾄー面及び ・ A種 ・ B種 ○ 単板張り ﾊ゚ ﾃーｨｸﾙﾎ゙ ﾄーﾞ ※ 図示 ・ 10 ・ 12 ・ 15 ・ 18

設計基準強度Fc ※ 30N/mm2 ・ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ・ C種 ・ ｳｪﾙﾄﾝｶー ﾍ゚ ｯﾄ ・ ｶｯﾄﾊ゚ ｲﾙ ・ 無研磨板( VN)

ｽﾗﾝﾌ゚ ※ 12cm ○ つや有合成樹脂 ｺﾝｸﾘ ﾄー面 ※ B種 ・ A種 ・ ﾀﾞ ﾌﾞ ﾙﾌｪ ｽーｶー ﾍ゚ ｯﾄ ・ ﾙー ﾌ゚ ﾊ゚ ｲﾙ ○ 研磨板( VS)

気乾単位容積質量 ・ 普通ｺﾝｸﾘ ﾄーの場合 2. 1t /m3を 超え2. 5t /m3以下 ｴﾏﾙｼｮﾝﾍ゚ ｲﾝﾄ塗り ﾓﾙﾀﾙ面 ・ ｱｷｽﾐﾝﾀ ｶーー ﾍ゚ ｯﾄ ・ ｶｯﾄ、 ﾙー ﾌ゚ 併用 ・ 化粧ﾊ゚ ﾃーｨｸﾙﾎ゙ ﾄーﾞ ※ 図示 ・ 10( 難燃) ・ 12( 難燃)

・ 軽量ｺﾝｸﾘ ﾄーの場合 1. 8t /m3～2. 1t /m3 ( EP-G) ﾌﾟ ﾗｽﾀ 面ー 色柄 ※ 模様の無い無地 ・ ・ 単板ｵー ﾊ゙ ﾚーｲ( DV)

・ せっこ う ﾎ゙ ﾄーﾞ 面 ﾊ゚ ｲﾙ糸の種類等 ※ 無地の織り じ ゅう たんの種別 ・ ﾌ゚ ﾗｽﾃｨｯｸｵー ﾊ゙ ﾚーｲ( DO)

単位水量の最大値 ※ 185kg/m2 ・ その他のﾎ゙ ﾄーﾞ 面等 ・ A種 ・ B種 ・ C種 ・ 塗装( DC)

鉄筋 屋内の鉄鋼面 ※ B種 ・ A種 ・ 吸音材料

種類の記号 ※ SD295A 鉄鋼面 帯電性 ・ 適用する ・ 適用し ない ・ ﾛｯｸｳ ﾙー化粧吸音板( DR) ・ 9( 不燃) ・ 12( 不燃)

補強鉄線 亜鉛めっき 面 織り じ ゅ う たんの接合方法 ※ ﾋ ﾄーﾎ゙ ﾝﾄﾞ 工法 ・ つづり 縫い ・ ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌ゚ ・ 15( 不燃) ・ 18( 不燃)

径（ mm） ・ 3. 2 ・ ・ ・ ・ 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍ゚ ｲﾝﾄ塗り ( EP)  ※ B種 ・ A種 下敷き 材 ※ 反毛ﾌｪﾙﾄ( J I S L 3204) の第2種2号　 呼び厚さ  8mm ・ 凹凸ﾀｲﾌ゚

網目寸法 ・ ○ ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り ( UC)  ※ B種 ・ A種 ・ ・ ﾛｯｸｳ ﾙー吸音ﾎ゙ ﾄーﾞ ( 1号) ※ 図示 ・ 25

ｼー ﾘﾝｸﾞ 材の種類( 目地等) ・ ｽﾃｲﾝ塗り ・ ﾋﾟ ｸﾞ ﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ ・ ﾀﾌﾃｯﾄﾞ ｶー ﾍ゚ ｯﾄ ・ ｸﾞ ﾗｽｳ ﾙー吸音ﾎ゙ ﾄーﾞ ( 32K) ・ 25( ｶ゙ ﾗｽｸﾛｽ包み)

種類及び寸法等 ※ 図示 塗り せっこ う ﾎ゙ ﾄーﾞ

ｶ゙ ﾗｽの取付材料 ・ ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り ・ ｶｯﾄﾊ゚ ｲﾙ ・ 5～7 ・ ・ 全面接着工法 ・ 適用する ○ せっこ う ﾎ゙ ﾄーﾞ ( GB-R) ※ 12. 5( 不燃) ・ 15( 不燃)

・ 構造ｶ゙ ｽｹｯﾄ ( OS) ・ ﾙー ﾌﾟ ﾊ゚ ｲﾙ ・ 4～6 ・ ・ ｸﾞ ﾘｯﾊ゚ 工ー法 ・ 適用し ない ○ ｼー ｼ゙ ﾝｸﾞ せっこ う ﾎ゙ ﾄーﾞ ( GB-S) ・ ： ・ 不燃 ・ 準不燃

形状・ 寸法等 ・ 図示 ・ 木材保護塗料塗り ( WP) ※ B種 ・ A種 ・ ｶｯﾄ、 ﾙー ﾌ゚ 併用 ・ 　 　 ・ 強化石膏ボード ( GB-F) ・ 12. 5( 不燃) ・ 15( 不燃)

耐火処理 高日射反射率塗装[ G] を適用する 場合の適用箇所は屋上、 屋根面の金属面と する 。 下敷き 材( ｸﾞ ﾘｯﾊ゚ 工ー法の場合) ※ 反毛ﾌｪﾙﾄ( JI S L 3204) の第2種2号　 呼び厚さ 8mm ・ 化粧せっ こ う ﾎﾞ ﾄーﾞ ( GB-D) ・ 木目 12. 5( 不燃)  幅440㎜程度

適用部位、 材料等 ※ 図示 ｸﾘﾔﾗｯｶー 塗A種の工程2の適用 ・ 適用し ない ・ 模様 ： ・ 柾目 ・ 板目

断熱材[ G] ・ 適用する ﾀﾌﾃｯﾄﾞ ｶー ﾍ゚ ｯﾄ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆ 専用下地材有り

種類 ・ 着色剤 ・ 溶剤系着色剤 ・ 油性染色着色剤 ・ ﾀｲﾙｶー ﾍ゚ ｯﾄ ・ ﾄﾗﾊ゙ ﾁーﾝ模様 9. 5( 準不燃)

先付けの材料 ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗の工程1の着色の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない ・ せっこ う ﾗｽﾎ゙ ﾄーﾞ ( GB-L) ・

・ 表面仕上材 ・ 防塵用塗料塗り ※ ﾙー ﾌﾟ ﾊ゚ ｲﾙ ※ 第一種 ※ 500×500 ※ 6. 5 ・ 不燃積層せっこ う ﾎ゙ ﾄーﾞ ( GB-NC) ・ 9. 5( 不燃)

・ ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ ・ 石材 材質 水性ｱｸﾘﾙ系樹脂塗料 ・ 第二種 ・ ・ ・ 化粧無し ( 下地張り 用)

・ 建具枠 ※ 標準色 ・ ・ ｶｯﾄﾊ゚ ｲﾙ ・ 第一種 ※ 500×500 ※ 6. 5 ・ 化粧有り ( ﾄﾗﾊ゙ ﾁーﾝ模様)

・ ｺﾞ ﾝﾄﾞ ﾗ用ｶ゙ ｲﾄﾞ ﾚー ﾙ 仕上種別 ｺ ﾃーｨﾝｸﾞ ( ﾛ ﾗー 刷ー毛塗り ) ・ 第二種 ・ ・ 合板類

形状及び仕上げ 塗布量 主剤2回塗と し 、 総塗布量は0. 25㎏/m2以上と する 。 ・ ｶｯﾄ、 ﾙー ﾌ゚ 併用 ・ 第一種 ※ 500×500 ※ 6. 5 ○ 普通合板[ G] ※ 図示 ・

製品の見え掛り 部の寸法許容差 ・ 金属製屋根面に塗装する 場合の塗料はJI S K 5675に適合する 資材と する 。 種別、 工程及び塗付量は図示 ・ 第二種 ・ ・ 裏面の樹種名 ：

辺長 　 によ る 。 ﾀｲﾙｶー ﾍ゚ ｯﾄ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆ 板面品質 ：

※ ±3mm ﾀｲﾙｶー ﾍ゚ ｯﾄの敷き 方 防虫処理 ○ 行う ・ 行わない

対角線長の差 19章　 内装工事 平場 ※ 市松敷き ・ 模様流し ・ ・ 天然木化粧合板[ G] ※ 図示 ・

※ 0～5mm ○ 1　 接着剤 ( 19. 2. 2) ( 表19. 2. 1) ( 表19. 2. 2) 階段部分 ※ 模様流し ・ 市松敷き ・ 化粧版の樹種名 ：

板厚 ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼー ﾄ、 ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ、 ｺﾞ ﾑ床ﾀｲﾙ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆ 見切り 、 押え金物 防虫処理 ・ 行う ・ 行わない

※ ±2mm 施工箇所の下地がｾﾒﾝﾄ系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別 ・ 図示 材質 : ・ 特殊加工化粧合板[ G] ※ 図示 ・

開口部内法寸法 種類 : 化粧加工の方法

※ ±2mm ○ 2 下地の工法 ( 19. 2. 3) 形状等 ※ 図示 ・ ｵー ﾊ゙ ﾚーｲ ・ ﾌ゚ ﾘﾝﾄ ・ 塗装

ねじ れ、 反り 標準仕様書19. 2. 3( 1) ( ｱ) ～( ｳ) 以外の下地の工法 ・ 図示 表面性能 ・

※ 0～5mm 8　 合成樹脂塗床 ( 19. 4. 2) ( 19. 4. 3) ( 表19. 4. 4) ( 表19. 4. 5) ～( 表19. 4. 8) 防虫処理 ・ 行う ・ 行わない

曲がり ○ 3　 ビ ニル床シート [ G] ( 19. 2. 2) ( 19. 2. 3) 天井のﾎ゙ ﾄーﾞ 類( ﾛｯｸｳ ﾙー吸音板を 除く ) の重ね張り を 行う 場合 ※ 図示

※ 0～3mm ・ 厚膜型塗床材 ※ 平滑仕上げ　  合板類の張付け ・ A種 ・ B種

面の凹凸 ※ FS( 複層ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼー ﾄ) ・ 無地 ※ 2. 0 弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床 ・ 防滑仕上げ せっこ う ﾎ゙ ﾄーﾞ の目地工法等 ※ 仕上表によ る

※ 0～3mm ・ ﾏー ﾌ゙ ﾙ柄 ・ 　 　 ・ つや消し 仕上げ 突付け工法及び目隠し 工法のｴｯｼ゙ の種類 ・ ﾍ゙ ﾍ゙ ﾙｴｯｼ゙ ・ ｽｸｴｱｴｯｼ゙

先付け金物の位置 ○ 柄物 ・ 厚膜型塗床材 ・ 薄膜流し 展べ 工法 ・ 平滑仕上げ 天井又は壁に使用する 合板は、 関係法令によ り 求めら れる 場合のみ、 建築基準法に基づく 防火材料の指定

※ 0～5mm 接合部の処理 ※ 熱溶接工法 ｴﾎ゚ ｷｼ樹脂系塗床 ・ 厚膜流し 展べ工法 ・ 防滑仕上げ 又は認定を受けたも のと する 。

PCｶ ﾃーﾝｳｫ ﾙーの仕上げ ・ 樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法 

・ ○ 4　 ビ ニル床タ イ ル[ G] ( 19. 2. 2) ・ 薄膜型塗床材 ※ 平滑仕上げ ○ 12　 壁紙張り ( 19. 8. 2) ( 18. 8. 3)

構造ｶ゙ ｽｹｯﾄを用いる 場合のｱﾝｶー 溝の寸法及び寸法許容差( mm) 塗床材のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆ ﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆ ・

※ 図示 ・ TT( 単層ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・ 無地 ・ 300×300 ※ 2. 0

製作 ・ FT( 複層ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ○ 柄物 ○ 450×450 ○ 2. 5 9　 フロ ーリ ング張り ( 19. 5. 2) ～( 19. 5. 6) ( 表19. 5. 1) ～( 表19. 5. 6)

PC版の配筋 ※ 図示 ※ KT( ｺﾝﾎ゚ ｼ゙ ｼｮﾝﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・ 500×500 ・ 3. 0 ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量等 ※ 標準仕様書19. 5. 2( 2) によ る ・ ○ 不燃 ○ 準不燃

取付け ・ FOA( 置式き ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 各工法に使用する 接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ の放散量 ※ F☆☆☆☆ ・ 不燃 ・ 準不燃

躯体付け金物の取付けの寸法許容差 ・ FOB( 薄型置き 敷き ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・ 単層ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ （ ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ ﾎﾞ ﾄーﾞ １ 等） ・ 不燃 ・ 準不燃

鉛直方向 ※ ±10mm 工法 ・ 釘留め工法 ・ 不燃 ・ 準不燃

水平方向 ※ ±25mm ・ 根太張り ・ 直張り ﾓﾙﾀﾙ、 ﾌ゚ ﾗｽﾀ 面ーの素地ご し ら え ※ B種 ・ A種

ｶー ﾃﾝｳｫ ﾙー部材の取付け位置の寸法許容差 ・ 接着工法 ｺﾝｸﾘ ﾄー面の素地ごし ら え ※ B種 ・ A種

目地の幅 ※ ±5mm 樹種 ※ なら ・ せっこ う ﾎ゙ ﾄーﾞ 面の素地ご し ら え ※ B種 ・ A種

目地の心の通り ※ 0～3mm 間伐材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない

目地両側の段差 ※ 0～4㎜ ・ 単層ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ （ ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ ﾌﾞ ﾛｯｸ１ 等） ○ 13　 断熱材[ G] ( 19. 9. 2) ～( 19. 9. 4)
各階の基準墨から 各部位ま での距離 ※ ±5mm 樹種 ※ なら ・ ﾌｪﾉ ﾙーﾌｫ ﾑー断熱材、 保温材又は接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆

ｶ゙ ﾗｽの取付け方法 厚さ ・ 開口部等補修のための張付け用の接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ※ F☆☆☆☆

・ ｶ゙ ﾗｽの取付材が構造用ｶ゙ ｽｹｯﾄで複層ｶ゙ ﾗｽ等を使用する 場合は排水機能の設置及びガラ ス の封着処 大き さ ・ ・ 断熱材打込み工法

理の強化を行う 間伐材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない

・ 複合ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ ・ ﾋﾞ ｽー゙ 法ﾎ゚ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ ﾑー断熱材 ： ・

18章　 塗装工事 工法 ・ 釘留め工法 ○ 押出法ﾎﾟ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ ﾑー断熱材（ ｽｷﾝ層なし ) ○

○ 1　 材料 ( 18. 1. 3) ・ 根太張り ・ 直張り ・ 2種bA ○ 3種bA ・ 3種bC ・ 3種bD

屋内で使用する 塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量 ・ 接着工法 ・ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫ ﾑー断熱材 ・

※ F☆☆☆☆ 樹種 ※ なら ・ ・ ﾌｪﾉ ﾙーﾌｫ ﾑー断熱材 ・

防火材料 ※ 屋内の壁、 天井仕上げは防火材料と する 種別 ・ A種 ・ B種 ・ C種 ・ 断熱材現場発泡工法

・ 次の箇所を除き 防火材料と する 間伐材の適用 ・ 適用する ・ 適用し ない 断熱材の種類 ※ A種1 ・ A種1H

箇所 ・ 接着工法の場合の裏面緩衝材 ※ 合成樹脂発泡ｼー ﾄ ・ 吹付け厚さ ( mm) ・

施工箇所 ・ 図示

( 品質、 性能、 試験方法は別表によ る )

作図

種類 厚さ ( mm) 施工箇所

検図 日付 建設工事名 図番

25

2. 5 3. 5

防火種別 備考

熱海市消防本部 消防総務課 総務室 有限会社若林建築設計事務所
管理建築士　若林　直

一級建築士登録　第261276号
建築工事特記仕様書(R06.4)Ｒ７/３/３１ 消防団第四分団詰所建設事業
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種類の記号 色柄 寸法（ mm） 厚さ ( mm) 備考

壁紙の種類

紙 繊維 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ ﾌ゚ ﾗｽﾁｯｸ 無機質 その他

・ ・ ○ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

○ ・

施工箇所

12. 5

－ －

ﾊ゚ ｲﾙの形状 種類 施工箇所 寸法( mm) 総厚さ ( mm) 備考 9. 5

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

各室

種類の記号 色柄 厚さ ( mm) 備考

－ －

4. 0 5. 0 6. 0 － －

－ －

ﾊ゚ ｲﾙ形状 ﾊ゚ ｲﾙ長さ ( mm) 工法 帯電性 備考

－ －

－ －

SOP

EP-G

SOP

EP-G

－ －

－ －

－

－ －

－ －

－ －

塗装 種別 塗料の種類
高日射反射
率塗料[ G]

－ －

－

－ －

織り 方 ﾊ゚ ｲﾙ形状

下地面等 種別

種類等 厚さ ( mm) 、 規格等

下地面等 塗料の種別 錆止め塗料の種別 錆止め塗料塗り の工程



20章　 ユニッ ト 及びその他工事 誘導標識、 非常用進入口等の表示 ○ 23　 流し 台ユニッ ト ○ 寸法は図示 21章　 排水工事
○ 1　 フ リ ーアク セス フロ ア ( 20. 2. 2) ※ 消防法に適合する 市販品 ○ 1　 屋外雨水排水 ( 21. 2. 1) ( 21. 2. 2) ( 表21. 2. 1) ( 表21. 2. 2)

室名札、 ﾋﾟ ｸﾄｸﾞ ﾗﾌ、 案内板等の形状、 寸法、 材質、 色、 書体、 印刷等の種別、 取付け形式等 材料

( 案内用図記号はJI S Z 8210によ る ) ○ 流し 台 ・ 1200 ・ 550 ・ 800 市販品

研修室 ・ 置敷式 ○ 500×500 ・ 1. 0G ○ 3000 ・ 帯電防止床ﾀｲﾙ ※ 図示 ・ 1500 ・ 600 ・ 850 ﾄﾗｯﾌﾟ 付き ・ 遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー管 ※ 外圧管 ・ B形管 ※ 図示 ・

○ 支柱 ○ 0. 6G ・ 5000 ○ タ タ ミ ・ 1800 ・ 650 天板ｽﾃﾝﾚｽ製 ( 1種) ・

調整式 10　 タ ラ ッ プ ( 20. 2. 12) ○ ｺﾝﾛ台 ・ 600 ・ 550 ・ 620 市販品 ○ 硬質ﾎ゚ ﾘ塩化ﾋﾞ ﾆﾙ管 ・ RF-VP[ G] ※ 図示 ・

材質及び仕上げ ・ SUS304 ・ 600 ・ 670 ﾊ゙ ｯｸｶ゙ ﾄーﾞ 有り ・ RS-VU[ G]

ス リ ッ プ止め加工 ※ あり ・ なし ・ 650 天板ｽﾃﾝﾚｽ ○ VP ※ 図示 ・

寸法精度 ・ 鋼製　 表面処理　 溶融亜鉛めっき ○ つり 戸棚 ・ 1200 ・ 450 ・ 500 市販品 ・ VU ※ 図示 ・

※ 標準仕様書20. 2. 2( 2) ( ｵ) ( a) ～( c) によ る ・ ※ 標準仕様書表14. 2. 2によ る 種別 ・ 900 ・ 700 基床の厚さ 及び種類 ・ 図示

・ 以下によ る ※ C種 ・ ・ 水切り ・ 1200 － － 市販品 硬質ﾎﾟ ﾘ塩化ﾋﾞ ﾆﾙ管の継手に用いる 材料 ※ 接着剤

ﾊ゚ ﾈﾙ長さ の寸法精度 ： ・ 900 ｽﾃﾝﾚｽ製 側塊の形状及び寸法 ・ 図示

ﾊ゚ ﾈﾙの平面形状( 角度) の寸法精度 ： 11　 煙突ﾗｲﾆﾝｸﾞ ( 20. 2. 13) ・ 600 ・ 1段式 ・ 排水枡の種類 ・ 図示

ﾌﾘ ｱーｸｾｽﾌﾛｱの高さ の寸法精度 ： 適用安全使用温度 ・ 品質・ 性能 外観は、 JI S A 4420「 ｷｯﾁﾝ設備の構成材」 の4. 1によ る 。 砂地業に用いる 材料 ・ ｼﾙﾄ ・ 山砂 ・ 川砂 ・ 砕砂

帯電防止性能 ・ 評価値( U) ≧0. 6以上 ・ 評価値( U) ≧1. 2以上 工法 ※ 鋼製ﾕﾆｯﾄ煙突( 煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ 材) ・ 構成材は、 JI S A 4420の8によ り 試験を行ったと き 、 表1の規定によ る 。 砂利地業に用いる 材料 ・ 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ[ G] ・ 切込砂利又は切込砕石

感電防止性能 漏えい抵抗( R) ≧1×10^ 6Ω 形状 ※ 図示 ・ 現場打ちの場合のｺﾝｸﾘ ﾄー材料

( 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る ) ○ 12　 ブラ イ ン ド ( 20. 2. 14) 設計基準強度( N/mm2) ※ #

24　 旗竿 ｽﾗﾝﾌ゚ ( cm) ※ 15又は18

2　 可動間仕切 ( 20. 2. 3) ・ 現場打ちの場合の鉄筋

○ 横形 ・ 電動 　 － ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製 ・ ﾃー ﾊ゚ 式ー ・ ﾊﾝﾄﾞ ﾙ式 ・ 埋込式 種類の記号 ※ SD295A

○ 手動 ※ ｷﾞ ﾔ式 ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製[ G] ※ 25 ※ 鋼製 ※ 図示 ・ ・ 同一断面式 ・ ﾛ ﾌー゚ 式 ・ ﾍ゙ ｽー式 ・ 排水桝が現場打の場合の足掛け金物

・ ｽﾀｯﾄﾞ 式( 内臓) ・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は ・ 0 ・ 12 ・ 不燃 ・ ｺ ﾄーﾞ 式 ・ 　 　 ・ 　 　 ・ 　 　 ・ 　 　 ・ ﾊ゙ ﾝﾄﾞ 式 ※ 標準仕様書21. 2. 2( 6) ( ｵ)

・ ｽﾀｯﾄﾞ 式( 露出) ｱｸﾘﾙ樹脂焼付 ・ 20 ・ 28 ・ 操作棒式 材質 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ 鋼製 ・ 合成樹脂被覆加工さ れたも の

・ ｽﾀｯﾄﾞ ﾊ゚ ﾈﾙ式 ・ 壁紙張り ・ 36 ・ 縦形 ・ 電動 　 － 25　 旗竿受金物 凍上抑制層に用いる 材料 ・

・ ﾊ゚ ﾈﾙ式 ・ 手動 ※ 1本操作ｺ ﾄーﾞ 式 ・ ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ ・ 80 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製 ※ 図示 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製( SUS304) ・ 砂を用いる 場合の粒度試験 ・ 行う ・ 行わない

ﾊ゚ ﾈﾙ内に取付ける 建具 ・ あり ・ 2本操作ｺ ﾄーﾞ 式 ・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ ・ 100 ・ 　 　 ・ 　 　

※ 図示 ・ 縦型ﾌ゙ ﾗｲﾝﾄﾞ のｽﾗｯﾄの材質 ○ 26　 車止めさ く 埋戻し 用材料 ・ A種 ※ B種 ・ C種 ・ D種

・ なし ・ ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ　 焼付け塗装仕上げ

ﾊ゚ ﾈﾙ内に取り 付ける 家具のﾄﾞ ｱｸﾛ ｻー゙ 、ー 丁番、 錠前、 上げ落と し は、 標準仕様書16章8節の建具用金物に対 ・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ　 消防法で定める 防炎性能の表示がある 特殊樹脂加工 ○ 上下式鎖内蔵式 ・ 標準品 ○ ｽﾃﾝﾚｽ製 ○ ・ GL＋700 2　 鋳鉄製ふた ( 21. 2. 1)

応する 材質と する 。 ﾎﾟ ﾘｴｽﾃﾙ繊維又は植物を原料と する 合成繊維を使用し た製品を使用する 場合は[ G] と する 。 ○ ｽﾌ゚ ﾘﾝｸﾞ 式 ・ ・ ・

表面仕上げ材を 壁紙張り と する 場合の品質、 性能は標準仕様書19章によ る 。 ・ 鋳鉄製 ・ 水封形 ・ T-2用 ・ 有り 左記以外の品質等は

ﾊ゚ ﾈﾙ材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放出量 ※ F☆☆☆☆ ○ 13　 ロ ールス ク リ ーン ( 20. 2. 15) ﾏﾝﾎー ﾙふた ・ 簡易密閉形( ﾊ゚ ｯｷﾝ式)  ・ T-6用 ・ 無し ( 公社) 空気調和衛生

○ 27　 フェ ンス ・ 密閉形( ﾃー ﾊ゚ ・ ﾊ゚ ｯｷﾝ式)  ・ T-20用 工学会SHASE-S209に

3 移動間仕切 ( 20. 2. 4) ○ ﾜﾝﾀｯﾁﾁｪ ﾝー式 ○ ｶ゙ ﾗｽ繊維製 ※ 製造所の仕様 ○ 図示 ○ 防炎加工品 ﾌｪﾝｽの種類 ・ ﾋﾞ ﾆﾙ被覆ｴｷｽﾊ゚ ﾝﾄﾞ ﾌｪﾝｽ ○ 樹脂塗装ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ ・ 鋼管ﾌｪﾝｽ ・ ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ ・ 中ふた付き 密閉形( ﾃー ﾊ゚ ・ ﾊ゚ ｯｷﾝ式)  ・ よ る

・ ｺ ﾄーﾞ 式 ・ 合成、 天然繊維製 高さ ○ 図示 ・

・ 電動式 ・ 木製

28　 プレ キャ ス ト コ ンク リ ート ( 20. 3. 3) ( 20. 3. 4) 3　 グレーチング ( 21. 2. 1)

・ 平行方向移動式 ・ 手動式 ・ ﾌ゚ ｯｼｭ式 ・ 鋼板 ・ 焼付塗装 ・ 36未満 14　 カーテン ( 20. 2. 16) ｺﾝｸﾘ ﾄーの設計基準強度

・ 二方向移動式 ・ 電動式 ・ ﾊﾝﾄﾞ ﾙ式 ・ ・ 壁紙張り ・ 36以上 ※ 水ｾﾒﾝﾄ比55％以下、 単位ｾﾒﾝﾄ量の最小値300kg/m3を 満足する 調合強度

・ 部分電動式 ・ 　 　 　 ・ 　 　 　 ・ 図示 ・ 鋼製 ・ 受枠付き 、 ・ 溝ふた ・ 歩行用 ・ 細目 ・ ・ 凹凸形

ﾊ゚ ﾈﾙ表面仕上げ材の壁紙張り の品質、 性能は標準仕様書19章によ る 。 ・ ｼﾝｸﾞ ﾙ ・ 片引き ・ 手引き ・ ﾌﾗﾝｽひだ ・ 図示 配筋 ﾎ゙ ﾙﾄ固定 ( 横断用) ・  ( ) ・

ﾊﾝｶ゙ ﾚーー ﾙの取付け下地の補強 ・ ﾀﾞ ﾌﾞ ﾙ ・ 引分け ・ ひも 引き ・ 箱ひだ、 片ひだ ※ 配筋を定めた計算書を監督職員に提出する ・ ・ 溝ふた ・ T-2用 ・ 普通目 ・ ・ 平形

※ 取付け全重量の5倍以上の荷重に対し て、 使用上支障のない耐力及び変形量と なる よ う に補強する ・ 電動 ・ ﾌﾟ ﾚー ﾝひだ ・ 図示 ( 側溝用)  ・ T-6用 ・ 細目 ( ) ・

・ 図示 生地の仕様 取付け方法 ・ 桝ふた用 ・ T-14用

ﾊ゚ ﾈﾙをﾗﾝﾅに取り 付ける 部品 消防法で定める 防炎性能の表示がある も の ※ 図示 ・ U字溝用 ・ T-20用

※ ﾗﾝﾅに加わる 重量の5倍以上の荷重に耐えら れる も の ﾎ゚ ﾘｴｽﾃﾙ繊維又は植物を 原料と する 合成繊維を使用し た製品を 使用する 場合は[ G] と する 。 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ 受枠付き 、 ・ 溝ふた ・ 歩行用 － － ・ 凹凸形

・ 暗幕ｶー ﾃﾝの両端、 上部及び召合せの重なり ※ 300mm以上 ・ 29　 間知石及びｺﾝｸﾘ ﾄー間知ﾌ゙ ﾛｯｸ積み ﾎ゙ ﾙﾄ固定 ( 横断用) ・

ﾊﾝｶ゙ ﾚーー ﾙ及びﾗﾝﾅ ・ ・ 溝ふた ・ T-2用 － － ・ 平形

※ ﾊ゚ ﾈﾙ重量の5倍の荷重を、 ﾊ゚ ﾈﾙ１ 枚に使用する ﾗﾝﾅ数で除し た値に対し て、 耐力及び変形量が使用上 15　 カーテン レール ( 20. 2. 16) ・ 間知石 ・ 花こ う 岩 ( 側溝用)  ・ T-6用 ・

支障のないも の 材料によ る 区分 ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ又はｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出成型材 ・ 凝灰岩 ・ 桝ふた用 ・ T-14用

・ ・ ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ ｺﾝｸﾘ ﾄー間知ﾌ゙ ﾛｯｸ ・ A ・ U字溝用 ・ T-20用

( 品質・ 性能は別表によ る ) 強さ によ る 区分 ※ 10-90 ・ ・ B ( 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る )

仕上げ ※ ｱﾙﾏｲﾄ ・ 積み方 ※ 谷積み ・ 布積み

4　 ト イ レブース ( 20. 2. 5) 形状 ※ 角形 ・ 目塗り ・ 図示 4　 街き ょ 、 縁石及び側溝 ( 21. 3. 1) ( 21. 3. 2) ( 表21. 3. 1)

伸縮調整目地 街き ょ 、 縁石、 側溝

16　 ﾌﾞ ﾗｲﾝﾄﾞ ﾎ゙ ｯｸｽ及びｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ 材種 ・ 図示

・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板 ・ 幅木ﾀｲﾌ゚ ・ 製造所の仕様によ る 溝型x深さ ( mm) ・ 90x150 ・ 120x80 ・ 120x150 ・ 150x80 ・ 図示 厚さ ・ 図示 ・ 縁石 ・ 図示 ・

・ ﾎ゚ ﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板 ・ ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 材種 ・ 集成材 ・ Ｌ 形側溝 ・ 図示 ・

・ ・ ｽﾃﾝﾚｽ製 仕上げ ： ○ 30　 鋼製書架及び物品棚 ・ Ｕ 形側溝 ・ 図示 ・

( 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る ) ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 押出し 型材（ 市販品） ・ Ｕ 形側溝ふた ・ 図示 ・

標準仕様書14. 2. 1によ る 種別 ・ BC-1種 ・ BC-2種 ・ 鋼製書架 JI S S 1039の規格によ る ・ 1種 ・ 2種 ・ 3種 ・  ・ 図示 ・

○ 6　 手すり ( 20. 2. 6) 色合い ・ 標準色 ： ・ 特注色 ： ○ 鋼製物品棚 ・ 4種 ○ 5種 ・ 6種 地業の材料 ・ ｼﾙﾄ ・ 山砂 ・ 川砂 ・ 砕砂

材料の種類及び仕上げ ・ 鋼製 砂利地業に用いる 材料 ・ 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ[ G] ・ 切込砂利又は切込砕石

・ SUS304 仕上げ ： 31　 屋内掲示板 砂利地業の厚さ ( mm) ※ 100 ・ 図示

表面処理 ※ HL程度 ・ 枠の材質 ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・ ・ 現場打ちの場合のｺﾝｸﾘ ﾄー材料

○ 鋼製　 表面処理　 溶融亜鉛めっき ○ 17　 天井点検口 表面の材質 ※ 塩ﾋﾞ 発泡ｼー ﾄ張り ・ 設計基準強度( N/mm2) ※ 18

表面処理( 標準仕様書表14. 2. 2によ る 種別) ・ ｽﾗﾝﾌ゚ ( cm) ※ 15又は18

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ○ 450×450 ○ 一般形 ・ 屋内外用 ○ 額縁ﾀｲﾌ゚ ○ 額縁ﾀｲﾌﾟ 32　 洗面カウ ン タ ー ・ 現場打の場合の鉄筋

表面処理( 標準仕様書表14. 2. 1によ る 種別) ・ ・ ○ 600×600 ○ 屋内用 ・ 目地ﾀｲﾌ゚ ・ 目地ﾀｲﾌﾟ 材種 ・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板張り ( 芯材： 集成材) ・ 種類の記号 ※ SD295

色合等 ・ 標準色 ： ・ 特注色 ： ・ 気密形 奥行き ( mm) ・ 約450 ・ 約600 凍上抑制層に用いる 材料 ・

手すり の握り 部分 ( 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る ) 砂を用いる 場合の粒度試験 ・ 行う ・ 行わない

33　 防煙垂れ壁

・ 集成材 ・ ｸﾘｱﾗｯｶー ・ 35程度 18 床点検口 ・ 固定式 5　 埋戻し 土 ( 21. 2. 1)

材種 ： ・ ・ 45程度 ※ B種

・ ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・ 450×450 ・ 一般形 ・ 屋内外用 ・ 鍵付き ※ 網入り 磨き 板ｶ゙ ﾗｽ ※ 6. 8 ※ 500 ｱﾙﾐ製枠付き

・ ﾋﾞ ﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞ ﾚー ﾙ ・ 35程度 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ 600×600 ・ 密閉形 ・ 屋内用 ・ 線入り 磨き 板ｶ゙ ﾗｽ ・ ・ 22章　 舗装工事
・ 45程度 ・ 鋼製 ・ ・ 可動式 ○ 1　 路床 ( 22. 2. 2) ( 22. 2. 3) ( 22. 2. 4) ( 22. 2. 5) ( 表22. 2. 1)

・ 密閉形と はﾎ゙ ﾙﾄ、 ﾅｯﾄ等ﾒｶﾆｶﾙ構造にﾊ゚ ｯｷﾝを装着し たも のと する 。 路床の材料

( 品質・ 性能、 試験方法は別表と する ) ・ 垂直降下式( 巻取り 型) ・ 不燃布( 不燃認定品) ・ 500 ｶ゙ ｲﾄﾞ ﾚー ﾙ

○ 6　 階段滑り 止め ( 20. 2. 7) ・ 800 ※ 固定式( 壁埋込型) ○ 盛土 ・ A種 ○ B種 ・ C種 ・ D種 ・ 図示

材種 ○ ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ 黄銅製押出型材 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製押出型材 ・ 19　 耐震ｽﾘｯﾄ ・ ・ 可動式( 天井収納型) ・ 建設汚泥から 再生し た処理土[ G] ・

形状 ※ ﾀｲﾔ型( ﾀｲﾔの材質： ｺﾞ ﾑ又は合成樹脂) ・ ﾀｲﾔﾚｽ型 ・ 回転降下式 鋼板製又はｱﾙﾐ製 ・ 500 表面仕上げ ・ 凍上抑制層 ・ 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ[ G] ・ 図示

端部の形状 ・ ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ あり ○ ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ なし ・ 垂直 ・ 25 ・ 完全( 全貫通型) ・ 耐火型 ・ 有り ・ 800 ※ 天井材張り ・ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ ・

寸法( 幅) ○ 35mm程度 ・ 40mm程度 ・ 50mm程度 ・ ・ ・ 非耐火型 ・ 無し ・ ・ 切込み砂利

取付け工法 ※ 接着工法 ・ 埋め込み工法 ・ 水平 ・ 25 降下機構 煙感知器連動及び手動開放装置( 埋込型) ・ 砂( 標準仕様書表21. 2. 2によ る )

・ ・ ﾌｨﾙﾀ 層ー 標準仕様書22. 2. 3( 3) ・ 図示

○ 7　 黒板及びホワ イ ト ボード ( 20. 2. 9) 目地 ○ 34　 屋外掲示板 ・

・ 黒板 照明器具 ※ 有り ○ 無し ( 凍上抑制層に用いる 材料に砂を用いる 場合の粒度試験) ・ 行う ・ 行わない

区分 ※ 焼き 付け 目地材 ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材( 見え掛かり 部のみ) ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材( 見え掛かり 部のみ) 施錠 ※ 有り ・ 無し ・ 路床安定処理

種類 ・ 鋼製黒板 ・ ほう ろう 黒板 ・ ・ ・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材( 内外共) 製造所 ・ 安定処理の方法 ・ 置き 換え工法 ・ 安定処理工法

色 ※ 緑 ・ 目地寸法 ・ ｽﾘｯﾄ幅×深さ 10 ・ ｽﾘｯﾄ幅×深さ 10 路床安定化処理用添加材料

○ ﾎﾜｲﾄﾎ゙ ﾄーﾞ ・ ・ ○ 35　 収納家具 種類 ・ 普通ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ

目地材の材質は標準仕様書表9. 7. 1によ る 合板類、 MDF及びﾊ゚ ﾃーｨｸﾙﾎ゙ ﾄーﾞ のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ の放散量 ※ F☆☆☆☆ ・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種[ G]

8　 鏡 ( 20. 2. 10) 材質、 形状、 寸法 ※ 図示 ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

取付箇所 ： 20　 止水板 ・ 生石灰 （ ) ・ 消石灰 （ )

寸法( mm) ・ 図示 ・ 形式 ・ 差込式 ・ 据置式 ・ 壁張り 式 ・ 特号 ・ 1号

厚さ ( mm) ※ 5 ・ 施工箇所 ・ 図示 ・ 消石灰

・ 特号 ・ 1号

9　 表示 ( 20. 2. 11) 21　 エキス パンショ ンジョ イ ン ト 金物 添加量( kg/m3) ・

衝突防止表示 建築非構造部材の耐震性能に係る 特記事項によ る 。 CBR ※ 3以上 ・

・ 設置する ・ ｼ゙ ｵﾃｷｽﾀｲﾙ

設置場所 ※ 図示 ・ 22　 く つふき マッ ト 単位面積質量( g/m2) ・ 60g/mm2以上

形状・ 寸法 ・ 30φ ・ 厚さ ( mm) ・ 0. 5～1. 0 ・

材質 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ ・ 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ又はｺﾞ ﾑ製 ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼( SUS304) 製 引張強さ ・ 98N/5cm( 10kgf /5cm) 以上 ・

・ 設置し ない ・ 硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製 ・ 硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 透水係数 ・ 1. 5×10-1cm/sec以上 ・

・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼( SUS304) 製 ・ 試験

・ 路床土の支持力比( CBR) 試験 ・ 行う ・ 行わない

路床締固め度の試験 ・ 行う ・ 行わない

現場CBR試験 ・ 行う ・ 行わない

作図

備考

表面材の材料

熱海市消防本部 消防総務課 総務室 有限会社若林建築設計事務所
管理建築士　若林　直

一級建築士登録　第261276号
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形式
操作
方法

操作方法の種類 ｽﾗｯﾄの種類
ｽﾗｯﾄ幅
( ㎜)

ﾎ゙ ｯｸｽ･ﾚー ﾙ
の材種

幅･高さ ･
取付箇所

構造形式に
よ る 種類

ﾊ゚ ﾈﾙ表面仕上げ
遮音性

( db/500Hz)
防火
性能

走行方向
操作方法に
よ る 種類

ﾊ゚ ﾈﾙ圧接装置の
操作方法

総厚さ
( ㎜)

遮音性
( db/

500Hz)材質 仕上げ

ﾊ゚ ﾈﾙ表面材

施工箇所 工法
寸法
( mm)

高さ
( mm)

耐震
性能

所定荷重
( N)

表面仕上材 備考

寸法( mm)

Ｗ Ｄ Ｈ

材種 管の種類 形状 呼び径 備考

種別 材料 厚さ ( mm)

方向 幅( mm) ﾀｲﾌ゚ 耐火性能 防水性能 備考

目地 内壁 外壁

材種 受け枠 備考

検図 日付 建設工事名 図番

材種 表面仕上げ 直径( mm) 取付箇所 備考

材種 寸法 形式 備考 材質 厚さ ( mm) 高さ ( mm) 備考

種類 材質 高さ ( mm) 備考

種別 種類 質量区分 備考

脚部 ﾄﾞ ｱｴｯｼ゙

種類 材質 種類 形状、 寸法

種類 規格等 J I Sによ る 種類

材種 寸法 形式 外枠 内枠

材質 形式 用途 適用荷重
ﾒｲﾝﾊ゙ ｰ
ﾋﾟ ｯﾁ

亜鉛めっき
( 付着量)

上面形状

形式 開閉操作 ひだの種類
生地の種別、

品質、 特殊加工等
取付箇所

構成基材の種類

ｽﾀｯﾄﾞ ﾊ゚ ﾈﾙ

形式 材種 柱径、 肉厚( ㎜) 高さ ( m)

名称 種類 適用荷重 鍵 備考

操作方法 ｽｸﾘ ﾝーの材質 その他の材料 幅・ 高さ 、 取付箇所 品質

76. 3

材種 形式 高さ ( m) 操作方法 固定方法 備考

材種 備考



○ 2　 路盤 ( 22. 3. 2) ( 22. 3. 3) ( 表22. 3. 1) ・ 舗石舗装 12　 屋上緑化[ G]

路盤の厚さ ○ 図示 植栽基盤及び材料 ( 23. 5. 2) ～( 23. 5. 4)

路盤材料( 標準仕様書表22. 3. 1によ る 種別) ・ 屋上緑化ｼｽﾃﾑ  

・ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ ※ 小舗石( 花こ う 岩) ・ 割石 ・ 80 ・ う ろ こ 張り ・ ｺﾝｸﾘ ﾄー舗装 ※ 70 ・ 土壌層の厚さ ・ 図示 ・

・ 粒度調整砕石 ・ ・ 図示 ・ ・ ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ※ 50 ・ 排水層 ・ 軽量骨材

○ 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ[ G] ｸｯｼｮﾝ材 ※ 砂 ・ 空練り ﾓﾙﾀﾙ 層の厚さ ：

・ 再生粒度調整砕石[ G] 仕上り 面の平たん性 ※ 歩行に支障と なる 段差がないも のと し 、 舗石間の段差は3mm以内 ・ 板状成形品

・ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ [ G] ・ ｼ゙ ｵﾃｷｽﾀｲﾙ 植込み用土 ※ 改良土 ・ 人工軽量土

・ 粒度調整鉄鋼ｽﾗｸﾞ [ G] 単位面積質量 ・ 60g/m2以上 ・ 樹木、 芝及び地被類の樹種又は種類、 寸法、 株立数等 ※ 図示

・ 水硬性粒度調整鉄鋼ｽﾗｸﾞ [ G] 厚さ ( mm) ・ 0. 5～1. 0 ・ 見切り 材、 舗装材、 水抜き 管、 ﾏﾙﾁﾝｸﾞ 材など ※ 図示

引張強さ ・ 98N/5cm( 10kgf /5cm) 以上 ・ ( 品質・ 性能、 試験方法は別表によ る )

○ 3　 アス ファ ルト 舗装 （ 22. 4. 2) ～( 22. 4. 6) ( 表22. 4. 4) 透水係数 ・ 1. 5×10-1cm/sec以上 ・ 支柱 ・ 設置する

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の構成及び厚さ ※ 図示 形式 ・ 図示

材料 8　 砂利敷き ( 22. 9. 2) ・ 設置し ない

ｱｽﾌｧﾙﾄ ○ 再生ｱｽﾌｧﾙﾄ[ G] 種別 かん水装置 ・ 設置する

標準仕様書表22. 4. 1によ る 種類 ○ 60～80 ・ 80～100 ・ A種 （ 施工範囲 ： ・ 図示 ・ 通路 ・ ） 種類 ・ 図示 ・

・ ｽﾄﾚー ﾄｱｽﾌｧﾙﾄ ・ B種 （ 施工範囲 ： ・ 図示 ・ 建物周囲その他 ・ ） ・ 設置し ない

骨材 ・ 道路用砕石 工法 「 屋根ふき 材及び屋外に目する 張壁の風圧に対する 構造耐力上の安全性を 確かめる ための構造計

○ ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘ ﾄー再生骨材[ G] 9　 路面表示用塗料 算の基準を定める 件」 ( 平成12年５ 月31日　 建設省告示第1458号） に基づく 風圧力に対応し た工法

加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の種類 ○ 密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物( 13) 路面表示用塗料はJI S K 5665によ る ・ 図示 ・

・ 細粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物( 13)

・ 密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物( 13F) ※ 3種1号 溶融 粉体状 ・ 白 ・ 150 ・ 1. 0

舗装の平たん性 ※ 通行の支障と なる 水溜ま り を 生じ ない程度 ・ 1種[ G] 常温 液状 ・ ・ 100 ・

・ ・ 2種[ G] 加熱

試験 低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料[ G]

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験 ○ 行う ・ 行わない

23章　 植栽及び屋上緑化工事
○ 4　 コ ンク リ ート 舗装 ( 22. 5. 2) ～( 22. 5. 4) ( 22. 5. 6) ( 表22. 5. 1) ( 表22. 5. 3) 1　 植栽地の確認等 ( 23. 1. 3)

ｺﾝｸﾘ ﾄー舗装の構成及び厚さ 土壌の水素ｲｵﾝ濃度指数( pH) 試験 ・ 行う ・ 行わない 

水溶性塩類( EC) の試験 ・ 行う ・ 行わない 

ｺﾝｸﾘ ﾄー舗装 車路及び駐車場 ○ 図示 ○ 図示

歩行者用通路 ・ 図示 ※ 70 2　 植栽基盤の整備 ( 23. 2. 2) ( 23. 2. 4)

材料 樹木の植栽基盤の整備 ・ 適用する ・ 適用し ない

ｺﾝｸﾘ ﾄー ※ 普通ｺﾝｸﾘ ﾄー、 標準仕様書表22. 5. 1によ る

・ 以下によ る ・ 樹木 ※ A種 樹高12ｍ 以上 ・ 葉張り 部分 ・ 適用する  

ｺﾝｸﾘ ﾄーの種類 ・ ・ B種 ※ 100 ・ 120 ・ 150 ・ 植栽部分 ・ 適用し ない 

設計基準強度( N/mm2) ・ ・ C種 樹高7ｍ 以上～12ｍ未満 ・ 図示   

所定のｽﾗﾝﾌ゚ ( cm) ※ 8 ・ ・ D種 ※ 80 ・ 100 ・  

粗骨材の最大寸法( mm) ・ 樹高3ｍ 以上～7ｍ未満 

早強ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ ・ 使用する ・ 使用し ない ※ 60 ・ 80

注入目地材料 ※ 低弾性ﾀｲﾌ゚ ・ 高弾性ﾀｲﾌ゚ 樹高3ｍ 未満 

目地 ※ 50 ・ 60

※ 標準仕様書表22. 5. 3及び図22. 5. 1によ る ・ 図示 ※ 芝、 地被類 ※ B種 ※20 ・ 植栽部分 ・ 適用する  

・ 以下によ る ・ ・ ・ 図示   ・ 適用し ない 

種類 ・ ・  

間隔 ・ ｍ 以内毎 植栽基盤の排水設備 ・ 設ける

構造 ・ 図示 ※ 図示 ・

舗装の平たん性 ※ 通行の支障と なる 水たま り を 生じ ない程度 ・ 設けない

・

3　 植込み用土 ( 23. 2. 3)

5　 カラ ー舗装 ( 22. 6. 2) ( 22. 6. 3) ( 22. 6. 4) ※ 現場発生土の良質土 ・ 客土

・ 加熱系ｶﾗｰ舗装

構成・ 厚さ ・ 図示 4　 土壌改良材 ( 23. 2. 3)

加熱系混合物の結合材 ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 種類及び指定量等

・ 石油樹脂系混合物 ・ ﾊ゙ ｸー堆肥[ G]

顔料添加量( %) ： 施工箇所 ※ 植栽範囲 ・ 図示

添加剤 使用量( 植栽基盤面積1m2あたり ) ・ 50L ・

着色骨材 ： ・ 汚泥発酵肥料( 下水汚泥ｺﾝﾎ゚ ｽﾄ)

自然石 ： 施工箇所 ※ 植栽範囲 ・ 図示

・ 常温系ｶﾗｰ舗装 使用量( 植栽基盤面積1m2あたり ) ・ 10L ・

工法 ・ ﾆー ﾄ工法 材料 「 金属等を含む産業廃棄物に係る 判定基準を定める 省令」 の別表第1の基準に適合する

配合その他 ： 原料を使用し たも ので、 植害試験の調査の結果、 害が認めら れないも のと する

・ 塗布工法 ・

配合その他 ：

着色部の下部 ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5　 樹木 ( 23. 3. 2)

・ ｺﾝｸﾘ ﾄー舗装 樹種、 寸法、 株立数等 ※ 図示

・

舗装の平たん性 ※ 通行の支障と なる 水たま り を 生じ ない程度 6　 支柱 ( 23. 3. 2) ( 23. 3. 3)

・ 支柱材 ※ 丸太( 間伐材) [ G] ・ 真竹 ・

防腐処理方法 ※ 加圧式防腐処理丸太材 ・

○ 6　 透水性アス ファ ルト 舗装  ( 22. 7. 2) ( 22. 7. 3) ( 22. 7. 6) 形式 ・ 図示

舗装の構成 ○ 図示 ・

材料 7　 幹巻き 用材料 ( 23. 3. 2)

骨材 ・ 道路用砕石 材料 ※ 幹巻き 用ﾃー ﾌ゚ ・ わら 及びこ も

○ ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘ ﾄー再生骨材[ G]

標準仕様書表22. 4. 1によ る 種類 ・ 60～80 ○ 80～100 8　 芝 ( 23. 4. 2) ( 23. 4. 3)

舗装の平坦性 ※ 著し い不陸がないも の 種類 ※ ｺｳﾗｲｼﾊ゙ ・ ﾉｼﾊ゙ ・

試験 芝張り の工法

開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験 ○ 行う ・ 行わない 平地 ※ 目地張り ・ べた張り

法面 ・ 目地張り ※ べた張り 法面

7　 ブロ ッ ク 系舗装 ( 22. 8. 2) ( 22. 8. 3)

・ ｺﾝｸﾘ ﾄー平板舗装[ G] 9　 吹付けは種 ( 23. 4. 2)

・ 普通平板( N) ・ 300角 ※ 60 ※ 砂 表面加工 ※ 洋芝類( 採取後2年以内) ※ 発芽率80%以上

・ 透水平板( P) ・ ・ ﾓﾙﾀﾙ ・ 研ぎ出し ・

・ 保水性平板( M) ・ 洗い出し

・ たたき 出し 10　 地被類 ( 23. 4. 2)

ｸｯｼｮﾝ材 ※ 砂 ・ 空練り ﾓﾙﾀﾙ

普通平板は[ G] ( 再生材料を 用いた舗装用ﾌ゙ ﾛｯｸ) 、 透水平板は[ G] ( 透水性ｺﾝｸﾘ ﾄー) と する 。 ・ ・ ・ ・

仕上り 面の平たん性 ※ 歩行に支障と なる 段差がないも のと し 、 ｺﾝｸﾘ ﾄー平板間の段差は3mm以内 ・ ・ ・ ・

・

・ ｲﾝﾀ ﾛーｯｷﾝｸﾞ ﾌ゙ ﾛｯｸ舗装[ G] 11　 新植、 芝等の枯保証、 移植樹木の枯損処置 ( 23. 3. 4) ( 23. 3. 6) ( 23. 4. 7)

新植樹木( 芝張り 、 吹付けは種及び地被類を含む) の枯補償の期間 

※ 引渡し の日から 1年 ・ 無し

・ 普通ﾌ゙ ﾛｯｸ( N) 車路 ・ 図示 ※ 80 ※ 5. 0 表面加工 移植樹木の枯損処置を行う 期間 

・ 透水性ﾌ゙ ﾛｯｸ( P) ・ ・ ・ ・ ※ 引渡し の日から 1年 ・ 無し

・ 保水性ﾌ゙ ﾛｯｸ( M) ・

・ 普通ﾌ゙ ﾛｯｸ( N) 歩行者用通路 ・ 図示 ※ 60 ※ 3. 0 表面加工

・ 透水性ﾌ゙ ﾛｯｸ( P) ・ ・ ・ ・

・ 保水性ﾌ゙ ﾛｯｸ( M) ・

ｸｯｼｮﾝ材 ※ 砂 ・ 空練り ﾓﾙﾀﾙ

歩行者用通路に使用する 普通ﾌ゙ ﾛｯｸは[ G] ( 再生材を用いた舗装用ﾌ゙ ﾛｯｸ) 、 透水性ﾌ゙ ﾛｯｸは[ G] ( 透水性ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ) と する 。

仕上り 面の平たん性 ※ 歩行に支障と なる 段差がないも のと し 、 ｲﾝﾀ ﾛーｯｷﾝｸﾞ ﾌ゙ ﾛｯｸ間の段差は3mm以内

・

作図

種類 部位 形状・ 寸法 厚さ ( mm) 曲げ強度
( N/mm2)

備考

熱海市消防本部 消防総務課 総務室 有限会社若林建築設計事務所
管理建築士　若林　直

一級建築士登録　第261276号
建築工事特記仕様書(R06.4)

Ｒ７/３/３１ 消防団第四分団詰所建設事業
9 / 9 A-09

種類 形状・ 寸法
( mm)

厚さ
( mm)

貼り 方 基層 基層の厚さ
( mm)

樹種 ｺﾝﾃﾅ径 単位面積当たり のｺﾝﾃﾅ数 芽立数

検図 日付 建設工事名 図番

種類 施工 適用 色 幅( mm) 塗布厚さ ( mm)

舗装の種類 部位 構成 厚さ ( mm)

植栽 工法 有効土層の厚さ ( mm) 整備範囲 土壌改良材

種類 寸法( mm) 厚さ ( mm) 目地材 備考 種子の種類 発芽率 種子の量( g/m2) 備考



（ 想定） 平井残土処分場　 田方郡函南町平井字笹原洞1724-2,  12. 0km

指定部分６ 工事の規模（ 範囲） 及び工期について

指定し た 部分があ る 場合

施 工 条 件 特 記 仕 様 書

明示事項 内容明示が必要な場合
適用
項目

明示項目

下 記 項 目 の う ち 適 用 項 目 ○ 印 該 当 欄 は 、 当 該 工 事 に 関 す る 施 工 条 件 と し て 明 示 す る も の で あ る 。

他の 工事の開始又は完了の時期によ り 、 影響を 受ける 部分

関連する 工事内容

明示事項 内容

限さ れる 場合

立の も のがあ る 場合

協議成立見込時期

地下埋設物等の移設が予定さ れている 場合

１
工
程
関
係

明示が必要な場合

関連工事と の調整１

２

関係機関等と の協議３

４

５

適用
項目

明示項目

影響を 受ける 工事内容

関連する 工事の開始又は完了の時期

当該工事の関係機関等と の協議に未成

協議内容

関係機関、 自治体等と の協議の結果、

特定の条件が付さ れ当該工事の工程に

影響があ る 場合

影響を 受ける 部分

影響を 受ける 内容

地下埋設物及び埋蔵文化

財の 事前調査

工事着手前に地下埋設物及び埋蔵文化

財等の事前調査を 必要と する 場合

調査項目

調査期間

作業不能日数 休日日数以外の作業不能日数

当該工事の規模（ 範囲）

当該工事の工期

当該工事の施工時期、 全体工期等に影
響が ある 場合

施工時期、 施工時間及び施工方法が制

移設期間

施工時期、 時間の制限 制限さ れる 施工内容

制限さ れる 施工時期・ 施工時間

制限さ れる 施工方法

な お 、 明 示 事 項 に 変 更 が 生 じ た 場 合 は 、 監 督 職 員 に 報 告 し 、 協 議 す る も の と す る 。

仮設物を 他の工事に 引き 渡す場合及び

引き 継いで使用する 場合

仮設備の内容

仮設備の期間

仮設備の条件

仮設備の構造、 工法及びそ の施工範囲

を 指定する 場合

仮設備

（ 仮土留、 仮橋、 足場等）

１

仮設備の構造、 施工方法、 施工範囲

仮設備の種類

仮設備の設計条件を 指定する 場合 設計条件の内容

７
建
設
副
産
物
関
係

建設発生土が発生する 場合 受入場所及び仮置き 場所ま での距離

処分又は保管条件

現場内での再利用又は減量化が必要な

場合

現場内利用の内容

減量化の内容

建設副産物及び建設廃棄物が発生する

場合

再資源化処理施設又は最終処分場を 指

定する 場合

処理方法、 処理場所等の処理条件

建設発生土の搬出

建設副産物の利用

建設副産物及び建設廃棄

物の処理

１

２

３

数量
片道

運搬距離
建設廃棄物の種類 処理等施設の名称 受入条件等

建設工事に係る 資材の再資源化等に関する 法律、 資源の有効な 利用の促進に関する

物適正処理推進要綱に従い 適切に処理する 。

８
工
事
支
障
物
件
等

地上、 地下等におけ る 占用物件の有無

る 場合

支障物件名 管理者名 支障物件の 位置

支障物件の移設時期 工事方法 防護
支障物件名、 管理者名等

地上、 地下等の占用物件に 係る 工事期

間と 重複し て 施工する 場合

工事内容

工事期間

９
排
水
関
係

排水の工法、 排水処理の方法及び排水

の放流先等を 指定する 場合

排水工法 排水処理の方法 放流先

予定さ れる 排水量 排水の水質基準 放流費用
排水工法、 排水処理の方法等

施設の内容水替・ 流入防止施設が必要な場合

設置期間

薬液注入を 行う 場合 設計条件 施工工法 材料種類

施工範囲 削孔数量及び延長 注入量及び注入圧

周辺環境調査の内容
周辺環境に与え る 影響の調査が必要な
場合

11

　
薬
液
注
入
関
係

10

工事現場発生品があ る 場合

設計条件、 施工工法等

工事支障物件協議１

排水処理１

水替・ 流入防止施設２

薬液注入

工事現場発生品

１

１

受入場所、 距離等の処理条件

及び占用物件等で工事支障物が存在す

　
そ
の
他

品名・ 数量、 現場内での再使用の有無

引渡場所

支給材料及び貸与品があ る 場合 品名・ 数量・ 品質

規格又は性能

引渡場所・ 引渡期間

支給品及び貸与品２

３

法律、 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律その他関係法令等によ る ほか、 建設副産

６
仮
設
備
関
係

仮道路を 設置する 場合 仮設道路の仕様

工事終了後の措置

仮道路２道
路
関
係

官有地等を 使用さ せる 場合

場所・ 範囲

時間・ 時期

使用条件

工事に伴う 公害防止のた め、 施工方法、

建設機械・ 設備、 作業時間等の指定が

必要な場合

２
用
地
関
係

３
公
害
関
係

仮用地等と し て 官有地の

提供

公害防止

（ 騒音、 振動、 粉塵、 排

出ガ ス 等防止）

１

１

施工のた めの仮用地等と し て 施工者に 、

復旧方法

施工方法、 建設機械・ 設備、 作業時間

工事の施工に伴っ て 発生する 騒音、 振

動、 地盤沈下、 地下水の枯渇等が予測
さ れる 場合

事前・ 事後調査の区分

調査時期

未然に防止する た めの必要な 調査方法

未然に防止する た めの必要な 調査範囲

電波障害等に起因する 事業損失が懸念

さ れる 場合

事前・ 事後調査の区分

調査時期

未然に防止する た めの必要な 調査方法

未然に防止する た めの必要な 調査範囲

４
安
全
対
策
関
係

指定の内容

指定の期間

防護施設の内容

鉄道、 ガス 、 電気、 電話、 水道等の施

設と 近接する 工事において 施工方法等
に制限があ る 場合

落石、 雪崩、 土砂崩落に対する 防護施
設が 必要な 場合

配置時間

延べ人数

換気設備等の内容
有毒ガス 及び酸素欠乏対策と し て 、 換

気設備が必要な 場合

制限があ る 場合

使用中・ 使用後の処置内容
搬入、 搬出路の使用中及び使用後の処
置が 必要であ る 場合

騒音、 振動、 地盤沈下、

地下水枯渇等の防止調査

電波障害等に起因する 事

業損失防止調査

２

３

交通安全施設

近接施工

落石、 雪崩、 土砂崩落の
防護施設

交通誘導員の配置

３

１

２

４

有毒ガス 及び酸素欠乏等

の対策
５

一般道の使用１

交通安全施設等を 指定する 場合

搬入経路、 使用時間、 使用時間帯等に

制限さ れる 施工方法

制限さ れる 作業時間帯

制限さ れる 工事用資機材の搬入経路

制限さ れる 使用期間

制限さ れる 使用時間帯

交通誘導警備員Ａ

交通誘導警備員Ｂ

交通誘導警備員Ｂ

交通誘導警備員Ａ

５
工
事
用

７ 設備工事と の調整 完成時の各種検査ま でに、 別途設備工

事の 試運転調整等を 完了し な ければ
な ら ない 場合

試運転調整等の適正期間の確保

制約を 受ける 内容

安全施設等の設置期間

交通誘導員の配置を する 場合

○

５

部分使用箇所部分使用４

施工条件

工事用水、 電力、 駐車場

○

○

○

午 前 9時 ～午 後 5時

○

○ 施工日時

養生・ 清掃・ 後片付け

作業ス ペース

石綿含有調査

駐車場を 指定する 場合

工事電力を 指定する 場合

工事用水を 指定する 場合

部分使用を 行う 必要があ る 場合

駐車場の利用

工事電力の内容

工事用水の内容

○ 場外指定場所に搬出し 、 搬出後、 監督職員へ搬出先の受入を 証明する 資料を 提出する 。
受注者の提示する 運搬距離、 処分費及び整地費と 異なる 場合においても 設計変更の対象と し な い。

令和７ 年３ 月31日  施工条件特記仕様書 Ａ -10主管課
( C)  2025 Wakabayashi  Ar chi '  Of f i ce

熱海市消防本部 消防総務課 総務室 工事名 消防団第四分団詰所建設事業
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作業日は月-金曜日と する 。 土日作業を おこ な いた い場合は別途監督員及び

工事特記仕様書及び現場説明書によ る 。

工事特記仕様書及び現場説明書によ る 。

施設管理者と 協議と する 。

作業終了時には清掃、 後片付けを 行っ た う え で撤収する こ と 。

○

要領に基づき 指定さ れる 建設機械・ 設備を 使用する も のと する 。

低騒音型、 低振動型建設機械の指定に関する 規定及び排出ガス 対策型建設機械指定
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消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 付 近 見 取 図 ・ 公 図 写 し ・ 都 市 計 画 図有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

N

付近 見取 り 図 　 S=1: 1, 500

都市 計画 図

公 図 写し 　 S=1: 600

申 請 地 ： 熱 海 市 伊 豆 山 字 引 地 ４ ６ ７ － １

申 請 地 ： 熱 海 市 伊 豆 山 字 引 地 ４ ６ ７ － １

Ｓ ＝ 1： 1, 500

Ｓ ＝ 1： 600

申 請 地 ： 熱 海 市 伊 豆 山 字 引 地 ４ ６ ７ － １

No． Ａ － 11 2025/03/31
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消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 200

現 況図 　 S=1： 200
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消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業

熱 海 市 伊 豆 山 字 引 地 ４ ６ ７ － １

（ 登 記 簿 上 地 積 ： 664. 70㎡ ）

近 隣 商 業 地 域  80/300

準 防 火 地 域

配 置図 　 S=1： 200
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KBM＝ 設 計 GL+150

（ 基 準 法 上 の 道 路 で は な い ）
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数 字 ： 設 計 Ｇ Ｌ か ら の 計 画 地 盤 高 を 示 す 。
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KBM＝ 設 計 GL+150

数 字 ： 設 計 Ｇ Ｌ か ら の 現 況 地 盤 高 を 示 す 。
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道 路 斜 線 の 検 討 ： 近 隣 商 業 地 域 　 適 応 範 囲 20ｍ

10. 31× 1. 5＝ 15. 465　 ＞ 計 画 建 物 高 さ

施 行 令 第 130条 の 12の 規 定 以 外 の 建 築 物 は 建 築 し な い

雨 水 ： 敷 地 内 浸 透
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Ｓ ＝ 1： 200 2025/03/31
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最 高 軒 高 ： 8. 262

隣 地 斜 線 の 検 討 ： 近 隣 商 業 地 域

立 上 り の 高 さ H＞ 31ｍ ＞ 計 画 建 物 高 さ
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S399-1
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K34

1. 79

S398

K3
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凡　 　 　 例

記号 境  界  標  の  種  類

P プ ラ ス チ ッ ク 　 杭

C コ ン ク リ ー ト 　 杭

S 石 　 　 　 　 　 　 杭

RM 金 属 標

R 金 属 鋲

M 刻  ミ (      )

座 標 求 積 表

地 番 ４ ６ ７ －１

点 名 Ｘ Ｙ Ｘ － Ｘ Ｙ （ Ｘ －Ｘ ）ｎ ＋１ ｎ －１ ｎ ｎ ＋１ ｎ －１

K1 -98095. 637 52967. 128 6. 105 323364. 316440 

K2 -98094. 770 52965. 032 1. 659 87868. 988088 

K3 -98093. 978 52962. 778 1. 460 77325. 655880 

K4 -98093. 310 52960. 729 1. 282 67895. 654578 

K5 -98092. 696 52958. 663 6. 293 333268. 866259 

K6 -98087. 017 52937. 910 5. 986 316886. 329260 

K7 -98086. 710 52936. 770 0. 619 32767. 860630 

K8 -98086. 398 52935. 529 0. 532 28161. 701428 

K9 -98086. 178 52934. 437 0. 405 21438. 446985 

K10 -98085. 993 52933. 273 0. 315 16673. 980995 

K11 -98085. 863 52932. 145 0. 217 11486. 275465 

K12 -98085. 776 52930. 959 0. 143 7569. 127137 

K13 -98085. 720 52929. 822 0. 085 4499. 034870 

K14 -98085. 691 52928. 735 0. 045 2381. 793075 

K15 -98085. 675 52927. 713 -0. 010 -529. 277130 

K16 -98085. 701 52926. 514 -0. 083 -4392. 900662 

K17 -98085. 758 52925. 509 -0. 163 -8626. 857967 

K18 -98085. 864 52924. 396 -0. 278 -14712. 982088 

K19 -98086. 036 52923. 262 -0. 365 -19316. 990630 

K20 -98086. 229 52922. 225 -0. 415 -21962. 723375 

K21 -98086. 451 52921. 182 -0. 464 -24555. 428448 

K22 -98086. 693 52920. 202 -0. 521 -27571. 425242 

K23 -98086. 972 52919. 099 -0. 631 -33391. 951469 

K24 -98087. 324 52917. 981 -0. 720 -38100. 946320 

K25 -98087. 692 52916. 901 -0. 808 -42756. 856008 

K26 -98088. 132 52915. 702 -0. 895 -47359. 553290 

K27 -98088. 587 52914. 613 -0. 993 -52544. 210709 

K28 -98089. 125 52913. 451 -1. 049 -55506. 210099 

K29 -98089. 636 52912. 444 -1. 111 -58785. 725284 

K30 -98090. 236 52911. 370 -1. 181 -62488. 327970 

K31 -98090. 817 52910. 400 -1. 224 -64762. 329600 

S357 -98091. 460 52909. 352 -4. 513 -238779. 905576 

S397 -98095. 330 52912. 472 -3. 920 -207416. 890240 

S398 -98095. 380 52915. 769 -2. 921 -154566. 961249 

S399 -98098. 251 52923. 553 -3. 570 -188937. 084210 

S399-1 -98098. 950 52926. 270 -1. 984 -105005. 719680 

S400 -98100. 235 52929. 256 -4. 127 -218439. 039512 

S400-1 -98103. 077 52933. 483 -5. 217 -276153. 980811 

S401 -98105. 452 52936. 143 -6. 076 -321640. 004868 

S333 -98109. 153 52938. 424 -4. 000 -211753. 696000 

S332 -98109. 452 52940. 198 -2. 353 -124568. 285894 

K32 -98111. 506 52947. 391 -1. 367 -72379. 083497 

K33 -98110. 819 52946. 628 3. 730 197490. 922440 

K34 -98107. 776 52942. 510 7. 462 395057. 009620 

K35 -98103. 357 52954. 630 5. 941 314603. 456830 

K36 -98101. 835 52954. 407 2. 482 131432. 838174 

K37 -98100. 875 52958. 597 6. 198 328237. 384206 

倍 面 積 1404. 2945320 ㎡

面 積 702. 1472660 ㎡

地 積 702. 14     ㎡

図 上 点

縮写＝１ ： ２ ５ ０

2025/03/31
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1. 00
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0. 45
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合       計

1. 8750

0. 66665

1. 69830

0. 47515

1. 47825

1. 68300

6. 93885

6. 93 m2

0. 93750

面積

道路後退　 敷地面積

2. 50

1. 99

4. 59

5. 59

6. 57

7. 48

1
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4

5

6

番号

道路後退　 三斜求積図

底辺 高さ 倍面積

702. 14 -　 6. 93　 ＝695. 21

695. 21 m2申請敷地面積

No． Ａ － 14



1 , 250

用 途 ： 装 飾 塔

〇高さ 、 階数に算入さ れな い塔屋（ 装飾塔）

面 積 ： 2. 28　 ㎡ 　 ＜ 　 建 築 面 積 × 1/8

〇 車 庫 の 容 積 率 緩 和

面積： 33. 60　 ㎡　 ＜　 延べ床面積×1/5
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外 部仕 上

【 特記事項】

※ 壁 ・ 床 ・ 天 井 ・ 建 具 仕 上 げ に 用 い る 建 築 材 料 は す べ て Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ 、 ま た は 規 制 対 象 外 の 材 料 を 使 用 し 、 天 井 裏 な ど へ の 措 置 に つ い て は 、 天 井 裏 ・ 床 裏 ・ 壁 ・ 収 納 に 用 い る 建 築 材 料 は Ｆ ☆ ☆ ☆ 以 下 を 使 用 す る .

※石膏ボード 略号： GB-R【 NM-8619】 =汎用石膏ボード 、 GB-R-H【 NM-9692】 =普通硬質石膏ボード 、 GB-S【 NM-9639】 =シージング 石膏ボード （ 耐水ボード ）

※火気使用室なし

※ シ ー リ ン グ 材 ： J I SA5758（ 建 築 用 シ ー リ ン グ 材 ） に 適 合 す る も の か つ 耐 久 性 に よ る 区 分 8020の 品 質 に 適 合 す る も の を 使 用

立 上 り ： モ ル タ ル 刷 毛 引

外 壁

屋 根

基 礎

硬 質 木 片 セ メ ン ト 板 ｔ 18＋ ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー ム 裏 張 ア ル ミ ニ ウ ム 押 出 形 材 ｔ 1. 2二 次 電 解 着 色 横 葺 き 屋 根

GB-S t 9. 5

GB-S t 9. 5

GB-S t 9. 5

階

１
階

室 名

内 部 仕上

床 下 地 床 仕 上 床 高 壁 下 地巾 木 壁 仕 上 廻 り 縁 天 井 下 地 天 井 仕 上 天 井 高 備 考

車 庫
土 間 コ ン ク リ ー ト 1FL-150

1FL-150

～-100

～-100

SUS製 巾 木

SUS製 巾 木

LGS65

化 粧 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 板 ｔ 6 － デ ッ キ ス ラ ブ の ま ま

（ ア ル ミ ジ ョ イ ナ ー ）

GB-S t 9. 5

LGS65

GB-S t 9. 5

LGS65

化 粧 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 板 ｔ 6

（ ア ル ミ ジ ョ イ ナ ー ）

化 粧 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 板 ｔ 6

（ ア ル ミ ジ ョ イ ナ ー ）

アルミ 製

アルミ 製

アルミ 製

－ デ ッ キ ス ラ ブ の ま ま

LGS19

耐湿ロ ッ ク ウ ール化粧吸音板ｔ 9

均 し モ ル タ ル

均 し モ ル タ ル

物 置

脱 衣 室

GB-S t 9. 5

LGS65

GB-S t 9. 5

LGS65

GB-S t 9. 5

LGS65

化 粧 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 板 ｔ 6

（ ア ル ミ ジ ョ イ ナ ー ）

化 粧 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 板 ｔ 6

（ ア ル ミ ジ ョ イ ナ ー ）

化 粧 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 板 ｔ 6

（ ア ル ミ ジ ョ イ ナ ー ）

アルミ 製

アルミ 製

アルミ 製

GB-S t 9. 5

LGS19

LGS19

LGS19

耐湿ロ ッ ク ウ ール化粧吸音板ｔ 9

耐湿ロ ッ ク ウ ール化粧吸音板ｔ 9

耐湿ロ ッ ク ウ ール化粧吸音板ｔ 9
ト イ レ １

ト イ レ ２

ホワ イ ト ボード 1, 800×900

Ｕ 字溝180、 Ｕ 字溝車道用ス テンレ ス グ レ ーチング 細目

ス ラ イ ド フ ッ ク ハン ガー

コ ン パク ト キッ チン 、 吊戸棚、 2口Ｉ Ｈ ヒ ータ ー

（ 資機材置場）

準 備 室

情 報 収 集 室

木製カウ ンタ ー3, 800×450×30（ ＵＣ 塗） 、 棚受金具250×200×30

Ｔ Ｖ 、 Ｔ Ｖ 天井吊り 金物

神棚（ 雲形） 、 ブラ イ ンド

ホワ イ ト ボード 1, 800×900、 マーカート レ ー、

2, 500

2, 500

2, 500

土 間 コ ン ク リ ー ト 1FL-30

Ｃ Ｆ シ ー ト 貼 ｔ 2. 0

SUS製 巾 木

一 部一 部

2, 500

一 部一 部

1FL±0

上がり 框

ビ ニ ル 床 タ イ ル 貼 ｔ 2. 5 SUS製 巾 木

SUS製 巾 木

1FL±0

1FL±0
SUS製 巾 木

1FL+170

均 し モ ル タ ル 1FL±0

H100ｔ 11H. L

H100ｔ 11H. L

H100ｔ 11H. L

H100ｔ 11H. L

H100ｔ 11H. L

H100ｔ 11H. L

二 重 床 下 地 の 上

ビ ニ ル 床 タ イ ル 貼 ｔ 2. 5

ビ ニ ル 床 タ イ ル 貼 ｔ 2. 5

名札掛け930×720、 名札60×200×40枚、

2, 330

ス チール棚

ス チール棚

ス チール棚

シン グルレ バー混合水栓、 レ ン ジフ ード 、 手元灯

折り 畳みテーブル、 折り 畳み椅子

ガス 暖房器具（ 機械設備工事）

構 造 用 合 板 t 12捨 張

GB-S t 9. 5

間 仕 切 壁

グラ ス ウ ールｔ 50（ 24ｋ ｇ /ｍ 3） 充填

外 階 段 下 ：

ｸﾞ ﾗｽｳ-ﾙt =200( 24kg/m3)

ガス 発電機（ 機械設備工事）

ラ イ ニング 天板D150： ポス ト フ ォ ーム 耐水タ イ プｔ 20

断 熱 材 ： ｸﾞ ﾗｽｳ-ﾙt 50( 24kg/m3品 ) 充 填 、 胴 縁 C-100ｘ 50ｘ 20ｘ 2. 3

天 井 裏 断 熱 材 ： （ ２ 階 ） ｸﾞ ﾗｽｳ-ﾙt 200( 24kg/m3品 ) ・ （ 物 置 ） ｸﾞ ﾗｽｳ-ﾙt 100( 24kg/m3品 )

土 間 コ ン ク リ ー ト

土 間 コ ン ク リ ー ト

軒 先 唐 草 ・ 棟 包 み ： ア ル ミ 押 出 形 材

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 独 立 基 礎 　 杭 基 礎

破 風 ・ 鼻 隠 し ： LGS下 地  繊 維 混 入 ケ イ カ ル 板 ｔ 14ｘ W210（ 塗 装 品 ）

破 風 ・ 鼻 隠 し

軒 天

外 周 部 立 上 り 断 熱 材 ： ｸﾞ ﾗｽｳ-ﾙt 50( 24kg/m3品 ) 充 填

防 湿 （ ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム ） シ ー ト ｔ 0. 15

断 熱 材 ： 押 出 法 ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム （ ３ 種 ） ｔ 25

土 台 水 切 り ： ア ル ミ 製

オ ー バ ー ハ ン グ 水 切 り ： ア ル ミ 製

バ ル コ ニ ー
笠 木 ： ア ル ミ 製 　 W200

床 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ 押 え の 上 防 滑 性 塩 ビ 製 シ ー ト ｔ 2. 5（ 屋 外 用 ）

内 壁 ： 金 属 系 サ イ デ ィ ン グ 横 張 ｔ 16（ 通 気 層 ｔ 15）

笠 木 ： ア ル ミ 製 　 W200

床 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ 押 え の 上 遮 音 ・ 防 滑 性 階 段 用 塩 ビ 製 シ ー ト ｔ 2. 5（ 屋 外 用 ）

段 鼻 ： ス テ ン レ ス ノ ン ス リ ッ プ ゴ ム 付

外 部 階 段
外 階 段 内 壁 ： 金 属 系 サ イ デ ィ ン グ 横 張 ｔ 16（ 通 気 層 ｔ 15） 　 土 台 水 切 り ： ア ル ミ 製

（ Ｙ ３ 通 り 側 ）

後 付 け 勾 配 庇

床 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ 押 え の 上 遮 音 ・ 防 滑 性 階 段 用 塩 ビ 製 シ ー ト ｔ 2. 5（ 屋 外 用 ）

段 鼻 ： ス テ ン レ ス ノ ン ス リ ッ プ ゴ ム 付

外 部 階 段
外 階 段 内 壁 ： 金 属 系 サ イ デ ィ ン グ 横 張 ｔ 16（ 通 気 層 ｔ 15） 　 土 台 水 切 り ： ア ル ミ 製

（ Ｘ １ 通 り 側 ）

手 摺 ： FB-12× 44

開 口 部
ア ル ミ サ ッ シ （ ス テ ン カ ラ ー ）

電 動 式 オ ー バ ー ス ラ イ デ ィ ン グ ド ア

館 銘 板 ： ス テ ン レ ス 製 ベ ー ス HL仕 上 げ 　 H1500× W300× t 2㎜ 　 4か 所 化 粧 ビ ス 　 文 字 エ ッ チ ン グ 凹 塗 装 仕 上 げ
　

壁 付 屋 外 掲 示 板 　 1, 200× 900

ア ル ミ 手 動 式 軽 量 シ ャ ッ タ ー

ポ ス ト ： ス テ ン レ ス 製 　 防 滴 型 郵 便 箱 （ 壁 付 薄 型 タ イ プ ） 前 入 れ 前 出 し 　 ダ イ ヤ ル 錠

大 型 ア ル ミ 庇 　 W7, 000× D3, 000　 三 方 樋 　 専 用 竪 樋 （ 樹 脂 製 45角 ）

そ の 他

引 戸 門 扉 ： ア ル ミ 製 　 H1, 200　 扉 幅 W1, 600　 有 効 開 口 1, 050

装 飾 塔 小 屋 裏 用 樹 脂 製 換 気 材 （ 防 虫 ネ ッ ト 付 ） 400× 800

庇 ： ア ル ミ 　 2, 000× 900（ 物 置 出 入 口 ）

マ ン ホ ー ル ト イ レ （ ２ 箇 所 ）

土 間 ス ラ ブ

土 間 ス ラ ブ ｔ 150　 コ ン ク リ ー ト 刷 毛 引 き 仕 上

カ ラ ーコ ン ク リ ート 金ゴ テ 仕上

カ ラ ーコ ン ク リ ート 金ゴ テ 仕上

カ ラ ーコ ン ク リ ート 金ゴ テ 仕上

ケ ラ バ 唐 草 ・ 水 切 り ・ 頂 部 ： カ ラ ー ア ル ミ ｔ 0. 6　 屋 根 専 用 太 陽 光 パ ネ ル 取 付 金 物

軒 樋 ： ア ル ミ 製 9号 120× 105程 度 （ シ ル バ ー ） 、 竪 樋 ： ア ル ミ 製 60φ （ シ ル バ ー ）

小 屋 裏 換 気 ガ ラ リ ： 樹 脂 製 換 気 器 材 　 大 型 ヤ ギ リ （ 防 虫 ネ ッ ト 付 ） 400× 800

金属サイ ディ ン グ横張　 t 16( 金具留横張) ( 通気層t 15鉄骨胴縁) （ Kmewはる 一番プレ ーンシェ イ プ　 Ｐ ネイ ビ ーブルー同等品）

貼 分 け 横 目 地 部 ： ア ル ミ 中 間 水 切 、 　 透 湿 防 水 シ ー ト t 0. 15、 屋 外 側 下 地 材 ： 構 造 用 合 板 ｔ 9　

一部窯業系サイ ディ ン グｔ 16（ 金具留横張） （ 通気層ｔ 15鉄骨胴縁） （ Kmew光セラ 16新フ ラ ッ ト 16　 デイ ジーチタ ンオレ ンジ同等品）

パ ル プ 繊 維 混 入 セ メ ン ト 板 ｔ 12（ 塗 装 品 ・ ニ チ ハ ： 軒 天 12防 火 有 孔 板 同 等 品 ）

捨て コ ン ク リ ート ｔ 50、 表層改 良H1, 000： セ メ ン ト 系固化材100㎏/m3添加（ 太平洋セ メ ン ト ジ オ セ ッ ト 200同等品） 　

か ま ど ベ ン チ （ １ 箇 所 ） 　 収 納 ベ ン チ （ １ 箇 所 ）

ル ー フ ド レ イ ン ： ス テ ン レ ス 鋳 鋼 製 竪 引 き バ ル コ ニ ー 用 デ ッ キ プ レ ー ト 打 込 み 型 ね じ 込 み 式

シャ ワ ーブース

（ Ｓ Ｂ ）

0812タ イ プ

事務所登録静岡県第1292号

一級建築士登録第261276号

TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Non.仕 上 表 （ １ ） 2025/03/31No． Ａ － 16



グラ ス ウ ールｔ 50（ 24ｋ ｇ /ｍ 3） 充填

事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Non.

【 特記事項】

※ 壁 ・ 床 ・ 天 井 ・ 建 具 仕 上 げ に 用 い る 建 築 材 料 は す べ て Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ 、 ま た は 規 制 対 象 外 の 材 料 を 使 用 し 、 天 井 裏 な ど へ の 措 置 に つ い て は 、 天 井 裏 ・ 床 裏 ・ 壁 ・ 収 納 に 用 い る 建 築 材 料 は Ｆ ☆ ☆ ☆ 以 下 を 使 用 す る .

※石膏ボード 略号： GB-R【 NM-8619】 =汎用石膏ボード 、 GB-R-H【 NM-9692】 =普通硬質石膏ボード 、 GB-S【 NM-9639】 =シージング 石膏ボード （ 耐水ボード ）

※ シ ー リ ン グ 材 ： J I SA5758（ 建 築 用 シ ー リ ン グ 材 ） に 適 合 す る も の か つ 耐 久 性 に よ る 区 分 8020の 品 質 に 適 合 す る も の を 使 用

階 室 名

内 部 仕上

床 下 地 床 仕 上 床 高 壁 下 地巾 木 壁 仕 上

塩ビ 製

廻 り 縁

ビ ニ ー ル ク ロ ス 貼

天 井 下 地 天 井 仕 上

2, 500
GB-Rt 9. 5下 地

天 井 高 備 考

（ Ａ Ａ 級 品 ）LGS65 F見切り

仕 上 表 （ ２ ）

２
階

厨 房
均 し モ ル タ ル

デッ キ コ ン ク リ ート の上

デッ キ コ ン ク リ ート の上

均 し モ ル タ ル

2FL± 0

2FL± 0

H60

ソ フ ト 巾 木

ソ フ ト 巾 木

H60

ビ ニ ル ク ロ ス 貼GB-Rt 12. 5

ビ ニ ー ル ク ロ ス 貼
2, 500

GB-Rt 9. 5下 地

（ Ａ Ａ 級 品 ）LGS65

ビ ニ ル ク ロ ス 貼GB-Rt 12. 5
会 議 室

シン グルレ バー混合水栓、 レ ンジフ ード 、 手元灯

収 納
均 し モ ル タ ル

デッ キ コ ン ク リ ート の上

デッ キ コ ン ク リ ート の上

均 し モ ル タ ル

2FL± 0

2FL± 0 ソ フ ト 巾 木

H60

塩ビ 製

F見切り

塩ビ 製 ビ ニ ー ル ク ロ ス 貼
2, 500

（ Ａ Ａ 級 品 ）LGS65 F見切り

ビ ニ ル ク ロ ス 貼
ト イ レ 3・ 4

2FL ビ ニ ー ル ク ロ ス 貼
2, 500

（ Ａ Ａ 級 品 ）LGS65
研 修 室

折り 畳みテーブル、 折り 畳み椅子

ブラ イ ンド

コ ンパク ト キッ チン、 吊戸棚、 3口ガス コ ン ロ

一 部 キ ッ チ ン パ ネ ル

（ Ａ Ａ 級 品 ）

（ Ａ Ａ 級 品 ）

（ Ａ Ａ 級 品 ）

木製

ﾋﾟ ｸﾁｬ ﾚー ﾙー

天井埋込型

+350

踏込部分

2FL+175

和洋兼用折り 畳みテーブル

ガス 暖房器具×2（ 機械設備工事）

半鐘展示用アク リ ルケース ×2

天井埋込型ピ ク チャ ーレ ールレ ール

Ｔ Ｖ 天井吊り 金物、 Ｔ Ｖ

ガス 暖房器具（ 機械設備工事）

ホワ イ ト ボード 1, 800×900、 マーカート レ ー、

中段・ 枕棚
2, 100

※火気使用室厨房

珪 藻 土 塗

LGS65 押 入 用 化 粧 石 膏 ボ ー ド ｔ 12. 5 押 入 用 化 粧 石 膏 ボ ー ド ｔ 9. 5雑 巾 摺

一 部 桧 縁 甲 板 ｔ 15

乾 式 断 熱 二 重 床

（ 仕 上 含 み ｔ 105）

（ 断熱材： t30抽出ﾎ゚ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫー ﾑ3種b）

一部構造用合板ｔ 12捨張

押 入
2FL

2, 500
中段・ 枕棚

+350
ラ ワ ン 合 板 ｔ 6. 0 雑 巾 摺

杉 一 等

LGS65 塩ビ 製

F見切り

押 入 用 化 粧 石 膏 ボ ー ド ｔ 12. 5 押 入 用 化 粧 石 膏 ボ ー ド ｔ 9. 5

（ 断熱材： t30抽出ﾎ゚ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫー ﾑ3種b）

（ 仕 上 含 み ｔ 105）

乾 式 断 熱 二 重 床

2FL
+350

ラ ワ ン 合 板 ｔ 6. 0 雑 巾 摺

杉 一 等

LGS65 押 入 用 化 粧 石 膏 ボ ー ド ｔ 12. 5

（ 断熱材： t30抽出ﾎ゚ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫー ﾑ3種b）

（ 仕 上 含 み ｔ 105）

乾 式 断 熱 二 重 床
（ 棚 下 収 納 ）

一 部 間 仕 切 壁

畳 寄 せビ ニ ル 畳 ｔ 50　 910× 910

桧 15× 55

構 造 用 合 板 ｔ 12

構 造 用 合 板 ｔ 12

ロ ールス ク リ ーン（ 遮光）

ラ イ ニング 天板D150： ポス ト フ ォ ーム 耐水タ イ プｔ 20

ハン ガーパイ プ

杉柾30×30

GB-Rt 9. 5下 地

GB-Rt 9. 5下 地

GB-St 9. 5下 地

GB-Rt 12. 5

複 層 ビ ニ ル 床 シ ー ト 貼 ｔ 2

複 層 ビ ニ ル 床 シ ー ト 貼 ｔ 2

複 層 ビ ニ ル 床 シ ー ト 貼 ｔ 2

複 層 ビ ニ ル 床 シ ー ト 貼 ｔ 2

壁付けピ ク チャ ーレ ール、 天井点検口600×600（ 目地タ イ プ）

木製カウ ンタ ー3, 060×450×30（ ＵＣ 塗） 、 棚受金具250×200×30

下足入れＡ （ 既製品） 、 下足入れＢ （ 家具工事）

上がり 框： 桧100×175Ｕ Ｃ 塗
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事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Non.備 品 リ ス ト

備品 リ ス ト

Ｗ1, 850×Ｄ 450×Ｈ 900　 棚板数3

ホ ワ イ ト ボ ー ド
Ｗ 1, 800× Ｈ 900

コ ク ヨ
BB-H1036W

マ ー カ ー ト レ ー BBA-MT5N

１ 車 庫 ス チ ー ル 棚

ス チ ー ル 棚
Ｗ1, 550×Ｄ 450×Ｈ 900　 棚板数3

建 築 工 事1

1

ボ ル ト レ ス 　 中 量 300kg/段
日本ラ ッ ク シス テ ム

建 築 工 事

ボ ル ト レ ス 　 中 量 300kg/段

建 築 工 事

2

2

YS-M142S-W-03

YS-M132S-W-03日本ラ ッ ク シス テ ム

壁 付 ス ラ イ ド

ス チ ー ル 棚

ス チ ー ル 棚
Ｗ1, 850×Ｄ 450×Ｈ2, 100　 棚板数5

Ｗ950×Ｄ 450×Ｈ2, 100　 棚板数5

ス チ ー ル 棚
Ｗ1, 850×Ｄ 450×Ｈ 900　 棚板数3

準 備 室

（ 資 機 材 置 場 ）

ベ ル ク
MR4326壁 掛 け 収 納 レ ー ル L2, 000

壁掛け 収納レ ール用フ ッ ク 75mm MR432710

１
建 築 工 事

建 築 工 事

ボ ル ト レ ス 　 中 量 300kg/段
日本ラ ッ ク シス テ ム

ボ ル ト レ ス 　 中 量 300kg/段

フ ッ ク ハ ン ガ ー

建 築 工 事

建 築 工 事

ボ ル ト レ ス 　 中 量 300kg/段

2

1

1

1

YS-M512S-W-05

日本ラ ッ ク シス テ ム YS-M542S-W-05

日本ラ ッ ク シス テ ム YS-M142S-W-03

階 室 名 資 材 個 数
参 考 品 番

品 番メ ー カ ー
区 分 階 室 名 資 材 個 数

参 考 品 番

品 番メ ー カ ー
区 分

仕 様

※ 寸 法 に つ い て は 目 安 と す る 。

情 報 収 集 室１ 神 棚
W1, 100× D300× H600

雲 形
1

建 築 工 事

ホ ワ イ ト ボ ー ド コ ク ヨ
BB-H1036W

マ ー カ ー ト レ ー BBA-MT5N

W1, 800× H900

ブ ラ イ ン ド

TV天 井 吊 金 物
ハミ ヤ工業㈱ CH-1B

CH-1400B

CH-63B

Ｔ Ｖ

折 り 畳 み 椅 子
肘無し 　 ビ ニールシート 　 メ ッ キ 脚

コ ク ヨ CF-M7

コ ク ヨ KT-S220
W1, 800× D450× H700

折り 畳みテーブル

建 築 工 事1

1

建 築 工 事アルミ 製　 一般窓用ﾊ゙ ﾀつき 制御タ イ プ

W700× H900

建 築 工 事

1 ト ー ソ ー ベ ネ ア ル 25　 SFR

1

1

1

1
建 築 工 事

4

12

建 築 工 事

建 築 工 事

液 晶 テ レ ビ 　 55V型

ス ラ ブ 取 付 金 具

パ イ プ

テ レ ビ 取 付 金 具 （ シ ン グ ル ）

東 芝 TVSREGZA 55Z870N

L1, 540

１ 物 置 ス チ ー ル 棚

ス チ ー ル 棚

ス チ ー ル 棚

Ｗ950×Ｄ 450×Ｈ2, 100　 棚板数5

Ｗ1, 550×Ｄ 450×Ｈ2, 100　 棚板数5

Ｗ1, 250×Ｄ 450×Ｈ2, 100　 棚板数5

建 築 工 事

建 築 工 事

日本ラ ッ ク シス テ ム

ボ ル ト レ ス 　 中 量 300kg/段

建 築 工 事

ボ ル ト レ ス 　 中 量 300kg/段

1

1

2

ボ ル ト レ ス 　 中 量 300kg/段

日本ラ ッ ク シス テ ム

日本ラ ッ ク シス テ ム

２ 厨 房 下 足 入 Ａ 1 三 島 精 器
建 築 工 事

オープンタ イ プ中棚無　 6列6段36人用

ス チール製W1, 481×D330×H1, 073 BS-36NW6SN

会 議 室２

※ 寸 法 に つ い て は 目 安 と す る 。

仕 様

ブ ラ イ ン ド

天 井 埋 込 型

TV天 井 吊 金 物

CH-63B

CH-1700B

CH-9B

建 築 工 事

建 築 工 事

アルミ 製　 一般窓用ﾊ゙ ﾀつき 制御タ イ プ
1 ト ー ソ ー ベ ネ ア ル 25　 SFR

建 築 工 事

建 築 工 事1

1

1

W600× H900

ア ル ミ 製 　 許 容 荷 重 30ｋ ｇ

ピ ク チャ ーレ ール ホ ワ イ ト

MC-16
荒川技研工業

ス ラ ブ 取 付 金 具

パ イ プ

テ レ ビ 取 付 金 具 （ シ ン グ ル ）

L1, 540

W1, 825× H2, 000

アルミ 製　 一般窓用ﾊ゙ ﾀつき 制御タ イ プ
ト ー ソ ー ベ ネ ア ル 25　 SFR2

ハミ ヤ工業㈱

Ｗ 1, 800× Ｈ 900
コ ク ヨ

BB-H1036W

マ ー カ ー ト レ ー BBA-MT5N
ホ ワ イ ト ボ ー ド

折り 畳みテーブル

折 り 畳 み 椅 子
肘無し 　 ビ ニールシート 　 メ ッ キ 脚

コ ク ヨ CF-M7

コ ク ヨ KT-S220Ｗ 1, 800× D450× H700

Ｔ Ｖ

1

1

建 築 工 事

12

建 築 工 事

建 築 工 事

1
建 築 工 事

4

液 晶 テ レ ビ 　 55V型 東 芝 TVSREGZA 55Z870N

２

半 鐘 展 示 用

折り 畳みテーブル コ ク ヨ KT-L30
和 ・ 洋 兼 用

Ｗ 1, 800× D450× H700・ 315

450× 450× 800

壁 付
研 修 室

建 築 工 事

2
建 築 工 事

建 築 工 事
8

ア ル ミ 製 　 許 容 荷 重 30ｋ ｇ

ピ ク チャ ーレ ール
荒川技研工業

ア ク リ ル ケ ー ス

ホ ワ イ ト

MC-10

ロ ールス ク リ ーン
700× 1250 建 築 工 事

2

YS-M512S-W-05

YS-M522S-W-05

YS-M532S-W-05

ト ー ソ ー
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事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Non.家 具 リ ス ト ・ 住 設 ユ ニ ッ ト リ ス ト

階 室 名 資 材 仕 様 個 数
参 考 品 番

品 番メ ー カ ー
区 分 階 室 名 資 材 仕 様 個 数

参 考 品 番

品 番メ ー カ ー
区 分

家 具 リ ス ト

１

名 札 40
Ｗ 60× Ｈ 200

（ 役 職 名 ・ 分 団 員 名 用 ）

木 製 名 札 掛 け
Ｗ 930× Ｈ 720

1

建 築 工 事

建 築 工 事
２ 厨 房 下 足 入 Ｂ

建 築 工 事ポ リ 合 板

カ ウ ン タ ー
W3, 800× D450× ｔ 30

棚受金具　 250×200×30

1
タ モ 集 成 材 建 築 工 事

3 建 築 工 事

情 報 収 集 室１

車 庫

シャ ワ ーユニッ ト１ シャ ワ ーユニッ ト
0812

厨 房
コ ン パク ト キッ チン

ス テ ン レ ス （ SUS304）

ス テ ン レ ス （ エ ン ボ ス 仕 上 ）

レ ンジフ ード 深型シロ ッ コ フ ァ ン

L1, 800× D600× H850

前 幕 板 H=200

２
接続機械設備工事

建 築 工 事
1

亀 井 製 作 所

シ ン ク

扉 色 標 準 色

把 手 ラ イ ン 把 手

吊 戸 棚

照 明 器 具

キッ チン パネル

（ 瀧住電気工業）

1

1

TW10040NRF

亀 井 製 作 所

亀 井 製 作 所 FX-899G

加 熱 器

シ ン グ ル レ バ ー 混 合 水 栓 （ ミ ズタ ニ バブル）水 栓

BDR－ 3HL－ 601（ 富 士 工 業 ）

建 築 工 事

接続電気設備

接続電気設備

接続機械設備工事

接続機械設備工事

建 築 工 事

建 築 工 事

カウ ン タ ート ッ プ

レ ンジフ ード

L1, 200× D350× H900

３ 口 ガ ス コ ン ロ （ パ ロ マ ） PKD-N36

MKZ535MMXE

Ｌ Ｅ Ｄ 手元灯（ １ 口コ ンセント 付）

( 正 面 ） L1, 800× H910

( 右 サ イ ド ) L600× H950

FX-899G

SC180STGWK2 L
1 TOTO J SV0812UL

住 設 ユ ニ ッ ト リ ス ト

会 議 室２ カ ウ ン タ ー

棚受金具　 250×200×30

W3, 060× D450× ｔ 30
1

タ モ 集 成 材 建 築 工 事

3 建 築 工 事

可 動 棚 　 730× 350× 25　 7枚
ダ ボ 14個

ダ ボ 孔 φ 3-10　 42箇 所

790× 2, 325× 400
1

ス テ ン レ ス （ SUS304）

ス テ ン レ ス （ エ ン ボ ス 仕 上 ）

L1, 500× D600× H850

レ ンジフ ード 深型シロ ッ コ フ ァ ン

前 幕 板 H=200

コ ンパク ト キッ チン
１ 情 報 収 集 室 1

亀 井 製 作 所

シ ン ク

SC150SWJ WK2 L

扉 色 標 準 色

把 手 ラ イ ン 把 手

吊 戸 棚 L900× D350× H900

照 明 器 具 Ｌ Ｅ Ｄ 手 元 灯 （ 瀧住電気工業） TW10040NRF

斜 め 置 き ２ 口 Ｉ Ｈ ヒ ー タ ー加 熱 器 （ 三 化 工 業 ） SI H－ B224C－ W

シ ン グ ル レ バ ー 混 合 水 栓 （ ミ ズタ ニバブル） MKZ535MMXE水 栓

BDR－ 3HL－ 601（ 富 士 工 業 ）

建 築 工 事

接続電気設備

接続電気設備

接続機械設備工事

接続機械設備工事

カウ ンタ ート ッ プ

レ ン ジフ ード

外 部器 具・ 備 品 リ ス ト

２ 階 玄 関 廻 り ポ ス ト
ス テ ン レ ス 製

屋 外 掲 示 板

引 戸 門 扉

外 流 し１ 階

外 部 階 段

防滴型郵便受箱（ 壁付薄型タ イ プ）
1 ( 株 ) ナ ス タ KS-MB35S-L-S

アルミ 屋外掲示板（ 壁付オープン 型）
1

建 築 工 事

建 築 工 事
カ ム ロ ッ ク 錠 　 1, 200× 900

SK-8070-1-SLC
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野 地 板  硬 質 木 片 セ メ ン ト 板  t =18 

改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ  t =1. 0 

ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー ム  t =4 裏 貼 り  

　 軒 先 唐 草 ： ア ル ミ 押 出 し 形 材  

　 軒 先 水 切 ： カ ラ ー ア ル ミ  t =0. 6 

屋 根 ： 横 段 葺 き ア ル ミ 押 出 形 材  t =1. 2 

竪 樋 ： ｱﾙﾐ  ﾊﾞ ﾝﾄ ﾞ ﾚｽ60φ  

　 幕 板 H210 軒 と い ド レ ン ： ｱﾙﾐ  60φ 用  

軒 樋 ： ｱﾙﾐ  ﾃﾞ ｶﾉｷ H9号
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軒 先 詳細図 ( 大 屋根  3寸勾 配) 　 S=1/4

棟  詳 細 図( 大 屋 根 3寸 勾 配) 　 S=1/4

ケ ラ バ 詳細 図( 大屋 根 ) 　 S=1/4

10

3 3

棟 芯

 棟 調 整 プ レ ー ト  

 棟 ( 幅 ２ ６ ０ )

ア ル ミ 押 出 し 形 材
 棟 受 金 物 Ａ
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水 上 壁取合 詳 細図 ( 大屋 根 3寸勾 配) 　 S=1/4 ケ ラ バ 壁取 合 詳細 図( 大 屋根 ) 　 S=1/4

屋 根 ： 横 段 葺 き ア ル ミ 押 出 形 材  t =1. 2 

ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー ム  t =4 裏 貼 り  

改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ  t =1. 0 

野 地 板  硬 質 木 片 セ メ ン ト 板  t =18 

 水 上 取 合 水 切 ： カ ラ ー ア ル ミ  t =0. 6  
 補 強 下 地 ： Ｇ Ｌ 鋼 板  t =1. 0 ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー ム  t =4 裏 貼 り  

屋 根 ： 横 段 葺 き ア ル ミ 押 出 形 材  t =1. 2 

改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ  t =1. 0 
野 地 板  硬 質 木 片 セ メ ン ト 板  t =18  

 外 壁 取 合 水 切 ： カ ラ ー ア ル ミ  t =0 . 6 

見 切 り 縁  

 外 壁 ： 金 属 サ イ デ ィ ン グ  横 張 り  

 補 助 下 地 ： Ｇ Ｌ 鋼 板  t =1. 0 

 捨 て 板  

 ス タ ー タ ー  
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装 飾 塔部分 詳 細図 ( 4. 5寸勾 配)  　 S=1/4

屋 根 ： 横 段 葺 き ア ル ミ 押 出 形 材  t =1 . 2 
ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー ム  t =4 裏 貼 り  

改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ  t =1. 0  

野 地 板  硬 質 木 片 セ メ ン ト 板  t =18 

 頂 部 ： カ ラ ー ア ル ミ  t =0. 6 

 補 強 下 地 ： Ｇ Ｌ 鋼 板  t =1. 0  

 補 助 下 地 ： Ｇ Ｌ 鋼 板  t =1. 0 

　 幕 板 H210 

カ ラ ー ア ル ミ  t =0. 6 
軒 先 水 切 ：
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 特 殊 防 水 ゴ ム
（ Ｅ ． Ｐ ． Ｄ ）
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踏 面 ・ 蹴 込 ： PL-4. 5曲 げ 加 工

遮 音 ・ 防 滑 性 階 段 用 床 材 ｔ 2. 5

踏 面 ： 防 水 モ ル タ ル ｔ 50金 ゴ テ 押 え の 上
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ノ ン ス リ ッ プ ： ス テ ン レ ス ゴ ム 付
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※ 外 部 の 鉄 部 塗 装 ： 亜 鉛 メ ッ キ の 上 ウ レ タ ン 2回 塗

土 間 コ ン ク リ ー ト
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ア ル ミ 水 切 り

踏 み 面 ・ 蹴 込 ： PL-4. 5曲 げ 加 工

サ サ ラ ： PL-19　 H300の 上

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6Φ -100× 100

遮 音 ・ 防 滑 性 階 段 用 床 材 ｔ 2. 5立 上 げ
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蹴 込 ： 遮 音 ・ 防 滑 性 階 段 用 床 材 ｔ 2. 5

※ 鉄 部 塗 装 ： 亜 鉛 メ ッ キ の 上 ウ レ タ ン 2回 塗

※ 外 部 の 鉄 部 塗 装 ： 亜 鉛 メ ッ キ の 上 ウ レ タ ン 2回 塗

断 面 詳 細 図 　 S=1/30

Ｃ 詳 細 図 　 S=1/10

Ｄ 詳 細 図 　 S=1/10

外 部 階 段 断 面 詳 細 図 （ ３ ）

ノ ン ス リ ッ プ ： ス テ ン レ ス ゴ ム 付
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塞ぎ板： 亜鉛メ ッ キ鋼板ｔ 2. 3　 Ｓ Ｏ Ｐ 塗
（ ２ 分割） タ ッ ピ ン グ止め　 周囲シーリ ン グ
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消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 50展 開 図 （ ５ ）
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壁
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床
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均し モルタ ル　 ｔ 28

ソ フ ト 巾木　 H60

ソ フ ト 巾木　 H60

ビ ニルク ロ ス 貼（ Ａ Ａ 級品）
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1, 800

有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直
一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19

Ｓ ＝ 1： 60

記 号 ・ 室 名 ・ 数 量

姿 図

仕 様 ・ 見 込

金 物

備 考

記 号 ・ 室 名 ・ 数 量

姿 図

仕 様 ・ 見 込

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号 ・ 室 名 ・ 数 量

姿 図

仕 様 ・ 見 込

ガ ラ ス

金 物

備 考

建 具 符 号

　

防 火 戸 の 種 別

建 具 金 物 符 号

ガ ラ ス 符 号 （ 数字は厚さ mm）

： 特定防火設備： 防火設備
Ａ Ｗ建 具 符 号

建 具 番 号

建 具凡 例 及び  共通 指 定事 項

Ａ Ｗ　 　 アルミ サッ シュ 　 　 ( 特記なき 限り 見込 70 と する )
Ａ Ｄ 　 　 アルミ 製ド ア　 　 　 ( 　 　 　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 )
Ａ Ｇ 　 　 アルミ 製ガラ リ 　 　 ( 　 　 〃　 　 、 開口率40%内外 )
Ａ Ｏ 　 　 アルミ 製オーニン グ 　 ( 可動式日除)
Ｓ Ｗ　 　 鋼製窓
Ｓ Ｄ 　 　 鋼製ド ア
Ｓ Ｆ 　 　 鋼製三方枠ノ ミ 　 　 （ ス テン レ ス 製を 含む）
Ｌ Ｓ Ｄ 　 軽量鋼製ド ア
Ｓ Ｓ 　 　 鋼製シャ ッ タ ー　 　 （ ス テン レ ス 製を 含む）
Ｓ Ｇ 　 　 鋼製ガラ リ 　 　 　 　 （ ス テン レ ス 製を 含む）
Ｇ Ｂ 　 　 ガラ ス ブロ ッ ク
Ｓ Ｓ Ｗ　 ス テン レ ス 製窓
Ｓ Ｓ Ｄ 　 ス テン レ ス 製ド ア
Ａ Ａ Ｄ 　 アルミ 製自動ド ア
Ｈ Ｓ Ｄ 　 ハン ガー式ス ラ イ ド ド ア
ＷＷ　 　 木製窓
ＷＤ 　 　 木製ド ア
Ｆ Ｄ 　 　 戸襖
Ｆ 　 　 　 襖
Ｓ 　 　 　 障子
Ｇ 　 　 　 ガラ ス 製 窓、 ド ア
Ｐ Ｔ 　 　 可動間仕切、 パーテーショ ン 、 ト イ レ ブース
Ｃ Ｔ 　 　 カーテン（ アコ ーディ オン他）
＊特記なき 限り 、 金属製は枠見込、 木製は扉見込を 示す

Ｐ Ｈ　 　 　 ピ ポッ ト ヒ ン ジ
Ｈ 　 　 　 　 丁番　 （ 特記なき 限り Ｓ Ｕ Ｓ 製儀星丁番と する ）
Ｆ Ｈ　 　 　 フ ロ アヒ ンジ　 （ 薄型 見込 46 程度）
Ａ ＨＳ 　 　 オート ヒ ンジ　 （ ス ト ッ パー付）
Ａ ＨＮ 　 　 オート ヒ ンジ　 （ ス ト ッ パー無）
Ｄ Ｃ Ｓ 　 　 ド アチェ ッ ク 　 （ ス ト ッ パー付）
Ｄ Ｃ Ｎ 　 　 ド アチェ ッ ク 　 （ ス ト ッ パー無）

Ｄ Ｓ 　 　 　 ド アス ト ッ パー［ 戸当り ］ （ ド アホ ルダー付）
Ｄ Ｓ Ｕ 　 　 ド アス ト ッ パー［ 戸当り ］ （ キ ャ ッ チ付上枠付け）
Ｆ 　 　 　 　 フ ラ ンス 落と し
Ｆ Ｄ 　 　 　 フ ァ イ アーダン パー
Ｐ Ｄ 　 　 　 シリ ンダー本締り 錠　 （ サムタ ーン 付）
Ｈ Ｌ 　 　 　 シリ ンダー鎌錠　 （ サムタ ーン 付）
Ｃ Ｐ 　 　 　 シリ ンダー箱錠　 （ サムタ ーン 付）
Ｍ　 　 　 　 シリ ンダーモノ ロ ッ ク （ サムタ ーン 付）
Ｃ 　 　 　 　 空錠
Ｃ Ｌ 　 　 　 棒鍵錠　 （ 引違い戸用）
Ｇ Ｒ 　 　 　 グ レ モン 錠　 （ ３ 点締ま り ）
Ｌ Ｉ 　 　 　 表示錠付ラ ッ チ錠　 （ 非常解錠装置付）
Ｌ Ｈ　 　 　 レ バーハンド ル　 （ ス テン レ ス 製）
Ｃ Ｈ　 　 　 ケ ース ハンド ル　 （ ス テン レ ス 製）
Ｐ Ｐ 　 　 　 押板［ 引手兼用］ 　 （ 特記なき 限り ス テンレ ス 製）
Ｐ Ｂ 　 　 　 把手　 （ 特記なき 限り ス テンレ ス 製）
Ｓ Ｃ 　 　 　 ド アス コ ープ
Ｓ Ｂ 　 　 　 船底引手　 （ 特記なき 限り ス テ ンレ ス 製）

Ｓ 　 　 　 　 透明普通板ガラ ス
Ｆ Ｌ 　 　 　 透明フ ロ ート ガラ ス
Ｆ 　 　 　 　 型板ガラ ス
Ｐ 　 　 　 　 透明磨き 板ガラ ス
Ｐ ＷＣ 　 　 網入り 磨き 板ガラ ス 　 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｐ ＷＬ 　 　 線入り 磨き 板ガラ ス
Ｆ ＷＣ 　 　 網入り 型板ガラ ス 　 　 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｆ ＷＬ 　 　 線入り 型板ガラ ス
Ｃ Ｆ Ｌ 　 　 熱線反射フ ロ ート ガラ ス
Ｈ Ｆ Ｌ 　 　 熱線吸収フ ロ ート ガラ ス
Ｈ Ｐ 　 　 　 熱線吸収磨き 板ガラ ス
Ｈ Ｐ ＷＣ 　 熱線吸収網入り 磨き 板ガラ ス 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｈ Ｐ ＷＬ 　 熱線吸収線入り 磨き 板ガラ ス
Ｈ Ｆ ＷＣ 　 熱線吸収網入り 型板ガラ ス 　 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｔ 　 　 　 　 強化ガラ ス
Ｌ 　 　 　 　 合わせガラ ス

Ｆ Ｔ 　 　 　 耐熱防火ガラ ス 　 （ 特Ｆ Ｔ ： 特定防火設備を 示す）
Ｇ Ｂ 　 　 　 ガラ ス ブロ ッ ク
Ｐ Ｃ 　 　 　 ポリ カーボネート 板
Ａ Ｃ 　 　 　 アク リ ル板
Ｄ Ｇ 　 　 　 装飾ガラ ス
Ｓ Ｒ 　 　 　 高遮蔽性能熱線反射ガラ ス
＊その他は特記する

Ａ 　 　 　 　 空気層（ 複層ガラ ス ） （ Ｆ Ｌ ６ ＋Ａ ＋Ｆ ＷＣ 6. 8等）

01

Ａ Ｓ 　 　 　 アームス ト ッ パー（ Ａ Ｓ Ｌ ： ロ ッ ク 機能付き ）

01

ASS
１ 階 　 車 庫

ガ ラ ス

１ 階 　 資 機 材 置 場

付 属 金 物 一 式 　 鍵

2, 200

SS

01

軽 量 手 動 シ ャ ッ タ ー

開
口

：
2
,
5
0
0

１ １

Ａ ＤＡ Ｄ

1, 800

２
01

Ａ Ｄ

引 違 ド ア

下 ： ア ル ミ パ ネ ル 　 ｔ 3

扉 ： ア ル ミ 　 枠 ： ア ル ミ

02
１ 階 　 物 置 １

1, 600

ア ル ミ 庇 　 L2, 000× D900

03

ア ル ミ 三 方 枠 （ 25× 60）

１ 階 　 情 報 収 集 室

４ 枚 引 違 ド ア

Ｃ Ｌ 　 Ｓ Ｂ 　 他 付 属 金 物 一 式

8
0
0

下 ： ア ル ミ パ ネ ル 　 ｔ 3

扉 ： ア ル ミ 　 枠 ： ア ル ミ

▽ 1FL

2
,
0
0

0

▽ 1FL
▽ 2FL

▽ 1FL

1
5
0

1
5
0

▽ 1FL

▽ 天 井 面3
5

欄 間 付 引 違 ド ア

１

▽ 1FL

2
,
0
0

0

2, 800

01
Ａ Ｗ

ク レ セ ン ト ・ 四 方 ア ン グ ル

１ 階 　 車 庫 ・ 資 機 材 置 場

▽ 1FL

可 動 網 戸 （ ス テ ン レ ス 18# 以 下 共 通 ）

引 違 サ ッ シ

南 面 （ AW-01’ ） は 日 射 取 得 型 　 （ 2LgA06）

Ｃ Ｌ 　 Ｓ Ｂ 　 他 付 属 金 物 一 式 Ｓ Ｂ 　 ク レ セ ン ト 　 他 付 属 金 物 一 式

上： Low-E4（ 日射遮蔽型） ＋A6＋F4　 （ 2LsA06）

Low-E4（ 日 射 遮 蔽 型 ） ＋ A6＋ F4　 （ 2Ls A06）

上： Low-E3（ 日 射遮蔽 型） ＋A6＋FL3（ 2LsA06）

ア ル ミ ｔ 0. 8
電 動 軽 量 オ ー バ ー ス ラ イ デ ィ ン グ ド ア 　 電 動 ト ロ リ ー 式

灯 窓 ： 小 丸 　 570× 140　 ア ク リ ル ｔ 3
ガ イ ド レ ー ル ： ス テ ン レ ス

70 3, 500 70

C
H
=
3
,
9
7
0

開
口

H
3
,

0
0
0

1
,
3
0
0

押 し 釦

△ 天 井

ス ラ ッ ト ・ 座 板 ・ ガ イ ド レ ー ル ： ア ル ミ ｔ 1. 5　 三 方 枠 ： Ｓ Ｓ ｔ 1. 6　 ケ ー ス ： Ｓ Ｓ ｔ 0. 5

4
0
0

TEL 0557ｰ82ｰ3147

面 格 子 ・ ア ル ミ 額 縁 （ 25× 180）

ア ル ミ 三 方 枠 （ 1階 ： 25× 180）

消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業

１ 階 ： ア ル ミ 三 方 枠 （ 25× 180）

扉 ： ア ル ミ 　 枠 ： ア ル ミ

下 ： ア ル ミ パ ネ ル 　 ｔ 3
上： Low-E4（ 日射取得型） ＋A6＋F4　 （ 2LgA06）

２ 階： 木製三 方枠（ 25×180） タ モ 集成材 Ｕ Ｃ 塗

事務所登録静岡県第1292号 〒 413-0015

Ａ Ｗ
02

▽ 1FL
▽ 2FL

Ａ Ｗ

ク レ セ ン ト ・ 四 方 ア ン グ ル

▽ 1FL

２
03

▽ 2FL

１ 階 ト イ レ 　 ２ 階 ト イ レ ３

引 違 サ ッ シ

１ 階 　 情 報 収 集 室 ・ ２ 階 　 会 議 室

1
,
1
0
0

9
0
0

7
0
0

1
,
3
0
0

ク レ セ ン ト ・ 四 方 ア ン グ ル

片 上 げ 下 げ 窓

Low-E4（ 日 射 遮 蔽 型 ） ＋ A6＋ F4　 （ 2Ls A06） Low-E4（ 日 射 遮 蔽 型 ） ＋ A6＋ F4　 （ 2Ls A06）

1階： アルミ 額縁（ 25×180）
2階 ： 木 製 額 縁 （ 25× 180） タ モ 集 成 材 Ｕ Ｃ 塗
可 動 網 戸 ・ 面 格 子

600 600

1
,
1
0
0

9
0
0

750

7
0
0

1
,
3
0
0

750

２

建 具 表 （ １ ）

可動網戸・ 面格子・ ブ ラ イ ン ド （ 700×900）
1階： ア ルミ 額縁（ 25×180） 、 2階： 木製額縁（ 25×180） タ モ 集成材Ｕ Ｃ 塗

1
,
0
0
0

1
,
0
0

0

1, 800

１ 階 　 情 報 収 集 室 ・ ２ 階 　 厨 房

1
5
0

ト ロ リ ー 式 開 閉 装 置 単 相 100V、 光 電 セ ン サ ー 、 押 し 釦 ス イ ッ チ 、 急 降 下 防 止 装 置
リ モ コ ン 装置 ： 発信機 ２ ケ 　 サ イ ン ： シ ャ ッ タ ーラ ッ ピ ン グ ２ ｍ × ２ ｍ 程度、 300×300×10文字
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２ 階 　 研 修 室 ２
Ｓ

02

枠 ・ 組 子 ： 杉
引 違 い 障 子 （ 両 面 組 子 ）

ワ ー ロ ン プ レ ー ト ｔ 2. 0

引 手

1, 800

1
,
1
5
0

18

2
1

2
1

9

9

Ｓ

01
１

枠 ・ 組 子 ： 杉
引 違 い 障 子 （ 両 面 組 子 ）

ワ ー ロ ン プ レ ー ト ｔ 2. 0

引 手

1
,
1
5
0

2 , 770 2, 770

5, 540

18

2
1

2
1

9

9
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一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 60

記 号 ・ 室 名 ・ 数 量

姿 図

仕 様 ・ 見 込

金 物

備 考

記 号 ・ 室 名 ・ 数 量

姿 図

仕 様 ・ 見 込

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号 ・ 室 名 ・ 数 量

姿 図

仕 様 ・ 見 込

ガ ラ ス

金 物

備 考

建 具 符 号

　

防 火 戸 の 種 別

建 具 金 物 符 号

ガ ラ ス 符 号 （ 数字は厚さ mm）

： 特定防火設備： 防火設備
Ａ Ｗ建 具 符 号

建 具 番 号

建 具凡 例 及び  共通 指 定事 項

Ａ Ｗ　 　 アルミ サッ シュ 　 　 ( 特記なき 限り 見込 70 と する )
Ａ Ｄ 　 　 アルミ 製ド ア　 　 　 ( 　 　 　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 )
Ａ Ｇ 　 　 アルミ 製ガラ リ 　 　 ( 　 　 〃　 　 、 開口率40%内外 )
Ａ Ｏ 　 　 アルミ 製オーニン グ 　 ( 可動式日除)
Ｓ Ｗ　 　 鋼製窓
Ｓ Ｄ 　 　 鋼製ド ア
Ｓ Ｆ 　 　 鋼製三方枠ノ ミ 　 　 （ ス テン レ ス 製を 含む）
Ｌ Ｓ Ｄ 　 軽量鋼製ド ア
Ｓ Ｓ 　 　 鋼製シャ ッ タ ー　 　 （ ス テン レ ス 製を 含む）
Ｓ Ｇ 　 　 鋼製ガラ リ 　 　 　 　 （ ス テン レ ス 製を 含む）
Ｇ Ｂ 　 　 ガラ ス ブロ ッ ク
Ｓ Ｓ Ｗ　 ス テン レ ス 製窓
Ｓ Ｓ Ｄ 　 ス テン レ ス 製ド ア
Ａ Ａ Ｄ 　 アルミ 製自動ド ア
Ｈ Ｓ Ｄ 　 ハン ガー式ス ラ イ ド ド ア
ＷＷ　 　 木製窓
ＷＤ 　 　 木製ド ア
Ｆ Ｄ 　 　 戸襖
Ｆ 　 　 　 襖
Ｓ 　 　 　 障子
Ｇ 　 　 　 ガラ ス 製 窓、 ド ア
Ｐ Ｔ 　 　 可動間仕切、 パーテーショ ン 、 ト イ レ ブース
Ｃ Ｔ 　 　 カーテン（ アコ ーディ オン他）
＊特記なき 限り 、 金属製は枠見込、 木製は扉見込を 示す

Ｐ Ｈ　 　 　 ピ ポッ ト ヒ ン ジ
Ｈ 　 　 　 　 丁番　 （ 特記なき 限り Ｓ Ｕ Ｓ 製儀星丁番と する ）
Ｆ Ｈ　 　 　 フ ロ アヒ ンジ　 （ 薄型 見込 46 程度）
Ａ ＨＳ 　 　 オート ヒ ンジ　 （ ス ト ッ パー付）
Ａ ＨＮ 　 　 オート ヒ ンジ　 （ ス ト ッ パー無）
Ｄ Ｃ Ｓ 　 　 ド アチェ ッ ク 　 （ ス ト ッ パー付）
Ｄ Ｃ Ｎ 　 　 ド アチェ ッ ク 　 （ ス ト ッ パー無）

Ｄ Ｓ 　 　 　 ド アス ト ッ パー［ 戸当り ］ （ ド アホ ルダー付）
Ｄ Ｓ Ｕ 　 　 ド アス ト ッ パー［ 戸当り ］ （ キ ャ ッ チ付上枠付け）
Ｆ 　 　 　 　 フ ラ ンス 落と し
Ｆ Ｄ 　 　 　 フ ァ イ アーダン パー
Ｐ Ｄ 　 　 　 シリ ンダー本締り 錠　 （ サムタ ーン 付）
Ｈ Ｌ 　 　 　 シリ ンダー鎌錠　 （ サムタ ーン 付）
Ｃ Ｐ 　 　 　 シリ ンダー箱錠　 （ サムタ ーン 付）
Ｍ　 　 　 　 シリ ンダーモノ ロ ッ ク （ サムタ ーン 付）
Ｃ 　 　 　 　 空錠
Ｃ Ｌ 　 　 　 棒鍵錠　 （ 引違い戸用）
Ｇ Ｒ 　 　 　 グ レ モン 錠　 （ ３ 点締ま り ）
Ｌ Ｉ 　 　 　 表示錠付ラ ッ チ錠　 （ 非常解錠装置付）
Ｌ Ｈ　 　 　 レ バーハンド ル　 （ ス テン レ ス 製）
Ｃ Ｈ　 　 　 ケ ース ハンド ル　 （ ス テン レ ス 製）
Ｐ Ｐ 　 　 　 押板［ 引手兼用］ 　 （ 特記なき 限り ス テンレ ス 製）
Ｐ Ｂ 　 　 　 把手　 （ 特記なき 限り ス テンレ ス 製）
Ｓ Ｃ 　 　 　 ド アス コ ープ
Ｓ Ｂ 　 　 　 船底引手　 （ 特記なき 限り ス テ ンレ ス 製）

Ｓ 　 　 　 　 透明普通板ガラ ス
Ｆ Ｌ 　 　 　 透明フ ロ ート ガラ ス
Ｆ 　 　 　 　 型板ガラ ス
Ｐ 　 　 　 　 透明磨き 板ガラ ス
Ｐ ＷＣ 　 　 網入り 磨き 板ガラ ス 　 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｐ ＷＬ 　 　 線入り 磨き 板ガラ ス
Ｆ ＷＣ 　 　 網入り 型板ガラ ス 　 　 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｆ ＷＬ 　 　 線入り 型板ガラ ス
Ｃ Ｆ Ｌ 　 　 熱線反射フ ロ ート ガラ ス
Ｈ Ｆ Ｌ 　 　 熱線吸収フ ロ ート ガラ ス
Ｈ Ｐ 　 　 　 熱線吸収磨き 板ガラ ス
Ｈ Ｐ ＷＣ 　 熱線吸収網入り 磨き 板ガラ ス 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｈ Ｐ ＷＬ 　 熱線吸収線入り 磨き 板ガラ ス
Ｈ Ｆ ＷＣ 　 熱線吸収網入り 型板ガラ ス 　 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｔ 　 　 　 　 強化ガラ ス
Ｌ 　 　 　 　 合わせガラ ス

Ｆ Ｔ 　 　 　 耐熱防火ガラ ス 　 （ 特Ｆ Ｔ ： 特定防火設備を 示す）
Ｇ Ｂ 　 　 　 ガラ ス ブロ ッ ク
Ｐ Ｃ 　 　 　 ポリ カーボネート 板
Ａ Ｃ 　 　 　 アク リ ル板
Ｄ Ｇ 　 　 　 装飾ガラ ス
Ｓ Ｒ 　 　 　 高遮蔽性能熱線反射ガラ ス
＊その他は特記する

Ａ 　 　 　 　 空気層（ 複層ガラ ス ） （ Ｆ Ｌ ６ ＋Ａ ＋Ｆ ＷＣ 6. 8等）

01

Ａ Ｓ 　 　 　 アームス ト ッ パー（ Ａ Ｓ Ｌ ： ロ ッ ク 機能付き ）

建 具 表 （ ２ ）

ガ ラ ス

1, 800

２ 階 　 会 議 室 １

70 1, 800

04
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▽ 天 井 面

手 動 シ ャ ッ タ ー 付 ２ 連 窓 引 違 ド ア

2
,
0
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0

3
0
0

▽ 2FL

Ａ Ｗ Ａ Ｗ

ク レ セ ン ト ・ 四 方 ア ン グ ル

シ ャ ッ タ ー ボ ッ ク ス ： ア ル ミ

1, 800 1, 80070 1, 80070
▽ 天 井 面

２ 階 　 研 修 室
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3
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0

枠 ： ア ル ミ 　 ス ラ ッ ト ： ス チ ー ル
手 動 シ ャ ッ タ ー 付 ３ 連 窓 引 違 サ ッ シ

可 動 網 戸

１

▽ 2FL

05

枠 ： ア ル ミ 　 ス ラ ッ ト ： ス チ ー ル

Ａ Ｗ

ク レ セ ン ト ・ 四 方 ア ン グ ル

シ ャ ッ タ ー ボ ッ ク ス ： ア ル ミ

２ 階 　 研 修 室 ２

手 動 シ ャ ッ タ ー 付 引 違 サ ッ シ

▽ 2FL

▽ 天 井 面

２

Ｆ Ｉ Ｘ 窓

▽ 2FL

Ａ Ｗ
２ 階 　 研 修 室

1, 800
8

0
0
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,
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5
0

3
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1
,
1
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0

1
,
1
5
0

8
5
0

8
5
0

可 動 網 戸

06 07

ク レ セ ン ト
Ｓ Ｂ 　 他 付 属 金 物 一 式

ブ ラ イ ン ド （ 1, 900× 2, 000× 2）

ロ ー ル ス ク リ ー ン （ 700× 1, 250）

Low-E3（ 日 射 取 得 型 ） ＋ A6＋ FL3　 （ 2LgA06）
Low-E3（ 日 射 取 得 型 ） ＋ A6＋ FL3　 （ 2LgA06）

Low-E3（ 日 射 遮 蔽 型 ） ＋ A6＋ FL3　 （ 2Ls A06）
四 方 ア ン グ ル
Low-E3（ 日 射 遮 蔽 型 ） ＋ A6＋ FL3　 （ 2Ls A06）

枠 ： ア ル ミ 　 ス ラ ッ ト ： ス チ ー ル

可 動 網 戸 ・ 木 製 三 方 枠 （ 2階 ： 25× 180） タ モ 集 成 材 Ｕ Ｃ 塗
木 製 額 縁 （ 25× 180） 杉 柾 Ｃ Ｌ 塗 　 内 障 子 ３ 本 溝

２ 階 　 研 修 室

木製額縁（ 25×180） 杉柾Ｃ Ｌ 塗　 内障子２ 本溝
木 製 額 縁 （ 25× 180） 杉 柾 Ｃ Ｌ 塗
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消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 60

建 具 符 号

　

防 火 戸 の 種 別

建 具 金 物 符 号

ガ ラ ス 符 号 （ 数字は厚さ mm）

： 特定防火設備： 防火設備
Ａ Ｗ建 具 符 号

建 具 番 号

建 具凡 例 及び  共通 指 定事 項

Ａ Ｗ　 　 アルミ サッ シュ 　 　 ( 特記なき 限り 見込 70 と する )
Ａ Ｄ 　 　 アルミ 製ド ア　 　 　 ( 　 　 　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 )
Ａ Ｇ 　 　 アルミ 製ガラ リ 　 　 ( 　 　 〃　 　 、 開口率40%内外 )
Ａ Ｏ 　 　 アルミ 製オーニン グ 　 ( 可動式日除)
Ｓ Ｗ　 　 鋼製窓
Ｓ Ｄ 　 　 鋼製ド ア
Ｓ Ｆ 　 　 鋼製三方枠ノ ミ 　 　 （ ス テン レ ス 製を 含む）
Ｌ Ｓ Ｄ 　 軽量鋼製ド ア
Ｓ Ｓ 　 　 鋼製シャ ッ タ ー　 　 （ ス テン レ ス 製を 含む）
Ｓ Ｇ 　 　 鋼製ガラ リ 　 　 　 　 （ ス テン レ ス 製を 含む）
Ｇ Ｂ 　 　 ガラ ス ブロ ッ ク
Ｓ Ｓ Ｗ　 ス テン レ ス 製窓
Ｓ Ｓ Ｄ 　 ス テン レ ス 製ド ア
Ａ Ａ Ｄ 　 アルミ 製自動ド ア
Ｈ Ｓ Ｄ 　 ハン ガー式ス ラ イ ド ド ア
ＷＷ　 　 木製窓
ＷＤ 　 　 木製ド ア
Ｆ Ｄ 　 　 戸襖
Ｆ 　 　 　 襖
Ｓ 　 　 　 障子
Ｇ 　 　 　 ガラ ス 製 窓、 ド ア
Ｐ Ｔ 　 　 可動間仕切、 パーテーショ ン 、 ト イ レ ブース
Ｃ Ｔ 　 　 カーテン（ アコ ーディ オン他）
＊特記なき 限り 、 金属製は枠見込、 木製は扉見込を 示す

Ｐ Ｈ　 　 　 ピ ポッ ト ヒ ン ジ
Ｈ 　 　 　 　 丁番　 （ 特記なき 限り Ｓ Ｕ Ｓ 製儀星丁番と する ）
Ｆ Ｈ　 　 　 フ ロ アヒ ンジ　 （ 薄型 見込 46 程度）
Ａ ＨＳ 　 　 オート ヒ ンジ　 （ ス ト ッ パー付）
Ａ ＨＮ 　 　 オート ヒ ンジ　 （ ス ト ッ パー無）
Ｄ Ｃ Ｓ 　 　 ド アチェ ッ ク 　 （ ス ト ッ パー付）
Ｄ Ｃ Ｎ 　 　 ド アチェ ッ ク 　 （ ス ト ッ パー無）

Ｄ Ｓ 　 　 　 ド アス ト ッ パー［ 戸当り ］ （ ド アホ ルダー付）
Ｄ Ｓ Ｕ 　 　 ド アス ト ッ パー［ 戸当り ］ （ キ ャ ッ チ付上枠付け）
Ｆ 　 　 　 　 フ ラ ンス 落と し
Ｆ Ｄ 　 　 　 フ ァ イ アーダン パー
Ｐ Ｄ 　 　 　 シリ ンダー本締り 錠　 （ サムタ ーン 付）
Ｈ Ｌ 　 　 　 シリ ンダー鎌錠　 （ サムタ ーン 付）
Ｃ Ｐ 　 　 　 シリ ンダー箱錠　 （ サムタ ーン 付）
Ｍ　 　 　 　 シリ ンダーモノ ロ ッ ク （ サムタ ーン 付）
Ｃ 　 　 　 　 空錠
Ｃ Ｌ 　 　 　 棒鍵錠　 （ 引違い戸用）
Ｇ Ｒ 　 　 　 グ レ モン 錠　 （ ３ 点締ま り ）
Ｌ Ｉ 　 　 　 表示錠付ラ ッ チ錠　 （ 非常解錠装置付）
Ｌ Ｈ　 　 　 レ バーハンド ル　 （ ス テン レ ス 製）
Ｃ Ｈ　 　 　 ケ ース ハンド ル　 （ ス テン レ ス 製）
Ｐ Ｐ 　 　 　 押板［ 引手兼用］ 　 （ 特記なき 限り ス テンレ ス 製）
Ｐ Ｂ 　 　 　 把手　 （ 特記なき 限り ス テンレ ス 製）
Ｓ Ｃ 　 　 　 ド アス コ ープ
Ｓ Ｂ 　 　 　 船底引手　 （ 特記なき 限り ス テ ンレ ス 製）

Ｓ 　 　 　 　 透明普通板ガラ ス
Ｆ Ｌ 　 　 　 透明フ ロ ート ガラ ス
Ｆ 　 　 　 　 型板ガラ ス
Ｐ 　 　 　 　 透明磨き 板ガラ ス
Ｐ ＷＣ 　 　 網入り 磨き 板ガラ ス 　 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｐ ＷＬ 　 　 線入り 磨き 板ガラ ス
Ｆ ＷＣ 　 　 網入り 型板ガラ ス 　 　 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｆ ＷＬ 　 　 線入り 型板ガラ ス
Ｃ Ｆ Ｌ 　 　 熱線反射フ ロ ート ガラ ス
Ｈ Ｆ Ｌ 　 　 熱線吸収フ ロ ート ガラ ス
Ｈ Ｐ 　 　 　 熱線吸収磨き 板ガラ ス
Ｈ Ｐ ＷＣ 　 熱線吸収網入り 磨き 板ガラ ス 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｈ Ｐ ＷＬ 　 熱線吸収線入り 磨き 板ガラ ス
Ｈ Ｆ ＷＣ 　 熱線吸収網入り 型板ガラ ス 　 　 （ ク ロ ス ワ イ ヤ）
Ｔ 　 　 　 　 強化ガラ ス
Ｌ 　 　 　 　 合わせガラ ス

Ｆ Ｔ 　 　 　 耐熱防火ガラ ス 　 （ 特Ｆ Ｔ ： 特定防火設備を 示す）
Ｇ Ｂ 　 　 　 ガラ ス ブロ ッ ク
Ｐ Ｃ 　 　 　 ポリ カーボネート 板
Ａ Ｃ 　 　 　 アク リ ル板
Ｄ Ｇ 　 　 　 装飾ガラ ス
Ｓ Ｒ 　 　 　 高遮蔽性能熱線反射ガラ ス
＊その他は特記する

Ａ 　 　 　 　 空気層（ 複層ガラ ス ） （ Ｆ Ｌ ６ ＋Ａ ＋Ｆ ＷＣ 6. 8等）

01

Ａ Ｓ 　 　 　 アームス ト ッ パー（ Ａ Ｓ Ｌ ： ロ ッ ク 機能付き ）

01
ＷＤ記 号 ・ 室 名 ・ 数 量

姿 図

仕 様 ・ 見 込

金 物

備 考

記 号 ・ 室 名 ・ 数 量

姿 図

仕 様 ・ 見 込

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号 ・ 室 名 ・ 数 量

姿 図

仕 様 ・ 見 込

ガ ラ ス

金 物

備 考

１ 階 　 ト イ レ １ ・ ２ ２ １ 階 　 脱 衣 室 １ＷＤ
02

１ＷＤ
03

１ 階 　 物 置 ＷＤ ２２ 階 　 ト イ レ ３ ・ ４
04

ＷＤ
05

２ 階 　 会 議 室 1
ＷＤ
06

２ 階 　 収 納 ２

Ｌ Ｉ 　 Ｓ Ｂ 　 他 付 属 金 物 一 式

明 り 窓

木 製 片 引 き フ ラ ッ シ ュ 戸 塩 ビ 既 製 品

明 り 窓

木 製 片 引 き フ ラ ッ シ ュ 戸 塩 ビ 既 製 品

FL▽

2
,
0

0
0

1, 525
750

Ｓ Ｂ 　 他 付 属 金 物 一 式

2
,
0

0
0

FL▽

1, 525
750

ガ ラ ス

FL▽

650

木 製 片 引 き フ ラ ッ シ ュ 戸 塩 ビ 既 製 品

明 り 窓

FL▽

木 製 片 引 き フ ラ ッ シ ュ 戸 塩 ビ 既 製 品

明 り 窓

750

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

Ｌ Ｉ 　 Ｌ Ｈ 　 他 付 属 金 物 一 式 Ｌ Ｉ 　 Ｌ Ｈ 　 他 付 属 金 物 一 式

FL▽

塩 ビ 既 製 品

Ｓ Ｂ 　 他 付 属 金 物 一 式

木 製 引 き 違 い 戸

2
,
0
0
0

FL▽

木 製 ク ロ ー ゼ ッ ト 折 れ 戸 塩 ビ 既 製 品

Ｐ Ｂ 　 他 付 属 金 物 一 式

2
,
0
0
0

２
Ｆ
01

１
ＷＤ

2
,
0
0
0

FL▽

07
２ 階 　 研 修 室

1, 825
900

２ 階 　 押 入
Ｆ
02

２ 階 　 棚 下 物 入

1, 560

丸 型 引 手

襖 紙 ： 上 新 鳥 の 子
襖 襖

丸 型 引 手

建 具 表 （ ３ ）

1, 280

１
ＷＤ

FL▽

08

750

木 製 ３ 方 枠 ｔ 25＋ 下 枠 ｔ 30

1
,
9
6
0

１ 階 　 シ ャ ワ ー ブ ー ス

25× 110

25× 110

25× 120

25× 12025× 110

1, 600

襖 紙 ： 上 新 鳥 の 子
シ ナ 合 板 Ｏ Ｓ Ｃ Ｌ

FL▽

2
,
0
0
0

25× 110

FL▽

生 地 縁 ： 杉 柾

25× 110
杉 柾

杉 柾

杉 柾
30× 110

片 引 き 戸 襖
生 地 縁 ： 杉 柾

敷 居 ス ベ リ 　 他 付 属 金 物 一 式

１

生 地 縁 ： 杉 柾 襖 紙 ： 上 新 鳥 の 子
敷 居 ： 100× 40、 縦 枠 ： 100× 30、 中 柱 ： 100× 100　 杉 柾
天 板 ： 830× 40　 溝 加 工 　 杉 （ 無 節 ） Ｕ Ｃ 塗

厨 房 側 ： Ｓ Ｂ 、 研 修 室 側 ： 丸 型 引 手

敷 居 ス ベ リ 　 他 付 属 金 物 一 式

敷 居 ス ベ リ 　 他 付 属 金 物 一 式

2025/03/31

7
6
0

35

4
0

8
0
0

7, 660

10010035 1, 822. 5 1001, 822. 5 1, 822. 5 1, 822. 5

830× 40
天板： 杉（ 無節） Ｕ Ｃ 塗
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⑦⑨

3, 600

1,
50

0

1
,
0
0
0 4, 500

1
：

0
.
3

胴込コ ン ク リ ート

裏込砕石

土混じ り 砂利

水抜パイ プ　 φ75

( 3㎡に1箇所以上)
止水コ ン ク リ ート  

基礎砕石

土台工
（ 18-8-25）

（ 40～0）

（ 40～0）

（ 18-8-25）

t =5cm（ 18-8-25）

8. 29

1.
5
3

1. 1
4

1. 28

3. 56

2. 80

1. 11

1.
27

1. 18

1. 11

1. 13

1. 14

7. 48

4. 2
9

1. 00

1. 17

2. 26

1.
23

2. 38

4. 34

1. 05

1. 80

1. 13 2. 15

3. 29

1.
13

5. 12

1. 18

1. 08

1. 06

1. 01

1. 02

1.
17

3. 25

1. 13

1.
18

2. 15

12
. 9

0

1. 02

RM

1.
12

1.
28

1. 19

21. 51

10
. 0

1

5. 09

4. 97
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水

制水弁 標識

支線

電柱 電柱

汚

止水弁
ガ ス

水

汚
ガス

汚

汚

汚

Ａ Ｔ Ｍ
自販機

市 道 伊 豆 山 神 社 線

法 42条 1項 1号 道 路

466-2

道

KBM＝ 設 計 GL+150

S333

R
K18

K13

K30

S397
S399-1

K28

R

K6
K9

R

R

C

R

S400

K15

S357

R

S399

K27

K5

R

K8
K11 K3

K35

K23
R

RM

1.
23

R

P

K12

K29

R

K7K10
K2

K34

K37

R

K25

K32

K20

R

R

R

K26

R

K4

K36

K24

S332

K19

R

K22

P

S401

K17

TK1

R

R

R

R K1

K33

R
K21

S400-1

R

K16

R
K14

K31

S398

R

RM

RM

RM

汚

P

S334

S335

1002A

RM

+2, 210 +2, 300 +2, 450 + 2, 5 60 +2 , 65 0

± 0

0. 25

1. 21

-0. 18

2. 49

2. 78

-0. 19

-0. 05

1. 53

-0. 09

-0. 37

-0. 21

0. 92

-0. 27

2. 31

3. 09

-0. 41

0. 24

1. 34

-0. 28

0. 66

2. 09

2. 91

-0. 111. 06

-0. 45

0. 12

1. 79

-0. 39

0. 16

1. 11

1. 64

-0. 10

2. 32
2. 59

-0. 34

1. 23

-0. 04

2. 00

-0. 24

-0. 07

1. 36

-0. 41

2. 89

-0. 27

0. 12

1. 57

-0. 11

-0. 10

0. 96

-0. 14

2. 17

2. 96

-0. 40

0. 34

1. 27

-0. 47

0. 02

0. 56

1. 98

3. 06

-0. 08

1. 73

-0. 24

2. 40

-0. 04

1. 88

-0. 47

0. 08

1. 25

-0. 12

2. 41

2. 69

0. 56

1. 68

-0. 14

1. 06

-0. 43

2. 61

3. 22

-0. 44

0. 26

1. 46

-0. 13

-0. 20

0. 83

2. 19

-0. 18

1. 42

-0. 45

2. 891. 55

0. 41

2. 06

-0. 13

0. 44

0. 97

1. 58

1. 07

-0. 15

2. 26 2. 55

-0. 21

2. 94

0. 32

1. 86

2. 70

2. 47

3. 04

0. 26
0. 35

0. 11

2. 902. 762. 70

2. 502. 412. 152. 061. 81

-5. 08

-4. 41

-5. 46

-2. 16

-0. 44

-5. 33

-7. 57

-5. 26

-3. 40

-5. 44

-3. 38

-1. 66

-0. 46

-6. 40

-5. 62

-4. 69

-0. 26

0. 00 -4. 58

-0. 45

-6. 02

-5. 23

-0. 20

-0. 91

-7. 92

-2. 63

-0. 45

-0. 22

0. 19

+300

+550

+4 50

+50

+260

-40

-290

-320

- 220

- 5, 180

- 5, 310

-5, 290

-4, 260

-3, 230

-2, 480

- 1, 510

- 110

-5 0

-7, 420

-6, 250

-7, 77 0

+150

数 字 ： 設 計 Ｇ Ｌ か ら の 計 画 地 盤 高 を 示 す 。

+3, 190

+2, 840

+2, 560

+1, 94 0

+1, 6 10

+2, 240

+1, 260

+980

+5 60

+270

+310

+470

+5 90

+71 0

+1, 210

+1, 570

+1, 880 +2, 850
+3, 040

+3, 210

KBM＝ 設 計 GL+150

数 字 ： 設 計 Ｇ Ｌ か ら の 現 況 地 盤 高 を 示 す 。

Ｎ

市 道 　 岸 谷 ６ 号 線
法 42条 2項 道 路

+1, 960

道路境界線

± 0

± 0

外 構 図

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

（ ５ か 所 ）

申 請 建 物

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

パ ン ザ マ ス ト （ 電 気 工 事 ）

隣 地 境 界 線
隣

地
境

界
線

+50

基 準 点
R

▼

▼

庭 園 灯 （ 電 気 工 事 ）

庭 園 灯 （ 電 気 工 事 ）

ポ ー ル ・ 作 業 用 外 灯 ・ 防 犯 カ メ ラ ・ 街 路 灯
（ 電 気 工 事 ）

車 止 め ： SUS製 上 下 式 　 新 設
地 先 境 界 ブ ロ ッ ク

7. 2ｍ 　 新 設

+5 00

-220

-290

-120

- 120

-40

-250

-250

-2 40

-240

-320

-26 0

- 260

-280

-280

-100

-120

-120

-90

1
,
4
5
0

+50

+40

透水性アス フ ァ ルト 舗装

外構 図　 S=1/200

（ 基 礎 、 建 柱 ： 建 築 工 事 ）

消
防

車
両

出
入

口

（ 基 礎 、 建 柱 ： 建 築 工 事 ）

( 道 路 承 認 工 事 範 囲 )

緊 急 車 出 動 表 示 板 　 新 設

※ 特 記 な き 工 事 区 分 は 建 築 工 事 と す る .

・ 排 水 工 事 は 機 械 設 備 図 工 事 と す る .

既 存 ガ ー ド パ イ プ ： 現 況 の ま ま

カ ー ブ ミ ラ ー ： 現 況 の ま ま

フ ェ ンス  新設

マ ン ホ ー ル ト イ レ

（ 機 械 設 備 工 事 ）

防 護 柵 ( ガ ー ド パ イ プ ) 一 部 撤 去 復 旧

２ 階 出 入 口

-300

- 300

か ま ど ベ ン チ 収 納 ベ ン チ

No． Ａ － 45 2025/03/31

現況再利用
雨水枡・ 側溝：

( 内部清掃)

： 透水性アス フ ァ ルト 舗装

： ア ス フ ァ ル ト 舗 装

200 615

-5, 0 80

道 路 後 退 線

400 300

200

3
0
0

150

4
0
0

500 600

ブ ロ ッ ク 積 み ： 延 べ 8. 4ｍ

既存擁壁に 擦り 付け

Ｓ ＝ 1： 200
Ｓ ＝ 1： 50

ブ ロ ッ ク 積 み 詳 細 図 　 S=1/50

1
,
7
0
0

3
5

0
2
0
0

道
路
後
退
線

道
路
境
界

750

2, 265

3
3

0

8
8
0

660
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フ ェ ン ス 詳 細 図 　 S=1/20

ワ イ ヤメ ッ シュ

（ ハイ テンショ ン線）

3
0

＠ 2, 000

2
0
0

1
,
5
0
0

1
,
4

7
0

朝 日 UNﾌｪﾝｽ A型  H=1500ﾀｲﾌﾟ （ 朝 日 ｽﾁｰﾙ工 業 ㈱  同 等 品 ）

φ50. 8x1. 6 φ50. 8x1. 6 既存擁壁

コ ア抜き 孔

L=67. 8ｍ

76. 3

7
0
0

8
6
0

150

2
5
0

6
0
0

1
0
0

ｸﾗｯｼｬ ﾗーﾝRC-40 t =100

コ ン ク リ ート

車 止 め 詳 細 図 　 S=1/20

上 下 式 ス プ リ ン グ 付 ス テ ン レ ス 製 （ ワ ン タ ッ チ 錠 付 ）

（ チ ェ ー ン 内 蔵 タ イ プ ） ( ｶﾈｿｳ株 式 会 社 　 UD0770SC　 同 等 品 ）

地 先 境 界 ブ ロ ッ ク 　 S=1/20

ｸﾗｯｼｬ ﾗーﾝRC-40

ｸﾗｯｼｬ ﾗーﾝRC-40

外 構 詳 細 図 （ １ ）

700 700

60

200

300

300

400

3
3
5

（ コ ト ブ キ ： か ま ど ベ ン チ BB001B-SM-H1-CK同 等 品 ）

コ ン ク リ ート 基礎

200×300×200×２

か ま ど ベ ン チ 　 　 S=1/20

1
5
0

1
0
0

▼舗装面

コ ンク リ ート 舗装

ｸﾗｯｼｬ ﾗーﾝRC-40

ﾜｲﾔー ﾒｯｼｭ 6φ-150x150

▼舗装面

1
5
0

5
0

▼舗装面

1
5
0

5
0

1
0
0

フ ィ ルタ ー層

（ コ ト ブ キ ： 収 納 ベ ン チ BB002A-SM-NA-CK同 等 品 ）

収 納 ベ ン チ 　 　 S=1/20

前パネル・ 後パネル・ 側板・ 底板：

脚     　  ： 擬石ショ ッ ト ブラ ス ト 仕上
固定金物　 ： t 3ス テン レ ス 鋼板（ 素地）

上台受金物： t 4. 5鋼板 ジン ク パウ ダ ー下地 合成樹脂塗装
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Ｓ ＝ 1： 20

透水性アス フ ァ ルト 舗装 コ ン ク リ ー ト 舗 装 　 S=1/30

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 　 S=1/30

S=1/30

2025/03/31No． Ａ － 46



事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 外 構 詳 細 図 （ ２ ）

立面 図

1,
50

0
1,

52
0

1
,5

50
1,

57
0

1
,6

00
1,

6
30

1,
6
50

1
,6

8
0

1,
7
10

1
,7

40
1
,4

40

43
0

45
0

48
0

5
00

40
0

37
0

35
0

3
20

2
90

26
0

200. 1

438. 5

2
,6

5
0

1
4,

9
40

17
,
59

0

2
,2

90

▽GL

S=1/200

900

5
0
0

2
,
6
5
0

▽GL

パ ン ザ マ ス ト 建 柱 図 　 S=1/50 照 明 用 ポ ー ル 建 柱 図 　 S=1/50

根
入

れ
深

さ

建 柱 ( 基 礎 コ ン ク リ ー ト ) の み 建 築 工 事 （ 本 体 は 電 気 工 事 ） 建 柱 ( 基 礎 コ ン ク リ ー ト ) の み 建 築 工 事 （ 本 体 は 電 気 工 事 ）

コ ンク リ ート 基礎

1
5
0

900×900×650+α

パナソ ニッ ク ： DYDX5410H 同等品

メ ッ キ鋼管： ポリ エス テル樹脂粉体焼付塗装
（ ミ ディ アム グレ ーメ タ リ ッ ク ）

耐風速60ｍ /sec仕様

4
,
5
0
0

7
0
0

89. 1

500

1
,
0
0

0

▽GL

根
入

れ
深

さ

コ ンク リ ート 基礎
500×500×1, 000

ガ ー ド パ イ プ 撤 去 ・ 復 旧 図 　 S=1/50緊 急 車 出 動 表 示 板 詳 細 図 　 S=1/50

本 体 ( 操 作 盤 を 含 む ) お よ び 建 柱 ( 基 礎 コ ン ク リ ー ト ) 共 建 築 工 事 （ 接 続 は 電 気 工 事 ）

鎌田信号機( 株)  本体： SHT160-1（ 表示シス テム： 有線式）
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2C-150x50x2. 3
建築工事
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建築工事
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85
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12

8

1212

31

8

121212

M12

下 地 補 強 鋼 材

1
2
0

9
0

1
5

1
5

サ ポ ー ト ポ ー ル
ア ル ミ 押 出 型 材  50φ

吊 元 レ ー ル

吊 元 カ バ ー （ 上 ）

Ｍ １ ０ x６ ５ Ｌ
六 角 ボ ル ト

Ｍ ６ x２ ５ ビ ス

Ｍ １ ０
緩 み 止 め ナ ッ ト

吊 元 カ バ ー （ 下 ）

3
0

6
4

4
7

1
4
1

最 寄 の 構 造 体 へ 接 続

つ ぶ れ 防 止 対 策

Ｍ １ ０

必 ず 施 工 し て く だ さ い

: コ ー キ ン グ

参 考下 地補 強断 面図 　 S=1/5

6
3
6

100

20

2
3

60

1
2
0

6
0

6
0

5x19
結 合 強 化 ビ ス

FB-90*120*5t Ｍ 10x30

Ｍ １ ２

緩 み 止 め ナ ッ ト

デ ン デ ン ボ ル ト 12mm

サ ポ ー ト ポ ー ル

サ ポ ー ト ポ ー ル

取 付 座 金
（ 裏 面 : 止 水 ゴ ム 付 ）

Ｍ １ ２

9015 15

120

結 合 強 化 ビ ス

5x19

※ 壁 内 よ り ボ ル ト を 出 す 場 合 は 外 壁 仕 上 げ よ り 30㎜

（ 工 場 取 付 ）
Ｍ １ ０ ナ ッ ト 付 座 金

ア ル ミ 押 出 型 材 50φ
サ ポ ー ト ポ ー ル

取 付 き 部 正 面 図 　 S=1/5

サ ポ ー ト ポ ー ル

外壁取付き 部正面図　 S=1/5

断 面 図　 S=1/50

開 口 ： 40ｘ 20

@399. 4

3
3

184

5

2

断 面

平 面

　● Ａ Ｄ ２ -２ Ｇ 　 先端 ト イ 　 S=1/5

6
8

73

Ｄ ： 3, 000

※ 三 方 樋 　 専 用 竪 樋 （ 樹 脂 製 45角 ） に 接 続

No． Ａ － 51 2025/03/31既 製 品 　 ア ル ミ 庇 　 詳 細 図 【 参 考 図 】

補 強 ア ン グ ル
建築工事

G390に 溶 接

補 強 材

建築工事

Ｈ
：

1
,
2
8
3

H-200X200X008X012

H-200X200X008X012

下 地 補 強 鋼 材

L-150× 90× 12

L-150× 90× 12

建築工事

建築工事



事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業

６ ， 鉄骨工事５ ， 鉄筋コ ン ク リ ート 工事

適用は    印を 記入する 。
( 1)  コ ン ク リ ート

３ ， 地  盤

構 造 設 計 標 準 仕 様

( 4)  ボーリ ン グ 標準貫入値、 土質構成（ 基礎・ 杭の 位置を 明記する こ と ）

( 2)  地盤調査計画

有 敷地内 ボーリ ン グ調査 平板載荷試験 水平地盤反力係数の測定( 近隣 )

無 （ 調査予定 有 無）

ボーリ ン グ調査 静的貫入試験 標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定

土質試験 平板載荷試験

液状化判定 現場透水試験 土質試験

４ ， 地業工事

( 1)  地盤調査資料

物理探査 試験堀( 支持層の確認)

( 3)  地盤調査及び試験杭の 結果に よ り ､杭長､杭種､直接基礎の深さ ､形状を 変更する 場合も あ る

〈 　 〉 内の数値は、 高い強度のコ ン ク リ ート
　 　 　 （ 27N/㎜２ ～36N/㎜２ ） について適用する 。

杭   種 材   料 施工法 備考

打ち 込みＲ Ｃ （ ）

埋込み( セ メ ン ト ミ ルク 工法）Ｐ ＨＣ Ｈ鋼 PHC （ Ａ 種 Ｂ 種 Ｃ 種）

鋼管 摩擦杭 鋼材 SS400 STK400

オールケ ーシ ン グ 拡底杭 拡底杭場所打ち

リ バース サーキ ュ レ ーショ ン 日本建築セ ン タ ー認定コ ン ク リ ート 杭 ス ラ ン プ           cm

ア ース ド リ ル     第            号ミ ニア ース

Ｂ Ｈ       年    月    日鉄筋 主筋 SD 深礎 手堀

HOOP SD 機械堀

コ ン ク リ ート Ｆ c=　 　 N/㎜2

施工計画書承認 杭施工結果報告書杭仕様

（ 有 無 ） （ 打ち 込み 載荷 ） 本試験杭

PRC PRC Ⅰ種 Ⅱ種

セメ ン ト 量         kN/m3

    鋼材倶楽部「 建築鉄骨工事施工指針」

（ １ ） 鉄骨エ 事は指示のな い限リ 下記に よ る

　 　 日本建築学会「 JASS6」 「 鉄骨精度検査基準」 「 鉄骨工事技術指針」

制作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

    材料規格証明書ま たは試験成績書

鋼材 特殊ボルト

社内検査表

（ ３ ） 工事監理者が 行う 検査項目

（   印以外の項目の検査結果については、 工事管理者に報告する ニと ）

現寸検査 組立・ 開先検査 製品検査

建方検査

（ ４ ） 　 接合部の 溶接は下記に よ る こ と

頭付ス タ ッ ド高力ボルト

（ ２ ） 　 エ事監理者の 承認を 必要と する も の

    日本建築学会「 溶接工作基準、 同解説Ⅰ、 Ⅱ、 Ⅲ、 Ⅳ、 Ⅴ、 Ⅵ、 Ⅶ、 Ⅷ、 Ⅸ」

    日本建築学会「 鉄骨工事技術指針・ 工事現場施工編」

（ ５ ） 　 接合部の 検査

検査率又は検査数
検査箇所 検査方法 備   考

社内 第三者
％ ％ ％超音波深傷試験
個 個 個

外観( 目視) 検査 ％ ％ ％

マク ロ 試験・ その他 個 個 個

第三者検査機関名

代行さ せる ために自ら 契約し た検査会社をいう 。

    溶接部の検査（ 検査結果は後日工事監理者に報告する こ と ）

工事監理者

完全溶込み溶接部

第三者検査機関と は、 建築主、 工事監理者又は工事施工者が、 受入検査を

    締付け後の検査は、 各締付け工法別に適切な 締付けが行なわれて いる か検査する 。

    防錆塗装の範囲は、 高カ ボルト 接合の摩擦面及びコ ン ク リ －ト で被服さ れる 以外

注） 現場溶接部は、 超音波深傷試験を 100％行う 事。

    序は部材が十分密着する よ う 注意し て行う 。 また 、 締付けは一次、 二次締めと する 。

    塗装と 同じ 錆止めペイ ン ト を 使用し ２ 回塗り と する 。

    高カボルト は「 JI S B1186の高カボルト 」 を 標準と する 。 摩擦面の処理は黒皮など

    を 座金外径２ 倍以上の範囲でショ ッ ト ブラ ス ト 、 グラ イ ン ダー掛け等を 用いて除

    去し た 後、 屋外に自然放置し て発生し た 赤さ び状態ある こ と 。 た だし 、 ショ ッ ト

    ブラ ス ト 、 グリ ッ ト ブラ ス ト によ る 処理で表面あ ら さ が50S以上であ る 場合は、 赤

    さ びは発生し ないま ま でよ い。

注） 現場溶接部について は原則と し て 第三者検査機関に よ る 全数検査を 行う こ と 。

    高カボルト の締付けに使用する 機器はよ く 整備さ れたも のを 使用し 、 締付けの順

（ ６ ） 防錆塗料

    現場における 高カボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、 塗装は工場

注） 現場溶接部に ついては 原則と し て第三者によ る 全数検査を 行う こ と 。

＊JASS6の5. 13章の各検査ロ ッ ト ごと に30%と する 。

７ ． 設備関係

    設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を 得る こ と 。

    管径の3倍以上かつ5cm以上を 原則と する 。

    特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けな い、 設ける 場合は設計者の承認を 得る こ と 。

    床ス ラ ブ内に設備配管等を 埋込む場合はスラ ブ厚さ の1/3以下と し 管の間隔を

    の部分と する 。 錆止めのぺイ ン ト は、 JI S K5674、 2回塗り を 標準と する 。

８ ． その他

１ ， 建築物の構造内容

（ １ ） 工事名称

建築場所

（ ２ ） 工事種別 増築 増改築 改築

（ ３ ） 構造種別

木造（ Ｗ） 補強コ ン ク リ ート ブロ ッ ク 造（ Ｃ Ｂ ） 鉄骨造( Ｓ )

鉄筋コ ン ク リ ート 造( Ｒ Ｃ ) 壁式鉄筋コ ン ク リ ート 造( ＷＲ Ｃ )

鉄骨鉄筋コ ン ク リ ート 造( Ｓ Ｒ Ｃ ) 壁式プレ キャ ス ト 鉄筋コ ン ク リ ート 造( ＷＰ Ｒ Ｃ )

プレ キャ ス ト 鉄筋コ ン ク リ ート 造( Ｐ Ｒ Ｃ )

新築

ケ ム ン 工法

( 1) 　 直接基礎

ベタ 基礎 布基礎 独立基礎 試験堀 有 無

有 無

( 2)  杭基礎 支持層－

長期許容支持力度 　    KN/㎡     　 　 　 　 載荷試験

深さ Ｇ Ｌ -　  　    ｍ　 　 　 支持層 －

種類適　 用　 箇　 所 備　 考
ス ラ ン プ

cm
設計基準強度

Ｆ C=N/㎜2 Ｆ q=N/㎜2

普通

（ １ ） コ ン ク リ ート

（ ５ ） ボ ルト

高力ボルト

２ ， 使用構造材料

備　 考現場溶接使用箇所種　 　 類

SS400

SM490A

SSC400

SN400A. B. C.

SN490B. C.

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

○使用箇所の詳細については別途図示と する 。

（ ４ ） 鉄骨

SR235丸    鋼

異形鉄筋

溶接金網         ( J I S G 3551)

高強度せん断補強筋

（ ２ ） コ ン ク リ ート ブロ ッ ク ( Ｃ Ｂ )

Ａ 種 Ｂ 種 Ｃ 種 厚 100､ 120､ 150､ 190､

重ね継手

ガス 圧接継手

特殊継手

種　 　 類 径 使用箇所 継手工法

（            ）

（ ３ ） 鉄筋

SBPD1275

押えコ ン ク リ ート

混和剤

軽量普通、
軽量普通、

比重
比重

普通

M12 M16 M20 M22 M24認定品（                                ）普通: Ｆ 10Ｔ 特殊: Ｓ 10Ｔ

M12 M16 M20 M22 M24認定品（                                ）普通: Ｆ 8Ｔ

中ボルト

Ｍ Ｍ 要 否

高力ボルト すべり 係数試験 要 否

高力ボルト 導入張力確認試験

ラ ッ プルコ ン ク リ －ト

BCR295

BCP325

SM490

品質基準強度

SD295
SD345
SD390

    セメ ン ト は、 J I S R5210の普通ポルト ラ ン ド セメ ン ト を 標準と する 。

    調合計画は、 工事開始前にエ事監理者の承認を 得る こ と 。

    寒中、 暑中、 その他特殊コ ン ク リ －ト の適用を 受ける 期間に当る 場合は、 調合、

    打ち込み、 養生、 管理方法など 必要事項について、 工事監理者の承認を 得る こ と 。

    フ レッ シュ コ ン ク リ －ト の塩化物測定は、 原則と し て工事現場で( 財) 国土開発技

    術研究セン タ －の技術評価を う けた測定器を 用いて 行い、 試験結果の記録及ぴ測

    定器の表示部を －回の測定ごと に撮影し た写真( カラ －) を 保管し 承認を 得る 。

    測定検査の回数は、 通常の場合、 １ 日１ 回以上と し 、 １ 回の検査における 測定試

    験は、 同一試料から 取り 分けて３ 回行い、 その平均値を 試験値と する 。

    構造体コ ン ク リ －ト について、 現場の圧縮強度試験供試体（ JASS5T-603） は、 現場

（ ２ ） 　 鉄　 筋

    と する 。

    ポンブ打ちコ ン ク リ －ト は、 打ち 込む位置にでき る だけ近づけて垂直に打ち 、 コ ン

    ク リ －ト の自由落下高さ は、 コ ン ク リ －ト が分離し ない範囲と する 。 ポンプ圧送に

Ｈ型（ タ ガ型） Ｗ型（ 溶接型）

Ｓ 型（ ス パイ ラ ルラ ル型） と する 。

    試験機関名

    代行業者名

    代行業者名と は、 試験、 検査に伴なう 業務を 代行する 者を いう 。

（ ３ ） 　 型　 枠

    材料　 合板厚　 12㎜を 標準と する 。

    型枠存置期間

    施工はJASS5によ る 。

    鉄筋の加工寸法、 形状、 かぶり 厚さ 、 鉄筋の継手位置、 継手の重ね長さ 、 定着長

    さ は｢鉄筋コ ン ク リ －ト 構造配筋基準図( 1) ( 2) ｣ま た は｢壁式鉄筋コ ン ク リ ート 構

    造配筋標準図( 1) ( 2) ｣によ る 。

    日本圧接協会「 鉄筋のガス 圧接工事標準仕様書」 によ る 。

    ガス 圧接部の抜き 取リ 検査は、 同一作業班が同―日に施エし た圧接箇所ごと （ 200

  　 柱の帯筋（ ＨＯ Ｏ Ｐ ） の加工方法は、

　 　 高強度せん断補強筋は、 JI S G 3137に規定さ れる Ｄ 種１ 号適合品と する 。

無、 引張試験 無有 有 無、 超音波深傷試験 有　 　 外観検査

注） １ 　 片持ばり 、 庇、 ス パン 9. 0m以上のはり 下は、 工事監理者の指示によ る 。

注） ２ 　 大ばり の支柱の盛り かえは行わない。 ま た、 その他のはり の場合も 原則と し て

        行わない。

注） ３ 　 支柱の盛り かえは、 必ず直上階のコ ン ク リ ート 打ち後と する 。

注） ５ 　 支柱の盛り かえは、 小ばり が終っ てから 、 ス ラ ブを 行う 。

        一時に全部の支柱を 取り 払っ て、 盛リ かえを し てはなら ない。

85％ 100％

設計基準強度の

2

5

3

3

5

8

4

6

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

はり 下ス ラ ブ下、 はり 下基礎、 梁側、 柱、 壁

せ  き   板 支      柱

ラ ン ド セメ ン ト

普通ポ ルト     

ラ ン ド セメ ン ト ラ ン ド セメ ン ト

普通ポ ルト     

ラ ン ド セ メ ン ト ラ ン ド セ メ ン ト ラ ン ド セメ ン ト

高炉セ メ ン ト   
Ａ 種          

高炉セ メ ン ト   
Ａ 種          

普通ポ ルト     
ラ ン ド セメ ン ト

高炉セ メ ン ト   
Ａ 種          

シリ カ セメ ン ト

Ａ 種          

シ リ カ セ メ ン ト

Ａ 種          

高炉セ メ ン ト   

Ａ 種          

シリ カ セ メ ン ト

Ａ 種          

シリ カ セメ ン ト

Ａ 種          

ス ラ ブ下

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

コ ン ク リ ート の

圧縮強度

部位

種類

平
均
気
温

セ
メ
ン
ト

の
種
類

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
令

( 日)

    D19末満は、 すべて重ね継手と する 。 継手（ D19以上） を ガス 圧接と する 場合は、

ラ ン ド セ メ ン ト

普通ポ ルト     

注） ４ 　 盛り かえ後の支柱頂部には、 厚い受板、 角材ま たは、 こ れに代わる も のを 置く 。

    際し て は、 コ ン ク リ －ト 圧送技士ま たは同等以上の技能を 有する 者が従事する こ と 。

    な お、 打ち込み継続中における 打継ぎ時間間隔の限度は、 外気温が25℃未満の場合

    水中養生、 また は現場封かん養生と し 、 採取は打ち 込み工区ごと 、 打ち 込み日ごと

    コ ンク リ －ト 及び鉄筋の試験は、 JI S A 1132、 1108 及び J I S Z 3120 によ り

    指定試験機関で行う こ と 。

存
置
期
間
の

早強ポルト   早強ポ ルト   早強ポルト   早強ポ ルト   

5. 0N/㎜2

注） ６ 　 上表以外のセメ ン ト を 使用する 場合は、 工事監理者の指示によ る 。

設計基準強度の85％

    箇所を 超える と き は、 200箇所ご と ） に１ 回行い、 １ 回の試験は３ 本以上と する 。

    ま た、 打ち込み量が150ｍ ３ 〈 100ｍ ３ 〉 を こ える 場合は150ｍ ３ 〈 100ｍ ３ 〉 ごと ま たは、

    その端数ごと に１ 回を 標準と する 。 １ 回に採取する 供試体は、 適当な闘隔を おいた

    ３ 台の運搬車から その必要本数を 採取する 。 なお、 供試体の数量は、 特別指示なき

　 　 場合は、 １ 回当リ ６ 本以上と し 、 そのう ち４ 週用に３ 本を 用いる 。

　 　 は120分〈 90分〉 、 25℃以上の場合は90分〈 60分〉 以内と する 。

Fq=max( Fc, Fd)

    耐久設計基準強度　 Fd　 　 一般（ 18N/㎜2） 　 　 標準（ 24N/㎜2）

　 　 長期（ 30N/㎜2）     超長期（ 36N/㎜2）

    コ ンク リ －ト はJI S認定工場の製品と し 施工に関し て はJASS5( 2022) によ る 。

    鉄筋は、 JI S G3112の規格品を 標準と する 。 施工はJ ASS5( 2022) によ る 。

    諸官庁への届出書類は遅滞なく 提出する こ と 。

    必要に応じ て記録写真を 撮り 保管する こ と 。

    各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い

工事監理者に報告する こ と 。

大臣認定第      　   号

特記事項杭径（ ㎜） 本数設計支持力（ kN) 杭長、 杭の先端の深さ ( m)

構 造 設 計 標 準 仕 様 Ｓ ＝ 1： - No． S－ 01

ス ト レ ート 杭支持杭工法

Φ500 1, 100kN 14. 0m 2 P1

Φ500 1, 100kN 14. 0m P21

軽量普通、
普通基礎、 基礎梁

捨コ ン ク リ ート   

デッ キコ ン ク リ －ト

構造ｽﾗﾌﾞ , 土間ｺﾝ

Φ500 1, 100kN 10. 0m P31

Φ500 1, 100kN 1

Φ500 1, 100kN 1

P4

P5

12. 0m

12. 0m

Ⅲ種

構造設計担当者

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号
一級建築士  登録 第　 　 　 　 号

永田芳博

203826
構造設計一級建築士　 第 2051 号

7864

（ 株） 永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

    認定ま たは登録工楊（ 全構協 Ｍ グレ ード 以上）

別図参照

風圧、 土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対し て安全上支障のな い構造と する こ と 。

建築物の部分を 貫通し て配管する 場合においては、 該当貫通部分に配管ス リ ーブを 設ける 等有効な

管の伸縮その他の変形によ り 当該管に損傷が生ずる おそれがある 場合においては、 伸縮継手又は

管を 支持し 又は固定する 場合において は、 つり 金物又は防振ゴ ム を 用いる 等有効な 地震その他の

振動及び衝撃の緩和のた めの措置を 講ずる こ と 。

可撓継手を 設ける 等有効な損傷防止のための措置を 講ずる こ と 。

管の損傷防止のための措置を 講ずる こ と 。

ないも のと する こ と 。

建築設備( 昇降機を 除く ) の支持構造部及び緊結金物は、 腐食又は腐朽のおそれが

屋上から 突出する 水槽・ 煙突・ 冷却塔その他こ れら に類する も のは、 支持構造部分

建築物に設ける 給水、 排水その他の配管設備は、

又は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結する こ と 。

建築物に設ける 建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全な も のと し て， 以下の構造方法によ る 。

建築設備の構造強度に関する 特記仕様書 （ 令第129条の2の4の事項）

*「 給湯設備」 ： 建築物に設け る 電気給湯器そ の他の給湯設備で、 屋上水槽等のう ち給湯設備に該当する も のを のぞいた も の

法20条第一号から 第二号ま での建築物に設ける 屋上から 突出する 水槽・ 煙突その他こ れら に、

構造耐力上安全な も のにする こ と 。

類する も のにあっ て は、 建設省告示第1389号によ り 風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対し て

構造と する こ と 。 満水時の重量が15kgを超える 給湯設備については、 地震に対し て安全上支障の

ない構造と し て平成12年建設省告示第1388号第5に規定する 構造方法によ る こ と 。

給湯設備は、 風圧、 土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び荷重に対し て安全上支障のない

（ 令第129条の2の3の事項  給湯設備及び平25国交告第1047号を 含む）

近隣デ－タ の調査地盤と

孔内水位

備考

支持地盤、 地層及び深さ

についてのコ メ ント

位置図

距離がある

設計地盤と は約　 　 ｍの

調査地盤
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一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号
203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号

構造設計一級建築士　 第 2051 号

7864

（ 株） 永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

Ｓ ＝ 1： - No． S－ 02

＊全周すみ肉溶接又は突き合わせ（ 裏あて金付）

（ ａ ） 　 構造設計仕様による

（ ｂ ） 　 適用範囲は、 鋼材を用いる工事に適用し、 かつ鋼材の厚さが４ ０ ｍｍ以下のものとする

（ ｃ ） 　 社内検査結果の検査報告書には、 鉄骨の寸法、 精度及びその他の結果を添付する

（ ａ ） 　 鉄骨制作及び施工に先立って「 鉄骨工事施工要領書」 を提出し工事監理者の承認を得る

（ ｂ ） 　 鋼管部材の分岐継ぎ手部の相貫切断は、 鋼管自動切断機による

（ ｃ ） 　 高張力鋼のひずみきょう 正は、 冷間きょ う 正とする

（ ａ ） 　 本締めに使用するボルト と、 仮締めボルト の併用はしてはならない

溶接工は施工する溶接に適用するＪ Ｉ Ｓ 　 Ｚ ３ ８ ０ １ （ 手溶接） 又はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｚ ３ ８ ４ １ （ 半自動溶接） の

溶接技術検定試験に合格し引続き、 半年以上溶接に従事している者と する

（ ａ ） 　 溶接工

（ ｂ ） 　 溶接機器

（ イ） 　 交流アーク溶接機　 ３ ０ ０ Ａ～５ ０ ０ Ａ　 　 （ ニ） 　 炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ ロ） 　 アークエアーガウジング機（ 直流） 　 　 　 　 （ ホ） 　 溶接電流を測定する電流計

（ ハ） 　 サプマージアーク溶接機１ 式　 　 　 　 　 　 　 （ ヘ） 　 溶接棒乾燥器

（ ｃ ） 　 溶接方法

アーク手溶接（ ＭＣ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ガスシールドアーク半自動溶接（ ＧＣ）

セルフ（ ノンガス） シールドアーク半自動溶接（ ＮＧＣ） 　 アークエアーガウジング（ ＡＡＧ）

（ ｄ ） 　 溶接姿勢

（ １ ） 　 材料及び検査

（ ２ ） 　 工作一般

（ ３ ） 　 高圧ボルト 接合

（ ４ ） 　 溶接接合

（ ５ ） 　 塗装

（ １ ） 　スミ 肉溶接

（ ２ ） 　 部分溶け込み溶接（ 使用箇所に注意）

（ ３ ） 　突き合わせ溶接

（ ４ ） 　フレアー溶接

根巻の場合

ＢＯＸ型 （ 通しダイヤフラムのこと）

Ｂ． Ｈ方式　 　 　 　 　 型

柱が途中で折れる場合及び梁成が異なる場合

（ ｅ ） 　 仮付溶接工は、 原則として本工事に従事する者が行う

（ イ） 　 仮付位置

仮付溶接は溶接の初、 終端、 隅角部など強度上、 工作上、 問題となり 易い箇所は避ける

下向　 Ｆ 立向　Ｖ 横向　 Ｈ 上向　 Ｏ

仮付不良 良 仮付不良 良

（ ロ） 　 突き合わせ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり 側に施工する

（ ｆ ） 　 溶接施工

（ イ） 　 エンド タブ

ａ ） 突合わせ溶接、 部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

エンド タブを取り 付ける

ｂ ） エンド タブの材質は、 母材と 同質とする

ｃ ） エンドタブの長さは、 ＭＣ： ３ ５ ｍｍ以上

ＮＧＣ， ＧＣ： ４ ０ ｍｍ以上と し特記のない場合は、

溶接終了後、 母材より １ ０ ｍｍ程度残し切断してグラインダー仕上げとする

ｄ ） プレス鋼板タブ、 固形タブ使用については、 資料を提出して設計者又は

工事監理者の承認を得る

（ ロ） 　 裏あて金

材質は母材と同質材料と し厚さは手溶接

で６ ｍｍ， 半自動溶接で９ ｍｍ以上と する

（ ハ） 　 スカーラップ　 半径は３ ０ －３ ５ ｍｍと する

（ ニ） 　 裏はつり

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、 溶接管理者の確認を

励行し、 部材に確認マークをつける

（ ホ） 　 現場溶接の開先面には、 溶接に支障のない防錆材を塗布する。 開先部をいた

めない様に、 養生を行う

コンクリ ート に埋め込まれる部分及びコンクリ ート と の接触面で、 コンクリ ート と一体とする設計仕様

になっている部分は、 塗装をしない

（ 注） ｆ ： 余盛　 Ｇ： ルート 間隔　 Ｒ ： フェース　 Ｓ ： 脚長　 （ 単位ｍｍ）

溶接記号番号を○中に記入のこと

但し片面溶接の場合はＳ ＝ｔ と する

２ｔ はｔ の小なる方と する， ｔ１

余盛は（ １ ＋０ ， １ Ｓ ） ｍｍ以下と する

軸力が加わる場合のＳ は母材と 同厚と すること が望まし い

両側に補強すみ肉溶接を付加する

１≧ １≦≦

両側に補強すみ肉溶接を付加する　 ＡＡＧ

補強すみ肉溶接を付加する

Ｔ形突き合わせ継ぎ手余盛

ＡＡＧ（ ） 内はＧＣでＦ ． Ｈの場合

両側に補強すみ肉溶接を付加する

ｆ 　 ０ ． ５ ｍｍ　 （ 但し、 ｔ 　 １ ５ ｍｍのと き４ ｍｍと する ）≧ ≧
ａ ＞４ ｍｍの場合

平継ぎ手で板厚が異なるとき

両面に補強すみ肉溶接を付加する

（ 裏はつり 後溶接）（ 裏はつり 後溶接）

フレアー溶接長は、 鋼板に接する全長と する

９ ｍｍ～１ ６ ｍｍは１ パス以上、 １ ９ ｍｍ以上は

２ パス以上と する

ｔ

Ｒ
　

２

Ｒ
　

２

＝４ ５ ゜

ｆ

かつ２ ｔ 以上
３ ５ ｍｍ以上

エンド タブ

ｔ

但し 梁成がＤ＝１ ５ ０ ｍｍ未満の場合の

スカーラッ プはｒ ＝２ ０ ｍｍと する

ｒ ＝３ ０ ～３ ５ ｍｍ

スカーラッ プ

ｒ

削り 面

≦

Ｒ
　

２
＝

仮付溶接

裏はつり 側にする 開先面

内ダイヤフラム

１
５

０
以

下

８ ０
以下

スカーラッ プ部分は

回し溶接する

エンドタブが互いに

あたらぬこと

内ダイヤフラム

１
０

０
以

上

内ダイヤフラム

ガス抜き

＝２ ０

の角のＲ に接しないこと

φ

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の

内側板に注意のこと

フランジが柱のＲに接しないこと

ｔ ＞柱フランジのプレート 厚

ｔ

スカーラップ部分は回し溶接する

Ａ　 －　 Ａ　 断面図

平面詳細図

Ａ　 －　 Ａ　 断面図 平面詳細図

Ａ Ａ　 断面
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１ ． 　 一般事項 ２ ． 　 溶接規準図

鉄骨構造標準図　（ １ ）
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２ ２

２ ５

７

８

９

１ ０

１ １

１ ２

４

４ ． ５

５

６

７

８

ＳＢφ

寸法　 （ ｍｍ）

鉄 骨 構 造 標 準 図 　 （ １ ） 2025/03/31
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永田芳博

構造設計担当者

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号
203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号

構造設計一級建築士　 第 2051 号

7864

（ 株） 永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

（ １ ） 　 ボルト （ Ｐ ） ， ボルト 穴径。 最小縁端距離

（ ２ ） 　 ピン接合梁継ぎ手リ スト

（ ３ ） 　 剛接合継ぎ手リ スト

（ ４ ） 　 ハンチ部の継ぎ手

（ ５ ） 　 柱継ぎ手リ スト

（ ６ ） 　 鉄筋ブレース

（ ７ ） 　 デッキプレート

（ ８ ） 　 ＡＬ Ｃ板取付要領

注） 　 （ １ ） 　 引張材の接合部で応力方向にボルト が３ 本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（ ２ ） 　 せん断縁。 手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（ ３ ） 　 圧延縁、 自動ガス切断縁、 のこ引き縁、 機械仕上縁の場合の縁端距離

呼び
ボルト

穴　 径
の標準

（ ２ ） （ ３ ）

注） 端部をＢ Ｈと する場合の部材は設計図による

ハンチ勾配は普通１ ： ４ 程度であるが構造図による

ハンチ起点は避けた方がよい

１ －Ｗｔ

Ｆ ｔ

Ｗｔ

２－Ｆｔ１

リ ブプレート

注） Ｂ ＝２ ０ ０ －２ ５ ０ のＮ２ は２ 列並びと する

注） 現場溶接は原則と して超音波探傷試験を１ ０ ０ ％を行う

Ａタイプ使用は柱Ｄ＝２ ５ ０ ｍｍ以下と する

（ Ｊ Ｉ Ｓ規格品と する　 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ５ ５ ４ ０ －５ ５ ４ ２ 　 １ ９ ８ ２ ）

（ ａ ） 羽子板ボルト

（ ２ ） 羽子板と ガセット プレート の接合は表に示す取付ボルト を使用し、 一面せん断（ 支圧） 接合と する

が確保されていれば形状は自由でよい２１ ， ｅ

（ 最小） ３

ボルト 端から取付ボルト 穴芯のあき
ｅ

取付ボルト 穴径許容差＋０ 　 －０ ． ５ ｍｍ

Ｒ

（ ｂ ） 形鋼ブレース

羽子板ボルト 形鋼ボルト

（ 床剛性を考慮する合成床、 合成梁のと きは構造図参照）

梁と の溶接およびコネクター

アークスポッ ト 溶接

水平ブレース

受梁へのかかり 寸法および端部処理

梁上通しの場合 既製品面戸（ 鉄板） 折曲加工

梁上切断の場合 あて板（ 非金属）

補足受材スラブ端部の補足材

縦壁構法

横壁構法

挿入筋構法 スライド構法

カバープレート 構法ボルト 止め構法

（ ９ ） 　 頭付きスタッ ド

スタッド 材の標準形状・ 寸法

（ Ｊ Ｉ Ｓ 　 １ １ ９ ８ ）

呼び名
軸径ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ 溶接後の長さＬ

ｍｍｍｍｍｍｍｍ

１ ３ ｍｍφ

１ ６ ｍｍ

１ ９ ｍｍ

２ ２ ｍｍ

φ

φ

φ

計算で確認された場合は下記の位置、 寸法によらなく て良い。

梁端部（ スパンのＬ ／１ ０ 以下かつ２ Ｄ以内） は避ける。

プレート 補強（ 片面又は両面） パイプと プレート 補強（ 片面）

≦

（ １ ０ ） 　 梁貫通補強

パイプ補強（ 小径の場合） リ ブプレート 補強

（ １ １ ） 　 その他

ｅ

Ｆ
ｔ

Ｆ
ｔ

１
１

Ｗｔ ２Ｗｔ １

Ｆ
ｔ

２
Ｆ

ｔ
２

Ｂ １

Ｂ２Ｂ２

Ｌ Ｌ Ｌ

Ｂ 　 １ ５ ０≦ Ｂ 　 ３ ０ ０≦

Ｂ １ 　 ２ ５ ０≦ Ｂ１ ＝３ ０ ０ Ｂ １ ＝３ ５ ０ （ ４ ０ ０ ）

Ｎ１ Ｎ１ Ｎ１

Ｎ２ Ｎ２

Ｎ
Ｎ（ 片側）

Ｎ２ （ 片側）

Ｎ１ （ 片側）

５ ０ －４ ０ ０ ５ ０ －４ ０ ０

５ ０ －４ ０ ０

５ ０ －２ ０ ０

Ｐ Ｌ －３ ． ２
Ｐ Ｌ －１ ． ６

Ｐ Ｌ －１ ． ６

Ｌ －５ ０ ｘ ５ ０ ｘ ６ ＠　 ６ ０ ０＝

２ φ

φφ
φＤ

Ｌ

Ｔ

Ｄ

形状

ｄ

鉄骨柱鉄骨柱

フックボルト １ ２ φ フックボルト １ ２ φ

シーリ ング材

カバープレート ア２ ． ３ＡＬ Ｃ壁パネルＡＬ Ｃ壁パネル

シーリ ング材

鉄骨梁

スライド ハタ金物

シーリ ング材

鉄骨梁

Ｌ －６ ５ ｘ ６ ５ ｘ ６ 以上

鉄筋９ φ　 Ｌ ＝５ ０ ０ＡＬ Ｃ壁パネル

受け金物　 ア　 ６

鉄筋９ φ　 Ｌ ＝１ ０ ０ ０

Ｌ －６ ５ ｘ ６ ５ ｘ ６ 以上

シーリ ング材

タテカベプレート ア６

ＡＬ Ｃ壁パネル

Ｌ長さ

ｔ

Ｌ

Ｓ

ｄ

長さ

ｄ

ｄ
１

Ｓ

Ｌ

ｔ

ｅ ３ Ｐ

Ｎ

Ｐ Ｌ －（ １ ）

１
５

Ｐ Ｌ －６

＝
＠

６
０

０

．．

ｅ

ｅ ｅ

ｅ 　 ３ ５ ｍｍ＝

Ｐ Ｌ －（ １ ）

Ｐ Ｌ －（ ２ ）

Ｐ Ｌ －（ １ ）

ＴＹＰ Ｅ －１

ＴＹＰ Ｅ －２

Ｐ Ｌ －（ １ ）

Ｐ Ｌ －（ ２ ）

Ｐ Ｌ －（ １ ）

Ｐ Ｌ －（ ２ ）

Ｐ Ｌ －（ ３ ）

Ｐ Ｌ －（ １ ）

Ｐ Ｌ －（ ２ ）
Ｐ Ｌ －（ ３ ）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

Ｐ Ｌ －（ ２ ） Ｐ Ｌ －（ ３ ）
Ｐ Ｌ －（ ２ ）

Ｐ Ｌ －（ ３ ）

Ｐ Ｌ －（ １ ）

Ｐ Ｌ －（ １ ）

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
ー

ス

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

Ａタイプ Ｂ タイプ Ｃタイプ

５ ０ －４ ０ ０

１

１

１

４

４

１

４

１

１

１

１

６

１

１

１

１

１

１

１

１１

１

１ １

ｅ

ｅｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅｅ
１ ０

ｅｅ ｅ１ ０

ｅ
ｐ

ｅ

ｅｅｅ ｅ

ｅｐｅｅ ｐ ｅ
１ ０

１ ０

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

４
５ ４

５
４

５
４

５

４
５

４
５

ｅ
ｅ

ｅ
ｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

Ｂ ２ Ｂ ２ Ｂ ２ Ｂ ２

Ｂ １Ｂ １

１
０

１
０

１
０

２
１ ｍｍ　 フィ ラプレート 併用のこと

（ 材質はＳ Ｓ４ ０ ０ ）

７

１ ５ ０

４ ０ ４ ０

１ ４ ０

（ ９ ０ ） ７ ０ ７ ０ （ ９ ０ ）

３ ５ 以上 ３ ５ 以上

ｅｅ ｅ ｐ ｐ ｅ

Ｌ

ｅ
ｐ

ｅ
ｅ

ｐ
ｅ

Ｌ

ｅ
ｐ

ｅ
ｅ

ｐ
ｅ

１
０

１
０

１軸径ｄ

最　 　 　 　 　 　 大

最　 　 　 　 　 　 小

調整ねじの長さ　 　 Ｓ

はしあき（ 最小） 　 　 ｅ １

板　 　 厚　 　 ｔ

板　 　 厚　 　 ｔ

平鋼製

切板製

溶接長さ（ 最小） 　 　 Ｌ

種　 　 　 類

ねじの呼び

本　 　 　 数

取付ボルト

注　 （ １ ） ｅ

（ ２ ）

（ １ ）

（ １ ）

２へり あき（ 最小） ｅ

２へり あき（ 最小） ｅ

ねじの呼び（ ｄ ） Ｍ１ ２ Ｍ１ ４ Ｍ１ ６ Ｍ１ ８ Ｍ２ ０ Ｍ２ ２ Ｍ２ ４

３ｅ

ｄ
１

ｅ
２

２
ｅ

８

８

Ｒ

Ｒ Ｒ

ｅ１

ｅ１

Ｆ Ｂ－６ ５ ｘ ９ 中ボルト Ｍ１ ６

（ ダブルの時）

符　 号 部　 　 　 　 材

フランジ ウェブ

Ｐ Ｌ －（ １ ） Ｐ Ｌ －（ ２ ） Ｎ１ －径 Ｐ Ｌ －（ ３ ） Ｎ２ －径

符　 号 タイプ 部　 　 材 Ｐ Ｌ －（ １ ） Ｐ Ｌ －（ ２ ） Ｎ－径

ピッチ　 （ ｐ ）

標　 準最　 小

最小縁端距離　 （ ｅ ）

（ １ ） （ ２ ） （ ３ ）

Ｂ１ Ｂ２

符　 号 部　 　 　 材 ＰＬ －（ １ ） Ｎ－径 Ｌ

符　 号 部　 　 　 　 材
Ｐ Ｌ －（ １ ） Ｐ Ｌ －（ ２ ） Ｎ１ －径 Ｐ Ｌ －（ ３ ） Ｎ２ －径

ウェブフランジ

スタッ ド材

あて板（ 鉄板）

Ｌ 形鋼 ５ ０

５ ０ ３ ０

３ ０ ０ 以下 ６ ０ ０ 以下

Ｐ Ｌ －５ ０ ｘ ６

１ ０１ ０

１ ０ １ ０

ｅ

ｅ

ｅ

３ ． 　 継ぎ手規準図、 その他

１ ６ φ≒＠２ ０ ０

φ　 ０ ． ５ Ｄ

鉄骨構造標準図　（ ２ ）

Ｍ１ ６

Ｍ２ ０

Ｍ２ ２

Ｍ２ ４

１ ５ ０

１ ７ ５

２ ０ ０

２ ５ ０

３ ０ ０

３ ５ ０

４ ０ ０

６ ０

７ ０

８ ０

１ ０ ０

１ １ ５

１ ４ ０

１ ７ ０

６ ０

６ ０

６ ０

７ ０

４ ０

５ ０

５ ５

６ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ５

２ ２

２ ６

２ ８

３ ０

２ ８

３ ４

３ ８

４ ４

４ ０

５ ０

５ ５

６ ０

１ ８ ． ０

２ ２ ． ０

２ ４ ． ０

２ ６ ． ０

１ ３ ． ０

１ ２ ． ７

１ ６ ． ０

１ ５ ． ８

１ ９ ． ０

１ ９ ． ０

２ ２ ． ０

２ ２ ． ２

２ ２ ． ０

２ ５ ． ４

２ ９ ． ０

３ １ ． ７

３ ２ ． ０

３ ５ ． ０

３ ４ ， ９

３ １ ． ７

１ ０ ． ０

７ ． ９

１ ０ ． ０

７ ． ９

１ ０ ． ０

９ ． ５

１ ０ ． ０

９ ． ５

５ ０ ， ８ ０ ， １ ０ ０ ， １ ３ ０

８ ０ ， １ ０ ０ ， １ ３ ０

８ ０ ， １ ０ ０ ， １ ３ ０ ， １ ５ ０

１ ０ ０ ， １ ３ ０ ， １ ５ ０

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ 　 １ １ ８ ０ 　 　 中８ ｇ 　 １ ０ ． ９

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ 　 １ １ ８ ６ 　 　 ２ 種高力ボルト （ Ｆ１ ０ Ｔ ） 　 又は

Ｍ１ ２ Ｍ１ ６ Ｍ１ ６ Ｍ２ ０ Ｍ２ ０ Ｍ２ ２ Ｍ２ ０

１ ０ ． ８ １ １ ２ ． ６ ５ １ ４ ． ６ ５ １ ６ ． ３ ３ １ ８ ． ３ ３ ２ ０ ． ３ ３ ２ １ ． ９ ９

１ ０ ． ６ ４ １ ２ ． ４ ６ １ ４ ． ４ ６ １ ６ ． １ １ １ ８ ． １ １ ２ ０ ． １ １ ２ １ ． ７ ７

１ ０ ０ １ １ ５ １ ２ ５ １ ４ ０ １ ５ ０ １ ６ ５ １ ７ ５

１ ３ １ ７ １ ７ ２ １ ． ５ ２ １ ． ５ ２ ３ ． ５ ２ １ ． ５

３ ５ ４ ０ ４ ５ ５ ０ ５ ０ ５ ５ ５ ０

２ ２ ２ ８ ２ ８ ３ ４ ３ ４ ３ ８ ３ ８

４ ． ５ ６ ６ ９ ９ ９ ９

１ ９ ２ ５ ２ ５ ３ ２ ． ５ ３ ２ ． ５ ３ ７ ． ５ ３ ７ ． ５

４ ． ５ ６ ６ ９ ９ ９ ９

４ ７ ５ ２ ５ ９ ６ ６ ６ ６ ７ ３ ７ ０

４ ０ ５ ０ ５ ５ ６ ０ ７ ５ ８ ５ ８ ５

１１ １ １ １ ２１
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有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業

永田芳博

構造設計担当者

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号
203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号

構造設計一級建築士　 第 2051 号

7864

（ 株） 永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

Ｓ ＝ 1： - No． S－ 04

かぶり 厚さ

　 　 　 （ ２ ） 耐久性上有効な仕上げのある 場合、 工事監理者の承認を 受けて

　 　 　 　 　 　 ４ ０ ｍｍと する こ と ができ る 。

　 　 　 （ ３ ） コ ンク リ ート の品質及び施工方法に応じ 、 工事監理者の承認を 受けて

　 　 　 　 　 　 ４ ０ ｍｍと する こ と ができ る 。

　 　 　 （ ４ ） 軽量コ ンク リ ート の場合は、 １ ０ ｍｍ増し の値と する 。

　 　 　 （ ５ ） （ 　 ） 内は仕上げがある 場合。

20d（ 両側） 40d（ 片側）

柱

６ ～８

１

ハ
ン

チ

＊一般のあばら 筋と 同様のも のを ２ 本束ねる

＊2-D｛

｝
＊

2-
D

梁
幅

D

8
d

イ

8
d

の拡大図イD： 1500を 超える 場合

ｅ ≦D/6 ｅ ＞D/6

ａ ＝1. 5ｘ （ 呼び名の数値）

6φ－@1000

○柱脚で斜材と なる

補強かご 鉄筋

主筋と 同径

ハ　 Ｓ 型（ ス パイ ラ ル型）

Ｌ は50d以上かつ30cm以上と する

Ｌ は中間部50dかつ300以上

末端部の添巻は1. 5巻以上と する

鉄筋コ ンク リ －ト 構造配筋標準図 （ １ ） ６ ． 柱

（ １ ） 　 柱主筋の継ぎ手

（ ４ ） 　 斜め柱・ 斜め梁

（ ５ ） 　 絞り （ ６ ） 　 二段筋の保持

（ ２ ） 　 布基礎、 べた基礎の場合　 （ 定着、 継ぎ手）

（ １ ） 　 独立基礎、 杭基礎の場合　 （ 定着、 継ぎ手）

（ ４ ） 　 基礎接合部の補強

（ ３ ） 　 べた基礎

（ ５ ） 　 鉄筋のあき

（ ６ ） 　 鉄筋のフッ ク

（ １ ） 　 Ｐ Ｒ Ｃ 杭、 又はＰ Ｈ Ｃ 杭の全てに補強を行う

（ ２ ） 　 現場打ちコ ン ク リ ート 杭

（ １ ） 　 直接基礎

（ ２ ） 　 杭基礎

（ ４ ） 　 かぶり 厚さ

（ ３ ） 　 鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

継　 　 　 手

（ ２ ） 　 鉄筋中間部の折り 曲げの形状　 鉄筋の折り 曲げ角度９ ０ °以下

（ １ ） 　 鉄筋末端部の折り 曲げの形状

２ ． 　 鉄筋加工、 かぶり

１ ． 　 一般事項

（ １ ） 　 構造図面に記載さ れた事項は、 本標準図に優先し て適用する 。

（ ２ ） 　 記号

４ ． 基　 礎

３ ． 杭

５ ． 地中梁

ｄ －異形棒鋼の呼び名に用いた数値　 丸鋼では径　 　 Ｄ －部材の成　 　 Ｒ －直径

＠－間隔　 　 ｒ －半径　 　 Ｃ －中心線　 　 Ｌ ｏ －部材間の内法距離　 　 ｈ ｏ －部材間の内法高さ

Ｓ Ｔ －あばら 筋　 　 Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ －帯筋　 　 Ｓ ． Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ －補強帯筋　 　 φ－直径又は丸鋼

Ｌ

折り 曲げ角度

図

鉄筋の余長

図

鉄筋の種類

普通、 軽量コ ン ク リ

リ ート の設計基準

強度の範囲

ガス圧接形状

圧接継手

重ね継手の長さ
特別の定着及び

定着の長さ

下ば筋一般

圧接面 圧接面 圧接面

ひびわれ誘発地目地部など鉄筋のかぶり 、

厚さ が部分的に減少する 箇所についても

最小かぶり 厚さ を 確保する 。

フッ ク 付 フ ッ ク 無し

（ 地震力等の水平力を考慮する 必要のある 場合は、 別途検討する こ と 。 ）

所定の位置に止ま った場合 所定よ り 低く 止まっ た場合

柱

梁

間隔 間隔

異形鉄筋

最小かぶり 厚さ

折り 曲げ角度９ ０ °はス ラ ブ筋． 壁筋

キャ ッ プタ イd

の末端部またはス ラ ブと 同時に打ち込

むＴ 形およ びＬ 形梁のキャ ッ プタ イ に

のみ用いる 。

＊片持ちス ラ ブ上端筋の先端

折り 曲げ内法寸法Ｒ は、 Ｓ Ｒ ２ ３ ５ は３ ｄ 以上、 Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ 、 Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ｂ 、

Ｓ Ｄ ３ ４ ５ のＤ １ ６ 以下は、 ３ ｄ 以上、 Ｄ １ ９ 以上は４ ｄ 以上

４ ｄ 以上 ６ ｄ 以上（ ＊４ ｄ 以上） ８ ｄ 以上（ ＊４ ｄ 以上）

d

R

余長
余

長

R

d d

R

余
長

d

R

d

R

あ　 ば　 ら 　 筋

帯　 　 　 　 　 筋

ス パイ ラ ル筋

上記以外の鉄筋

鉄筋の使用箇所によ る 呼称 鉄筋の種類 鉄筋の径によ る 区分 鉄筋の折り 曲げ内のり 寸法（ Ｒ ）

SR235, SD295A

SD295B, SD345

SR235, SD295A

SD295B, SD345

180° 135° 90°

16φ
D16

19φ
D19

16φ
D16

19φ－25φ
D19－D25

28φ－32φ
D29－D39

以下

以上

以下

3d以上

4d以上

6d以上

8d以上

SD295B
SD345

SD295A

SR235

小　 梁 スラ ブ

21 ～ 36

18以下

18以下

21 ～ 36

( N/mm  )2 ( L2)

（ L3）
（ L1）

35dフッ ク つき

45dフッ ク つき

35dまたは

25dフッ ク つき

40dまたは
30dフッ ク つき

25dフ ッ ク つき 15cmフ ッ ク つき

15dフ ッ ク つき 15cm以上
25dま たは 10dかつ

35dフ ッ ク つき
45dま たは
30dフ ッ ク つき
40dま たは

45dフッ ク つき

35dフッ ク つき

8
d
以

上

１ ． 　 末端のフ ッ ク は、 定着及び重ね継手の長さ に含ま ない

２ ． 　 継手位置は、 応力の小さ い位置に設ける こ と を原則と する

３ ． 　 直径の異なる 鉄筋の重ね継手長さ は、 細い方の鉄筋の継手長さ と する

４ ． 　 Ｄ ２ ９ 以上の異形鉄筋は、 原則と し て、 重ね継手と し てはなら ない

５ ． 　 鉄筋径の差が７ ｍｍを越える 場合は、 圧接と し てはなら ない

（ 単位： ｍｍ）

重ね継手（ 下図のいずれかと する ）
L1

d/4以下

1. 4d以上

L1

θ＞80

3mm以下

ｄｄθ
d/5以下

ａ ≧400 1. 5L1以上

約0. 5L1

1. 1d以上

30

40

40

50

50

50

70 60

40

40

30（ 20）

20

30

（ 1）

（ 2）

（ 3）

（ 1）

（ 4）

（ 4）

（ mm） （ mm）
設計かぶり 厚さ

40　 （ 30）
土に接し ない部分

土に接する 部分
柱、 梁、 床ス ラ ブ、 耐力壁

基　 　 礎　 　 、 　 擁　 　 壁

擁　 　 　 　 　 　 壁

耐　 力　 壁
は　 　 　 り
　 　 柱　 　

非耐力壁
床スラ ブ

屋根ス ラ ブ

部　 　 　 　 　 位

屋　 　 内

屋　 　 外

屋　 　 内

屋　 　 外

［ 注］ 　 （ １ ） 耐久性上有効な仕上げのある 場合、 工事監理者の承認を 受けて

　 　 　 　 　 　 ３ ０ ｍｍと する こ と ができ る 。

丸鋼では径、 異形鉄筋では呼び名に用いた数値１ ． ５ ｄ 以上

粗骨材の最大寸法の１ ． ２ ５ 倍以上かつ２ ５ 以上

ａ ． 丸鋼　 ｂ ． あばら 筋、 帯筋　 ｃ ． 煙突の鉄筋

ｄ ． 柱、 梁（ 基礎梁は除く ） の出すみ部分の鉄筋（ 右図参照）

ｅ ． 単純梁の下端筋

ｆ ． その他、 本配筋標準に記載する 箇所

図の　 印の鉄筋の重ね継ぎ手の

末端にはフ ッ ク が必要

（ ａ ～ｆ に示す鉄筋の末端部にフ ッ ク を つける 。 ）

あきあき d dd0 d0

丸　 鋼

杭　 径

補強筋

HOOP

コ ンク リ ート 止め板

基礎下端

補強筋

基礎下端

ｌ ＞φの場合は工事監理者の

指示によ る

但し Ｌ ≦φの場合

φ

L
2

L
1.

5
φ

φ
L
2

5
0

φ

HOOP@150 HOOP@150

1
5
0

150

45゜

10-D16

600φ

6-D13 8-D13 10-D13

D10@150

8-D13

300φ， 350φ 400φ 450φ 500φ

はつり 部分

杭頭処理

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

1
0
0以

上
80

0
～

1
0
0
0

へり あ き 200以上

杭間隔は2ｘ φかつφ＋1000以上

杭
主

筋
40

d
φ

φ

（ 各４ ケ 所）

ス ペーサー

HOOP筋の継手は片側溶接
10d又は重ね継手40d

フ ラ ッ ト バー@3000

主筋のかぶり は100以上と する

重
ね

継
ぎ

手

4
5
d

ＣＬ

Ｃ

ＣＣ Ｌ Ｌ

Ｌ

b a b

d D

D1
捨フ ープ

45゜

ベース 筋

ｂ の範囲
主筋間隔の1. 5倍かつ300以下

ａ ＝D1＋2dの範囲
主筋間隔は200以下

かぶり 厚さ

斜め筋　 3-D13以上

余長4d

2
0
d
以

上

2
0
d
以

上

a
1

2

1L2

L
2
o
r
L
3

≧
1
5
d

7
0

4
0

１ ． 耐圧版鉄筋の継ぎ手位置は床スラ ブになら う 。

但し 上筋と 下筋を 読み替える

２ ． 　 １ 　 の鉄筋はス ラ ブ主筋の径以上と する 。

３ ． 　 ２ 　 の鉄筋はＤ １ ３ 以上と する 。

４ ． 埋め戻し 土のある 場合は４ ０ を７ ０ と する

L1

L
2

H

L
2

L2

＊
＊
＊

＊＊＊

W1の三角壁厚さ は、 200以上又は地中梁巾と し 、 配筋は同厚の壁リ ス ト になら う

H≦500は＊印筋は不用と する

梁
幅

300

L1

45゜ ～60゜ ＊印筋はD10@200と する

2-D16以上W1

3
-
D1

3

500＜Ｈ ≦1000

L2

L1

L2

＊上端主筋の定着は、 やむを得ない

場合、 上向き と する こ と ができ る

L
2

＊

Lo
L2

＊

上端筋継ぎ手範囲 下端筋継ぎ 手範囲 上端筋継ぎ手範囲

L
2

15dL115d

L2

20d

Lo/4 Lo/2 Lo/4

20d

外端部 内端部

（ ３ ） 　 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

あばら 筋加工要領

（ ４ ） 　 水平ハン チの場合のあばら 筋加工要領 （ ５ ） 　 せいの高い梁の

ハン チハンチ 梁幅

L2

Lo
L2

＊＊

L
2（ 継ぎ手範囲） 15d15d

Lo/4 Lo/4Lo/2

外端部 内端部

e

6d

L
1

帯筋よ り １ サイ ズ太く

又は同サイ ズ２ 本

6d

10
0

1
0
0

D

e

D6d

4
00

15d

L
2 a

6φ－@1000
4d

4d a

a

a

a

a

注１ ． 　 １ ． ５ Ｄ の範囲の柱の帯筋は一段太い物か、 又はダブル巻き と し ＠１ ０ ０ 以下と する

注２ ． 　 １ 　 の鉄筋は２ －Ｄ １ ３ かつ、 ２ 本の一段太い鉄筋と する

柱Ｄ 柱Ｄ

L
2

L2

L
21
.5

D

梁
Ｄ

柱
Ｄ

L
2

L
2

1.
5
D

L2

L2

1

1

1

Ｐ Ｐ
Ｐ Ｐ１

○柱幅と 斜材（ 柱又は梁） 幅が同一 ○柱幅と 斜材幅が異なる

（ ２ ） 　 柱主筋の定着

圧接継手

h
o
/
4

h
o
/
4

h
o/

2

標
準

1
0
0
0

重ね継手

h
o
/
4

h
o/

4
h
o/

2

h
o

L
2

4
0
0
以

上
h
o
/
2
+
1
5d

 

h
o

4
0
0
以

上

L
2

ho

ho
/
2
+
1
5
d
 

150以上L1

鉄筋のフ ッ ク は柱頭の四隅の
鉄筋並びに梁の成が小さ く
設計応力に対し て必要な定着

長さ が不足する 箇所に付ける

継手の好まし い位置

3-D16

L
2

L
1

L
2
以

下

柱頭補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

（ ３ ） 　 帯　 　 筋
ﾊ゚ ﾈﾙ部分は

0. 2%以上と する

第１ 帯筋

第１ 帯筋

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

150以下

150以下

P1

P1

Ｄ

注１ ． 第１ 帯筋は、 梁面に入れる

      主筋の位置を さ ける

注２ ． Ｗ型で現場溶接を する 場合は、

      交互と する
注３ ． フッ ク 及び継ぎ手の位置は

イ 　 Ｈ 型（ タ ガ型） ロ 　 Ｗ型（ 溶接型）

型

L

Ｌ は片面溶接10d

両面溶接5d以上

L

12d

2d2d

5d

6d

135°

５ ｄ 以上

１ ０ ｄ 以上

15d

12d

12d

L

8
d

6d

6 d
型

型

6d4d

地中梁の主筋、 頭付ス タ ッ ド によ る 、

おさ まり に注意する

埋込み形

HOOP
2-D13以上

地中梁下端筋

割裂防止用Ｕ 字筋

40ｄ

主筋

B. PL下端

( 基礎梁のある 側)( 基礎梁のない側)
鉄骨柱Ｄ

Ｄ 以上 125以上

注1 HOOP　 2-D13以上

地中梁上端筋

H
O
O
P

@
1
5
0

主筋 30～50

地
中

梁

埋
込

み
長

さ
h

埋込み長さ h
鉄骨柱2D以上

（ 注1　 計算によ ら ない場合であ る ）

鉄骨柱Ｄ

150以上

HO
O
P
@
1
0
0

125以上

30～50

B. PL下端

L
1

HOOP　 2-D13以上

主
筋

の
2
5
ｄ

か
つ

2
.
5
D
以

上
又

は
計

算
上

必
要

な
長

さ

フ ッ ク 付

寝巻き 形

ベース 下の施工を 慎重にする

注） 根巻形柱脚

を 採用する 場合
には、 耐力、 変

形、 性能など に

ついて、 十分に
注意し て設計

さ れたも の。

2025/03/31鉄 筋 コ ン ク リ － ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ １ ）
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（ 株） 永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

Ｓ ＝ 1： - No． S－ 05

１ ２ ． 　 増築予定

１ １ ． 　 梁貫通孔補強

９ ． 　 壁

７ ． 　 大梁、 小梁、 片持梁 ８ ． 　 床　 板

（ １ ） 　 定着

（ ２ ） 　 大梁主筋の継手

（ ３ ） 　 あばら 筋、 腹筋、 幅止めの位置

（ １ ） 　 定着及び継ぎ手

（ ２ ） 　 屋根ス ラ ブの補強

（ ３ ） 　 片持ちス ラ ブ出隅部補強

（ １ ） 　 定着

（ ２ ） 　 ス リ ッ ト 部（ 設計図に記入のある と き ）

（ ３ ） 　 既成品

（ ２ ） 　 鉄筋標準配筋

（ １ ） 　 設置可能範囲

（ ２ ） 　 梁鉄筋コ ンク リ －ト 構造配筋標準図 （ ２ ）

補強あばら 筋は小梁主筋側に必ず入れる こ と

Lo

端部先端

25d

補強あばら 筋は小梁主筋側に必ず入れる こ と

20d

Lo/6

B

B/2

25d

斜めでも よ い

下向き でも よ い

斜めでも よ い

B/2 Lo

20d

Lo/4

15d15dLo/4L2

柱　 幅

L2L2

Lo

（ 梁主筋を 折り 曲げる と き ）

つり あげ筋

20d

L
2
+
5d

15dLo/4

L
2
+
5
d

L2

L2

L2

L2+5d

フ ッ ク 付き

１
５

０
以

上

ＣＬ

１ ８ ０ 　 フ ッ ク 付き と する

柱中心線を 超えて中間折り 曲げテ ール長１ ５ ０ 以上又は

柱幅が大き く て、 直線部だけでＬ 2がと れる 場合でも

＊

ＣＬ ＊

折り 曲げ起点は中心線を こ える こ と を原則と する

注） 点線は下端筋の曲上げ定着Ｌ 2を 示す

L2+5d

ＣＬ

θ＝45°

片持梁筋折り 下げ

あばら 筋を入れる

L2

L12Lo/315d

最　 上　 階

柱幅が大き い場合
ａ 　 大梁

ｂ 　 小梁の定着

最終端
連続端

正面平　 面

一　 般　 階

平　 面ｃ 　 片持梁の定着

正面

D

D

し い位置

は継手の好ま

ＣＬ

Lo

Lo/2Lo/4 Lo/4

Lo/4Lo/4D D

つり 上げ筋

第１ あばら 筋は柱面よ り 配筋する

印は幅止め筋

つり 上げ筋は、 一般のあばら 筋よ り 、 １ サイ ズ太い鉄筋か、

又は、 同サイ ズを ２ 本巻き と する（ ４ ） 　 あばら 筋の型

（ ５ ） 　 幅止め筋の本数、 加工

第１ あばら 筋は柱面よ り 配筋する

180ﾟ  曲げ

Ｓ Ｒ Ｃ の場合ｅａ ｂ ｃ ｄ

4
d

6d
6 d

8
d6 d6 d

6 d

6 d

8
d

8
d

4
d

（ イ ） 原則と し て　 ａ 　 のフ ッ ク 先曲げと する 。 片側床版付（ Ｌ 型） 梁で　 ｂ 　 、 両側床版付（ Ｔ 型） 梁で　 ｃ 　 又は　 ｂ 　 と する こ と ができ る 。

（ ロ ） フ ッ ク の位置は　 ａ 　 にあっ ては交互、 　 ｂ 　 にあってはス ラ ブ側と する 。

幅止め筋

腹筋

D

Ｄ １ ０ （ ９ φ） ＠１ ０ ０ ０ 以内で割り 付ける幅止め筋

腹　 筋

Ｄ ＜６ ０ ０ 　 不要

　 ６ ０ ０ ≦Ｄ ＜９ ０ ０ 　 　 ２ －Ｄ １ ０ （ ９ φ） 　 １ 段

　 ９ ０ ０ ≦Ｄ ＜１ ２ ０ ０ 　 ４ －Ｄ １ ０ （ ９ φ） 　 ２ 段

１ ２ ０ ０ ≦Ｄ 　 　 　 　 Ｄ １ ０ （ ９ φ） ＠３ ０ ０ 以内

4d

4d

（ ４ ） 　 床板開口部の補強（ 開口の径５ ０ ０ 程度の場合）

（ ５ ） 　 床板段差

（ ７ ） 　 釜場

（ ８ ） 　 打継ぎ補強（ ダメ 穴打継について）

（ ６ ） 　 土間コ ンク リ ート

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ 　 Ｃ短辺、 長辺方向

長辺方向

短辺方向
上端筋

下端筋

継ぎ手位置は原則と し て下表によ る 。

ａ 　 片持床ス ラ ブ
75～100 60L2

25d

バーサポート

ｂ 　 一般床ス ラ ブ

Ly

肩筋Ｄ１ ３ 以上

L2

Ｃ Ａ Ｃ

ＡＢＡ

Ｃ Ａ Ｃ

Lx/4Lx/4

Lx

L
x
/
4

L
x
/
4

15d

15d
D13

10dかつ150以上

1
0
d
以

上

ｂ 　 ＊の個所（ 入隅） は各階補強する 。

＊

L

L

ａ 　 補強筋は各3-D13又はス ラ ブ主筋の同一径で

Ｌ ＝1500と し 、 上端筋の下に配筋する 。

注） 出隅部の補強筋は、 計算によ り 算出する

出隅部分の補強筋

（ 繋ぎ部の中間に上端筋

出隅受け部配筋

出隅受け部

出隅部

注L1≧Ｌ 2と する

※出隅受け部補強筋は

それぞれの方向に出隅

補強筋と し て出隅部の

同本数をハッ チ部分に

配置する

を 設ける ）
はD13、 下端筋はD10

出隅部分の補強筋

Ｌ
3

Ｌ 3

Ｌ 1
Ｌ

1
/2 Ｌ

2

Ｌ 1Ｌ 1/2

Ｌ
1

Ｌ 2

Ｌ
2

Ｌ 1

Ｌ
2

L1

L1

L1

斜め補強筋

周囲補強筋L1

L
1

周　 　 囲床板厚さ Ｄ

D≦150

150＜D≦200

200＜D≦300

斜　 　 め

各2-D13

各2-D13

各2-D19

各2-D13

各1-D13

各2-D16

注） 設備の小開口が連続し てあく 場合

は縦、 横、 斜補強筋と は別に開口

によ っ て切ら れる 鉄筋と 同じ 鉄筋を

開口をさ けて補強する 。

2L1

孔と 孔のへり あき １ ０ ０ 以上

D13

D13

L1

D13

L
1

端部 端部

中央
中央

ａ 　 軽作業の土間

ｂ 　 間仕切壁と の交叉部

D
D

50300

D13

600

D10@200

折曲D10@200

L1

L1
1200x600以下

2-D16

250

D13@200ダブル

D10@150

2-D16

2
0
0

2D

L1

500

L1

500

L1

D13

L1

2D
L1

500 500

2D

D13

Ｄ
以

下
Ｄ

以
下

D
D

D
D

D16

D16

H

L1

2D

H

D
≦

H
≦

2
D

D≦
H
≦

2
D

D10@150

D16

Ｌ ＝鉄筋コ ン ク リ ート 構造配筋標準図（ １ ）

の２ －（ ３ ） によ る 。

シン グル配筋

ａ 　 梁に

ｃ 　 床に　 （ 非耐力壁と スラ ブが取り 合う 場合）

ｄ 　 壁と 壁　 （ 平面図）

ダブル配筋

横筋の配置は上下端と も

梁、 又は床面に一段目を

配置する 。
縦筋は、 柱面に

一本目を 配置する 。

イ 　 は壁配筋と 同じ
ス ラ ブに上端筋がある 場合

2-D13

L2L2

2-D13

L2

L2

L2

ス ラ ブに上端筋がない場合

ｂ 　 柱に（ 平面図）

L2
a

L2かつ柱中心線を 超える

L2

L
2

イ

イ

D13

L2

1000

受け筋D10

受け筋D10

1000

D13

D13

D13

L2

150程度

を
超

え
る

L
2
か

つ
中

心
線

L
2

L
2

1
50

程
度

L
2D13D13

L2L2

L
2

（ ４ ） 　 コ ンク リ ート ブロ ッ ク 張壁

（ １ ） 　 柱、 梁 （ ２ ） 　 地中梁 （ ３ ） 　 床版、 壁

リ ング型 パイ プ型 金網型 プレ ート 型

D

あばら 補強筋は、 梁と 同径、 同ピ ッ チと する 。

梁下端筋増打コ ンク リ ート の場合も 上端増打コ ンク リ ート 補強

　 と 同様と する 。

ハッ チ部分は増打コ ンク リ ート を 示す。

あばら 補強筋

あばら 補強筋

補強筋補強筋

補強筋

300 a

巾止め筋
D10

D

3
0
0

a

補強筋は、 梁主筋の１ 段落し 径（ D16以上） と する 。

腹筋D10ピ ッ チは、 梁の腹筋と 合わせる 。

ａ は100～200程度。

D≧400の場合は補強筋を ３ 本と する 。

望ま し い範囲

φ１ φ２

Lo/4 Lo/4

Lo

D
/
3

（ φ1＋φ2） ｘ 3／2以上
梁端部（ ス パン L／10以内かつ2D以内） は避ける

但し φ≦D/3と する

さ れた場合は右記の位置、

寸法によ ら なく て良い。

＊部分について計算で確認

孔補強の有効範囲と 定着長さ の

φ＞２ ５ ０

取り 方

φ

L2

L2

L2

（ 使用する と き には、 設計者又は工事監理者と 打ち合わせのこ と ）

将来増築予定のコ ンク リ ート 増打ち部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮し て措置する 。

50

L
1

D13

80＜φ≦100

折　 筋　 2-( 2-D13)

縦　 筋　 ST　 2-D13

100＜φ≦150

折　 筋　 2-( 2-D13)

縦　 筋　 ST　 2-D13@100

横　 筋　 2-( 2-D13)

150＜φ≦250

斜　 筋　 4-( 2-D13)

縦　 筋　 ST　 2-D13@100

横　 筋　 2-( 2-D13)

上縦筋　 ST　 2-D13

下縦筋　 ST　 2-D13

貫通孔が連続し て間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と 打合

せのこ と 。

D

φφ φ

45゜

2φ 2φ

＊
＊

2
5
0以

上
2
5
0
以

上 梁幅が400を超える 場合は

　 補強筋でD13はD16又は、

　 2-D13は3-D13と 、

　 読みかえる 。

5
0

D13

5050

5
0

D13

≧
L
1

≧L1 ≧L1

≧
L
1

≧L1

（ ３ ） 　 手摺、 パラ ペッ ト

無筋部分D10@200　 長さ 800以上

設計配筋間隔の1/2ピッ チ　 長さ 2L1以下

手摺

一般の場合 下部防水立上り のあ る 場合

  設計図によ る ）

（ 但し 、 H＞800以上の場合、

250250

ｗ

柱
ｼー ﾘﾝｸﾞ 材使用

ｽﾘｯﾄ部の鉄筋の被り 厚さ は

2-（ 4） 被り 厚さ の表、

最小被り 厚さ 以上と するｔ は階高の1/100程度

W≦D/6. Wｔ /2

かつ7cm

ｔ

ス リ ッ ト は完全スリ ッ ト 型と する 。

柱
ｼー ﾘﾝｸﾞ 材使用

250

ｔ は階高の1/100程度

250 ｔ

部分ス リ ッ ト

Ｗ
ｔ

L
2

H
L
1

150以上

1
0
0
以

上

D10@200ダブル

D13

D10@150ダブル

D10@200

D13

H

L
2

L
1

120以上

L2

1
0
0
以

上

D13

L2L2L2

L
1

h
0

L
1 D13

１ ０ ． 柱、 梁増打コ ンク リ ート 補強

（ １ ） 　 柱

増打する と き は事前に設計者、

及び工事監理者と 打ち合わせの事。

注） h0≦25ｔ かつ3500以下と する 。 但し 直行方向25ｔ 以内に壁、 又は柱がある 場合は除く

注） 継手部は必ずモルタ ルを 充填する こ と

注） hはコ ンク リ ート ブロ ッ ク 段数調節寸法と する 。 但し 、 200≦h≦400

L2L2 L2 L2

D13

D13

ｔ

D10@400

D10@400

L
1

D10h
h
0

L
1

L2

D10@400

ｔ

D10@400

D13 D13

@400

3-D16 4-D16 6-D16

＊柱と 同径、 同ピッ チと する 。印は補強筋

ハッ チ部分は増打コ ン ク リ ート を 示す。

ハッ チ部分の面積　 Ａ ｃ ｍ

補強タ テ筋

ａ 及びａ ≦２ ０ ０
a

B

300a300

3
0
0

a

＊
A＜500 500≦A＜1000 1000≦A＜1500

＊

２

D10@400 D10@400

2025/03/31鉄 筋 コ ン ク リ － ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ 2）
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Ｓ ＝ 1： - No． S－ 06ベ ー ス パ ッ ク 柱 脚 工 法 　 標 準 図

（ 一財） 日本建築セン タ ーによ る 一般評定「 BCJ評定-ST0093-19」 （ 令和6年6月21日付）角形鋼管
ベース パッ ク 　 型

□-150×150 ～ □-300×300 用 ●ベース パッ ク 柱脚工法の設計は「 ベースパッ ク 柱脚工法設計ハンド ブッ ク 」 によ る 。 2024年10月作成

３ ． 構成部材・ 寸法

ベース パッ ク 柱脚工法　 標準図
設計

施工
F値295N/mm 以下

１ ． 工法概要

２ ． 柱

４ ． コ ンク リ ート 柱型 ６ ． 工事場施工

５ ． 工場製作（ 溶接）

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（ 3296） 3515TEL03（ 3624） 5336２

●フレ ーム ベース はス テコ ン アン カーによ り 水平に固定する 。

自重圧によ り 他の注入座金から グラ ウ ト 材が噴き 出る ま で行う 。

●柱脚部の捨コ ン の厚さ は90mm以上と し 、 表面は平滑に仕上げる 。

行い、 標準許容差は下図によ る 。

●レ ベルモルタ ルはベース パッ ク
グラ ウ ト （ グラ ウ ト 材） を 使用し
大き さ は右図によ る 。

●本締めはグラ ウ ト 材の充填前に行い、 ダブルナッ ト を標準と する 。

( 注) 上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－ス パッ ク 構成部品と し て 供給さ れる 。

●基礎立上がり 高さ は50mm以下と する 。

形状（ イ ） 形状（ ハ）

レ ベルモルタ ル（ ベース パッ ク グ ラ ウ ト ）

A B ( e) 呼び

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1) 据付け 高さ が低い場合に短いア ン カ ーボ ルト を 使用する 。

i )  アン カーフ レ ーム  Aタ イ プの場合

呼び
L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690, 735D35 95, 140

i i )  アン カ ーフ レ ーム  Cタ イ プ の場合

約３
０ｍ

ｍ

1

3

の水を加え、 電動カク ハン 機で混練する こ と によ り 行う 。1. 0～1. 1

( 注) 上記 6 ～ 9 は現場状況によ り 仕様が異なる 場合があ る 。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラ ウ ト ロ －ト

グ ラ ウ ト 材
注入座金

（ 桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタ イ プ > < Cタ イ プ 　 >

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※ト ッ プフ ープはダブルと し 、

45

L

45

２ /３ 　 程度

1 アン カーボルト

2 注入座金

3 Ｍナッ ト

4 ベース パッ ク グ ラ ウ ト ( グ ラ ウ ト 材)

5 定着座金

6 テン プレ ート

7 フ レ ーム ポ ス ト

8 フ レ ーム ベース

9 ス テコ ン ア ン カ ー

  （ コ ン ク リ ート アン カー）

10 ベース プレ ート

１ ． １ 構成部材

１ ． ２ 柱脚の定着方法概要

３ ． １ ベース プレ ート

３ ． ３ Mナッ ト

３ ． ４ 定着座金

４ ． １ 形状・ 材質 配筋

４ ． ３ 基礎立上がり

６ ． １ 基礎工事

６ ． ２ アンカーボルト 据付け

６ ． ３ 配筋およ びコ ンク リ ート 打設

６ ． ４ 建方

６ ． ５ アンカーボルト の本締め（ 弛み止め）

６ ． ６ ベース パッ ク グラ ウ ト ( グラ ウ ト 材) の注入

4

1

5

9

3

7

8

6

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値( N/mm  )

295

STKR400

●材質
SN490B 【 J I S G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

アン カーボルト a2

45

42

42

35 45 18 37

注入座金

３ ． ６ フ レ ームベース

i )  Aタ イ プ i i )  Cタ イ プ

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を 行う 。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト （ フ レ ーム） と の取り 合いを 考慮する 。

●コ ン ク リ ート 打設前にテン プレ ート 位置精度を 確認する 。

ベース パッ ク グラ ウ ト

注1) 注1)

記号
a

寸法( mm)

ベース プレ ート

採用

15-12V （ イ ） 300t ≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t ≦12

t ≦9

t ≦12

t ≦9

t ≦12

t ≦16

t ≦9

t ≦12

t ≦16

t ≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り 筋 フ ープ筋

配筋

コ ン ク リ ート 柱型

( mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W( mm)

フ レ ーム ベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X( mm)

フ レ ーム ポ ス ト 間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

( mm)l 1 l 2

200

230

260

260

（ イ ）

（ イ ）

（ イ ）

（ ハ）

（ イ ）

（ ハ）

（ ハ）

（ ハ）

ベース パッ ク

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d( mm) ( mm)

A

A

A

A

C

寸法D( mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710 ■検査方法： 溶接部の検査は超音波探傷検査によ り 行う 。

■施工管理： ７ ． 本工法の施工及び施工管理参照。

■ベース プレ ート の予熱

( JASS 6　 鉄骨工事によ る )●完全溶込み溶接と する 。

■溶接方法（ 完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（ J ASS 6　 鉄骨工事 2018年版よ り  ）

図

ベ－ス プレ －ト

α
1

適用板厚
T( mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート 間隔G( mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2, +∞
( -3, +∞)

ルート 面R( mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2, +1
( -2, +2)

-2, +∞

( -3, +∞)

-2, +∞

( -3, +∞)

-2, +∞
( -3, +∞)

-2, +1

( -2, +2)

-2, +1

( -2, +2)

-2, +1
( -2, +2)

開先角度α1( °)

標準値 許容差

α1： 45

-2. 5, +∞

( -5, +∞)
下向き

溶接
姿勢

α1： 35

α1： 45

α1： 35

-2. 5, +∞
( -5, +∞)

下向き

許容差・ 記号+∞は制限無し を示す。

t ＜32

板厚( mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱な し

32≦t ≦50

50 ℃

予熱な し

予熱な しSN490B

設計基準強度

( N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし 基礎立上がり 高さ が50mmを 超え 300mm以下の場合、 Ｌ シ リ ーズを 使用する こ と ができ る 。

●コ ン ク リ －ト

SD345( D19, D22)

●鉄筋

SD295( D13, D16)

は21N/mm　 以上と する 。

●形状

２

角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

M39 31 60 69

60M39 D41 770, 810 98, 135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

基礎梁天端
あ る いは
フ ーチン グ天端

立上り 高さ

80

80

80

フ ープ筋

立上り 筋

図

基準高さ よ り 誤差は

: 柱心と テン プレ －ト のけがき 線と の
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テ ン プレ －ト

けがき 線
アン カ －ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（ イ ）

（ イ ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

【 建築基準法第３ ７ 条第二号に基づく 国土交通大臣認定材料】

【 建築基準法第３ ７ 条第二号に基づく 国土交通大臣認定材料】

３ ． ７ アンカーフ レ ーム形状およ び据付け時諸寸法
●ベース パッ ク の据付け高さ （ h寸法） はフ レ ーム ベース 下端から コ ン ク リ ート 柱型
　 天端ま でを 示す。 据付けに最低限必要な高さ （ 最低h寸法） は下表に記載の値と する 。

i )  アン カーフ レ ーム  Aタ イ プの場合

i i )  アン カーフ レ ーム  Cタ イ プ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm

9

g2

168

173

178

190

l 3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
( N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
( N/mm )

490

490

基準強度

( N/mm  )

i i i )  特Cタ イ プ

適用
アン カーボルト

適用
アン カ ーボルト

< 特Cタ イ プ >

※杭頭納ま り 及び配筋状況に合わせて特Cタ イ プを 選択でき る 。

※

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

特C 標準ﾌ 特C

TSC295

　 柱型上端近く に配置する 。

※立上り 筋の頂部にはフ ッ ク を 設け

　 な く て よ い。

梁主筋

配筋仕様は下表によ る 。
形状は正方形と し 、 寸法は下表に

記載の値と する 。

□  下表標準柱型寸法から の変更あり

４ ． ４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様から の変更あり

□  立上り 筋に頂部フ ッ ク が必要

上記内容によ ら ない場合は下記によ る 。

採用

●アン カーボルト （ フレ ーム ） の組立ては、 4隅のアン カーボルト 4本で組立て

●位置決めは、 テン プレ ート の中心線と 地墨等の柱心を 合致さ せる こ と によ り

●グラ ウ ト 材のカク ハン は、 グラ ウ ト 材１ 袋（ 6kg） に対し て、 計量カッ プで

●グラ ウ ト 材の注入は、 グラ ウ ト ロ ート を注入座金にセッ ト し 、 グラ ウ ト 材の

※フ ラ ッ ク ス 入り ワ イ ヤによ る CO ガス シールド アーク 溶接の予熱温度は、 低水素被覆アーク 溶接に準じ る 。2

2CO ガス シールド アーク 溶接※

低水素系被覆ア ーク 溶接

●気温( 鋼材表面温度) が5゜ C以上でのベース プレート の予熱は次に示

　 す予熱温度標準によ り 行う 。 その他必要に応じ て適切な予熱を する 。

・ 2段書き は「 鉄骨精度検査基準」 に規定する 許容差（ 上段： 管理許容差、 下段括弧内： 限界許容差） を示す。

●ベース プレ ート の中心線（ ｹｶﾞ ｷ線） に柱材軸心を 合わせる 。

( 「 柱型寸法最大・ 最小値一覧」 によ る )

普通コ ン ク リ ート と し 、 設計基準強度

４ ． ２アンカーボルト （ Mアンカーボルト ）３ ． ２ 【 建築基準法第３ ７ 条第二号に基づく 国土交通大臣認定材料】

2 2

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚ ﾑー
ﾀｲﾌﾟ

標準ﾌﾚ ﾑー22 標準ﾌﾚ ﾑー

２

３ ． ５

AB

(e
)

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

a2

d

注入口

t
a1

c

ボルト 孔

Ｄ

Ｄ

50x

50

J
30

以
上

90
h寸

法

W

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

a

t

d

l1
l2

l3
l2

l1

a

a

t

l 1 l 1

l1
l1

l2

l 2

d

a

l 1 l 2 l 3 l 2 l 1

50 50W65

50
50

W
65

50 50W

50
50

W

150以上

30
90

以
上

d

g1

g1

d

g2

g1

t

t

113

50 50W

50
50

W

76

76

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

７ ． 本工法の施工及び施工管理

●本工法は、 管理者又は施工者（ 元請） の管理のも と で実施する も のと する 。

ク シート 等によ り 施工管理を行う も のと する 。

●本工法のう ち６ ． ２ アンカーボルト 据付け及び６ ． ６ ベース パッ ク グラ ウ ト の
注入は、 ベース パッ ク ・ セレ ク ト ベース 施工技術委員会によ って認定さ れた有
資格者（ ベース パッ ク 施工管理技術者・ 施工技能者） が施工を実施し 、 チェ ッ

●ベース プレ ート 溶接部の施工管理は、 鉄骨製作業者に属する 鉄骨製作管理
技術者等によ る 。
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構造設計担当者

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号
203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号

構造設計一級建築士　 第 2051 号

7864

（ 株） 永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

7, 350

1. 2mmデッ キ板厚

SPW

1. 6mm

11, 025

（ 単位： Ｎ ）

事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： -

600

□　 Ｅ Ｚ ５ ０ 　 　 　 　 □　 Ｅ Ｚ ７ ５ 　 　

径、 長さ 、 ピ ッ チは構造図によ る 。 梁と デッ キと の接合はアーク ス ポッ ト 溶

SEﾒﾝﾄ ﾞ

Ｅ Ｚ ５ ０

SEｸﾛ ｻーﾞ ｰSEﾊﾝｶﾞ ｰ

SEｽﾍ゚ ｻーｰ

SEF

幅調整板

接合位置は特記によ る 。 構造認定を 受け た発射打込みびょ う を 使用する こ と 。

□　 Ｓ Ｐ Ｗ　 ： 　 標準溶接径　 １ ８ ｍｍ以上　 ※溶接位置等は特記によ る

□　 １ ． ２ 　 　 　 　 　 　 　 □　 １ ． ６

□　 Ｚ １ ２ 　 　 　 　 　 　 □　 Ｚ ２ ７ 　 　 　 　 　 □　 無し 　 　 　 　 　 　 □　 ［ 　 　 　 　 　 　 　 ］

□　 塗装（ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ５ ６ ２ １ 　 ３ 種相当品／一次塗装： 裏面のみ）

□　 普通　 　 　 　 　 　 □　 軽量１ 種　 　 　 　 　 □　 軽量２ 種

□　 １ ８ 　 　 　 　 　 　 　 □　 ２ １ 　 　 　 　 　 　 　 □　 ［ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ］

□　 ７ ０ 　 　 　 　 　 　 　 □　 ８ ０ 　 　 　 　 　 　 □　 ８ ５ 　 　 　 　 　 　 □　 ９ ０

□　 ９ ５ 　 　 　 　 　 　 　 □　 １ ０ ０ 　 　 　 　 　 □　 ［ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ］

□φ６ －１ ５ ０ 　 　 □φ６ －１ ０ ０ 　 　 □　 ［ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ］

□　 Ｓ Ｅ ス ヘ゜ ーサー　 　 　 　 　 　 　 □　 Ｓ Ｅ ハンカ゛ ー

□　 エンク ロ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 小口フ サキ゛

□　 頭付き ス タ ッ ト ゛

□　 焼抜き 栓溶接

種類

板厚　 （ ｍｍ）

表面処理

種類

デッ キ山上厚さ 　 （ ｍｍ ）

溶接金網　 （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ ５ ５ １ ）

種　 類 注　 　 　 　 　 記

デッ キ プレ ート

コ ンク リ ート

溶接金網ま たは

ス ーパーＥ デッ キ用シス テ ム部品

デッ キ プレ ート 端部仕様

梁と の接合形式

異形鉄筋

接等によ る 。 （ 焼抜き 栓溶接は不要）

EZ50

ｽー ﾊー E

設計基準強度　 （ Ｎ ／ｍ ｍ　 ）

１ ． 　 　 　 設　 　 　 　 計

デッ キプレ ート 形状・ 寸法 シス テム部品

□　 びょ う 打ち

２ ． 　 　 耐　 火　 設　 計

３ ． 　 　 　 施　 　 　 　 工

コ ンク リ －ト 打設

（ ｄ ） 異形鉄筋の継手はＪ Ａ Ｓ Ｓ ５ によ る 。

（ ａ ） 規定のサイ ズ を 床全面に配筋する 。

溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさ ぎ・ コ ンク リ －ト 止め

（ ｂ ） コ ンク リ －ト の強度がでる ま では、 床面に重量物を 置いた り 振動を 与

（ ａ ） コ ンク リ ート の初期乾燥収縮を 防ぐ 為、 湿潤養生する 。

（ ｂ ） 単位水量の少ない、 ス ラ ンプの小さ いコ ンク リ －ト を 入念に打設する 。

（ ａ ） コ ンク リ －ト 打設前にデッ キプレ －ト 面を 充分清掃する 。

（ ｃ ） 溶接金網の継手は（ １ メ ッ シュ ＋５ ０ ｍｍ） 以上重ねる 。 （ 図６ ）

（ ｂ ） かぶり 厚さ を 確保する ス ペ－サ－を １ ｍ以内に設置する 。

小口ふさ ぎはデッ キ プレ －ト の溝を ふさ がない独立し たも のを 使用する 。

開口部ま わり は必ず鉄筋等で補強する 。 （ ５ ． 開口部補強を 参照。 ）

養　 生9

5

8

7

開口部補強6

（ 図６ ）

５ ０ ｍｍ 以上

のう ち大き い値以上

溶接金網 又は異形鉄筋

（ 図５ ）

30

（ 図５ ）

ｽー ﾊ゚ Eー

（ 図４ ）

Ｓ Ｅ ス ヘ゜ ーサ ー等

EZ50

敷込み・ 仮止め

（ ｂ ） 梁上を 清掃し 、 所定の位置に墨出し を する 。

搬入・ 保管・ 揚重・ 仮置・ 墨出し

（ ｂ ） 頭付き ス タ ッ ド の施工は　 Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ６ 　 によ る 。

デッ キプレート と 梁と の接合

工法・ 工程・ 割付け計画を た てる 。 （ 図１ ）

（ 大梁） 接合部２ 個所

（ ｅ ） 焼抜き 栓溶接（ Ｓ Ｐ Ｗ） の溶接条件及び溶接機器仕様

（ ｂ ） 幅方向の調整は、 幅調整板（ フ ラ ッ シング） を 用いる 。

（ ａ ） デッ キ相互を カン合さ せながら 敷込む。

（ ａ ） 揚重は２ 点吊り と し 、 デッ キプレ －ト を ワ イ

（ ｃ ） デッ キプレート と 大梁と の接合ができ る よ う に、 デッ キプレート 山部が梁上にこ ないよ う に納める 。 （ 図２ ）

（ ａ ） 敷込み完了後風等で飛ばないよ う に、 デッ キ と 梁と を ア－ク ス ポッ ト 溶接等で接合する 。

（ ｃ ） 焼抜き 栓溶接の施工位置は特記によ る 。 特に指定がない場合には、 図３ の要領で行う 。

（ ｄ ） 発射打込みびょ う の施工は発射打込みびょ う メ ーカーの施工要領によ る 。 施工位置は特記によ る 。

（ 図３ ）

4

3

2

割付け計画1

接合部２ 個所

（ 小梁） 各谷１ 箇所

中間１ 個所

ﾋﾟ ｯﾁ
焼抜き 栓溶接又は

発射打込みびょ う

※構造認定を 受けた発射打込みびょ う メ ーカー： 日本ヒ ルティ （ 株） ， 日本パワ ーフ ァ ス ニング（ 株）

大梁

デッ キ 山部

ヤで傷つけないよ う にする 。

（ 図４ ） 　 又は、 エンド ク ロ －ズ製品を 用いる 。

え たり し ない。

４ －２ ． 　 　 　 標準納ま り ： Ｓ 造（ 鉄骨造） の場合

４ －３ ． 　 標準納ま り ： Ｒ Ｃ 造ま たはＳ Ｒ Ｃ 造の場合

重ね代寸法（ 溶接金網の横筋間の寸法）

＜溶接金網＞ ＜異形鉄筋＞ ＜デッ キプレ ート ス パン 方向＞

ロ ） 開口部が デッ キ プ

注： 合成ス ラ ブの補強と し て、 開口補強（ ｃ ； Ｄ １ ０ ） は 行う 。

　 　 かか ら ない場合は補強の必要はない。

イ ） 開口部がデッ キ プレ ート の上フ ラ ン ジ又は下フ ラ ン ジにあ り 、 ウ ェ ブに

１ ． φ１ １ ０ ｍ ｍ 程度で開口が独立し てい る 場合

（ Ｂ ） コ ン ク リ ート 打設前にデッ キ プレ ート を 切断し 、 孔あ け する 場合

ｃ ｃ かかる 場合は、 プ

レ ート あ る いは山

レ ート のウ ェ ブに

焼抜き 栓溶接、 発射打込みびょ う焼抜き 栓溶接、 発射打込みびょ う

溶接金網又は異形鉄筋

ス ーパーＥ デッ キ

※ス ペーサー：

梁耐火被覆

耐火補強筋

５ ０ ｍｍ以上D13

又は頭付き ス タ ッ ド

１ ５ ０ ｍｍ以上

※配筋はＪ Ａ Ｓ Ｓ ５ 鉄筋コ ンク リ ート 工事によ る

耐火補強筋

D13 ５ ０ ｍｍ以上

壁
又は頭付き ス タ ッ ド

１ ５ ０ ｍｍ以上

耐火補強筋： Ｄ １ ３

（ デッ キ 各溝）

40

30

溶接金網又は異形鉄筋

コ ンク リ ート

（ ３ ） 建物外周部デッ キ 幅方向

コ ン ク リ ート

溶接金網又は異形鉄筋

又は頭付き ス タ ッ ド

焼抜き 栓溶接、 発射打込みびょ う

焼抜き 栓溶接、 発射打込みびょ う

コ ンク リ ート

梁耐火被覆

焼抜き 栓溶接、 発射打込みびょ う

（ １ ０ ） 耐火補強筋の納ま り （ Ｆ Ｐ １ ２ ０ Ｆ Ｌ －９ １ １ ４ ， Ｆ Ｐ ０ ６ ０ Ｆ Ｌ －９ １ ０ ２ ）

梁耐火被覆

溶接金網又は

小口ふさ ぎ

デッ キ 受材

（ ８ ） デッ キス パン 方向梁継手部

コ ンク リ ート

又は頭付き ス タ ッ ト ゛

（ ５ ） デッ キ 幅方向デッ キ 連続

コ ン ク リ ート

（ ９ ） デッ キ 幅方向梁継手部

コ ンク リ ート

溶接金網又は

Ｆ Ｂ ６ ５ ｘ ６ 等

梁耐火被覆

現場切断

（ 幅調整板）

ａ －ａ 断面図

Ｆ Ｂ ６ ５ ｘ ６ 等

テ゛ ッ キ受材

ｺﾝｸﾘ ﾄー

デッ キ受材

Ｆ Ｂ ６ ５ ×６ 等

（ デッ キ）

現場切断

柱

溶接金網又は

異形鉄筋

コ ン ク リ ート

又は頭付き ス タ ッ ト ゛

発射打込みびょ う

（ ６ ） デッ キ 幅方向デッ キ 振り 分け

溶接金網又は

幅調整板

２ ０ ０ ｍｍ以下
焼抜き 栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

（ ７ ） 柱廻り

又は頭付き ス タ ッ ド

溶接金網又は

ス ーパー

梁耐火被覆

（ ４ ） デッ キ ス パン 方向（ 建物内部の大梁， 小梁上）

溶接金網又

発射打込みびょ う 又は頭付き ス タ ッ ド

焼抜き 栓溶接、

梁耐火被覆

５ ０ ｍｍ以上

コ ンク リ ート

小口ふさ ぎ

50mm

（ １ ） 建物外周部デッ キ ス パ ン 方向

壁

コ ンク リ ート

焼抜き 栓溶接、 発射打込みびょ う

又は頭付き ス タ ッ ド

小口ふさ ぎ

梁耐火被覆

（ ２ ） 建物外周部デッ キ ス パン 方向

溶接金網又は異形鉄筋

コ ンク リ ート

壁 壁

梁耐火被覆

デッ キ

柱止り デッ キ

デッ キ受材

ａ

柱

梁

梁耐火被覆

梁耐火被覆

又は頭付き ス タ ッ ド

焼抜き 栓溶接、 発射打込みびょ う

異形鉄筋

以上

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

溶接金網又は

ピッ チ１ ． ０ ｍ以下

mm

mm

＜デッ キ プレ ート 幅方向＞

５ ． 　 　 　 　 開　 　 口　 　 部　 　 補　 　 強　 （ 例）

3

D22 or  2-D16

・ 定着長さ ； 開口端よ り ４ ０ Ｄ 以上

・ 記号　 ａ ； 耐力補強筋（ 上下端共）

　 　 　 　 ｂ ； 開口補強（ 配力筋） 、 Ｄ １ ３ 以上

　 　 　 　 ｃ ； 開口補強、 Ｄ １ ０ 以上

M

ｆ ｔ ・ ｊ

・ 耐力補強筋の所要断面積；

　 　 増加曲げモーメ ント

　 　 　 　 ｄ ； 耐火補強筋、 Ｄ １ ３ 以上

Ｍ； 開口によ って生じ る 隣接ス ラ ブの

W

ｂ

Ｌ

≧４ ０ Ｄ

ａｃ

ａ ｔ ＝

ｃ

ｂ

≧４ ０ Ｄ

ａ

ｃ

ａ ） 溝配筋方法

・ かぶり 　 ； ３ ０ ｍｍ 以上

≧４ ０ Ｄ

ａ

　 　 ・ 所要配筋量は、 ａ ｔ 　 又は　 ａ ｄ 　 の大き い方。

耐火補強筋

ａ ｔ 又はａ ｄ の大き い方

ａ ； かぶり ３ ０ ｍｍ以上

ｄ

ｂ

開口（ Ｗ）

ｃ
ａ

ａ

ｃ ｂ

　 　 ・ 耐火補強筋　 ｄ ；

ｂ ） 耐火補強筋を切断する 場合

ｎ 　 ： 　 切断さ れた耐火補強筋の本数

ａ ｄ 　 ： 　 所要鉄筋サイ ズ

n

ａ ｄ

1

D16

2

D19

ｄ

ｄ ） 連続し て３ 谷（ デッ キ 溝） 以上に渡っ て開口が生じ 、 耐力補強筋が配筋でき ないよ う な場合は適用外と する 。

ｃ ） 開口の大き さ が幅（ ｗ ） ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 奥行き （ Ｌ ） ９ ０ ０ ｍ ｍ 程度を 越える 場合は、 小梁を 設けて補強する 。 尚、 こ の場合連続支持条件など の通

則的耐火指定によ る 条件に留意する 。 （ Ｗ　 はデッ キ 幅方向を 、 Ｌ 　 はデッ キ ス パン 方向を 示すも のと する 。 ）

を 切断

１ ． 開口が独立し ている 場合

Ｗ≦６ ０ ０ ｍｍ

ａ ； Ｗ， Ｌ ≦３ ０ ０ の場合はＤ １ ６

ｃ ； Ｄ １ ０ （ 上端）

ｃ

ａ ） φ１ ５ ０ ｍ ｍ程度

ｃ

ｃ

ｃ

（ Ａ ） 箱抜き の場合

ｃ ； Ｄ １ ０ （ 上端）

ロ ） 開口間の内法寸法≦３ ×開口径

ｂ ； Ｄ １ ３ （ 上端） 、 ｃ ； Ｄ １ ０ （ 上端）

ａ ； Ｄ １ ３ （ 上・ 下端）

ｃｃ ｃ

ａ ａ

ｃ

b
b

b

ａ

b

ｃ

イ ） 開口間の内法寸法≧３ ×開口径

ａ ） φ１ ５ ０ ｍｍ 程度

ｃ ｃ

２ ． 開口が連続し ている 場合

ｂ ） 開口群

ｃ

b

ｃ

ｃ

ａ

ｃ ｃ

Ｌ ≦

ｃ

ａ

６ ． 　 　 　 ひび割れ拡大防止のための留意点（ 参考）

４ －１ ． 　 　 　 溶接金網又は異形鉄筋の納り （ 共通）

＜Ｆ Ｐ １ ２ ０ Ｆ Ｌ －９ １ １ ４ 又はＦ Ｐ ０ ６ ０ Ｆ Ｌ －９ １ ０ ２ （ 単純支持） 耐火補強筋タイ プ＞

＜Ｆ Ｐ １ ２ ０ Ｆ Ｌ －９ １ ０ ８ 又はＦ Ｐ ０ ６ ０ Ｆ Ｌ －９ ０ ９ ６ （ 連続支持） ＞

鉄骨梁
50

30

ス パン

溶接金網又は

（ 普通・ 軽量）

ｺﾝｸﾘ ﾄー

＊梁の耐火被覆は、
鉄骨梁

スパン

鉄骨梁

50

支持条件
許容ス ハ゜ ン

( m)

許容荷重

( kN/m )

デッ キ コ ンク リ ート ひび割れ

拡大防止筋

普通９ ５ 以上

軽量８ ５ 以上

普通９ ０ 以上

軽量８ ５ 以上

普通９ ５ 以上

軽量９ ０ 以上

普通９ ５ 以上

軽量８ ５ 以上

普通９ ０ 以上

軽量８ ５ 以上

普通８ ０ 以上

軽量８ ０ 以上

普通８ ０ 以上

軽量８ ０ 以上

３ ． ６ 　 以下 4. 4 普通９ ０ 以上

普通８ ０ 以上

軽量８ ０ 以上

普通８ ０ 以上

軽量８ ０ 以上

＜式１ ＞

＜式２ ＞

※注意

認定条件

　 （ 注） 　 式中の「 Ｗ」 は許容荷重（ ｋ Ｎ ／ｍ

　 　 　 　 　 ま た， Ｗが９ ． ８ を 超える 場合は９ ． ８ と する 。

□　 床２ 時間

□　 床１ 時間

FP060FL

EZ50

単純支持

２ ． ７ 　 以下 ＜式１ ＞

EZ75３ ． ４ 　 以下 ＜式２ ＞

FP060FL

EZ50

連続支持

３ ． ４ 　 以下 ＜式２ ＞

３ ． ０ 　 以下

EZ75

３ ． ４ 　 以下

FP120FL

EZ50

単純支持

２ ． ７ 　 以下 ＜式１ ＞

EZ75

２ ． ７ 　 以下

１ ０ ０ ×１ ０ ０

ま たは

２ ０ ０ ×２ ０ ０３ ． ４ 　 以下

＜式１ ＞ EZ50

EZ75

耐火区分

FP120FL
連続支持

使用条件 断面仕様

5. 4３ ． ６ 　 以下

＜式２ ＞

認定番号

2 プレ ート 厚さ （ ｍ ｍ）

-9108

-9114

-9096

-9102

φ６ －

D10-

２ ０ ０ ×２ ０ ０

D10-

１ ０ ０ ×１ ０ ０

ま たは

２ ０ ０ ×２ ０ ０

D10-

φ６ －

D10-

２ ０ ０ ×２ ０ ０

ま たは

φ６ －

１ ５ ０ ×１ ５ ０

D10-

２ ０ ０ ×２ ０ ０

ま たは

１ ５ ０ ×１ ５ ０

φ６ －

○

必要に応じ て行う 。
異形鉄筋

それ以外はＤ ２ ２

＊１ 　 許容ス パンは， 鉄骨梁で支持する 場合はその芯間距離と し ， Ｒ Ｃ 梁で支持する 場合は梁の内法寸法と する こ と 。 本表の許容ス パンは耐火認定の条件

は異形鉄筋

焼抜き 栓溶接、

発射打込みびょ う 又は頭付き ス タ ッ ド

溶 接金網又 は異形 鉄筋

コ ン ク リ ート

５ ０ ｍｍ以上
梁 耐火被覆

発射打込みびょ う 又は頭付き ス タ ッ ド

焼抜き 栓溶接、

900mm
ｂ ） □３ ０ ０ 程度

ｃ ） □６ ０ ０ ×９ ０ ０ 程度

２ ， ｂ ） 開口部と 同様の補強案と する 。

ｂ ； Ｄ １ ３ （ 上端）

ｃ ； Ｄ １ ０ （ 上端）

Ｅ デッ キ Ｅ デッ キ

ス ーパー Ｅ デッ キ

ス ーパー

ス ーパー

Ｅ デッ キ

ス ーパー

Ｅ デッ キ

ス ーパー

Ｅ デッ キ

ス ーパー

Ｅ デッ キ

ス ーパー

Ｅ デッ キ

Ｅ デッ キ

ス ーパー

Ｅ デッ キ

ス ーパー

（ 接合部で幅調整を し てはなら ない。 ）

★先に孔を あ ける 場合は、 支保工を 用いる か小梁でコ ン ク リ ート 打設時に必ずデッ キ を 補強する 。

★本仕様の範囲外の場合は、 イ ） 小梁を 設ける 、 ロ ） 鉄筋コ ン ク リ ート ス ラ ブと し て補強する 等の処置を 施す。

★合成ス ラ ブ 開口周辺の上端には開口補強（ Ｄ １ ０ 以上） を 施す。

★原則と し てコ ン ク リ ート 硬化後にデッ キ プレ ート を 切断し 、 孔あ け（ 箱抜き ） と する 。合成ス ラ ブ の開口部補強

ｃ ； Ｄ １ ０ （ 上端）

ａ ； Ｄ １ ６ （ 上・ 下端）

ｂ ； Ｄ １ ３ （ 上端）

b

ｃ ； Ｄ １ ０ （ 上端）

ａ ； Ｄ ２ ２ （ 上・ 下端）

ｂ ； Ｄ １ ３ （ 上端）

b

ｃ

b

ａ

ｃ

ａ

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

形鋼によ る 補強を

行う 。

（ イ ， ロ 共通）

＜式２ ＞

＜式１ ＞

２ ０ ０ ×２ ０ ０

１ ０ ０ ×１ ０ ０

ま たは

D10-

φ６ －

-

-○

-○

-○

-○

-○

○○

-○

○○

-○

-○

-○

-○

-○

-○

○○

-○

○○

-○

はり 構造

Ｓ 造
Ｒ Ｃ 造

Ｓ Ｒ Ｃ 造

　 　 である ので， 別途施工時の許容スパンを 確認する こ と 。

＊３ 　 鉄筋比は， ０ ． ２ ％以上と し なければなら ないので， 同時打ちでス ラ ブ増打ちをする 場合は注意するこ と 。

＊２ 　 許容荷重は， ス ラ ブ自重（ デッ キプレ ート ＋コ ンク リ ート ＋鉄筋） を 差引いた数値である 。

＊５ 　 ス パンが３ ． ４ ｍを超える 場合は， 梁と の接合を頭付き ス タ ッ ド （ 径１ ６ ｍｍ以上， ピッ チ３ ０ ０ ｍｍ以下） を使用する こ と 。

＊６ 　 耐火補強筋（ Ｄ １ ３ ） をデッ キプレ ート の各溝中央にかぶり ４ ０ ｍｍ で配する こ と 。

　 　 ただし ， 耐火補強筋（ ＊６ 　 参照） を用いる 場合は端部補強筋は不要。

＊４ 　 デッ キプレ ート の梁へののみ込み代を ３ ０ ｍｍ以上と する こ と 。 端部補強（ Ｄ １ ３ 以上， Ｌ ＝１ ｍ ） を梁への定着長さ １ ５ ０ ｍｍで配し する こ と 。

＊７ 　 こ の耐火条件に適合し ない場合は， Ｆ Ｐ ０ ６ ０ Ｆ Ｌ －９ １ ２ ８ ある いはＦ Ｐ １ ２ ０ Ｆ Ｌ －９ １ ２ ９ （ 吹付け ロ ッ ク ウ ール被覆耐火構造） を適用する こ と 。

Ｐ 　 ＝　 ＭＩ Ｎ 　 （ 　 ６ ０ ０ 　 ， 　 Ｐ １ 　 ）

Ｐ １ 　 ＝　 ｑ 　 ／　 Ｑ ｍ　 ×　 １ ０ ０ ０

（ 特記） ［ 　 　 　 　 ］ ｍｍ、 下式による 。

ｑ ： １ 個所当り の短期せん断耐力

Ｑ ｍ： １ ｍ当り の設計水平せん断力

溶接ピ ッ チ（ Ｐ ） ： 特記無き 限り ６ ０ ０ ｍｍ以下と する 。

（ 単位： Ｎ ）

1. 2mm

4, 000打込みびょ う

デッ キ 板厚

5, 300

1. 6mm

（ ｆ ） 焼抜き 栓溶接１ 個所当り 短期せん断耐力

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　 接　 機

デッ キ 板厚（ ｍ ｍ ）

梁フラ ンジ板厚（ ｍｍ ）

溶接　 電流（ Ａ ）

溶接　 電圧（ Ｖ ）

ア ーク タ イ ム （ ｓ ｅ ｃ ）

溶接径（ ｍ ｍ ）

接

件

条

準

溶

標

又はエン ジン 溶接機２ ３ ０ Ａ 以上

１ ８ 　 以上

８ ～１ ２

６ 　 以上

１ ９ ０ ～２ ３ ０

１ ． ２ ～１ ． ６

交流ア ーク 溶接機Ａ Ｗ２ ５ ０ Ａ 以上

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ３ ８ ０ １ 基本級以上又は

低水素系溶接棒φ４ ｍ ｍ

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ３ ８ ４ １ 基本級以上

*1 *2 *4*3

*5

* 6

* 6

*5

重ね代　 １ ５ ０ ｍ ｍ ま たは１ メ ッ シュ＋５ ０ ｍ ｍ

デッ キ合成ス ラ ブ

設計・ 施工標準仕様書

（ ｇ ） 発射打込みびょ う １ 個所当り 短期せん断耐力

５ ． 早期に 載荷し たり 、 振動を 与えない。

４ ． コ ン ク リ ート 打設後初期には湿潤養生を 行い、 充分な養生期間を 設ける 。

３ ． 水セメ ン ト 比の小さ いコ ン ク リ ート を 用いる 。

２ ． 溶接金網は、 所定の位置に配する 。

１ ． デッ キ プレ ート は各溝で梁に接合する 。

（ Ｂ ） 施工上の留意点

３ ． ス パン と ス ラ ブ厚さ の比を 小さ く し 、 配筋量を 大き く する 。

２ ． ひびわれ拡大防止の ため補強筋を 設ける 。 （ 右図）

１ ． 小梁の剛性を 大き く する 。

（ Ａ ） 設計上の留意点

以下のひび割れ拡大防止の対策は、 必要に応じ て行なっ て下さ い。

デッ キプレ ート 幅方向 デッ キプレ ート ス パン方向　 溶接ピ ッ チ（ Ｐ ）

溶接方法項目

※　 左右のス パン比は原則均等と する が、 最大３ ： ２ ま でと する 。

□　 耐火構造仕様（ 詳細は下記の通り ） □　 耐火要求なし

合成ス ラ ブの設計・ 施工は（ 社） 日本鉄鋼連盟編「 デッ キプレ －ト 床構造設計・ 施工規準－２ ０ ０ ４ 」

（ 社） 日本建築学会編「 各種合成構造設計指針・ 同解説」 、 （ 社） 日本建築学会編「 建築工事標準仕

様書・ 同解説のう ちＪ Ａ Ｓ Ｓ ５ 鉄筋コ ンク リ －ト 工事及びＪ Ａ Ｓ Ｓ ６ 鉄骨工事」 、 合成ス ラ ブ工業

会編「 大臣認定・ 無被覆耐火構法　 合成ス ラ ブの設計・ 施工マニュ アル」 、 日鐵デッ キプレ－ト カ

タ ロ グ及び設計・ 施工便覧によ る。

※ス ペーサーの取り 扱いはし ており ま せん。

各メ ーカ ーへ問合せし てく ださ い。

梁耐火被覆

ス パン

（ 図１ ） コ ン ク リ ート 打設時支持ス パン のと り 方

※Ｓ 造の場合、 耐火認定上のス パン は梁芯間距離と する 。

（ 図２ ）

日鐵ス ーパーＥ デッ キ Ｅ Ｚ ５ ０ ， Ｅ Ｚ ７ ５

□　 Ｄ １ ０ －２ ０ ０ 　 　 □　 ［ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ］異 形鉄筋（ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ １ ２ ， ３ １ １ ７ ）

2

2
） ， 「 Ｌ 」 は支持長さ （ ｍ ） を 表す。

Ｗ　 ＝　 ５ ． ４ ×（ ３ ． ４ ／Ｌ ）

Ｗ　 ＝　 ５ ． ４ ×（ ２ ． ７ ／Ｌ ）
2

2

ス ー ハ゜ ー Ｅ テ ゛ ッ キ
合成デ ッ キ

EZ75

EZ50

75

600

600

50

175 125

180 120

125 175

115 185

溶接金網又は

30

30

40

150

コ ンク リ ート

耐火補強筋

30

150

普通・ 軽量）

D13 異形鉄筋

ス パン

鉄筋コ ン ク リ ート 梁（ 鉄骨鉄筋コ ンク リ ート 梁）

溶接金網又は

鉄骨梁
50

スパン

ｺﾝｸﾘ ﾄー
40

30

150 耐火補強筋

50

鉄骨梁

150

　 　 必要に応じ て行う 。

＊梁の耐火被覆は、
（ 普通・ 軽量）

D13 異形鉄筋

合成デッ キ
ス ーハ゜ ーＥ テ゛ ッ キ

（ １ ５ ０ ｍｍ以上）

２ ０ ０ ｍｍ以上

寸法は φ６ －１ ５ ０ ｘ １ ５ ０ を 示す

横筋

又（ 　 ） 内寸法はφ６ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ を 示す

30mm

溶接金網
コ ン ク リ ート

ス ーパーＥ デッ キ

異形鉄筋　 Ｄ １ ０ ＠２ ０ ０ 以下

30mm

ス ーパーＥ デッ キ

重ね代４ ５ ｄ 以上

30mm
梁へ定着： １ ５ ０ ｍｍ以上

又はＳ Ｒ Ｃ 梁

Ｒ Ｃ 梁

エンク ロ デッ キの

１ ５ ０ ｍｍ以上

異形鉄筋

梁にのみ込み： ３ ０ ｍｍ

耐火補強筋　 Ｄ １ ３

ス ーパーＥ デッ キ

溶接金網又は

30mm

30

普通コ ンク リ ート

プレ ート

デッ キ

梁型枠

小口ふさ ぎ
釘打

場合の納まり

mm

30

40

耐火補強筋

Ｒ Ｃ 梁　 又は　 Ｓ Ｒ Ｃ 梁

１ ０ ｍｍ以上

ス ーパーＥ デッ キ

溶接金網又は異形鉄筋

普通コ ン ク リ ート

１ ３ （ デッ キ各溝）

mm

mm

・ 大梁上の補強（ 例）

ひび割れ

４ ０ ０ ｍｍ以上

４ ０ ０ ｍｍ以上

例） 補強筋　 Ｄ １ ０ ＠２ ０ ０

デッ キ プレート

No． S－ 07 2025/03/31日 鐵 ス ー パ ー Ｅ デ ッ キ 設 計 ・ 施 工 標 準 仕 様 書
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角形鋼管柱･H形鋼はり 接合工法 NDコ ア設計･施工標準仕様書【 基本仕様編】

( 2) 適用する 柱およ びはり 材

部材記号

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

･建築構造用圧延鋼材( J I S G 3136)  SN400B, C

･一般構造用圧延鋼材( J I S G 3101)  SS400

･溶接構造用圧延鋼材( J I S G 3106)  SM400A, B

1. NDコ ア仕様 2. NDコ ア仕様の決め方

ND150

ND175

( 1) NDコ アの形状寸法およ び重量

外径B

152

177

部材記号

単位質量板厚t

16. 5

17. 0

公差( mm) ( mm) ( kg/m)

a) 適用する 柱材の材質およ び規格

※2　 コ ラ ム と の食い違い防止のため､NDコ アの外径Bを基準寸法と し ている ｡

202

252

22. 0

24. 0

ND300 302 29. 0

設計記号 数量( 個) ( 1) NDコ ア長さ Lの設定方法と 注意点

150～

85. 1

124

184

265

ND200

ND250

材質

※1　 設計記号は､部材記号-長さ ( mm) で記入する ｡　 ( 例) ND300-600､ND200-550

長さ ( mm) 斜め切断( 勾配)

□斜め切断　 ( 　 　 　 ) 度, 寸

□斜め切断　 ( 　 　 　 ) 度, 寸

□斜め切断　 ( 　 　 　 ) 度, 寸

□斜め切断　 ( 　 　 　 ) 度, 寸

□斜め切断　 ( 　 　 　 ) 度, 寸

t
B

B

B

B

t

ND250～ND400ND150～ND200

b) 適用する はり 材の材質およ び規格: 下記規格のH形鋼 

･建築構造用冷間成形角形鋼管　 BCR295

･一般構造用角形鋼管( J I S G 3466)  STKR400 

はり A 

はり B 

はり C 

傾斜はり ･斜め切断 

はり B, はり Cの小口基準面 10 

X 

b) はり に傾斜があ る 場合には､はり 取り 付き 部の長さ の増加を 加えてNDコ ア 長さ を設定する こ と ｡ 

　 ･平成19年国土交通省告示第593号､第594号､第595号､第596号

　 ･同「 2018年版冷間成形角形鋼管設計･施工マニュ ア ル」

　 ･平成20年5月23日施行改正建築基準法

a) NDコ ア は柱･はり 組合せ表の範囲において柱､はり に対し て､許容応力度設計､保有耐力接合条件を 満足し て

おり ､あ ら ためて接合部の検討は不要であ る ( 【 柱はり 組合せ編】 参照) ｡ 

b) NDコ ア を 用いた柱はり 接合部では､通し ダイ ア フ ラ ム形式の架構と 同様に節点を 剛と し ､柱およ びはり を 線材

置換し て､鉄骨フ レ ーム の設計を行う こ と ができ る ｡ 

c) NDコ ア を 用いた柱およ びはり 等の鉄骨フ レ ーム の設計については､下記の規基準等によ る も のと し ､通常の設計

フ ロ ーに従っ て､部材の設計､架構解析､耐力の確認等を行う ｡ただし ､ルート 3を 用いて設計を する 場合､ND

コ ア は適用範囲においてパネル崩壊と なら ないため､柱はり 耐力比から 崩壊形を 判定し て保有耐力の検討を

中間階部 柱頭部

補強プレ ート

余長≧e

余長≧e

( 1) 鉄骨製作方法

( 2) 接合方法

( 3) 柱頭部補強プレ ート 取り 付け方法

4. NDコ ア鉄骨製作要領

隅肉溶接仕様

≧9

≧6

≧12

a) NDコ ア と 柱およ びはり と の接合は鉄骨製作業者が行い､施工管理は鉄骨製作業者に属する 鉄骨製作管理技

術者が行う ｡ 鉄骨製作に関し 特に確認すべき 事項については「 NDコ ア 鉄骨加工要領書」 に示す｡ 

b) 記載なき 事項については､( 一社) 日本建築学会「 建築工事標準仕様書･同解説　 JASS6鉄骨工事」 ､同「 鉄骨工事

技術指針」 ､およ び( 一財) 日本建築セン タ ー「 2018年版冷間成形角形鋼管設計･施工マニュ ア ル」 によ る ｡ 

a) NDコ ア と 柱およ びはり フ ラ ン ジと の接合は完全溶け込み溶接と し ､NDコ ア と はり ウ ェ ブと の接合は隅肉溶接ま

たは高力ボルト 接合と する ｡

b) NDコ ア と はり の接合はNDコ ア 小口面から 余長e以上を確保し て接合する ｡余長eは別紙「 柱はり 対応表」 にて

特記の無い限り は25mmと する ｡

c) NDコ ア は､NDコ ア 小口面から 余長eを 除いた全ての部分ではり の取り 付けが可能だが､はり 外面合せの場合､

NDコ ア の角部分と 裏当て金に隙間が生じ たと き は､隙間を 溶接で埋めて本溶接を 行う 等適切に処置する ｡ 

a) 柱頭部は､NDコ ア 小口面に右表に示す仕様の補強プレ ート を 全周隅肉溶接によ り 取り 付ける ｡

b) 全周隅肉溶接は右表に示す溶接サイ ズで､490N級の溶接ワ イ ヤを用いて行う ｡ 

または 
高力ボルト 接合 

はり 下端の段差

棟部 桁部( 斜め切断)

バルコ ニー部の段差

隅柱･側柱 はり 芯が斜めの場合

5. NDコ ア納ま り 例

( 1) はり 取り 付け位置

( 3) 段違い形式はり

※) 柱頭上部の斜め切断の勾

余長≧e

余長≧e

段違い形式はり 斜め切断傾斜はり

【 NDコ ア長さ Lの採り 方例】

長さ 範囲

( mm)
69. 8

断面形状

( 2) 柱頭部仕様

寸法 板厚

( mm) ( mm)

≧9
ND200

ND250

130×130

155×155

部材記号

NDコ ア
斜め切断無し

材質: SN400A, B, C､SS400､SM400A, B, C

ND175

ND150

ND300

170×170

220×220

270×270

≧6

≧12

a) 柱頭部では､NDコ ア 小口面に下表に示す補強プレ ート を 取り 付ける こ と ｡

≧9

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

≧6

≧12

補強プレ ート 仕様

寸法 板厚

( mm) ( mm)

斜め切断有り
柱頭切断角　 最大45ﾟ

はり 傾斜角

補強プレ ート  

柱頭切断角以下 

3. 鉄骨躯体の設計方法

c) 柱頭部を 斜め切断する と ､NDコ ア 小口面の長さ が増加する ため､右図を 参考に､実状に合わせて補強プレ ー

柱頭部

□斜め切断　 ( 　 　 　 ) 度, 寸

□斜め切断　 ( 　 　 　 ) 度, 寸

□斜め切断　 ( 　 　 　 ) 度, 寸

d) NDコ ア と はり と の接合の際､NDコ ア製作時の溶接余盛と はり が接触する 場合は､グ ラ イ ン ダで平滑に仕上る

等適切に処置する ｡

ト を 準備する ｡ 

余長≧e( はり C)

余長≧e( はり C)

余長≧e( はり B)  

余長≧e( はり B)  余長≧e( はり A)  

余長≧e( はり A)  

PL

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

行う ｡

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

ま たは 

高力ボルト 接合 

寸法 板厚※

( mm) ( mm)

≧9
ND200

ND250

130×130

155×155

部材記号

NDコ ア
斜め切断無し

材質: SN400A, B, C､SS400､SM400A, B, C

ND175

ND150

ND300

170×170

220×220

270×270

≧6

≧12

≧9

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

≧6

≧12

補強プレ ート 取り 付け 仕様

寸法 板厚※

( mm) ( mm)

斜め切断有り

溶接サイ ズ

( mm)

ルート 1-1

ルート 1-2

ルート 2

通し ダ イ アフ ラ ム 形式のBCR295と 同様にフ レ ーム

ただし ､NDコ ア 使用部においてパネル崩壊が生じ な

いため､柱･はり 耐力から 崩壊形を 判定し て､フ レ ー

ム 設計を 行う ｡

崩壊形の判定に影響し ない､柱頭部について は､

特別な 検討は不要であ る ｡

ルート 3

( 5) 柱頭部

陸屋根 桁部

( 2) 一般部

一般部

( 6) デッ キ プレ ート 納ま り

( 7) NDコ ア と 屋根用かさ 上げ材の納ま り

( 8) 補強プレ ート ど ぶ付けめっ き 用開口

デッ キ受け材( 板厚6mm以上)

･通し ダイ ア フ ラ ム が無い た め､デッ キ

受けを 取付けて 対応する ｡

･受け材の板厚は6mm以上と する ｡

･デッ キ プレ ート の 乗せ代は､デッ キ の

規基準等に従う ｡

かさ 上げ材切欠き 余長を 大き く 取る 補強プレ ート を厚く する 場合

かさ 上げ材切欠き 補強プレート 厚肉化

余長大

※開口位置･大き さ について は､ど ぶ付け めっ き メ ーカ ーと 相談し て 決める こ と が望ま し い ｡

中央大+4隅小 4隅大

※開口を 設け る 場合は､断面欠損を 考慮し ､板厚を 割増すこ と が 望ま し い｡

( 4) ス ロ ープ

ス ロ ープ部

中柱 中柱 ( 柱径=はり 幅)

･本仕様書は別紙「 NDコ ア 設計･施工標準仕様書【 柱･はり 組合せ編】 」 と 合わせて 使用

･本仕様書に記載の無い事項は､「 NDコ ア カ タ ロ グ 」 の他､日本建築学会「 建築工事標準

書･同解説　 J ASS6鉄骨工事」 ( 一財) 日本建築セン タ ー「 2018年版冷間成形角形鋼管

設計･施工マニ ュ ア ル」 およ び関連規基準に従う こ と ｡

する こ と ｡

端あ
き

端あ
き

端あき はND150･ND175で10mm､

ND200･ND250･ND300で15mm程度

設計が可能｡

通し ダ イ アフ ラ ム 形式のBCR295と 同様にフ レ ーム

設計が可能｡

※1

※2 ※4※5※3

※3　 NDコ アの長さ は1. 0mmピッ チで対応｡

ND400 402 38. 6 470

+2. 0 
-2. 0 

ND350 310×310 310×PL

ND350 310×310 310×PL

+3. 0
-0 

※5　 NDコ アの角部に突起が生じ てはり と 干渉する 場合､はり 取付時にグラ イ ン ダで仕上げを する など適切に処置する こ と ｡

※　 角落ち 防止のた め ､板厚は1サイ ズ ア ッ プを 推奨する ｡

    ( 斜め切断は一方向のみと し ､部分切断は不可)

≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL
ND350･ND400で20mm程度

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

ND350 352 33. 8 360

≧16≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL

※6　 SN490B-ND 日本産業規格JI S G 3136( 建築構造用圧延鋼材) 2012の9形状､寸法､質量およ びその許容差には 

示さ れる SN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質

e) NDコ ア は厚肉鋼管のため角形鋼管柱よ り 剛性が大き い特徴があ り ま す｡層に占める NDコ ア 全長の割合が大き い場合､曲げ　

と せん断力の比率に応じ ､柱の変形性能が変わり ま す｡そのため評定CBLSS08-19の適用範囲において柱せん断ス パン 比は

2. 5以上､NDコ ア の長さ は1500mm以下と なっ ており ま す｡

余長≧e(はり C)

はり A 

はり B 
はり C 

余長≧e( はり A)  

段差はり  

余長≧e( はり A)  余長≧e( はり B)  

余長≧e( はり B)  

余長≧e(はり C)

CL/( 2×D) ≧2. 5

NDL≦1500

CL: 角形鋼管柱の長さ ( mm)

D: 角形鋼管柱の 外径( mm)

D

NDL: NDコ ア の長さ ( mm)

NDL≦1500

NDL: NDコ ア の長さ ( mm)

≧l ( はり C)

かつ
≧l ( はり B)

≧l ( はり C)

≧l ( はり A) かつ

≧l ( はり B) かつ

≧l ( はり C)

≧l ( はり B) かつ

≧l ( はり A) かつ

a) NDコ ア の長さ Lは､取付く 各はり ( 最大で4方向) 全てに対し て､最小余長eを 確保し ､かつ最小長さ l 以上と なる よ う にする 。

c) 柱頭部上部を 斜め切断仕様と する 場合は､それぞれの接合面に対応する 小口において､最小余長e､最小長さ l を確保する 。

最小余長e､最小長さ l は柱はり の組合わせで決ま っている 寸法であ り 「 設計・ 施工標準仕様書【 柱はり 組合せ編】 」 を 参照する 。

小口が傾斜し ている 面では､低い位置を 基準と し て最小余長e､最小長さ l を確保する 。

適合し ていないが､当該JI Sに

10外観､11試験､12検査､13再検査の各規定に適合し ている ｡
L≧l L≧l L≧lL≧l

d) 柱頭部の斜め切断の勾配は45ﾟ ( 10寸勾配) 以下と する ｡( 斜め切断は一方向のみと し ､部分切断は不可) 　

b) 柱頭部を 斜め切断する 場合は､片流れの切断と し ､切断角度は45ﾟ 以下と する ｡

配は45ﾟ 以下と する こ と

※4　 NDコ ア側面には溶接ビード の盛り 上がり がある ため､はり 取付時はグラ イ ンダで仕上げをする かも し く ははり ウ ェ ブを切り 欠く など適切に処置する こ と

※7　 NDコ アの表面に錆が発生し ている こ と があり ま す｡はり と の溶接時に支障と なる 錆は除去し て下さ い｡

　 ･ ( 一財) 日本建築セン タ ー「 2020年版建築物の構造関係技術基準解説書」

※6

SN490B-ND 

が望ま し い｡ 

c) ど ぶ付けめっ き のため補強プレ ート に開口を 設ける 場合は､断面欠損を 考慮し ､板厚を 割増すこ と

550

725

825

ND300-550

ND300-725

ND300-825

1

1

1

※は施工図参照

2025/03/31
角 形 鋼 管 柱 ・ Ｈ 形 鋼 は り 接 合 工 法  
Ｎ Ｄ コ ア 設 計 ・ 施 工 標 準 仕 様 書 【 基 本 仕 様 編 】
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･本紙は､「 NDコ ア 設計･施工標準仕様書【 基本仕様編】 」 およ び「 ND

コ ア 設計･施工標準仕様書【 柱･はり 組合せ編】 」 と 合わ せて 使用す

る こ と ｡

275

326    45

150

302

225

250

150 150 150

200 200 200 200

250 225

175175175175

1. 表の見方

4-1. ND150～ND200

広幅

中幅

広幅

150 150 150 150 150 150 150 150 150 155 150

190 175 198 175 180

244

294

344

150

175

210

250

柱

NDコ ア

径( 材質)

板厚

ND150 ND175

□175( BCR295)□150( STKR400)□150( BCR295)

6 9 12

e

6 9 12 6 9 12 6 9 12 6

212 198 198 217 198 198 217 198 230 198 198

150

205

e e e e e e e e e e e e

※最小余長eに記載の無い場合は25mmと する ｡記載がある 場合は､数値以上の余長を確保する ｡

NG NG
NG NG

NG NG
NG NG

※表中のNG範囲は適用不可｡斜線部分は個別に検討が必要なので問い合わせ下さ い｡

最小長さ ｌ 最小余長ｅ

4. NDコ ア最小長さ ｌ と 余長ｅ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌｌｌ

290   35

294    294 294    294 304

213   35 220   35 265   70 235   45 270   70 245   55

316    35

243   35 250   30

ND400

余長≧e 

はり

余長≧e

はり A

余長≧e( はり A)

はり B

余長≧e( はり A)  

余長≧e( はり B)  

余長≧e( はり B)  

NDコ ア
NDコ ア

3. 注意点

2. NDコ アの形状およ び寸法

B

ND150

ND175

外径B

152

部材記号

板厚t

16. 5

17. 0

公差( mm) ( mm)

202
252

22. 0

24. 0
ND300 302 29. 0

ND200
ND250

材質

t
B

B B

t

ND250～ND400ND150～ND200

+2. 0 
-2. 0 

長さ 範囲 断面形状※2 ※4※5

ND350 352 33. 8

150～

公差( mm)

+3. 0 
-0 

単位質量

( kg/m)

85. 1
124

184
265

69. 8

360

※3

402 38. 6 470

L≧ｌ

L≧l （ はり Ｂ ）

L≧l （ はり Ａ ） かつ

177

角形鋼管柱 角形鋼管柱

198

244

335

344

310

400

294

380

294

344

390 390 390

198 198 198

244 244 244

中幅

4-2. ND250～ND350

柱

NDコ ア

径( 材質)

板厚 6 12 16

e

9

e e eｌ ｌ ｌ ｌ最小長さ l  最小余長ｅ

492    75

244 244

336 305

344 344

150 150

175 175

200 200

280 250

9 12

198 198

e e

NG

NG

ｌ ｌ

350   70 330   60

244

294

344

150

175

215

225

250

6

ND200

198

eｌ

244 244

294 320

344 344

150 150

175 175

200 200

265

255

9 12

198 198

e eｌ ｌ

285   30

345   65

310

225

275

350

401     50

430     35 510   105

357 300

350 350 430 510   105

345

510   105

150 150 150 150

200 200 200 200

275 260 235

280

150

200

262

150

200

250

150

200

250

150

200

283

150

200

268

150

200

250

150

200

250

150

200

250

150

200

510   105

638

175

638638638638638638638

175175175175175175175175175175175 175

225 225 225 225 225 225 225 225 225

325 300 300 300 353

350

340 305 300

150

200

150

200

250

150

200

250

150

200

250

150

200

150

200

150

200

250

150

200

250

150

200

387

638638638638638638638638638

175175175175175175175175175

225 225 225 225 225 225 225 225 225

348315

250

150

200

638

175

225

300

380

250

150

200

638

175

225

742742742742742742742742742 742

750750750750750750750750750 750

842842842842842842842842842 842

850850850850850850850850850 850

940940940940940940940940940 940

950950950950950950950950950 950

742742742742742742742742742 742

750750750750750750750750750 750

842842842842842842842842842 842

850850850850850850850850850 850

940940940940940940940940940 940

950950950950950950950950950 950

644

962

644 644 644 644 644 644 644 644 644

962 962 962 962 962 962 962 962 962

250 250 250 250

400 400 400 585   110

NG NG

NG

NGNG

325    40 315    30

385    30 387    35

465    75

410    55 396    45

485    90 425    30465    70

377    35

470    60 475    60 440    40 412    35

294

344

320

344

300

394

294

354 370

390

440

490

353

460

440

490

344

440

490

344

435

490

344

390

358

390

440

490

344

440

455

440

422

440

430

505

532 532

538

490 490 490490

198 198 198 198

244 244 244 244

198 198 198 198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 294 294 294 294 294 294 294 294

532 532532532 532532 532

538538538538538538538538

390390 390 390 407

440

490

390

490

390 390

488

435

445

560

420

440

490

390

440

390

515

555

510490

198 198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 294 294 294 294 294 294

532 532532 532570 532532 532

538538538538590538538

344

395

525

198

244

294

532

538

344 344

390

480

532

595

198

244

294

344 344 344 344 344 344 344 344 344 344

ND300

□300( STKR400)□300( BCR295)□250( STKR400)

6 12 169 6 12 169 6 12 16919 19

ND350

□350( BCR295)

12 169 12 16919 1922 22

e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e

525    

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

625    70 595    60

542    60575    90 560    85

470    35

565    70

640    90

603    35

605    65

635    40

632

638

632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632

NG

･柱材: BCR295およ びSTKR400の冷間ロ ール成形角形鋼管

･はり 材: 400N級( SS400､SM400､SN400B･C等) のJI S G 3192記載のH形鋼

･NDコ ア長さ L: NDコ ア の長さ

･最小長さ ｌ ： 柱はり 組合せで決ま る NDコ ア の最小長さ

･余長: NDコ ア小口面から  はり フ ラ ン ジ 端面ま での距離

･最小余長e: 確保する 余長の最小値

･組合せ表の最小長さ ｌ 、 最小余長ｅ は、 はり の短期降伏耐力を はり 全断面を 有効と し て設定し ている 。
･NDコ アの標準的な 納ま り 等は､｢NDコ ア設計･施工標準仕様書【 基本仕様編】 ｣に記載し ている ｡

※1

※1　 記載の無い場合は25mmと する ｡記載があ る 場合､数値以上の余長を 確保する ｡

※2　 コ ラ ム と の食い違い防止のた め､NDコ アの外径Bを 基準寸法と し ている ｡

※3　 NDコ ア の長さ は1. 0mmピ ッ チで対応｡

※6　 SN490B-ND 日本産業規格J I S G 3136( 建築構造用圧延鋼材) 2012の9形状､寸法､質量およ びその許容差には 
示さ れる SN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質当該JI Sに

各規定に適合し ている ｡

※4　 NDコ ア 側面には溶接ビ ード の盛り 上がり がある ため､はり 取付時はグラ イ ン ダで仕上げを する か､も し く ははり ウ ェ ブを

※5　 NDコ ア の角部に突起が生じ て はり と 干渉する 場合､はり 取付時にグ ラ イ ン ダで仕上げを する な ど 適切に処置する こ と ｡
適合し ていないが

10外観､11試験､12検査､13再検査の

･NDコ アの表面に錆が発生し ている こ と があり ま す｡はり と の溶接時に支障と なる 錆は除去し て 下さ い｡

使用する 柱( 横軸) ､はり ( 縦軸) を 選択し ､NDコ アの必要最小長さ ｌ と 余長の必要最小寸法ｅ 　 を 確認する

　 　 　 切り 欠く など 適切に処置する こ と ｡

□175( STKR400) □200( BCR295) □200( STKR400)

□250( BCR295)

はり

はり

はり

はり

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-100×100×6×8

H-125×125×6. 5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7. 5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-350×350×12×19

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-100×100×6×8

H-125×125×6. 5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7. 5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-350×350×12×19

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-148×100×6×9

H-100×100×6×8

H-125×125×6. 5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7. 5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-350×350×12×19

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-582×300×12×17

H-100×100×6×8

H-125×125×6. 5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7. 5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-350×350×12×19

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-582×300×12×17

NG

NG

ND250

□350( STKR400)

NG

NG

NG

NG

480

角形鋼管柱･H形鋼はり 接合工法

( 財) ベタ ーリ ビ ン グ評定　 CBL SS008-19( 令和2年3月31日付)

NDコ ア設計･施工標準仕様書  【 柱･はり 組合せ編･別表  2/3 はり 中広幅】

SN490B-ND 
※6

590    95

2025/03/31角 形 鋼 管 柱 ・ H形 鋼 は り 接 合 工 法 　 Ｎ Ｄ コ ア 設 計 ・ 　
施 工 標 準 仕 様 書 【 柱 ・ は り 組 合 せ 編 ・ 別 表 2/2  は り 中 幅 】
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ト リ プルプレ ート ジョ イ ン ト （ Ｔ ・ Ｐ 　 Ｊ Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ 接続プレ ート ・ 嵌合方式無溶接継手） の特記仕様書

１ ． ト リ プルプレ ート ジョ イ ント の概要
　 1) 構造概要
　 　 本無溶接継手は、 図－1に示すよ う に、 端板、 側板、 接続プレ ート 及び接続ボルト から 構成
　 　 さ れている 。

　 　 　 杭体の継手金具は、 側板と 端板から なり 、 側板は、 接続プレ ート のボルト 孔に対応し たネジ
　 　 穴が切ら れ、 下杭に上杭を 合わせた時に、 接続プレ ート の形状に嵌合する 突起が形成さ れた形

　 　 状と なっ ている 。
　 　 　 接続プレ ート は、 側板の突起と 嵌合する 凹形の形状と なっ ており 、 側板のネジ穴に接続ボル
　 　 ト を 取り 付ける こ と によ り 凸凹を 嵌合し 、 こ の嵌合部によ り 杭に作用する 応力を 伝達する 。 尚、
　 　 接続ボルト は、 杭に引張力が作用し た時の接続プレ ート の離脱防止の役目を し ている 。

２ ． 評定事項

1) 適用杭径　 　 ３ ０ ０ ～１ ２ ０ ０ mm
2) 適用杭種
　 　 ①遠心力鉄筋コ ン ク リ ート 杭
　 　 ②振動詰め鉄筋コ ン ク リ ート 杭
　 　 ③外殻鋼管付き コ ン ク リ ート 杭
　 　 ④プレ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ート 杭

3) 杭の使用条件
　 当該杭に使用する 継手の性能は杭に作用する 軸力の範囲内において、 杭本体の性能を 上回

　 　 ⑤遠心力高強度プレ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ート 杭ま たはこ れに類する 杭
　 　 ※上記①～⑤は平成13年国土交通省告示第1113号第8第1項第六号の規定によ り 許容応力
　 　 　 度を 定めた杭を 含む。

　 る こ と 。 なお、 継手の性能が一部の軸力の範囲で杭の性能を 下回る 場合でも 、 継手の曲げ
　 耐力と せん断耐力が、 継手部分に作用する 曲げモーメ ン ト と せん断檀力を 上回る こ と を 確
　 かめた場合には使用する こ と が出来る 。
　 　 杭本体（ 補強バン ド およ び側板と 溶接部を 含む） の性能は、 各評定申込者（ パイ ルメ ー
　 カー） の検討によ る も のと する 。
4) 適用工法

　 　 ②埋込み杭工法（ 杭径３ ０ ０ ～１ ２ ０ ０ mm）
　 　 ①打込み杭工法（ 杭径３ ０ ０ ～６ ０ ０ mm）

1. 適用範囲

2. 継手の性能
　 1) 継手の性能は、 本申清書の設計基準にし たがっ て設計し た性能と する 。
　 2) 継手によ る 杭体の許容圧縮軸力方向の低減率は0％と する 。

　 　 デルと する 。
　 3) 継手によ る 本体の許容引張軸方向力の有効率の算定方法のう ち、 端板の計算方法は梁モ

３ ． 継手の仕様・ 構造
　 本継手は、 ３ 分割さ れた接続プレ ート と 接続ボルト 及び端部金具（ 端板と 側板） から 構成さ れ

４ ． ト リ プルプレ ート ジョ イ ン ト の施工方法
ト リ プルプレ ート ジョ イ ント の評定番号　 Ｂ Ｃ Ｊ 評定Ｆ Ｄ ０ １ ８ ３ －０ ８

※代表的なPHCについて記載し ま し た他の杭についてはメ ーカ ーにお問い合わせ下さ い。

ている 。 こ の構成部材の形状寸法を 図－２ 及び表－１ に示す。

表－１

図－２

No． S－ 07C 2025/03/31ト リ プ ル プ レ ー ト ジ ョ イ ン ト 特 記 仕 様 書
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30～ 40mmの 礫も 見ら れる 。

深 度 3. 7m付 近 、 コ ア 長 80mmの 玉
石 点 在 。

深 度 6. 7～ 7.1m間 、 礫 の 混 入 多
く 、 コ ア 長 100mmの 玉 石 が 点 在 す
る 。

礫
混
じ

り

粘

性
土

茶

褐

軟
ら
か
い

φ 2～ 50mmの 礫 を 主 体 。 風 化 礫を
少 量 混じ る 。

礫間 は 砂 混じ り 粘 性 土 か ら な る 。

玉 石 は コ ア 長 50～ 100mmの 短 棒 状
コ ア で 10～ 30%採 取 。 深 度 8. 8m付
近 、 逸 水 多 い 。

玉石混じ
り 粘性土
質砂礫

灰

褐
密
な

コ ア 長 50～ 300mm程 度 の 棒 状 で 採
取さ れる 玉 石 主 体 で 、 未 風 化 が

多く 、 ハン マ ー の 中 ～ 強 打 で 割
れる 。

礫は 大 小さ ま ざ ま で 、 風 化 礫 が
多 い 。

玉 石 礫間 は 粘 性 土 質 砂 で 、 指 圧
で 潰 れる 程 度 に 軽く 固 結し て い

る 。

12m～ 14.5m間 は 、 玉 石 の 混 入 が

減 少し 、 粘 性 土 質 砂 礫 が 多 い 。

全 体 に 少 量 の 逸 水 を 伴う 。

孔 壁 は 比 較 的自 立 す る 。

砂
質

土
混
じ

り

礫
玉
石

灰

褐

中
ぐ

ら
い

～

非
常
に

密
な

完

新
世

孔

内

水

位

( m)
／

測

定

月

日

11. 50
12/10

標 準 貫 入 試 験

深

度

( m)

1. 15

1. 45

2. 15

2. 45

3. 15

3. 50

4. 15

4. 45

5. 15

5. 50

6. 15

6. 50

7. 15

7. 45

8. 15

8. 45

9. 15

9. 45

10. 05

10. 10

11. 00

11. 05

12. 15

12. 45

13. 15

13. 40

14. 15

14. 45

15. 05

15. 25

16. 00

16. 09

17. 05

17. 25

18. 05
18. 10

18. 10

10cmご と の

打 撃 回 数

0

～

10

2

2

1

15

2

1

15

1

15

1

1
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5
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16

35
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5
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～

20

2

2

1

1

1

1
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1

1

5
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7
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～
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1

2

1

1

1

1

8

1

7
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8

30

5

18

打
撃
回

数

/
貫
入
量

( cm)

5

30

6

30

3

35

4

30

3

35

3

35

3

30

9

30
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5
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5
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30

60
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60

9

60

20

60

5
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深

度
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試 験 名

お よ び 結 果

試 料 採 取

深

度
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12. 15

12. 45

試

料

番

号
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採

取

方

法

○-

室
内
試
験

(
)

粒度試
験( ふる
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進
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日
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6
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構造設計担当者

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号
203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号

構造設計一級建築士　 第 2051 号

7864

（ 株） 永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直
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調 査 名 消 防 団 第 四 分 団 詰 所 事 業 に 係 る 設 計 等 の う ち 地 質 調 査 業 務

事 業 ・ 工 事 名

ボ ー リ ン グ 名 No . 4 調 査 位 置 熱 海 市 伊 豆 山 字 引 地 4 6 7 - 1 北 緯 3 5 ° 6 ’ 5 1 . 9 ”

東 経 1 3 9 ° 4 ’ 5 1 . 2 ”発 注 機 関 熱 海 市 調 査 期 間 2025年 2月 7日 ～ 2025年 2月 10日

調 査 業 者 名
若 林 建 築 設 計 事 務 所

電話 ( 0 5 5 5 - 2 2 - 5 5 1 4 )

主 任 技 師 若 林 直
現 場

代 理 人
若 林 直

コ ア

鑑 定 者
杉 山 雅 洋

ボ リー ン グ

責 任 者
杉 山 雅 洋

孔 口 標 高 ST5
-0. 11m

角

度

180°

0°

90°
上

下

0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤

勾

配 90°

水平
0°鉛

直

0°

使

用

機

種

試 錐 機 KR - 1 0 0
ハ ン マ ー

落 下 用 具
半 自 動 落 下

エ ン ジ ン T F 7 0 V- E ポ ン プ V- 5総 掘 進 長
 17. 07m

ボ ー リ ン グ No4

シ ー ト No 2024111304

標

尺

( m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

標

高

( m)

-3. 11

-6. 26

-8. 91

-10. 81

-12. 01

-14. 71

-17. 18

層

厚

( m)

3. 00

3. 15

2. 65

1. 90

1. 20

2. 70

2. 47

深

度

( m)

3. 00

6. 15

8. 80

10. 70

11. 90

14. 60

17. 07

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0. 05c mま で 、 ア ス フ ァ ル ト 。 5c m砕

石 。 深 度 0. 75mま で 、 礫 混 じ り 粘 性

土 。 φ 2～ 20mmの 礫 を 混 入 。 以 深 、 土

壌 改 良 地 盤 。

盛

土

(

礫
混

じ

り

粘
性

土

)

暗

灰

～

茶

褐

～

淡

灰

火 山 灰 質 粘 性 土 を 主 体 。 φ 3～ 10mm
の 礫 を 少 量 混 入 。

深 度 4. 40m以 深 、 φ 75～ コ ア 長 100mm
の 玉 石 を 点 在 。

深 度 5. 30mよ り 砂 質 を 帯 び る 。

全 体 に 崩 積 土 状

礫

混

じ

り

粘

性

土

茶

褐

～

暗

褐

φ 2～ コ ア 長 200mmの 礫 玉 石 を 主 体 。

礫 玉 石 間 は 細 砂 混 じ り 粘 性 土 を 充 填

す る 。 逸 水 あ り 。

粘

性

土

混

じ

り

礫

玉

石

暗

灰

～

暗

褐

粗 砂 を 主 体 。 粘 性 土 を 多 く 混 入 す

る 。 φ 2～ 30mmの 礫 を 少 量 混 入 。

深 度 10m付 近 は コ ア 長 100mmの 玉 石 点

在 。

礫混じ り
粘性土質
砂

灰

茶

褐

火 山 灰 質 粘 性 土 を 主 体 。 φ 3～ 30mm
の 礫 を 少 量 混 入 。

下 部 は 砂 質 を 帯 び る 。

礫混じ り
粘性土

茶

褐

φ 2～ φ 75～ コ ア 長 200mmの 礫 玉 石 を

主 体 。 砂 質 粘 性 土 を 挟 む 。

砂

質

土

混

じ

り

礫

玉

石

暗

褐

～

暗

灰

φ 2～ 40mmの 礫 を 主 体 。 礫 間 に 粗 砂

を 主 体 と し た 粘 性 土 質 砂 を 充 填 す

る 。

16. 00m付 近 よ り コ ア 長 75～ 200mmの

玉 石 の 混 入 多 く な る 。

玉石混じ
り 粘性土
質砂礫

暗

灰

～

暗

褐

孔

内

水

位

( m)
／

測

定

月

日

11. 50

2/10

標 準 貫 入 試 験

深

度

( m)

1. 15

1. 45

2. 15

2. 45

3. 15

3. 45

4. 15

4. 45

5. 15

5. 17

6. 15

6. 45

7. 05

7. 08

8. 00

8. 02

9. 15

9. 45

10. 15

10. 23

11. 15

11. 45

12. 05

12. 10

13. 00

13. 03

14. 05

14. 12

15. 15

15. 32

16. 00

16. 03

17. 05

17. 07

10cmご と の

打 撃 回 数
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～
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1
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打

撃
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/
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量

( cm)

43
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31

30

3

30
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60

2

30

30
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3

60
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30

60
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5
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3

60

7

60

17

60

3

60

2
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31
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900. 0

30
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900. 0

20

225. 0
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360. 0

600. 0

257. 1

105. 9

600. 0

900. 0

原 位 置 試 験

深

度

( m)

試 験 名

お よ び 結 果

試 料 採 取

深

度

( m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

(
)

掘

進

月

日

2

7

2

8

2

10

ボ ーリ ン グ 柱状図

調 査 名 消 防 団 第 四 分 団 詰 所 事 業 に 係 る 設 計 等 の う ち 地 質 調 査 業 務

事 業 ・ 工 事 名

ボ ー リ ン グ 名 No . 5 調 査 位 置 熱 海 市 伊 豆 山 字 引 地 4 6 7 - 1 北 緯 3 5 ° 6 ’ 5 2 . 0 ”

東 経 1 3 9 ° 4 ’ 5 0 . 7 ”発 注 機 関 熱 海 市 調 査 期 間 2025年 2月 10日 ～ 2025年 2月 11日

調 査 業 者 名
若 林 建 築 設 計 事 務 所

電話 ( 0 5 5 - 9 2 1 - 4 8 8 8 )

主 任 技 師 若 林 直
現 場

代 理 人
若 林 直

コ ア

鑑 定 者
杉 山 雅 洋

ボ リー ン グ

責 任 者
杉 山 雅

孔 口 標 高 ST5
-0. 09m

角

度

180°

0°

90°
上

下

0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤

勾

配 90°

水平
0°鉛

直

0°

使

用

機

種

試 錐 機 KR - 1 0 0
ハ ン マ ー

落 下 用 具
半 自 動 落 下

エ ン ジ ン T F 7 0 V- E ポ ン プ V- 5総 掘 進 長
 16. 05m

ボ ー リ ン グ No 5

シ ー ト No 2024111305

標

尺

( m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

標

高

( m)

-2. 59

-5. 79

-8. 54

-10. 69

-16. 14

層

厚

( m)

2. 50

3. 20

2. 75

2. 15

5. 45

深

度

( m)

2. 50

5. 70

8. 45

10. 60

16. 05

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

ア ス フ ァ ル ト 0. 05c m。 砕 石 5c m。 火 山

灰 質 粘 性 土 を 主 体 。

深 度 1. 70m付 近 は 、 φ 50mmの 礫 を 点

在 。 全 体 に 崩 積 土 。

φ 2～ 20mmの 礫 を 混 入 。

盛土( 礫
混じ り 粘
性土）

火 山 灰 質 粘 性 土 を 主 体 。 含 水 多 い 。

φ 2～ 15mmの 礫 を 混 入 。

礫

混

じ

り

粘

性

土

暗

灰

～

茶

褐

～

暗

茶

褐

火 山 灰 質 粘 性 土 。

全 体 に 砂 質 性 あ り 。 φ 2～ 10mmの 風

化 礫 を 混 入 す る 。

6. 3m付 近 、 軽 石 質 粘 性 土 。

礫

混

じ

り

粘

性

土

黄

茶

灰

～

暗

茶

褐

砂 質 粘 性 土 を 主 体 。 細 砂 混 入 。 φ 3～

30mmの 礫 を 少 量 混 入 。

指 圧 で 割 れ る 程 度 に 固 結 す る 。

礫混じ り
砂質粘性
土

茶

褐

～

暗

褐

φ 20～ コ ア 長 200mmの 礫 玉 石 を 主 体 。

礫 玉 石 間 は 砂 質 土 を 充 填 す る 。

砂

質

土

混

じ

り

礫

玉

石

暗

褐

～

暗

灰

孔

内

水

位

( m)
／

測

定

月

日

11. 50

2/11

標 準 貫 入 試 験

深

度

( m)

1. 15

1. 45

2. 15

2. 45

3. 15

3. 47

4. 15

4. 45

5. 15

5. 48

6. 15

6. 45

7. 15

7. 45

8. 15

8. 45

9. 15

9. 45

10. 15

10. 45

11. 00

11. 03

12. 05

12. 12

13. 00

13. 02

14. 05

14. 08

15. 00

15. 04

16. 00

16. 05

10cmご と の

打 撃 回 数
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14
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1
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1
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1

7

1
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～

30

2

2

3
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1

9
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4
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打

撃
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数

/
貫

入

量

( cm)
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30

21

30

2
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5
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3
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30

11
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13
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30
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3
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5
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度
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試 験 名

お よ び 結 果

試 料 採 取
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度

( m)

試

料
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採

取

方

法
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内

試

験

(
)
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進
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基礎芯基礎芯

X1 X2

基礎芯基礎芯

永田芳博

構造設計担当者

永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号
構造設計一級建築士　 第 2051 号

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号7604

事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 100 No． S－ 09杭 ・ 基 礎 伏 図

F3

F2

P3

P2

特記無き 限り

２ ． 基礎梁上端＝GL-200

１ ． 設計GL=KBM-150

特記無き 限り

１ ． 設計GL=KBM-150

４ ． 杭施工前に事前掘削の上、 杭長を 確定さ せる 。

▽
道

路
境

界
線

▽
道

路
境

界
線

３ ． 杭施工偏心100mmを 超える 場合は監理者と 協議する こ と

２ ． 杭天端＝GL-1, 300

３ ． 基礎下端＝GL-1, 800( 杭径飲込)

P4

P5

F4

F5

杭　 径符　 号記 号 長期杭支持力 杭 全 長 杭　 種　 ・ 　 杭　 長

500

500

1, 100 kN

1, 100 kN 1

P1, P2

P3
下　 杭

上　 杭 - -
10. 0m

10. 0m

2， 1
下　 杭

上　 杭

7. 0m
14. 0m

7. 0mCPRC( Ⅰ種)

PHC( A 種)

CPRC( Ⅲ 種)

本数 合計本数

6

500 1, 100 kN
下　 杭

上　 杭

PHC( A 種)
12. 0m

6. 0m

6. 0m

500 1, 100 kN
下　 杭

上　 杭 CPRC( Ⅰ種)

PHC( A 種)
12. 0m

6. 0m

6. 0m

1

1

CPRC( Ⅱ種)
P4

P5

2025/03/31

2
30

7,
52

5
6,

01
5

14
,0

00

23
01,

25
0

2
30

7,
52

5
6,

01
5

14
,0

00

23
01,

25
0

230 2306, 540

7, 000

230 2306, 540

7, 000 1, 4501, 450



F
G1

F
G1

土間コ ン ク リ －ト

D13@200ダブル

t =150

土間下表層改良

30kN/㎡

土間下は表層地盤改良を 行い、 f e>30kN/㎡以上を 確保する こ と 。

２ ． 　 　 　 印は土間コ ン ク リ ート を 示す。

３ ． *印寸法は、 施工図にて決定する こ と

特記無き 限り

永田芳博

構造設計担当者

永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号
構造設計一級建築士　 第 2051 号

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号7604

C3012
FG1

C3012

1階伏図 S=1/100

X1 X2

柱芯柱芯

S=1/100

X1 X2

2階伏図

特記無き 限り

２ ． 　 　 印はﾃ゙ ｯｷ敷き 込み方向を 示す

１ ． 鉄骨梁天端は2SL-130

(   ) 内数値は2SLから の鉄骨天端を 示す。

柱
芯

Y1

Y2

Y3

柱
芯

柱
芯

F
G1

FG1

FC
B
1

C3012C3012

C3012 C3012

真北

FC
G
1

FCB1

FB
1

FB1

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FCG1

Y1

Y2

Y3

G390

真北

C2512

C2512

G3
9
0(

-4
05

)

b1

b1
b1

b1

G390( -405)

C2512G390

ササラ 板
PL-300x19

中ボルト 2-M16　 GPL-6

G3
90

(-
40

5)

C2512

C2512

C2512

B3
9(

-4
05

)

B2
9
Z(

-6
05

)

-475

B29Z
( -485)

事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 100 No． S－ 10

CG30Z( -605)

CG30Z( -605)

B24Z

B2
4Z

CG30Z
( レ ベルは意匠図
参照）

CG30Z
( レ ベルは意匠図

参照） S15

b3

b3

PL-300x19Z

ササラ 板
PL-300x12Z

F
G2

FG2

B29A( -405)

B29A( -405) B29A( -405)

B29A( -405)

B29A B29A

b1 b1

B29A B29A

G3
90

G3
90

B3
90

３ ． 　 　 印は剛接合と する

４ ． ｵー ﾊ゙ ｽーﾗｲﾃ゙ ｨﾝｸﾞ ﾄﾞ ｱ受材については

　 　 別途意匠図参照と する 。

B29A B29A

b1 b1

b3 b3

▽
道

路
境

界
線

P150Z

P150Z

１ ． 土間コ ン ク リ －ト 上端は意匠図参照と する 。

アルミ
既成庇

吊材位置に補強材
H-200x200x8x12( 横使い)
HTB2-M16 GPL-9を 設ける
※詳細は意匠図参照と する

2025/03/31各 階 伏 図
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事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 100

Y2

Y3

X1 X2

真北

G2
9
4

G2
9
4

G3
0

G3
0

C1006

B2
9
4

B294

B2
9

B24

B24 B24

真北

B2
9
4

Y2

B2
0

B2
0

Y1

X1 X2

Y2

Y1

S=1/100PH屋根伏図

X1 X2

C1006

B20

B24

B1
5

B1
5

S=1/100屋根伏図 S=1/100PH階伏図

特記無き 限り特記無き 限り

１ ． 床面は木下地と する 。

B24 B24

B24

永田芳博

構造設計担当者

永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号
構造設計一級建築士　 第 2051 号

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号7604

No． S－ 11

B15

b
2

b
2

b2 b2

b
2

b
2

b2 b2

b3 b3

b3 b3

b3 b3

C1006C1006

B20

G294

G30

G30

B2
9

水
平

ブ
レ

ー
ス

HV
1　

1-
M1

6

PH屋根根太
C-100x50x20x2. 3@455

Y1

根太
C-100x50x20x2. 3@455

V1　 1-M16

V
1　

1-
M1

6

V
1　

1-
M1

6

V1　 1-M16

V1 V1

V1

V1

B24

2025/03/31屋 根 ・ PH階 屋 根 伏 図
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永田芳博

構造設計担当者

永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号
一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号7604

軸 組 図 ( 1) No． S－ 12

S=1/100

X1 X2

柱芯柱芯

Y1通り 軸組図

BPL下端

鉄骨天端

2SL

GL

G390

C2512 C2512

S=1/100

X1 X2

柱芯柱芯

BPL下端

鉄骨天端

2SL

GL

C3012 C3012

G390

C2512 C2512

特記無き 限り

NDコ ア

*印寸法は、 施工図にて決定する こ と

印は□-100x100x3. 2を 示す。 ( 開口補強、 胴縁支持)

印はC-100x50x20x2. 3@600を 示す。 ( 縦胴縁)

Y2通り 軸組図

棟

棟

G294

G30

R階
水下

鉄骨天端

R階水上鉄骨天端

NDコ ア

R階
水下

鉄骨天端

R階水上鉄骨天端

PH階鉄骨天端

PH屋根階鉄骨天端

B20
C1006

C1006
V1

B15

BPL下端

2SL

GL

S=1/100

X1 X2

柱芯柱芯

C3012

C2512C2512

G390

Y3通り 軸組図

鉄骨天端

棟

G30

NDコ ア

R階
水下

鉄骨天端

R階水上鉄骨天端

FCG1

C3012

CG30Z

CG30Z

FG2

梁継手位置は柱芯から 800mmの位置と する 。

FG1 FG1

基礎下端 基礎下端 基礎下端
P1
F1

P3
F3

P1
F1

P2
F2

CG30Z

P5
F5

P4
F4

C3012 C3012P15

構造設計一級建築士　 第 2051 号

2025/03/31
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有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 100

永田芳博

構造設計担当者

永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号
構造設計一級建築士　 第 2051 号

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号7604

特記無き 限り

*印寸法は、 施工図にて決定する こ と

印は□-100x100x3. 2を 示す。 ( 開口補強、 胴縁支持)

印はC-100x50x20x2. 3@600を 示す。 ( 縦胴縁)

No． S－ 13軸 組 図 ( 2)

BPL下端

鉄骨天端

2SL

GL

柱芯 柱芯 柱芯

Y1 Y2 Y3

FG1

S=1/100X1通り 軸組図

NDコ ア

C3012 C3012

C2512

G390

BPL下端

鉄骨天端

2SL

GL

柱芯 柱芯

Y1 Y2 Y3

柱芯

G294 G30

R階
水下

鉄骨天端

R階水上鉄骨天端

R階
水下

鉄骨天端

R階水上鉄骨天端

PH階鉄骨天端

PH屋根階鉄骨天端

B29B29

B294

B20
C1006

C1006
V1

B15B15

C3012

C2512C2512

G390

CG30Z

FG2

梁継手位置は柱芯から 800mmの位置と する 。

基礎下端

FCG1

P3
F3

B390

カ ッ ト T

B39

PL-12

PL-12@600

棟部分軸組図

A部

S=1/100棟付近部分軸組図

A部床ﾃ゙ ｯｷ要領図 S=1/30
P5
F5

P4
F4

2025/03/31
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有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 100

永田芳博

構造設計担当者

永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号
構造設計一級建築士　 第 2051 号
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特記無き 限り

*印寸法は、 施工図にて決定する こ と

印は□-100x100x3. 2を 示す。 ( 開口補強、 胴縁支持)

印はC-100x50x20x2. 3@600を 示す。 ( 縦胴縁)

BPL下端

鉄骨天端

2SL

柱芯 柱芯 柱芯

Y1 Y2 Y3

FG1 FG1

S=1/100

C3012 C3012 C3012

C2512 C2512

G390
G390

No． S－ 14

R階
水下

鉄骨天端

R階水上鉄骨天端

G294 G30

NDコ ア NDコ ア

BPL下端

2SL

GL

X1 X2

柱芯柱芯

鉄骨天端

FCB1 FB1

B29Z

Y2通り +2, 315 軸組図 S=1/100

P150Z

GL

X2通り 軸組図

C2512

B29A

梁継手位置は柱芯から 800mmの位置と する 。

基礎下端
P1
F1

P1
F1

P2
F2

2025/03/31軸 組 図 ( 3)
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永田芳博

構造設計担当者

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号
203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号

構造設計一級建築士　 第 2051 号

7864

（ 株） 永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

ダウ ンザホ －ルハンマ－併用と する

高止ま り を し た場合は杭頭カッ ト し 、 1D飲み込みを 行う こ と

工法　 ： Hi FB工法( 認定番号： TACP-0261 礫質）
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有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 30

杭リ ス ト S=1/100

No． S－ 15

特記なき 限り 下記によ る 。

　 1. コ ンク リ ート 強度はFc24と する 。

　 2. 杭施工偏心100mm以下の場合を 示し 、
　 　 100mmを 超える 場合は監理者と
　 　 協議する こ と と する 。

鉄　 筋

（ 捨てコ ン）

D19～D25　 　 　 SD345

　 　 　 　 　 　 　 　 普通　 FC18N/mm
2

D10～D16　 　 　 SD295

2
（ 基礎、 基礎梁）

使用材料

共通事項

コ ンク リ －ト 　 　 普通　 FC24N/mm

設計GL

杭頭位置

P1、 P2

杭先端位置
設計GL-15. 3m

P3

杭先端位置
設計GL-11. 3m

杭先端位置
設計GL-13. 3m

杭先端位置
設計GL-13. 3m

基礎下端

杭頭部分要領

1
D(

杭
頭

径
)

P4 P5

基礎リ ス ト S=1/30

1,
30

0

7
,0

00

1
4,

00
0

1,
30

0
10

,0
00

1,
30

0

6,
00

0

1
2,

00
0

1,
30

0

6,
00

0

1
2,

00
0

1,
66

6.
7

2025/03/31基 礎 リ ス ト

フ ッ ク 不要
柱頭部2重巻き

GL

1
00

5
0

50

下端筋  9-D16

下
端

筋
 9

-
D1

6

上端筋  5-D13

上
端

筋
 5

-D
13

 9-D16

5-D13

D13@300

D13@300( U字型)

D13@300

F1, F2, F3, F4, F5

500

20
0

1,
8
00

50
0

700 700

70
0

1, 400

7
00

1,
40

0

30
0

1,
30

0

3
20
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幅止め筋はＤ １ ０ ＠１ ， ０ ０ ０ と する

符号

位置

GL

S=1/30基礎梁リ ス ト

鉄　 筋

（ 捨てコ ン）

D19～D25　 　 　 SD345

　 　 　 　 　 　 　 　 普通　 FC18N/mm
2

D10～D16　 　 　 SD295

2
（ 基礎、 基礎梁）

使用材料

共通事項

コ ンク リ －ト 　 　 普通　 FC24N/mm

全断面

FG2

50
5
0

BxD

上端筋

下端筋

ス タ －ラ ッ プ

腹筋

備考

4-D10

 400 x 1, 000 

符　 号 版　 厚 位　 置

上端筋

下端筋

短辺方向

D10 D13@200

D10 D13@200

長辺方向

D10 D13@200

D10 D13@200

備　 考 B

基礎梁上部増し 打ち要領

a

H

STと 同径、 @200

b

腰壁配筋要領

GL

35
0

※

※は意匠図参照

※

1-D13

D10@200

D10@200

S15 150

床版断面リ ス ト

合成床リ ス ト

符号 デッ キ ス ラ ブ厚 配筋

DS1

－

－

φ6-150x150

断面

異形鉄筋

溶接金網

補強筋

80

( 130)
EZ50-1. 2

φ6-150x150

特記なき 限り 、 以下によ る 。

1.  Fc=21N/m㎡

2. 溶接金網　 J I S G 3551 に準ずる 。

3. 合成ス ラ ブ工業会が規定する 同等品への代替も 可と する 。

2

4

4

  6-D22

全断面

50
5
0

4-D10

 400 x 1, 000 

4

1
4

  5-D22

  5-D22

1

全断面

50
5
0

4-D10

 400 x 1, 000 

4

a

b

a

b

a

b

 50＜H≦200

200＜H≦400

400＜H

B

H
B≦250 250＜B≦350 B＞350

1-D10 1-D10 1-D10

D10@250 D10@250 D10@250

2-D19 2-D19 3-D19

2-D19 2-D19 3-D19

2-D19 2-D19 3-D19

FG1 FCG1

  4-D22

3

  3-D22

-D13@100-D13@150 -D13@150

全断面

50
50

3

3

FB1, FCB1

全断面

FB2

50
502

3

2-D10

 350 x 800 

  3-D19

  3-D19

2-D10

  3-D19

 300 x 500 

  2-D19

-D10@150 -D10@150

土間コ ン ク リ ート 定着

中間部端部

D13@200
D13@200

455 455

2

  6-D22

2
00

1,
0
00

400

35
d20

0

2
00

1,
0
00

400

2
00

1,
0
00

400

2
00

80
0

350

2
00

50
0

300

4
55

4
55

5
0 13

080

永田芳博

構造設計担当者

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号
203826一級建築士  登録 第　 　 　 　 号

構造設計一級建築士　 第 2051 号

7864

（ 株） 永田構造デザイ ン一級建築士事務所
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構造設計担当者

一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号
一級建築士  登録 第　 　 　 　 号

No． S－ 17 2025/03/31鉄 骨 部 材 リ ス ト

永田芳博

203826
構造設計一級建築士　 第 2051 号

7864

（ 株） 永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

鉄骨部材リ ス ト

特記無き 限り

1.  鋼材材質 SS400

2.  HTB S10T 接合面は黒皮を 取り 赤錆状態と し てから 締め付けの事

3.  ２ 階床デッ キと 梁と の溶接は焼き 抜き 栓溶接と する

符　 号 部　 材 継　 手、 柱　 脚 符　 号 部　 材 継　 手、 柱　 脚 符　 号 部　 材 継　 手、 柱　 脚

床デッ キ

（ 合成ス ラ ブ用デッ キプレ －ト ）

亜鉛メ ッ キＺ １ ２ ワ イ ヤメ ッ シュ 　 6φx150x150EZ50-12

屋根ブレ －ス

( SSC400)C-100x50x20x2. 3
タ テ胴縁

継ぎ手部は2Cと する

中ボルト 2-M12

( BCR295)□-300x300x12C3012

C1006

GPL-9
1-M16

HTB 1-M16

GPL-9
1-M16

HTB 1-M16
V1

山上コ ンク リ －ト 　 t =80

PL-12x300 溶融亜鉛メ ッ キ処理

HTB 3-M16 ( F8T)

GPL-19

B： GPL有効幅

L： 必要溶接長
B L

GPL
HTB

屋根ブレ －ス , V1-100x100x3. 2b1 -100x100x3. 2b2 b3 C-100x50x20x2. 3

小梁は上端拘束

大梁は下端拘束

-100x100x3. 2

大梁
小梁

-100x100x3. 2

CT-125x125x6x9

GPL-6

小梁は上端拘束HTB 2-M16

大梁は中央拘束

大梁 小梁

@60 GP

C-100x50x20x2. 3

中ボルト  2-M12

ベース パッ ク  30-12V

鉄骨階段
ササラ

敷き 込み

※外壁取付

( SSC400)C-100x50x20x2. 3 @455

GPL-4. 5

GPL-6
B15 H-150x75x5x7

HTB 2-M16

開口補強 ( STKR400)

( SN400B)H-100x100x 6x 8

B-PACK 30-12V

X方向　 強軸方向

中ボルト 2-M12

GPL-4. 5

中ボルト 2-M12

GPL-4. 5
□-100x100x3. 2

( SN400B)G294 H-294x200x8x12

( SN400B)H-390x300x10x16G390

G30 H-300x150x6. 5x9 ( SN400B)

H-300x150x6. 5x9 ( SN400B)CG30Z

B29Z H-298x149x5. 5x8

H-248x124x5x8B24Z

GPL-6

HTB 3-M20 ( F8T)

GPL-6

( F8T)HTB 3-M16

溶融亜鉛メ ッ キ処理

溶融亜鉛メ ッ キ処理

GPL-6
H-200x100x5. 5x8B20

HTB 2-M16

GPL-6
H-248x124x5x8B24

HTB 3-M16@60

GPL-9
B39 H-396x199x7x11

H-390x300x10x16B390
GPL-12

HTB 8-M20@80ﾀﾃﾖｺ( 2列 4x2)

HTB 8-M22@80ﾀﾃﾖｺ( 2列 4x2)

B29 H-298x149x5. 5x8
GPL-6

HTB 3-M20@60

H-298x149x5. 5x8B29A
GPL-9

HTB 6-M20@60ﾀﾃﾖｺ( 2列 3x2)

@606

母屋・ 根太

( BCR295)C2512 □-250x250x12

P150Z □-150x150x4. 5 ( STKR400)

GPL-12

HTB 2-M16 ( F8T)

HTB 2-M16

GPL-6

GPL-9
B294 H-294x200x8x12

HTB 3-M20@60

GPL-9
P15 H-150x150x 7x10

HTB 2-M16

L-4. 5

HTB 2-M20 @80

GPL-9

CT-150x150x7x10

PL-19x300 溶融亜鉛メ ッ キ処理

HTB GPL B Lブレ －ス S

M16

M20

1-M16

1-M20

PL-9

PL-9

70

80

80

100

8

8

採用

●

溶接サイ ズ

32

φ
50

26
0

80
80

8080 26050 50

50
50

D13@100( SD295)フ ープ筋

立上り 筋

ｺﾝｸﾘ ﾄー設計基準強度 以上21N/mm2

コ ンク リ ート 柱断面

アンカーボルト

ベース プレ ート

柱部材 □-300×300×12

520×520×32

8-M30( SD490)

700×700

670～910ま で変更可

12-D22( SD345)

( SN400B)C1006柱脚 H - 100x100x6x8

柱脚部分要領

□-150x150x4. 5 ( STKR400)

BOLT

BASE PL ( SS400)

 4-M16 L=400 ( SNR400)

280

18
0

10040
50

40
50

4
0

40
10

0

150 40
60

350

P150Z柱脚

( F8T)

( F8T)

溶融亜鉛メ ッ キ処理

＊　 二重ナッ ト
＊　 溶融亜鉛メ ッ キ処理

P15柱脚 H-150x150x 7x10

BOLT

BASE PL ( SS400)

( SNR400) 2-M16 L=400 BOLT

BASE PL ( SS400)

( SNR400) 2-M16 L=400

40
60

1
5

15
75

75

18
0

＊　 二重ナッ ト ＊　 二重ナッ ト

60 40
40 60

75

75

25
25

2
00

200

PL-12x180x350PL-9x180x280 PL-16x200x200

5
0

50

H/
2

H/
2 60

520

52
0
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裏板

26
0

8
0

80

8080 26050 50

5
0

5
0

3
2

50
90

以
上

50 50210
30

13
5

6
50

以
上

700

70
0

コ ンク リ ート 柱断面

アンカーボルト

ベース プレ ート

柱部材

D13@100( SD295)フ ープ筋

立上り 筋

ｺﾝｸﾘ ﾄー設計基準強度 以上21N/mm2

□-300×300×12

520×520×32

8-M30( SD490)

700×700

12-D22( SD345)

2025/03/31鉄 骨 継 手 詳 細 図

構造設計担当者

一級建築士  登録 第　 　 　 　 号
一級建築士事務所  登録 第　 　 　 　 号

永田芳博永田構造デザイ ン一級建築士事務所
　 　 　 　 　

203826
構造設計一級建築士　 第 2051 号

7604

内ダイ ヤフ ラ ムに取り 付く 梁は
柱のＲ を 避ける 事

BASE　 PL

ANCBOLT

RI B　 PL

φ50

通し ダイ ヤフ ラ ム

通し ダイ ヤフ ラ ム処理

ハン チ処理

PL-6

( SN490C)

( SN490C)

通し ダイ ヤフ ラ ム

通し ダイ ヤフ ラ ム

集合する 梁フ ラ ンジ厚の１ サイ ズアッ プ
内ダイ ヤフ ラ ム

内ダイ ヤフ ラ ム 処理

( SN490C)

ス カ ラ ッ プ　 r=35
（ 改良型）

集合する 梁フ ラ ンジ厚の2サイ ズアッ プ

集合する 梁フ ラ ンジ厚の2サイ ズアッ プ

集合する 梁フ ラ ン ジ厚の2サイ ズアッ プ

ササラ PL-19×30030

ジョ イ ント 長さ 10ジョ イ ント 長さ10

ベ－ス パッ ク

-

 2-M16 L=400

B. PL-25x340x145 ( SS400)

( SNR400)

GC

45ﾟ

45ﾟ

35ﾟ

6 6 6

6 9

99

9

9

t 1 t 1Gθ

θ

t  ( mm)

6<t <12

MC NGC GC

45ﾟ 45ﾟ

45ﾟ35ﾟ

35ﾟ 35ﾟ

6 6 6 6

6 9

99

9 9

99

t 1 t 1GGθ θ

θ突き 合わせ溶接

すみ肉溶接

ｔ はｔ １ ， ｔ ２ の小なる 方と する

Ｎ Ｇ Ｃ ： ノ ンガス シ－ルド ア－ク 半自動溶接

S

t

6

７ 以下

7

8～10

10 12

11～13 14～16

t ≧16

12≦t ＜16

t ≦16

t  ( mm)

6<t <12

t >19

MC NGC

45ﾟ

35ﾟ

35ﾟ

6

9

9

Gθ

突き 合わせ溶接

ＭＣ ： ア－ク 手溶接

Ｇ Ｃ ： ガス シ－ルド ア－ク 半自動溶接

12≦t ≦19

片面溶接の時はＳ ＝ｔ と する

2

2

2

 40
 40

 
87 

60  6
0 
87

 4
0

 4
0

 170

 10

 410

 40
 60

 60
 40

 
12

0
 4

0
 4

0

 1
05 6

0  6
0 
60  1

05

 4
0

 
40

 40
 40

 170

 440

 40
 45
 45
 45
 40

 
15

0
 3

5
 3

5
 4

0
 4

0

 10

階段ササラ 　 柱脚部

 H- 300x150x6. 5x 9

 H- 294x200x 8 x12  H- 390x300x10 x16

 3-M16

 P

2P

2PL- 6x170x200 

 6-M16
L- 9x150x410 

L- 9x 60x410 

Ｈ Ｔ Ｂ ｽﾌ゚ ﾗｲｽﾌﾟ ﾚ ﾄー部　 位

フ ラ ンジ

ウ ェ ブ

ＨＴ Ｂ ｽﾌ゚ ﾗｲｽﾌ゚ ﾚー ﾄ部　 位

フ ラ ン ジ

ウ ェ ブ

ＨＴ Ｂ ｽﾌ゚ ﾗｲｽﾌ゚ ﾚー ﾄ部　 位

フ ラ ン ジ

ウ ェ ブ

Ｈ Ｔ Ｂ ｽﾌ゚ ﾗｲｽﾌﾟ ﾚ ﾄー部　 位

フ ラ ンジ

ウ ェ ブ

2P

2P

 6-M20

 3-M20

 PL- 9x200x410 

2PL- 9x 80x410 

2PL- 9x170x200 

 8-M20

 4-M20

 PL-12x300x440 

2PL-12x110x440 

2PL- 9x170x260 

 P

 H- 300x150x6. 5x 9　 （ F8T)

 6-M16

 6-M16

L- 9x150x410 

L- 9x 60x410 

L- 6x200x290 

 10

 40

 
90

 
30

 3
0

 60
60

40

 9
0 6

0  
60 9

0

 4
0

 
40

 170

 40
 40

 10

 40

 
90

 
30

 3
0

 60
60

40

 9
0 6

0  
60 9

0

 4
0

 
40

290

 40  40
60

ベース パッ ク  30-12V

2

3

1

S

t 2

t 1 SS

t
t 1

G
25

t
t 1

25
G

1

1

1

3

3

1

1

3

1

2

3
1

１ ． 継手部のク リ アラ ン ス は、

２ ． 継手部にて、

フ ィ ラ －プレ －ト にて締付厚さ を 調整する 。

ス プラ イ ス プレ －ト の材質は母材と 同材質と する 。３ ．

1
mm

一般事項

10
mm

と する 。

以上の板厚差がある 場合は、

鉄骨継手基準図

種別 ピ ッ チ エッ ジ 孔径

70

60

40 .

.

60

40

40 .24

22

18 0

0

0

φ

φ

φ

４ ． 高力ボルト セッ ト の諸元は下記によ る 。

F10T M22

M20

M16

溶融亜鉛メ ッ キ処理

520

52
0

2
5

300

200

7
0

5
0

70 70

20 20

410 410
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F
B-

50
x6

26080 80

80
80

26
0

5
0

50

5050

2025/03/31鉄 骨 詳 細 図
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S=
1/

30

H
-
3
0
0
x
1
5
0
x
6
.
5
x
9
 
(
S
N
4
0
0
B
)

□-250x250x12(BCR295) □-300x300x12(BCR295)

H
-
3
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0
x
3
0

0
x
1

0
x
1
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伊豆山字引地467-1熱海

共
　
　
通
　
　
工
　
　
事

改修工事では つり 作業を 行う 場合の、 非破壊検査に よ る 埋設物の 事前調査を10 非 破 壊 検 査 1 仮 設 備 仮設備項目（  ・  受変電　 　 　 ・  発電　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）12 産 業 廃 棄 物 管 理 票 ( 財) 日本産業廃棄物処理振興セ ン タ ー（  ht t p: //www. j wne t . or . j p ） が運営する 「 情報処理セ電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書
　 　 ※ 行う 　 　 　 　 　 床　 ※ 放射線透過検査　 ・  レ ーダ ー探査　 　 　 　仮設備期間（  ・  図示　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）ン タ ー」 の登録（ 電子マニ フ ェ ス ト ） に よ り 行う こ と 。

　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 壁　 ※ レ ーダ ー探査　 　 ・  放射線透過検査　 　 　　 　 Ⅰ　 工事概要 こ れに よ り 難い場合は監督職員と 協議する 。

　 　 ・  行わな い　 　 　 　 １ 　 建設工事名
 2 足 場 そ の 他 ※ 別契約の関係工事で 定置し た も の は無償で使用でき る 。

・  本工事で 設置する 。13 建 設 副 産 物 情 報 本工事の情報を 「 建設副産物情報交換シ ス テ ム （ Ｃ Ｏ Ｂ Ｒ Ｉ Ｓ ） 」 へ登録する も のと し 、 総合
　 　 　 　 ２ 　 建設工事場所

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 市　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 区 内部足場の 種別　 　 ※ 脚立、 足場板等　 　 ・ 　施工計画書作成時、 工事完了時及び登録情報に変更が 生じ た 場合に は、 そ れぞ れ速やかにデー交 換 シ ス テ ム 11 分 電 盤 、 制 御 盤 、 標準仕様書によ る ほか 次に よ る 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 地内
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 郡　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 町

外部足場の 種別　 　 ・  Ａ 種　 ※ Ｂ 種　 ・  Ｃ 種　 ・  Ｄ 種　 ・  Ｅ 種タ 入力を 行う 。 配 電 盤 等 ( 1)  扉の幅が、 端子盤及び機器収納箱に あ っ て は 600mm、 制御盤にあ っ て は800mmを こ え る 場合

Ａ 種　 ： 　 施工箇所面に枠組足場を 設け るま た 、 同シ ス テ ム に よ り 、 工事着手時に 再生資源利用計画書、 再生資源利用促進計画書、 及び 　 　 は 扉は原則と し て 両開き と する 。
　 　 　 　 ３ 　 建物概要 Ｂ 種　 ： 　 施工箇所面にく さ び緊結式足場を 設け る建設副産物情報交換シ ス テ ム 工事登録証明書を 、 工事完了時に同計画書の 実施報告書（ 書式は ( 2)  蝶番は、 寸法・ 重量等を 考慮し た 丈夫な も の と し 十分な 耐久性を 保つ構造と する 。

Ｃ 種　 ： 　 施工箇所面に単管本足場を 設け る建物（ 棟） 名称 構造 階数 延床面積（ ｍ 2） 備 考
同一） を 作成し 、 監督職員に 提出する 。 ( 3)  屋外用の盤類は水が浸入し な い 構造と し 、 計器窓は網入り ガ ラ ス と する 。Ｄ 種  ： 　 仮設ゴ ン ド ラ を 使用する

Ｅ 種　 ： 　 移動式足場を 使用する ( 4)  盤類の塗色は次に よ る 。

　 　 　 ※ マン セル  2. 5Y9/1　 　 　 ・  塗色なし 　 　 　 ・  指定色（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）設置におい て は、 「 手すり 先行工法等に関する ガ イ ド ラ イ ン 」 ( 厚生労働省平成21年4月) にお
14 特 定 建 設 資 材 「 建設工事に係る 資材の再資源化等に関する 法律」 ( 平成12年5月31日法律第104号) の 通知の有無

( 5)  屋外形の開閉器箱及びプ ルボ ッ ク ス は 、 次に よ る 。け る 手すり 据置方式又は手すり 先行専用足場方式に基づき 設置する こ と 。
の 再 資 源 化 等 ・  通知を 要し な い（ 対象工事でな い） 　 　 ・  通知を 要する （ 対象工事であ る ）

　 　 開閉器箱： 　 　 　 ※ 鋼製　 　 　 ・  樹脂製　 　 　 ・  ス テ ン レ ス 製　 　 　 ・  図示によ る　 外部足場の防護シ ート によ る 養生
対象建設工事の 場合は、 分別解体等、 特定建設資材廃棄物の再資源化等を 行う 。

　 　 プルボ ッ ク ス ： 　 ・  鋼製　 　 　 ・  樹脂製　 　 　 ※ ス テ ン レ ス 製　 　 　 ・  図示によ る　 　 ・  養生ネ ッ ト 　 　 ※ 養生シ ート （  ※ Ⅰ類　 　 ・  Ⅱ類　 ）
　 　 　 　 ４ 　 工事科目（ 　 ・  印の あ る も の）

( 1)  分別解体の 方法 ( 6)  Ｏ Ａ 盤の端子盤部に 通気口又は冷却フ ァ ン を 設け る 。 仕様はメ ーカ ー仕様に 準ずる 。　 　 ・  ネ ッ ト 状養生シ ート （  ・  Ⅰ類　 　 ・  Ⅱ類　 ）
　 ・  電灯設備( 電灯幹線、 電灯分岐、 コ ン セ ン ト 分岐) 　 ・  誘導支援設備（ 音声誘導装置、 イ ン タ ーホ ン 、 ト イ レ 呼出） 工程 作業内容 分別解体の方法 　 　 ・  防音シ ート 　 　 ・  防音パネ ル　 　 ・ 　 　 　 　 　  　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

12 電 線 類 6kV EM-CE, CETケ ーブル は次に よ る 。　 ・  テ レ ビ 共同受信設備　 ・  動力設備( 動力幹線、 動力分岐) ※ 手作業・  新築工事等 建築設備工事
※E-Eタ イ プ（ 外部半導電層が 押出成形） 　 ・ E-Tタ イ プ（ 外部半導電層がテ ープ 巻き ）　 ・  監視カ メ ラ 設備 ※ 有　 ・  電熱設備 ・  手作業・ 機械作業併用

 3 養 生 養生範囲（  ※図示によ る 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）　 ・  駐車場管制設備　 ・  雷保護設備

養生方法（  ※図示に よ る 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）　 ・  防犯・ 入退室管理設備　 ・  受変電設備
13 架 空 電 線 特記な き 電柱の 、 腕金、 がい し 、 支線そ の 他の装柱材は、 電力会社仕様によ る 。

　 ・  火災報知設備( 自動火災報知、 自動閉鎖、 非常警報、 ガ ス 漏れ)　 ・  電力貯蔵設備( 直流電源、 交流無停電電源)
( 2)  特定建設資材廃棄物の 種類と 再資源化等を する 施設

　 ・  中央監視制御設備　 ・  発電設備( 太陽光)
 4 標準仕様書に よ る ほか 次によ る 。土 工 事特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等を する 施設名称 所在地

14 電 力 ・ 電 話 の 引 込 み 電力及び電話線引込線の 引留方法、 位置について は 電力会社及び電気通信事業者と 打合わ せの　 ・  屋外構内配電線路　 ・  構内情報通信網設備
・  コ ン ク リ ート ・ ・ 　 ( 1)  管路を 敷設する 掘削床は平坦に突き 固め る 。

上監督職員と の協議によ り 施工する 。 ま た 、 外線工事負担金な ど の調査報告を 監督職員に 対し　 ・  屋外構内通信線路　 ・  構内交換設備 ・  コ ン ク リ ート 及び ・ ・ 　 ( 2)  埋戻し 及び盛り 土（ ○印が あ る も の ）
速やか に行う 。 申請書類作成を 行い、 申請手続に要する 費用は受注者の負担と する 。　 ・  テ レ ビ 電波障害防除　 ・  情報表示設備( 出退・ 情報表示、 電気時計) 　  鉄から 成る 建設資材 　 　 　 ※ 根切り 土　 　 　 　 ・  持込み土（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ・  昇降機設備　 ・  映像・ 音響設備 ・  木材 ・ ・ 　 ( 3)  残土処分
・  ア ス フ ァ ルト ・ コ ン ク リ ート　 ・  電気自動車用充電設備　 ・  拡声設備 ・ ・ 15 最 上 階 の 埋 込 配 管 最上階の天井ス ラ ブ への埋込み配管は 、 原則と し て 避け る も のと する 。　 　 　 ※ 構内敷き な ら し

・  構外搬出　 片道運搬距離（ 　 　 　 ） km、 Ｄ Ｉ Ｄ 区間（ 　 ・  有　 　 ・  無　 ）注) ( 1) 、 ( 2) につい て は積算上の 条件明示であ り 、 処理施設等を 指定する も ので はな い。　 　 Ⅱ　 仕　 　 様
　 　 　 　  場外指定場所に搬出し 、 搬出後、 監督職員へ提出場所の 受入を 証明する 資料を 提出　  受注者の 提示する 分別解体の 方法、 施設等と 異な る 場合におい て も 設計変更の対象と し な い。

16 位 置 ボ ッ ク ス 等 ケ －ブル送り 配線と な る 天井埋込照明器具、 ス ピ －カ 及び感知器の位置ボ ッ ク ス は不要と する 。　 　 　 　 １ 　 特記仕様書及び図面に記載さ れて い な い事項は 、 下記の国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の 仕様書（ 令和　 　 年版）４
　 　 　 　  する 。

　 　 　 　 　 　 に よ る 。
　 　 　  　 搬出場所の名称及び所在地（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

15 環 境 性 能 等 使用する 機材は ト ッ プラ ン ナー基準に適合し た も ので あ る こ と 。　 　 　 　 　 　 ・  公共建築工事標準仕様書（ 建築工事編） 　 　 　 　 　 ・  公共建築改修工事標準仕様書（ 建築工事編）
17 防 護 柵 屋外キ ュ ービ ク ルの 周囲に 防護柵を 設置する 場合は 、 高さ 1. 8m以上と する 。　 　 　  　 受入条件（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 ・  公共建築工事標準仕様書（ 電気設備工事編） 　 　 　 ・  公共建築改修工事標準仕様書（ 電気設備工事編）
建築工事に含ま れ る 場合に は協議を 要する 。　  仮置場（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 ・  公共建築工事標準仕様書（ 機械設備工事編） 　 　 　 ・  公共建築改修工事標準仕様書（ 機械設備工事編）
16 使 用 機 材 の 選 定 工事に 使用する 機材は、 そ の工事の着手前に 、 「 使用材料（ 機器） 報告書」 を 監督職員に提出 　 　 　 受注者の提示する 運搬距離、 処分費及び整地費と 異な る 場合におい て も 設計変更の対象

　 　 　 　 　 　 ・  建築物解体工事共通仕様書
し て 承諾を 受け る こ と 。 　 　 　 と し な い。

18 地 中 電 線 ( 1)  ハ ン ド ホ －ルの蓋　 　 　 　 ２ 　 標準図は 以下の 令和　 　 年版によ る 。４
　 　 　 ・  構内指示の場所に 堆積

　 地中配線路の鉄蓋に は、 破壊荷重と 次の事項を 鋳込みと する 。　 　 　 　 　 　 ・  建築工事標準詳細図

　 ・ 地中配線路の 用途（ 「 電気」 、 「 通信」 等）　 　 　 　 　 　 ・  公共建築設備工事標準図( 電気設備工事編） 17 地 場 産 品 静岡県中小企業の受注者機会の増大によ る 地域経済の 活性化に関する 条例に基づき 、 地場産品

( 2)  地中配線の埋設深さ 等　 　 　 　 　 　 ・  公共建築設備工事標準図( 機械設備工事編） の 使用促進を 図る こ と で、 地域経済の活性化に 寄与する こ と を 目的と する 。

　 地中配線で 特記なき 埋設深さ は0. 6m以上と する 。コ ン ク リ － ト 工 事 5 コ ン ク リ －ト 圧縮強度試験　 　 　 　 ３ 　 設計図書に明記がな い場合、 又は相違があ る 場合は、 原則と し て 監督職員の 指示によ る ほか、 次の 優先順位によ り 判定 受注者は、 工事に使用する 建設資材等に ついて 、 契約図書に規定する 品質が規格値を 満足し た

( 3) 次の箇所には 原則と し て 埋設標を 設け る 。　 現場で の試験　 　 　 　 　 　 （  ※ 行わ な い　 　 ・  行う 　 　 　 ）地場産品の優先使用に努め る こ と 。　 　 　 　 　 　 する 。

　 ア  建物及びハン ド ホ ール への 引込口及び引出口付近　 工場で の試験成績書の提出（  ※ 求め る 　 　 　 ・  求めな い　 ）　 　 　 　 　 　 　 ( 1)  質疑回答書（ ( 2) ～( 5) に対する も の ） 　 　 ( 2) 現場説明書　 　 ( 3)  特記仕様書　 　 ( 4)  図面　 　 ( 5)  標準仕様書 「 地場産品」 と は「 県産木材」 及び「 県産品」 を いう 。

　 イ  地中線路の曲折箇所「 県産木材」 と は「 静岡県産材証明制度要綱」 第２ 条に掲げる も のを いう 。　 　 　 　 ４ 　 特記仕様

　 ウ  直線部分では 30mご と に1個（ 30mに 満た な い場合はそ の 中間に1個）　 　 　 　 　 　 　 ( 1)  項目は全て 適用する 。 「 県産品」 と は 建設資材又は製品等で、 県内で最終工程が 施さ れた も の を いう 。
( 1)  接地工事の接地抵抗は 、 原則と し て 規定値の90パ －セン ト 以下の値と する 。 6 接 地 工 事

　 エ 道路横断箇所　 　 　 　 　 　 　 ( 2)  特記事項のう ち 選択する 事項は、 ・  印の 付い た も のを 適用する 。
( 2)  板状の接地極は  900mm×900mm、 厚さ 1. 5mm以上の 厚板と し 、 管状又は棒状の 接地極は銅又

　 　   　 　 　 　   　 ・  印の な い場合は、 ※印を 適用する 。 　 　 ・  印と  ※ 印の 付いた 場合は 、 共に 適用する 。
　 　 は銅被覆鋼製接地棒も し く は 炭素鋼棒と する 。18 機 材 の 検 査 等 使用する 機材について 、 自主検査記録（ 任意様式） を 作成する こ と 。

19 自立型ア ン テ ナマス ト 自立型ア ン テ ナマス ト 及び自立型避雷設備等のベ－ス プレ －ト の ア ン カ －ボ ル ト の設置間隔はた だし 、 別表に掲げる 機材について は監督職員の検査を 受け る 。 ( 3)  そ の他、 図面に 特記なき 場合は、 表1「 接地極一覧表」 に よ る 。
項 目 特 記 事 項科目

の ベ ー ス ア ン カ ー 500mmを 標準と する 。な お、 監督職員の 検査の 結果、 合格し た 機材と 同じ 種別の 機材は 以後原則と し て 抽出検査と する 。

一
　
　
般
　
　
事
　
　
項

ま た 、 製造工場等におけ る 材料検査を 行う 工事材料は 監督職員の 指示に よ る 。
 7 関 連 す る 工 事 と の 図面に 特記な き 場合は「 工事区分表」 によ る 。 た だし 、 こ れに よ り 難い 場合は監督職員と 協議 1 法 令 そ の 他 こ の 工事は、 工事に 関係する 法令、 条例及び規定等に基づい て 施工する 。 官公署の 検査を 必要

20 電 線 保 護 物 類 ( 1)  合成樹脂製可と う 電線管（ Ｐ Ｆ 管） 及び付属品施 工 区 分 する 。と する 工事に あ っ て は、 工事完成時ま でに検査を 受け 検査済証等の交付を 受け る 。

　 タ イ プ25を 使用する も のと する 。 2 19 排 出 ガ ス 対 策 等 使用する 建設機械は排出ガ ス 対策及び低騒音型と する 。工 事 実 績 情 報 の 登 録 受注時又は 契約変更時に 工事請負代金額500万円以上の工事に ついて 、 工事実績情報ｻー ﾋﾞ ｽ

　 電力用位置ボ ッ ク ス 類は、 合成樹脂製又は鋼製と する 。 鋼板製と し た 場合は管内に接地線を( CORI NS) に10営業日以内に登録する こ と 。 ま た 、 契約変更によ り 工事請負代金額が500万円
 8 機 器 等 の 取 付 高 さ 図面に 特記な き 場合は、 表２ 「 機器標準取付高さ 」 を 標準と し 、 監督職員と の協議の 上決定す

　 付加し 、 当該ボ ッ ク ス にボ ン ディ ン グ を 施すも のと する 。未満にな っ た 場合は 、 すみやか に契約変更前の工事登録を 削除する こ と 。
る 。中間検査　 　 ・  対象工事（ 実施は 中間検査実施基準によ る ） 　 　 ・  対象外工事20 検 査

　 た だし 、 こ れ によ り 難い場合は監督職員と 協議する 。な お、 契約金額の変更登録は、 完成時のみと する 。
工事施工中に おけ る 技術検査の 実施回数等は監督職員の 指示によ る 。

( 2)  金属製露出管路 3 工 事 の 一 時 中 止 静岡県建設工事請負契約約款第20条の 規定に よ り 工事の 一時中止の通知を 受け た 場合は、 中止

　 次の管路は、 塗装を 行う 。 た だし 、 溶融亜鉛め っ き 加工さ れ た 電線管を 除く 。 9 耐 震 施 工 設備機器の 設計用水平地震力は、 下記に示す設計用水平震度に、 機器の 重量を 乗じ た も の期間中におけ る 工事現場の 管理に関する 計画書（ 以下「 基本計画書」 と いう 。 ） を 発注者に

　 （  ※ 屋外　 　 ※ 配線室を 除く 屋内で見え が かり 部分　 　 ・  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）と する 。 設計用鉛直震度は、 設計用水平震度の 1/2と する 。21 完 成 図 書提出し 、 承諾を 受け る も の と する 。  な お、 基本計画書に は、 中止時点におけ る 工事の出来形、 現場説明書によ る 。

( 3)  ケ －ブ ル配線の保護管は 、 標準仕様書金属管配線、 合成樹脂管配線の項によ る 。職員の体制、 労務者数、 搬入材料及び建設機械器具等の 確認に関する こ と 、 中止に 伴う 工事現
設備耐震ク ラ ス 分類

設 置 場 所 ( 4)  弱電設備の 管の敷設場の 体制の縮小と 再開に関する こ と 及び工事現場の 維持・ 管理に 関する 基本的事項を 明ら かに Ｓ ク ラ ス Ａ ク ラ ス Ｂ ク ラ ス22 電 子 納 品 電子納品特記仕様書によ る 。
　 ケ －ブル を 収容する 管路の １ 区間の屈曲箇所は ３ 箇所以内で 曲げ 角度の合計は 180°以内とする 。 ま た 、 工事の 施工を 一時中止する 場合は、 工事の 続行に備え 工事現場を 保全する こ と 。 　 上層階・ 屋上階及び塔屋 2. 0 1. 5 1. 2

貸与する 設計図データ の有無（  ※ 有り 　 　 ・  無し 　 ）
　 する 。 た だし 、 通線及び管内の電線の引き 替え が容易に 行え る よ う に施工する 場合は こ の中 間 階 1. 5 1. 0 0. 72

貸与する Ｃ Ａ Ｄ データ は当該工事の た めに 必要な 施工図及び完成図の作成の 範囲で使用でき る 。
　 限り でな い。地 下 階 及 び １ 階 1. 0 0. 6 0. 48

 4 施 工 図 等 の 権 利 施工図等の著作権に係る 当該建築物に 限る 使用権は 発注者に 移譲する も のと する 。
( 5)  壁面配管等で人が容易に 触れる おそ れ のあ る 部分（ ２ ｍ 以下） の配管支持材には保護キ ャ

※防振支持する 場合は、 設備機器の応答倍率を 考慮し 、 Ｂ ク ラ ス の と き はＡ ク ラ ス を
　 　 ッ プ等の安全措置を 施すも のと する 。23 公共事業労務費調査に 受注者は、 当該工事が発注者の 実施する 公共事業労務費調査の対象工事と な っ た 場合には、

Ａ ク ラ ス の と き はＳ ク ラ ス を 適用する 。
 5 工 事 写 真 営繕工事写真撮影要領令和３ 年版及び 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「 営繕工事写真 対する 協力 以下の 各号に 掲げる 協力を し な け ればな ら な い。 ま た 、 工期経過後において も 同様と する 。

本施設は （  ・ 防災上重要な 機能を 必要と する 防災拠点等 ・ 防災上重要な 施設 ・ 一般の施設 ）撮影要領( 平成28年版) によ る 工事写真撮影ガ イ ド ブ ッ ク  電気設備工事編 平成30年版」 に よ る ( 1)  調査票等に必要事項を 正確に記入し 、 発注者に提出する 等必要な 協力を し な け れ ばな ら な
21 照 明 用 ポ ー ル 照明用ポ ールは、 次によ る 。

と する 。ほか 、 監督職員の指示によ り 撮影する 。 　 　 い 。
　 ※ 配線用遮断器又は カ ッ ト ア ウ ト ス イ ッ チを 設け る 。 仕様について はメ ーカ ー仕様に 準ず

機器等の 設備耐震ク ラ ス の分類は 、 次によ る 。
( 2)  調査票等を 提出し た 事業所を 発注者が、 事後に訪問し て 行う 調査・ 指導の 対象に な っ た 場

　 　  る 。
防災拠点等及び　 　 合には、 そ の実施に協力し なけ ればな ら な い。

ク ラ ス 　 ・  配線用遮断器又は カ ッ ト ア ウ ト ス イ ッ チが内蔵でき る も のと する 。一 般 の 施 設 6 監 理 事 務 所 ※ 設け な い　 　 ・  設け る （  ・  既存建物内の一部を 使用する 　 　 ・  構内に 新設する 　 ）
防災上重要な 施設( 3)  正確な 調査票等の提出が行える よ う 、 労働基準法等に 従い就業規則を 作成する と 共に賃金

・  受変電設備 ・  　 　 台帳を 調製・ 保存する 等、 日頃よ り 使用し て いる 現場労働者の 賃金時間管理を 適切に行わ

22 配 線 器 具 ( 1)  ス イ ッ チは原則と し て ネ －ム 付き と し 、 器具の 場所を 表示する 。・  発電設備 ・ 7 工 事 用 水 電 力 等 本工事に必要な 工事用電力・ 水等は受注者の 負担と する 。 　 　 な け ればな ら な い。

( 2)  フ ラ ッ シ ュ プ レ －ト・  非常用蓄電池設備 ・( 4)  対象工事の 一部について 下請契約を 締結する 場合には 、 当該下請負工事の受注者（ 当該下

　 　 ※ 新金属　 　 　 　 ・  ス テ ン レ ス 　 　 　 　 ・  合成樹脂・  交換機、 無線装置等　 　 請工事の 一部に 係る 二次以降の 下請負人を 含む。 ） が 前号と 同様の義務を 負う 旨を 定め な
Ｓ ク ラ ス 8 工 事 用 仮 設 物 敷地内につく る こ と が　 　 　 ※ でき る 　 　 　 ・  で き な い

( 3)  フ ロ ア プレ －ト は水平高低調整付（ 空転防止形ま た は 工具締付形） と する 。・  防災用情報通信設備　 　 け ればな ら な い 。

　 　 ※ ア ルミ 製　 　 　 ・  黄銅製・  ア ン テ ナ 、 統制台等24 石綿含有建材の 事前調査 特定建築物石綿含有建材調査者は石綿含有建材の事前調査を 行う 。
( 4） 発電機回路に 接続さ れる コ ン セン ト は 、 原則と し て 赤色と する 。・   9 電 気 工 事 士 最大電力５ ０ ０ ｋ Ｗ以上の 場合に おい て も 、 第一種電気工事士に よ り 施工を 行う 。 な お、 建築物の改修工事で 請負代金額の 合計額が100万円以上で あ る も の について は、
( 5)  コ ン セ ン ト に は回路番号を 表示する 。

原則と し て 「 石綿事前調査結果報告シ ス テ ム 」 を 用い て 調査結果の 報告を 行い 、
・  電話設備 ・  受変電設備

内容を 監督職員へ提出する こ と 。10 電 気 保 安 技 術 者 電気保安技術者の 選定について は 、 標準仕様書のほ か監督職員が 認める 者と する 。
・  中央監視設備 ・  発電設備

※石綿事前調査結果報告シ ス テ ム には 「 gBi zI D（ ht t ps : //gbi z-i d. go. j p） 」 23 屋 外 の 支 持 金 物 電線管等の屋外支持金物は 、 原則と し て 次に よ る 。
・  非常放送設備 ・  非常蓄電池設備

への 登録が必要と な る 。 　 ※ ス テ ン レ ス 製　 　 　 ・  亜鉛メ ッ キ
・  幹線設備（ 盤類を 含む） ・  電話設備Ａ ク ラ ス11 発 生 材 の 処 理 ( 1)  引渡し を 要する も の 　 （  ・  Ｐ Ｃ Ｂ 使用機器  　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 ）

・ ・  非常放送設備( 2)  特別管理産業廃棄物　 （  ・  水銀灯　 ・  蓄電池 　 　  　 　  　 　 　 　 　 　 ）
25 地下埋設物の事故防止 「 静岡県地下埋設物の事故防止マニ ュ ア ル」 に基づき 、 事故防止対策を 行う こ と 。

姿図の形状及び寸法は概略を 示す。機 器 姿 図24・( 3)  再資源化を 図る も の　 （  ・  蛍光ラ ン プ　 ・  白熱灯　 ・  Ｈ Ｉ Ｄ 灯　 　 　 ）

( 4)  発生材保管、 集積場所が必要な も の （  　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

Ｂ ク ラ ス Ｓ 、 Ａ ク ラ ス 以外の機器等 Ｓ 、 Ａ ク ラ ス 以外の機器等
照明器具安定器にＰ Ｃ Ｂ が使用さ れて いる 場合は、 安定器を 本体よ り 分離し 保管ボ ッ ク ス （ 鋼

設備機器・ 配管等の支持、 固定は、 表３ 「 耐震施工の基準」 に よ る 。板製） に収納し て 建物管理者に引き 渡す。 ま た 、 変圧器・ コ ン デン サ等を 廃棄し よ う と する 場

た だし 、 こ れによ り 難い 場合は 監督職員と 協議する 。合は 、 Ｐ Ｃ Ｂ 混入の 可能性の 有無について 確認し 、 混入の可能性が判定・ 確認でき な い場合は 、

Ｐ Ｃ Ｂ 廃棄物と し て 保管受皿に入れ指定さ れた 場所に保管する 。

配管、 ダ ク ト 、 機器等の天井吊下げ 用と し て 金属拡張ア ン カ ーを 用い る 場合に は、 締付け 方
建設廃棄物の 処理に あ た っ て は 建設廃棄物処理計画書を 提出する こ と 。

式のア ン カ ーを 使用する こ と 。

Ｅ －01
あ と 施工ア ン カ ーの 引き 抜き 試験　 　 ・  行う 　 　 　 ※ 行わ な い
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・  撤去前に内容物（ 発電設備燃料等） の 回収を 要する 機器、 配管等の処置（ 　 　 　 　 　 　  　 ）撤 去 1

・  撤去後の補修、 復旧（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

石綿含有建材の除去工事 2

　 工事着手に先立ち 、 目視及び貸与する 設計図書等に よ り 石綿を 含有し て いる 建築材料等の 使

　 用の有無について 調査する 。

分析によ る 石綿含有建材の 調査　 　 ※ 行わな い 　 　 ・  行う （ 　 　 　 箇所）

　 石綿作業主任者技能講習修了者又は平成１ ８ 年３ 月以前の 特定化学物質作業主任者の 有資格

撤
　
去
　
工
　
事

石綿粉じ ん濃度測定　 　 　 　 　 　 　 ※ 行わな い 　 　 ・  行う （ 　 　 　 箇所）

　 者の内から 選任し 、 法令に基づき 、 作業の方法、 労働者の 指導等必要な 措置を 行う こ と 。

石綿含有品　 　 　 ・ 　 フ ラ ン ジ 用ガ ス ケ ッ ト （  ・  配管　 　 ・  ダ ク ト 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 天井材　 　 　 　 ・ 　

事前調査　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ 行う 　 　 　 　 ・  行わ な い

石綿作業主任者

　 　 　 じ て 官公庁等への届出を 行う こ と 。

　 　 　 撤去部に ア ス ベス ト を 含む材料が 使用さ れ て い る 場合は、 適切に処理を 行い、 必要に 応

　 　 　 　 　 　 　   ・   外壁（ 　 ・ 塗材　 ・ ス レ ート 　 ・ 　 　 　 　 ）

　 　 　 石綿含有塗材の 塗布さ れた 外壁及び石綿含有ス レ ート 波板等の外壁面に 対し て 、

　 　 　 足場及び配管等の支持のた め、 ア ン カ ーを 打設する 際にも 、 石綿作業主任者を 配置し 、

　 　 　

　 　 　 外壁面に 対し て 湿潤状態と し 、 集塵機能付き 電動工具を 使用する 等、

　 　 　 飛散防止措置を 講ずる こ と 。

　 測定箇所等は 監督職員の 指示に よ る 。

　 測定箇所等は 監督職員の 指示に よ る 。

そ
の
他

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

・  印の 付い たも のを 適用する 。

接 地 の 種 類

共　 同　 接 　 地

共　 同　 接 　 地

・ 　 　 A 　 　 種

・

・

・ 　 　 B　 　  種

・ 　 　 B 　 　 種

・ 　 　 C 　 　 種

・ 　 　 D 　 　 種

雷　 保 　 護　 用・

高 圧 避 雷 器

低 圧 避 雷 器・

・

交　 換　 機 　 用

通 信 機 器 用

通 信 機 器 用

測　 　 定　 　 用

構 造 体 接 地

等 電 位 接 地

・

・

・

・

・

・

 o

 DtE

E At

 tE

E

E LL

 LHE

E LA

E D

 C

 B

 B

 A

 A・ C・ D

 A・ B・ C・ DE

E

E 

E

E

E

記 号 接 地 抵 抗

　 　 　 　 Ω以下

　 　 １ ０ Ω以下

　 　 １ ０ Ω以下

　 　 　 　 Ω以下

37. 5～ 75Ω以下

　 　 １ ０ Ω以下

　 　 　 　 Ω以下

　 　 １ ０ Ω以下

　 　 １ ０ Ω以下

　 　 １ ０ Ω以下

　 　 １ ０ Ω以下

　 １ ０ ０ Ω以下

　 １ ０ ０ Ω以下

　 　 　 　 Ω以下

　 　 　 　 Ω以下

E B ( D= 1 0 又 は W= 3 0 ) × 1 　 　  　

E B ( D= 1 0 又 は W= 3 0 ) × 1 　 　  　

E B ( D= 1 4 又 は W= 4 0 ) × 3 連 － 2 組

E B ( D= 1 4 又 は W= 4 0 ) × 3 連 －  組

E B ( D= 1 4 又 は W= 4 0 ) × 3 連 － 2 組

E B ( D= 1 4 又 は W= 4 0 ) × 3 連 － 2 組

又 は E P × 0 . 6 - 2

E B ( D= 1 4 又 は W= 4 0 ) ×  連 －  組

E B ( D= 1 4 又 は W= 4 0 ) × 3 連 － 2 組

E B ( D= 1 4 又 は W= 3 0 ) × 3 連 　  　

E B ( D= 1 4 又 は W= 4 0 ) × 3 連 －  組

E B ( D= 1 4 又 は W= 4 0 ) × 3 連 － 2 組

E B ( D= 1 4 又 は W= 4 0 ) × 3 連 －  組

E B ( D= 1 4 又 は W= 4 0 ) × 3 連 －  組

接 地 極 の 規 格 ・ 数 量

名 称

取 引用 計器

引 込開 閉器
電

力

共

通

測 定

地 上～ 窓中心

地 上～中 心

床 上～中 心 1, 500

( 上端 1, 900以 下)

1, 800～ 2, 200

1, 800～ 2, 000

取 付高 さ ( mm)

分電 盤

ス イ ッ チ

電

灯

人 感ｾﾝｻ用切 替ｽｲｯﾁ

床 上～ 中心

床 上～中 心 1, 800

1, 100

  400

  200

床 上～中 心

床 上～中 心

（ 一般）

（ 和室）

（ 台上）

（ 土間）

（ 外壁・ 屋 外）

コ

ン

セ

ン

ト

台 上～中 心

床 上～中 心

地 上～中 心   800

  500

  150～ 200

（ 一般）

（ 踊場）

（ 鏡上）

ブ

ラ

ケ

ッ

ト

床 上～中 心

床 上～中 心

鏡 上端 ～中 心   150

2, 000～ 2, 500

2, 100～ 2, 300

1, 500床 上～中 心

( 上端 1, 900以 下)
壁 掛 制御盤

床 上～中 心

床 上～中 心

床 上～下 端

天井 下～ 上端

床 上～中 心

床 上～中 心

床 上～中 心

（ 和室）ア ウ ト

レ ッ ト

壁 付

動

力

電

話

室 内端 子盤

集 合保 安器 箱

操 作ス イ ッ チ

手 元開 閉器

（ 一般）

1, 500

1, 300

  300

  200

  400

  200

1, 500

( 上端 1, 900以 下)

床 上～中 心

床 上～中 心

床 上～中 心壁 付ア ッ テ ネ ー タ

壁 掛形 ス ピ ーカ

子 時計

壁 付 形親時 計時

計

・

拡

声

天 井高 ×0. 9

天 井高 ×0. 9

1, 100

備

考

3. 表は 原 則と し 、 施工前 に 監督職 員 の 承諾 を 受け る 。

 と 十分 協議 する 。

 ホ ール ・ 上 級室 ・ 会 議室 ） の 取付位 置 は 、 監 督 職員

2. 意匠 に 関係す る 部分（ 正 面玄関 ・ 玄関ホ ー ル ・ Ｅ Ｖ

1. 天井 高  3, 000以 上の 場 合 は 、 監 督 職員と 協 議する 。

注）

Ｌ Ｐ ガ ス 用 検知 器

表 示灯

火

 
災

 
報

 
知

ベ ル

機 器収 容箱 ・ 受 信器

受 信器 ・ 副 受信 器 床上 ～中心

床上 ～中心

床上 ～中心

床上 ～中心

床上 ～上端   300

2, 100

2, 300

  800～ 1, 500

  800～ 1, 500

テ

レ

ビ

共

同

受

信

直 列ユ ニ ッ ト ( 和室 )

直 列ユ ニ ッ ト ( 一般 )

機 器収 容箱 天 井 下～上 端

床上 ～中心

床上 ～中心   200

  400

  200

1, 800

900又は 400

  200

  400

1, 100床上 ～中心

床上 ～中心

床上 ～中心

床上 ～中心

床上 ～中心復 帰釦

押 し 釦 （ ﾄｲﾚ呼 出用 ）

壁 付ｱｳﾄﾚｯﾄ ( 和 室)

壁 付ｱｳﾄﾚｯﾄ ( 一 般)

壁 付イ ン タ ーホ ン
誘

導

支

援

床上～ 中心

床上～ 中心

床上～ 中心

床上～ 中心

測 定 取 付高 さ ( mm)

天井高 × 0. 9

1, 100

2, 300

1, 100壁 付押 し 釦 ( 一 般)

ﾍﾞ ﾙ・ ﾌﾞ ｻ゙ ｰ・ ﾁｬｲﾑ

壁 付発 信器

表 示盤

名 称

表

示

注２ ） 図中に 記載があ る 場合は、 そ れを 優先する 。

防災上重要な 機能を 必要

と する 防災拠点等

設備機器・ 配管等の
施設分類

標準仕様書

標準仕様書標準仕様書一般の施設

防災上重要な 施設

設備機器・ 配管等の支持、 固定は、 以下の 図書を 適用する 。

ガ イ ド ラ イ ン *

ガ イ ド ラ イ ン *

ガ イ ド ラ イ ン *

ガ イ ド ラ イ ン ： 静岡県防災拠点等におけ る 設備地震対策ガ イ ド ラ イ ン （ 平成25年度）

横引き 配管な ど の支持

左記の う ち 、

*ガイ ド ラ イ ン に 記載のな い 内容は、 セ ン タ ー指針を 適用する 。

セ ン タ ー指針： 建築設備耐震設計・ 施工指針（ 2014年版）

支持、 固定

　 １ ０ ０ Ω以下 E B ( D= 1 0 又 は W= 3 0 ) × 1 　 　  　

 ELCBE・ 　 　 D 　 　 種 　 １ ０ ０ Ω以下 E B ( D= 1 0 又 は W= 3 0 ) × 1 　 　  　

表 １ 　 接 地 極 一 覧 表

注１ ） Ｅ Ｂ で Ｄ ＝１ ４ の場合はＬ ＝１ ５ ０ ０ と し 、 Ｗ ＝４ ０ の 場合はＬ ＝１ ２ ０ ０ 、 Ｗ ＝３ ０ の場合はＬ ＝９ ０ ０ と する 。

表 ２ 　 機 器 標 準 取 付 高 さ

表３ 　 耐震施工の基準

・

・

・ 配電盤、 分電盤、 制御盤、 警報盤等

名　 　 　 称

別表
防
　
災
　
設
　
備
　
工
　
事

 1 ( 1)  受信機

    複合盤の場合は図示する 。

( 4)  機器収納箱　 　 　 ・  埋込形　 　 ・  露出形　 　 ・  消火栓箱組込形

( 5)  消火栓ポ ン プ 始動用表示灯　 　  ・  専用　 　 　 ※ 火報と 兼用

自 動 火 災 報 知 装 置

　 　 ・  Ｒ 型　 　 ・  Ｐ 型 （ 　 　 　 　 ） 級　 （ 　 　 　 　 ） 回路

( 3)  発信機　 　 　 　 　 ・  Ｒ 型　 　 　 ・  Ｐ 型 （ 　 　 　 　 ） 級 （ 　 　 　 　 ） 形

　 　 予備電源付（  ・  壁掛形　 　 ・  自立形　 ）

( 2)  副受信機　 　 　 　 表示窓数 （ 　 　 　 ） 窓　 （  ・  壁掛形　 　 ・  自立形　 ）

( 1)  連動制御器　 　 （ 　 　 ） 回線（ 複合盤の 場合は 図示する 。 ）

　 ア  作動方式　 　 　 ・  多回線順次作動　 　 　 ・  単独作動

( 2)  動作仕様

　 イ  防煙ダ ン パ　 　 ・  手動復帰　 　 　 　 　 　 ・  遠方復帰

 2 自 動 閉 鎖 装 置

非 常 警 報 装 置 3 ( 1)  非常警報装置　 　 　 　 　 　  　 　 ・  埋込形　 　 　 ・  露出形

( 2)  起動装置（ 押し ボ タ ン ） 　 　 　  ・  埋込形　 　 　 ・  露出形

( 1)  受信機　 　  （ 　 　 　 ） 回線　 　 予備電源付（  ・  壁掛形　 　 ・  自立形　 ）

( 3)  中継器　 　 　 確認表示灯　 　 　  ・  あ り 　 　 　 　 ・  な し

ガ ス 漏れ火災警報装置 4

( 2)  検知器　 　 　 ・  都市ガ ス 　 　 　 ・  液化ガ ス

　 　 電　 源　 　 　 ・  AC100V　 　 　 　 ・  DC24V

　 　 　 　 　 　 　 　 複合盤の場合は図示する

舗装版切断時の 濁水は産業廃棄物と し て 適切に 処理を 行う こ と 。

電
力
・
発
電
設
備
工
事

 1 防 災 用 照 明 器 具 建築基準法の規定に よ る 非常用照明器具は 次によ る 。 （  ○で 囲むも の  ）

　 ・  電池内蔵形　 　 　 ・  電源別置形（  ・  バッ テ リ －　 　 ・  発電機  ）

金属管配線において 、 電動機容量7. 5 KW以下は金属管を 接地線と する 。 2 電 動 機 等 の 接 地

 3 受 変 電 設 備

（ 一般社団法人日本電機工業協会） に おけ る 耐震機能ク ラ ス １ と する 。

受変電キ ュ ービ ク ル 本体の耐震性は、 J EM-TR144「 配電盤・ 制御盤の耐震設計指針2003年版」

 4 雷 保 護 設 備

主燃料槽は 満油渡し と する 。主 燃 料 槽 5

 6 太陽電池ア レ イ 用支持物の荷重計算は 、 J I S C 8955: 2011「 太陽電池ア レ イ 用支持物設計標準」

によ る 。

太陽光発電シ ス テ ム の用途

※ 極めて 重要な 太陽光発電シ ス テ ム 　 　 ・  通常の 太陽光発電シ ス テ ム

( 1)  保護レ ベル　 　 　 ・  Ⅰ　 　 ・  Ⅱ　 　 ・  Ⅲ　 　 ※ Ⅳ

( 2)  受雷部シ ス テ ム の配置　 　 　 ・  保護角法　 　 ・  回転球体法　 　 ・  メ ッ シ ュ 法

太 陽 光 発 電 設 備

 1通
 
信
 
・
 
情
 
報
 
設
 
備
 
工
 
事

構 内 情 報 通 信 網 設 備 学校について は 校内Ｌ Ａ Ｎ 工事特記仕様書に よ る 。

　 有効な ガ ラ リ 等を 備え た も の と する 。

　 ブ－ス タ －を 収容する 収納箱は、 露出コ ン セ ン ト （ 2P15A 2口） を 内蔵し 、 扉には放熱に

( 1)  テ レ ビ 機器収容箱

( 2)  ア ン テ ナ マス ト 　 　  ・  自立形　 　 　 ・  壁面形

 2 テ レ ビ 共 同 受 信 装 置

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ・  標準図のＡ の寸法　 （ 　 　 　 　 　 ） mm

建 築 材 料 等

化 学 物 質 の

濃 度 測 定

本工事に 使用する 建築材料等は、 設計図書に規定する 所要の 品質及び性能を 有する と 共に、

次の ( 1)  から  ( 4)  を 満た すも の と する 。

( 1)  合板、 木質系フ ロ ーリ ン グ 、 構造用パネ ル、 集成材、 単板積層材、 ＭＤ Ｆ 、 パーテ ィ ク ル

　 　 ボ ード 、 そ の他の 木質建材、 ユリ ア 樹脂板、 壁紙、 接着剤、 保温材、 緩衝材、 断熱材、 塗

　 　 料、 仕上塗料は、 ア セト ア ル デヒ ド 及びス チ レ ン を 発散し な い 又は発散が極めて 少な い材

　 　 料を 使用する 。

( 2)  接着剤及び塗料は 、 ト ルエン 、 キ シ レ ン 及びエチ ルベン ゼン の 含有量が少な い材料を 使用

( 3)  接着材は、 可塑剤（ フ タ ル酸ジ －ｎ －ブチル 及びフ タ ル 酸ジ －２ －エ チルヘキ シ ル 等を 含

　 　 する 。

　 　 有し な い 難揮発性の可塑材を 除く ） が添加さ れて いな い 材料を 使用する 。

( 4)  ( 1)  の材料等を 使用し て 作ら れた 家具、 書架、 実験台、 そ の他の什器類は 、 ホ ルム ア ル デ

　 　 ヒ ド 、 ア セ ト ア ル デヒ ド 及びス チレ ン を 発散し な いか、 発散が 極めて 少な い材料を 使用し

　 　 た も のと する 。

・  要       ※ 不要

測定時期、 測定対象化学物質、 測定方法、 測定対象室、 測定箇所数等について は、 監督職員の

指示によ る 。

設 備 機 器 容 量

製作前に 監督職員と 協議し 、 指示を 受け る こ と 。

本工事及び関連工事に おい て 設備機器容量等が相違する 場合は、 関連する 設備の 施工及び機器28

27

26

照 度 測 定

※測定する 　 　 ・ 測定し な い

測定箇所等は 監督職員の指示に よ る

照明器具を 新設、 改修し た 部屋の照度25

・ 監視制御装置

・ 防犯・ 入退室管理装置

・ 駐車場管制装置

・ 監視カ メ ラ 装置

・ テ レ ビ 共同受信設備

・ 誘導支援装置

・ 映像・ 音響装置

・ 情報表示装置

・ 構内交換装置

・ 構内情報通信網装置

・ 風力発電装置

・ 太陽光発電装置

・ 熱併給発電装置

・ 燃料電池発電装置

・ マイ ク ロ ガ ス タ ービ ン 発電装置

・ ガ ス エン ジ ン 発電装置

・ ディ ーゼル 発電装置

・ 交流無停電電源装置（ Ｕ Ｐ Ｓ ）

・ 直流電源装置

・ 特別高圧機器類

・ 高圧機器類

・ 電熱装置

・ 照明器具

Ｅ －02
日
付

図番

縮
尺

図
名 R6. 4

消防団第四分団詰所建設事業

R07. 03. 31 電気設備工事特記仕様書(      ）  2/2

有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代） 若 林  直
事務所登録静岡県第1292号

一級建築士登録第261276号 熱 海 市中 央 町4 ｰ19

〒 41 3-0015 TEL 0557ｰ82ｰ3147

FAX 0557ｰ81ｰ0220



( 腕金， L=1, 200 ３ 本取付。 TVｱﾝﾃﾅ, 混合器取付用)

( ﾏｽﾄ本工事, 建柱建築工事)

( RF-212MP, 日鉄建材参考)

防災行政無線用ﾊ゚ ﾝｻ゙ -ﾏｽﾄ( 17. 6m) ( 足場ﾎ゙ ﾙﾄ28本)

事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 200

配 置図 　 S=1： 200

汚

KBM＝ 設 計 GL+150

配 置 図

10, 470

消
防

車
両

出
入

口

Ｎ

水

制水弁 標識

支線

電柱 電柱

汚

止水弁
ガ ス

水

汚
ガス

汚

Ａ Ｔ Ｍ
自販機

市 道 伊 豆 山 神 社 線

法 42条 1項 1号 道 路

道

道

15, 00014, 000

２ 階 出 入 口

9
,

3
4

5

1
0
,
3

1
0

市 道 　 岸 谷 ６ 号 線
法 42条 2項 道 路

申 請 建 物

公 共 が 維 持 管 理 す る 既 存 擁 壁

平 均 地 盤 面 ＝ 設 計 GL+0. 004

道 路 境 界 線

道 路 境 界 線

道路境界線

隣
地

境
界

線

隣 地 境 界 線

隣
地

境
界

線

▼

▼

収納ベン チ
かま ど ベン チ

マンホールト イ レ

熱 海 市 伊 豆 山 字 引 地 ４ ６ ７ － １

敷 地 面 積 ： 702. 14㎡

（ 登 記 簿 上 地 積 ： 664. 70㎡ ）

近 隣 商 業 地 域  80/300

準 防 火 地 域

第 １ 種 高 度 地 区

※Ａ  特記

照明 Ｊ １ 台取付 車庫でＳ Ｗ点滅( 作業用)

照明 Ｋ

EM-CE5. 5ﾛ-3C ( FEP30)

Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ  約８ ． ５ Ｗ、 Ｐ ｏ Ｅ （ Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． ３ ａ ｆ 準拠） 約９ ． １ Ｗ

撮像素子・ 有効画素数・ 走査方式 約１ ／２ ． ８ 型　 Ｃ ＭＯＳ センサー・ 約２ １ ０ 万画素・ プロ グレ ッ シブ

最低照度 （ Ｆ １ ． ３ ） カラ ー： ０ ． ０ ０ ９ ｌ ｘ 、 白黒： ０ ． ０ ０ ５ ｌ ｘ ／０ ｌ ｘ （ Ｉ Ｒ 　 Ｌ Ｅ Ｄ 点灯時）

ネッ ト ワ ーク ・ 画像圧縮方式 １ ０ Ｂ Ａ Ｓ Ｅ －Ｔ ／１ ０ ０ Ｂ Ａ Ｓ Ｅ －Ｔ Ｘ ・ Ｈ ． ２ ６ ５ 、 Ｈ ． ２ ６ ４ 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ

画像解像度（ 最大） 【 １ ６ ： ９ 】 １ ９ ２ ０ ×１ ０ ８ ０ （ ６ ０ ｆ ｐ ｓ ） 【 ４ ： ３ 】 ２ ０ ４ ８ ×１ ５ ３ ６ （ １ ５ ｆ ｐ ｓ ）
ス マート コ ーディ ン グ Ｇ ＯＰ 制御、 ス マート Ｖ Ｉ ＱＳ 、 ス マート Ｐ ピク チャ 制御

レ ン ズ部 ｆ ＝２ ． ９ ～９ ｍｍ（ ３ ． １ 倍、 電動ズーム／電動フ ォ ーカス ）

セキ ュ リ ティ ユーザー認証／ホ ス ト 認証／ＨＴ Ｔ Ｐ Ｓ

防水性・ 耐衝撃性 Ｉ Ｐ ６ ６ 、 Ｔ ｙ ｐ ｅ ４ Ｘ 、 Ｎ Ｅ ＭＡ ４ Ｘ 　 準拠・ Ｉ Ｋ １ ０

機　 能 アド バンス ド 親水コ ート 、 イ ンテリ ジェ ント オート 、 スーパーダイ ナミ ッ ク 、 逆光／強光補正、

カラ ー／白黒切換、 動作検知、 妨害検知、 音検知、 Ａ Ｉ アプリ 搭載可能、 Ｍｉ ｃ ｒ ｏ Ｓ Ｄ ス ロ ッ ト

Ａ

Ｓ Ｄ カード ２ ５ ６ Ｇ Ｂ 、 Ａ Ｃ アダプタ ー共

140

133 138. 5 70

2
3
0

1
3
3

383

屋外２ ＭＰ 一体型カメ ラ ： Ｉ Ｒ Ｌ Ｅ Ｄ

電源・ 消費電力

ポール取付金具付、
固定バン ド 付

Ａ Ｃ アダプタ ー寸法 L: 97. 5 W: 46 D: 33 ACｹ-ﾌ゙ ﾙ: L800 ｶﾒﾗ接続ｹ-ﾌ゙ ﾙ: L5000

ｶﾒﾗ図Ａ  屋外２ ＭＰ 一体型カメ ラ  取付高さ GL＋3. 5m

２ 台取付 自動点滅器にてON, OFF( 防犯用) 取付高さ GL＋4m

露出コ ンセント 組込み　 EM-CE3. 5ﾛ-2C ( FEP30)

※Ｂ  特記

基礎（ 建築工事）

緊急車出動表示板（ 建築工事）

電源 EM-CE5. 5ﾛ-3C ( FEP30) ， ｽｲｯﾁ EM-FCPEE0. 9-2P ( FEP30)

ACｱﾀﾞ ﾌﾟ ﾀ-収納BOX ( W=150 H=250 D=120 SUS 屋外防水, 鍵付 )

EM-CE5. 5ﾛ-3C ( FEP30)

凡例

H ハンド ホ－ル H1-6 ( 鉄蓋 Φ600 200kN)

地中埋設標　 鉄製

H

外灯他 EM-CE5. 5ﾛ-2C×3 ( FEP65)
出動表示板 EM-FCPEE0. 9-2P ( FEP30)

庭園灯 EM-CE5. 5ﾛ-3C ( FEP30)

庭園灯 EM-CE5. 5ﾛ-3C ( FEP30)

Ｌ

H

ｶﾒﾗ用ｺﾝｾﾝﾄ EM-CE3. 5ﾛ-2C ( FEP30)

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

EM-CE5. 5ﾛ-3C ( FEP30)

10D-FB ( FEP30)
EM-S-7C-FB ( FEP30)

( HI VE16)

E5. 5ﾛ

ED

Ｌ

H

10D-FB  ( HI VE28)
EM-S-7C-FB ( HI VE22)

H

外灯他 EM-CE5. 5ﾛ-2C×3 E2. 0 ( FEP65)
ｶﾒﾗ用ｺﾝｾﾝﾄ EM-CE3. 5ﾛ-2C ( FEP30)

出動表示板 EM-FCPEE0. 9-2P ( FEP30)

防 犯 カ メ ラ ・ 街 路 灯
ポ ー ル ・ 作 業 用 外 灯

※Ａ

※ Ｂ  緊 急 車 出 動 表 示 板

UHFｱﾝﾃﾅ

750Φ

防災無線ｱﾝﾃﾅ

混合器

ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ

ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ

3m (壁面取付形)

ANT-2 75Φ用 ( SUS)

SH-MC

SL-2501B ( 日本ｱﾝﾃﾅ)

アンテナ特記

No． Ｅ － 03 2025/03/31

AU-2 20素子

SHAｱﾝﾃﾅ

UHFｱﾝﾃﾅ， SHAｱﾝﾃﾅ， 混合器， 防災無線ｱﾝﾃﾅ 取付
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電

Ｖ
圧

２ ０ ０

主 開 閉 器幹線サイ ズ

MCCB3P

150/125

ＷＨ Ｍ

3φ3W

1φ3W

２ ０ ０

２ ０ ０

引 込 開 閉 器 盤 LP- M

EM-CET38ﾛ

1φ3W

100/200

幹線サイ ズ 主 開 閉 器
路

号
番

電

Ｖ
圧

開 　 閉 　 器

負 荷 名 称
Ａ Ｆ ／Ａ Ｔ

Ｐ 　 数

回

モ

コ

ン

備 考
Ｋ Ｗ

Ｋ Ｖ Ａ

Ｍ

Ｃ

Ｂ

Ｅ

Ｌ

Ｂ

リ

１

２

３

Ａ

１

２

３

４

５

６

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ ０ ０

２ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

エ ア コ ン

外 部 照 明

５ ０ ０

２ ７ ０ ０

Ｂ Ｉ Ｈ ヒ －タ － ４ ０ ０ ０２ Ｐ ３ ０ ／３ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０１ ０ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０１ ０ ０

ヨ ビ２ Ｐ ３ ０ ／２ ０１ ０ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０１ ０ ０

７

８

９

100/200 Ｌ －２ ７ ６ ２ ０

合 計

特
記
項
目

屋内， 鋼板製， 壁掛型

MCCB3P 車 庫コ ン セ ン ト

キ ッ チ ン 用コ ン セ ン ト

情報収集室コ ン セ ン ト

情報収集室コ ン セ ン ト

情報収集室コ ン セ ン ト

ト イ レ ・ 給湯器コ ン セ ン ト

洗 面コ ン セ ン ト

物置TV機器コ ン セ ン ト

１ ０ ０ ０

１ ３ ０ ０

５ ０ ０

７ ０ ０

１ ０ ０ ０

２ ０ ０

３ ０ ０

５ ０ ０

車 庫 照 明

情報収集室コ ン セ ン ト

情 報収 集 室 照 明

２ ０

４ ８ ０

４ ２ ０

150/125

３ Ｐ ６ ０ ／５ ０

EM-CET38ﾛ

EM-I E8ﾛ×2

２ １ ２ ４ ０

ヨ ビ

1φ3W

100/200

電 灯 分 電 盤 L- 2

１

２

３

Ａ

１

２

３

４

５

６

主 開 閉 器
路

号
番

電

Ｖ
圧

開 　 閉 　 器

負 荷 名 称
Ａ Ｆ ／Ａ Ｔ

Ｐ 　 数

回

モ

コ

ン

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

ヨ ビ

ヨ ビ

備 考

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ ０ ０

２ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

MCCB3P

合 計

特
記
項
目

エ ア コ ン

外 部 照 明

屋内， 鋼板製， 壁掛型

会 議 室 他 照 明

研 究 室 照 明

研 究室 コ ン セ ン ト

会 議室 コ ン セ ン ト

会 議室 コ ン セ ン ト

厨 房 コ ン セ ン ト

厨 房 コ ン セ ン ト

ト イ レ コ ン セ ン ト ６ ０ ０

１ １ ０ ０

５ ０ ０

４ ０ ０

４ ０ ０

７ ０ ０

Ｋ Ｗ

Ｋ Ｖ Ａ

Ｍ

Ｃ

Ｂ

Ｅ

Ｌ

Ｂ

リ

４ １ ０

６ ３ ０

２ ７ ０ ０

60/50

EM-CET14ﾛ

EM-I E2. 0×2

Ａ Ｃ ア ダ プ タ － 収 納 Ｂ Ｏ Ｘ電 灯 分 電 盤 L- 1

幹線サイ ズ

Ｗ＝１ ５ ０ ・ Ｈ＝２ ５ ０ ・ Ｄ ＝１ ２ ０

屋外防水・ Ｓ ＵＳ 製・ 鍵付き ・ ポ－ル取付金具共

100/200

開 　 閉 　 器

負 荷 名 称
Ａ Ｆ ／Ａ Ｔ

Ｐ 　 数
備 考

Ｋ Ｗ

Ｋ Ｖ Ａ

Ｍ

Ｃ

Ｂ

Ｅ

Ｌ

Ｂ

ヨ ビ

エ ア コ ン ５ ． ９ ５

モ －タ －サ イ レ ン ２ ． ２ ０

合 計 ８ ． １ ５

３ Ｐ ６ ０ ／４ ０

３ Ｐ ６ ０ ／３ ０

３ Ｐ ６ ０ ／４ ０

３ Ｐ １ ０ ０ ／７ ５ 太陽光パワ －コ ンディ ショ ナ 逆接続可能型

ＷＨ ＭEM-CET38ﾛ

100/200 太陽光蓄電池 逆接続可能型３ Ｐ ６ ０ ／４ ０

特
記
項
目

屋外防水， Ｓ Ｕ Ｓ 製， 壁掛型

２ １ ７ ７ ０

３ ０ ０２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

２ Ｐ ３ ０ ／２ ０

合 計

防 犯灯 （ 街 路灯）

２ ０

１ ５ ０

４ ０

２ ０

作 業灯 （ 作 業用）

緊 急車 出動 表示板

庭 園 灯

赤 色 灯

２ １ ２ ４ ０Ｌ －１

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

24hﾀｲﾏ-にてON, OFFと する 。MCCB3P
150/125

2025/03/31

24hﾀｲﾏ-にてON, OFFと する 。

24hﾀｲﾏ-にてON, OFFと する 。

１ ７ ０

７ ６ ４ ０
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１ 階 平面 図 　 S=1/100

1
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,
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0
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5

1
,
6
0
0

電動オーバース ラ イ ディ ング

1
,
2
5
0

ス チ ー ル 棚

X1 X2

7, 000

6, 5401, 250

1, 450

1, 450 7, 000

1, 250 6, 540

▲ ▲

２ 階 平面 図 　 S=1/100

Y1

Y3

Y2

1
,
2
5
0

1
4
,
0
0
0

6
,
0

4
0

7
,
5
5
0

X1 X2

1, 450 7 , 000

6 , 590
3
,
0

0
0

引
戸

門
扉

1, 450 7 , 000

X1 X2

1, 200

6 , 5901 , 250

真
北

ア ル ミ 庇

200 230 230

2
3
0

2
3
0

Y1

Y3

Y2

X1 X2

200 230 205

2
0
5

2
0

5

200 205 205

230 205

幹 線 ・ 動 力 設 備 平 面 図

冷

車庫

準備室

（ 資機材置場）

操作盤

PS

AC

バルコ ニー

半鐘

棚

半鐘

（ 和室）

研修室

AC

収納 収納

押入押入

下
足
入
Ａ

会議室

厨房

冷

ACAC

Ｓ Ｂ

神棚

ト イ レ２

ト イ レ１

スチール棚

ス チ ー ル 棚

ス
チ

ー
ル

棚

ス
チ

ー
ル

棚

ス
チ

ー
ル

棚

ス
チ

ー
ル

棚
ス

チ
ー

ル
棚

ト イ レ３ ト イ レ ４

LPG

LPG

下
足
入
Ｂ

No． Ｅ － 05

H

L-2

EM-CET14ﾛ E2. 0×2 ( E51)

EM-CET14ﾛ E2. 0×2 ( E51)

EM-CET38ﾛ E8ﾛ×2 ( E63)

脱衣室

L-1

LP-M

物置

ス チ ー ル 棚

EM-CET38ﾛ E8ﾛ×2 ( FEP65)

情報収集室

AC

ﾓ-ﾀ-ｻｲﾚﾝ制御盤( 別途)EM-CE3. 5ﾛ-4C ( E25)

電灯 EM-CET38ﾛ ( HI VE54)

凡例

H

ｴｱｺﾝ配線

ﾊﾝﾄﾞ ﾎ-ﾙ H1-6 ( 鉄蓋 Φ600 200kN)

EM-CE8ﾛ-3C E1. 6 ( HI VE36)

貫通補修ヵ 所を示す

天井内はケ－ブルコ ロ ガシと する

露出配管は塗装を施すこ と と する 。

室外機

動力 EM-CET38ﾛ ( HI VE54)

電灯 EM-CET38ﾛ ( HI VE54)
動力 EM-CET38ﾛ ( HI VE54)

EDELBD

I E8ﾛ ( HI VE16) ×2

動力・ 電灯引込

2025/03/31
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照 明 器 具 姿 図

Ａ B1 B2

Ｌ Ｓ Ｓ １ － ４ － ３ ７

一般タ イ プ、 ４ ０ ０ ０ ｌ ｍタ イ プ

消費電力２ ５ Ｗ、 定格出力型、 電圧１ ０ ０ ～２ ４ ２ Ｖ

本体： 鋼板（ 白色粉体塗装）
ラ イ ト バー（ カ バー） ： ポリ カーボ ネート （ 乳白）

本体： 鋼板（ 白色粉体塗装）
ラ イ ト バー（ カ バー） ： ポリ カーボネート （ 乳白）

Ｌ Ｅ Ｄ 直付型４ ０ 形 ｉ ス タ イ ル 片反射笠付Ｌ Ｅ Ｄ 直付型４ ０ 形 ｉ ス タ イ ル

片反射板： 亜鉛鋼板（ 高反射白色粉体塗装）

器 具 姿 図 は 参 考 と す る

B3

本体： 鋼板（ 白色粉体塗装）
ラ イ ト バー（ カ バー） ： ポリ カーボネート （ 乳白）

Ｌ Ｅ Ｄ 直付型４ ０ 形 ｉ ス タ イ ル 反射笠付 Ｃ

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

Ｉ Ｊ Ｋ

本体： 鋼板（ 白色粉体塗装）
ラ イ ト バー（ カ バー） ： ポリ カ ーボネート （ 乳白）

Ｌ Ｓ Ｓ ９ － ４ － ４ ８

一般タ イ プ、 ５ ２ ０ ０ ｌ ｍタ イ プ

消費電力３ １ ． ９ Ｗ、 定格出力型、 電圧１ ０ ０ ～２ ４ ２ Ｖ

Ｌ Ｅ Ｄ 直付型４ ０ 形 Ｄ ス タ イ ル Ｗ１ ５ ０

反射板（ 下部） ： 鋼板（ ホ ワ イ ト つや消し 仕上）

枠： 鋼板（ ホ ワ イ ト つや消し 仕上） 、 埋込穴φ１ ５ ０

反射板（ 上部） ： プラ ス チッ ク （ ホ ワ イ ト ）

Ｌ Ｒ Ｓ １ － １ ７

反射板（ 下部） ： 鋼板（ ホワ イ ト つや消し 仕上）
反射板（ 上部） ： プラ ス チッ ク （ ホ ワ イ ト ）

Ｌ Ｅ Ｄ 内蔵＜ワ ン コ ア （ ひと 粒） タ イ プ＞、 一般光色タ イ プ

器具光束： ６ １ ０ ｌ ｍ 、 消費電力： ４ ． ２ Ｗ、 電圧： １ ０ ０ －２ ４ ２ Ｖ

Ｌ Ｅ Ｄ ダウ ン ラ イ ト

Ｌ Ｒ Ｓ １ － ０ ５

本体： 鋼板（ 白色粉体塗装）
ラ イ ト バー（ カ バー） ： ポリ カーボネート （ 乳白）

器 具 姿 図 は 参 考 と す る

Ｌ Ｅ Ｄ 赤色表示灯

予備電源別置型・ 非常用LED併用型

天井直付型・ 壁直付型

防雨型

Ｌ Ｓ Ｓ ９ － ４ － ３ ７

一般タ イ プ、 ４ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ

消費電力２ ５ Ｗ、 定格出力型、 電圧１ ０ ０ ～２ ４ ２ Ｖ

反射板（ 下部） ： 鋼板（ ホワ イ ト つや消し 仕上）

枠： 鋼板（ ホ ワ イ ト つや消し 仕上） 、 埋込穴φ１ ５ ０

反射板（ 上部） ： プラ ス チッ ク （ ホ ワ イ ト ）

Ｌ Ｅ Ｄ 内蔵＜ワ ン コ ア （ ひと 粒） タ イ プ＞、 一般光色タ イ プ

Ｌ Ｅ Ｄ ダウ ンラ イ ト Ｌ Ｅ Ｄ ダウ ンラ イ ト

Ｌ Ｒ Ｓ １ － ０ ８

器具光束： １ ０ ４ ５ ｌ ｍ 、 消費電力： ７ ． ０ Ｗ、 電圧： １ ０ ０ －２ ４ ２ Ｖ

枠： 鋼板（ ホ ワ イ ト つや消し 仕上） 、 埋込穴φ１ ０ ０

Ｌ Ｅ Ｄ 内蔵＜ワ ン コ ア （ ひと 粒） タ イ プ＞、 一般光色タ イ プ

器具光束： ２ ０ ７ ０ ｌ ｍ 、 消費電力： １ ５ ． ０ Ｗ、 電圧： １ ０ ０ －２ ４ ２ Ｖ

本体： 鋼板（ 白色粉体塗装）
ラ イ ト バー（ カ バー） ： ポリ カーボ ネート （ 乳白）

Ｌ Ｅ Ｄ 直付型４ ０ 形 Ｄ ス タ イ ル Ｗ１ ５ ０

Ｌ Ｅ Ｄ 直付型４ ０ 形 Ｄ ス タ イ ル Ｗ１ ５ ０

Ｌ Ｓ Ｓ ９ － ４ － ３ ０

一般タ イ プ、 ３ ２ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ
消費電力２ ０ ． ６ Ｗ、 定格出力型、 電圧１ ０ ０ ～２ ４ ２ Ｖ

No． Ｅ － 06

一般タ イ プ、 ６ ９ ０ ０ ｌ ｍタ イ プ

消費電力４ ３ ． １ Ｗ、 定格出力型、 電圧１ ０ ０ ～２ ４ ２ Ｖ

Ｌ Ｓ Ｓ １ － ４ － ６ ５

一般タ イ プ、 ６ ９ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ

消費電力４ ３ ． １ Ｗ、 定格出力型、 電圧１ ０ ０ ～２ ４ ２ Ｖ

Ｌ Ｅ Ｄ ポーチラ イ ト  ４ ０ 形電球１ 灯器具相当

器 具 姿 図 は 参 考 と す る

器具光束２ ８ ９ ｌ ｍ 、 消費電力７ ． １ Ｗ、 電圧１ ０ ０ Ｖ

壁直付型、 拡散タ イ プ・ 明る さ セン サ付

防雨型、 ネジ 込み方式
カ バー： ア ク リ ル（ 透明・ 内面白塗装）

本体・ 枠： プラ ス チッ ク （ プラ チナメ タ リ ッ ク ）

点灯照度調整機能付

Ｌ Ｍ

器 具 姿 図 は 参 考 と す る

器 具 姿 図 は 参 考 と す る

Ｌ Ｅ Ｄ 内蔵、 電源ユニッ ト 内蔵、 防雨型・ 防噴流型・ 耐塵型、 広角タ イ プ配光
光束１ ３ ０ ０ ０ ｌ ｍ 、 消費電力８ ８ ． ７ Ｗ、 電圧１ ０ ０ ～２ ４ ２ Ｖ

本体： ア ルミ （ シ ルバーメ タ リ ッ ク ）
パネル： ポリ カ ーボネート （ 透明つや消し ）

保護等級Ｉ Ｐ ６ ５ 、 耐風速６ ０ ｍ ／ｓ
落下防止ワ イ ヤー付、 耐雷サ ージ ： １ ５ Ｋ Ｖ

Ｌ Ｅ Ｄ 防犯灯　 蛍光灯Ｆ ＨＴ ４ ２ 形相当

光束１ １ ０ ０ ｌ ｍ 、 消費電力９ Ｗ、 電圧１ ０ ０ Ｖ
本体： ア ルミ ダイ カ ス ト （ ク ールホ ワ イ ト ）

前面パネル： ア ク リ ル（ 透明つや消し 仕上）

エン ト ラ ン ス ラ イ ト 　 ４ ０ 形電球１ 灯器具相当

器具光束２ １ ５ ｌ ｍ、 消費電力５ ． １ Ｗ、 電圧１ ０ ０ Ｖ
防雨型、 ネジ 、 ネジ込み方式・ 明る さ セン サ付、 地中埋込型

点灯照度調整機能付
グ ロ ーブ： ガラ ス （ 乳白つや消し ） 、 ポール： ス テ ン レ ス （ オフ ブラ ッ ク ）

本体・ ガード ： ア ルミ ダイ カ ス ト （ オフ ブラ ッ ク ）
幅φ１ １ ４ ・ 地上高１ ０ ０ ０

器 具 姿 図 は 参 考 と す る 器 具 姿 図 は 参 考 と す る

誘導標識投光器 水銀灯４ ０ ０ 形相当 ポ－ル共

ポ－ル４ ． ５ ｍ ， Φ８ ９ 用

防雨型、 明る さ セン サな し

落下防止ワ イ ヤ－， Φ８ ９ ポ－ル取付バン ド 共

照 明 器 具 姿 図 2025/03/31
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１Ｍ

１

３

3

以降配置図参照

引込開閉器盤

EM-CE5. 5ﾛ-3C ( FEP30)

３
SW

L

L

( WP)

L

3
L

開閉器盤ﾍ

( WP)

EM-EEF1. 6ﾛ-2C＋3C ( PF22)
１

L-1

L-2

L-2回路

2. 6

Ａ

Ａ

１

外階段

A器具用

A器具用

EM-EEF1. 6ﾛ-2C ( 換気扇用)

１

２

１

開閉器盤ﾍ EM-EEF1. 6ﾛ-3C ( 2F, F赤色灯)

庭園灯 EM-EEF2. 6-2C＋1. 6

庭園灯 EM-EEF2. 6-2C＋1. 6

外壁灯 EM-EEF1. 6-2C×2

赤色灯 EM-EEF1. 6-2C
開閉器盤ﾍ

赤色灯 EM-EEF1. 6-2C

外壁灯 EM-EEF1. 6-3C

開閉器盤ﾍ

11

凡例

EM-EEF2. 0-2C ( PF16) ( 露出E19)

EM-EEF2. 0-2C＋1. 6 ( PF22) ( 露出E25)

EM-EEF1. 6-2C ( PF16) ( 露出E19)

EM-EEF1. 6-2C×2 ( PF22) ( 露出E25)

EM-EEF1. 6-2C＋3C ( PF22) ( 露出E25)

EM-EEF1. 6-3C ( PF22) ( 露出E25)

EM-EEF1. 6-3C ( 2種金属線ぴＡ 型)

EM-EEF2. 6-2C＋1. 6 ( 2種金属線ぴＡ 型)

EM-EEF1. 6-2C×411

F EM-FCPEE0. 9-2P ( E19)

露出配管は塗装を施すこ と と する 。

貫通補修ヵ 所を示す

天井内はケ－ブルコ ロ ガシと する

ﾌ゚ ﾙﾎ゙ ｯｸｽ ( 200*200*200, VE)

EM-EEF1. 6-2C＋3C ( 2種金属線ぴＡ 型)

2種金属線ぴ( ｼ゙ ｬﾝｸｼｮﾝﾎ゙ ｯｸｽ)

表示灯 EM-FCPEE0. 9-2P ( E19)
作業用外灯 EM-EEF1. 6-2C ( E19)
赤色灯 EM-EEF1. 6-3C ( E25)

F

表示灯 EM-FCPEE0. 9-2P ( E19)

作業用外灯 EM-EEF1. 6-2C ( E19)

車庫SW

車庫照明×2， 換気扇×2， 作業用外灯×1

以降配置図参照

出動表示板 EM-FCPEE0. 9-2P ( FEP30)
外灯他 EM-CE5. 5ﾛ-2C×3 ( FEP65)

ｶﾒﾗ用ｺﾝｾﾝﾄ EM-CE3. 5ﾛ-2C ( FEP30)
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Ｊ

2F, K器具用

１

EM-EEF1. 6ﾛ-2C ( PF16)

( 外構J， 2F･J器具)

出動表示板用SW

EM-EEF1. 6ﾛ-2C ( PF16)

M

M
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露出配管は塗装を施すこ と と する 。
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真
北

１ 階平 面 図　 S=1/100 ２ 階平 面図 　 S=1/100

EM-UTP6e-4P ( PF22)

B

B

空配管( PF16)
EM-S-5C-FB×2 ( PF22)

空配管( PF16)
EM-S-5C-FB×2 ( PF22)

TV盤

以降配置図参照

4P

EM-UTP6e-4P ( PF22)

電話引込み

3

凡例

3

ﾌﾗｯｼｭﾌﾟ ﾚ-ﾄ， 金属製( ﾊﾄﾒ)

ﾌﾗｯｼｭﾌﾟ ﾚ-ﾄ， 金属製( ﾊﾄﾒ×3)

情報用ｱｳﾄﾚｯﾄ( ﾓｼ゙ ｭﾗｼ゙ ｬｯｸ RJ45 金属製)

ﾃﾚﾋﾞ 端子 ( SH-77F)

4P

EM-S-5C-FB  ( PF16)

空配管　 　 　 ( PF16)

分配器 ( SH-D4)  組込み

Ｂ

Ｓ Ｄ カード ２ ５ ６ Ｇ Ｂ 、 Ａ Ｃ アダプタ ー共

電源・ 消費電力・ 質量 Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ  約８ ． ５ Ｗ、 Ｐ ｏ Ｅ （ Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． ３ ａ ｆ 準拠） 約９ ． １ Ｗ・ 約２ ． ４ ｋ ｇ

撮像素子・ 有効画素数・ 走査方式 約１ ／２ ． ８ 型　 Ｃ ＭＯＳ センサー・ 約２ １ ０ 万画素・ プロ グレ ッ シブ

最低照度 （ Ｆ １ ． ３ ） カラ ー： ０ ． ０ ０ ９ ｌ ｘ 、 白黒： ０ ． ０ ０ ５ ｌ ｘ ／０ ｌ ｘ （ Ｉ Ｒ 　 Ｌ Ｅ Ｄ点灯時）

ネッ ト ワ ーク ・ 画像圧縮方式 １ ０ Ｂ Ａ Ｓ Ｅ －Ｔ ／１ ０ ０ Ｂ Ａ Ｓ Ｅ －Ｔ Ｘ ・ Ｈ ． ２ ６ ５ 、 Ｈ ． ２ ６ ４ 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ

画像解像度（ 最大） 【 １ ６ ： ９ 】 １ ９ ２ ０ ×１ ０ ８ ０ （ ６ ０ ｆ ｐ ｓ ） 【 ４ ： ３ 】 ２ ０ ４ ８ ×１ ５ ３ ６ （ １ ５ ｆ ｐ ｓ ）

ス マート コ ーディ ン グ Ｇ ＯＰ 制御、 ス マート Ｖ Ｉ ＱＳ 、 ス マート Ｐ ピ ク チャ 制御

レ ン ズ部 ｆ ＝２ ． ９ ～９ ｍｍ（ ３ ． １ 倍、 電動ズーム／電動フ ォ ーカス ）

セキ ュ リ ティ ユーザー認証／ホス ト 認証／Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ Ｓ

防水性・ 耐衝撃性 Ｉ Ｐ ６ ６ 、 Ｔ ｙ ｐ ｅ ４ Ｘ 、 Ｎ Ｅ ＭＡ ４ Ｘ 　 準拠・ Ｉ Ｋ １ ０

機　 能 アド バンスド 親水コ ート 、 イ ンテリ ジェント オート 、 ス ーパーダイ ナミ ッ ク 、 逆光／強光補正、

カラ ー／白黒切換、 動作検知、 妨害検知、 音検知、 Ａ Ｉ アプリ 搭載可能、 Ｍｉ ｃ ｒ ｏ Ｓ Ｄ ス ロ ッ ト

133 138. 5

1
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4
.
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屋外２ ＭＰ 一体型カメ ラ ： Ｉ Ｒ Ｌ Ｅ Ｄ

屋外２ ＭＰ 一体型カメ ラ

分団受令器

TV盤 ( TV-T3)
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会議室

貫通補修ヵ 所を示す

天井内はケ－ブルコ ロ ガシと する

露出配管は塗装を施すこ と と する 。

厨房

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎ゙ ｯｸｽ ( D44, C付, 金属Ｐ 共)

収納

2025/03/31弱 電 設 備 平 面 図

EM-UTP6A-4P ( PF22)

増幅器( SH･UF-1)

10D-FB ( PF22) ( 露出E25)
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最大出力

最大出力動作電圧

開放電圧

短絡電流

最大出力動作電流

モジュ ール出力区分
項目

14. 13 A

13. 29 A

37. 45 V

31. 27 V

415W mi n-3%

3. 1 太陽電池

検出場所を 表－１ に示し ま す。

（ 低圧連系）

構造

外形寸法

3. 2 太陽電池架台

強度

材質

:  関係法規に基づき 必要な強度を有する も のと し ま す。

:  押し 型アルミ 形成品　 アルマイ ト 加工　 ク リ ア塗装

:  折板金具仕様（ ハゼ式屋根）

:  太陽電池図面参照

種類     :   単結晶シリ コ ン太陽電池

出力特性  :   表－３ 参照

外形寸法  :   図面参照

条件  :  日射強度 AM1. 5  1kW/m
:  素子温度 25℃

2

表－３  特性表

2. 4 系統連系保護方式

電気設備技術基準の解釈第227によ る 保護継電器の種類・ 設置相数およ び

本シス テム における 連系保護装置は、 電気設備技術基準に沿って設置する も のと し ま す。

単独運転検出機能

周波数低下継電器

周波数上昇継電器

不足電圧継電器

5

4

3
パワ ーコ ンディ ショ ナ内

( 受動・ 能動) -

( OFR)

( UFR)

( UVR)

1相

1相

2相

保護継電器の種類

1

表－１

設置相数 検出場所

商用系統の事故の場合は、 商用系統が復旧後、 手動操作（ 復電装置操作）

に商用系統と の連系接続を解列し 確実に停止し ま す。

交流系統に事故が発生し た場合やパワ ーコ ンディ ショ ナ故障時は、 速やか

太陽電池出力監視によ る 発電装置自動停止後の復帰は時限を 採って行い、

を対象と し ま す。 日中発電時に日射不足によ り 給電不能と なる 場合は自動的

太陽光発電シス テムによ る 負荷への電力供給は、 原則と し て日中発電時のみ

太陽電池の出力を 監視し 、 設定値以下になる と 自動的に運転を停止し ま す。

6

5

2

3

4

自動的に起動し ま す。

不要な高頻度のポンピ ング（ ON／OFF動作） を避けま す。

に運転を停止さ せます。

太陽電池は太陽から の日射を受ける と 直流電力を発生し 、 パワ ーコ ンディ ショ ナ

パワ ーコ ンディ ショ ナは、 こ の直流電力を並列する 商用電源の電圧、 周波数、 位相

と 同期し た交流電力に変換し 、 対象と する 負荷へ電力を供給し ま す。

運転データ 等は、 計測監視装置によ り 監視・ 収集し ま す。

連系保護装置等によ り 、 パワ ーコ ン ディ ショ ナ及び系統の異常時には連系を

パワ ーコ ンディ ショ ナは、 下記の通り 全自動運転を行う も のと し ま す。

太陽電池の動作特性を 監視し 、 設定値に達する と パワ ーコ ン ディ ショ ナを

4

1

遮断し ま す。

2. 3 運転方式（ 系統連系）

1

2

3

太陽光発電設備　

消防団第四分団詰所建設事業 太陽光発電設備

低圧一般配電線（ 単相３ 線、 202V/101V、 60Hz）

ﾊ゚ ﾜー ｺﾝﾃ゙ ｨｼｮﾅ容量　  10kW×1台

（ 連系保護装置含む） 計測監視装置、 蓄電池シス テムよ り 構成し ま す。

本シス テムは、 太陽電池モジュ ール、 太陽電池用架台、 パワ ーコ ンディ ショ ナ

2. 2 システム構成

：

：

：

：

名称

2. 1 設備の概要

連系する 電力系統

発電設備の種類

設備容量

2.  シス テム概要

1. 1 適用範囲

本仕様書は、 消防団第四分団詰所建設事業 太陽光発電設備について適用し ま す。 　

1. 3 納入期限

1. 4 適用規格･法規等

別途打合せ

1. 2 納入場所

1.  一般事項

で集電し ま す。

検収後１ 年以内に設計も し く は製作不良、 その他工事者の責任に帰すべき

不都合が発生し た場合は、 速やかにこ れを無償で修理、 ま たは、 良品と 交換

なお、 上記保証期間を 経過し た後に、 機器製作不良等工事者の責に帰する と

判断さ れる 原因によ り 事故が生じ た場合、 その修理・ 取替に要する 費用に

ついては、 協議の上決定する も のと し ま す。

する も のと し ま す。

本工事の設計・ 施工に当たっては、 下記の法令・ 規格等に基づく も のと し ま す。

( 4)  電気事業法

( 2)  労働安全衛生法

1. 5 保証条件

( 1)  労働基準法

( 3)  建築基準法

( 8)  電力品質確保に係る

( 9)  日本工業規格（ JI S）

( 10)  日本電機工業会標準規格（ JEM）

( 11)  日本電気規格調査会標準規格（ JEC）

( 12)  日本電線工業会規格（ JCS）

( 13)  内線規定

( 6)  消防関係法規

　 　 　 　 　 系統連系技術要件ガイ ド ラ イ ン

( 14)  系統連系規定（ 2023年）

( 5)  電気工事士法

( ７ )  電気設備技術基準 2

逆電力継電器 ( RPR) 2相

にて運転を再開し ます。 （ 連系協議内容に従っ て対応する も のと する 。 ） 　

特定負荷へ電力を 供給し ま す。

商用系統に事故が発生し た 場合には、 自立運転に切換わり 、 蓄電池から

昼間、 蓄電池シス テム から 放電さ れる 太陽光発電出力は構内負荷に電力を 供給し ま す。

2

防災型蓄電池シス テム は、 下記の通り 全自動運転を 行う も のと し ま す。

夜間等の設定さ れた時刻になる と 、 商用系統から 蓄電池へ充電を 行いま す。

1

2. 3 運転方式（ 蓄電池）

<系統停電時>

<系統正常時>

3 充電時間帯でも 、 蓄電池残容量が設定さ れた 上限値・ 下限値に到達し たら 、 充電停止し ま す。

4

蓄電池ｼｽﾃﾑ　        15kWh（ 5kWh×3台）

太陽光発電電力で余剰し た電力は、 売電する も のと し ま す。5

3. 3 パワ ーコ ンディ ショ ナ（ 参考）

:  Ｄ Ｃ ４ ０ ０ V定格入力電圧

:  Ａ Ｃ １ ０ １ /２ ０ ２ V（ ６ ０ Hz)定格出力電圧

:  Ｄ Ｃ ０ -６ ５ ０ V入力電圧範囲

:  １ ０ ｋ Ｗ( 自立運転出力３ ｋ Ｗ)容量

種類 :  系統連系パワ ーコ ン ディ ショ ナ（ 連系用）

:  単相３ 線式　 （ Ｎ ） 相接地）相数

電力変換効率

運転力率

出力電流歪率

:  ｢２ ． ３  運転方式｣ によ る も のと し ま す。

保護機能

運転/停止

:  ｢２ ． ４  系統連系保護方式｣ によ る も のと し ま す。

:  ９ ６ ． ０ ％

:  ０ ． ９ ５ 以上（ 出力AC２ ０ ２ V、 ２ ５ ～１ ０ ０ ％出力時）

:  総合５ ％以下、 各次３ ％以下

太陽電池入力 :  太陽電池直接入力回路　 ３ 回路

:  最大出力追従制御制御方式

:  メ ーカ ー指定色

:  別途図面参照

周囲条件

塗装色

外形寸法

:  周囲温度 －２ ０ ℃～４ ５ ℃

:  １ ５ kWh以上

:  単相３ 線式 Ａ Ｃ ２ ０ ２ Ｖ  （ 連系出力）

:  周囲温度 －１ ０ ℃～４ ０ ℃、 相対湿度８ ５ ％以下

:  Ｄ Ｃ １ ５ ３ ． ６ Ｖ

:  ９ ４ ％電力変換効率

:  ３ ． ０ ｋ W（ 連系） ／２ ． ０ ｋ VA（ 自立）

定格入力電圧

定格出力

定格出力電圧（ 連系）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 結露なし ）

:  別途図面参照

周囲条件

外形寸法

蓄電池容量

蓄電池種類 :  リ チウ ム イ オン蓄電池

3. 4 蓄電ユニッ ト （ 参考）

:  ０ ． ９ ５ 以上出力基本波力率

構造 :  自立形

:  単相２ 線式 Ａ Ｃ １ ０ １ Ｖ  （ 重要負荷出力）定格出力電圧（ 自立）

定格出力周波数 :  ５ ０ ／６ ０ Ｈ ｚ

液晶画面

LCD表示

蓄電池専用リ モコ ン

機能

取付方式

:  運転モード 設定・ 非常時設定・ ネッ ト ワ ーク 設定機能

:  屋内、 壁掛け仕様

:  電源・ 充電/放電・ 太陽光発電・ 自立運転・ 点検表示機能

:  TFTカ ラ ―液晶（ QVGA） 、 バッ ク ラ イ ト 機能付

:  故障監視機能付き

受電盤（ 連系協議）

静岡県 熱海市 伊豆山

太陽光発電設備設置工事 特記仕様書（ 参考）

2. 5 納入機器範囲

納入機器は表ー２ に示す通り と し ま す。

表－２

太陽電池モジュ ール

架台

4.

3.

No.

1.

2.

備   考

単結晶太陽電池

機  器  名 仕  様

ハゼ式屋根

数量

1台10kWパワ ーコ ンディ ショ ナ

蓄電池ユニッ ト 3式5kWh

1式

合計　 15kWh

動作確認試験

注） 現地試験は省略し 、 工場試験成績書にて承認し て頂く も のと し ま す。

外観・ 構造試験

絶縁耐圧試験

絶縁抵抗試験

保護装置特性

注

注

試運転・ 完成検査項目は、 下表に示す通り と し ま す。

シス テム
太陽電池

配線
警報盤

蓄電池

ｹー ﾌﾞ ﾙ

5.  試運転・ 完成検査項目

（ １ ） 据付工事

納入機器の据付工事

4. 1 据付、 配線工事

4.  工事範囲

納入機器の配線工事

（ ２ ） 配線工事

（ 3） 系統連系申請書作成

自立運転

（ １ ） 蓄電池用 基礎工事

5.  工事範囲外

（ ２ ） 連系用ELCB工事 

太陽電池容量　 　 　  7. 47kW（ 18枚） 1枚未接続

18枚

3.  機器仕様

容量　 　   :   7. 47kW

No． Ｅ － 10 2025/03/31太 陽 光 発 電 設 備 　 特 記 仕 様 書
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単位： mm
単位： mm

590

760

5
2
0

5
5
0

220 52

17
2
2

35

8
6
0

25
0

1
9
7.

5
988

1134

最大出力 ： 415W

質　 　 量 ： 25. 4kg

耐荷重　 架台と の組み合わせによ り
短期荷重： 表面側から は2400Pa

裏面側から は2400Pa
長期荷重： 2400Pa

裏面側には積雪荷重が加わら ないこ と

仕　 　 様 ： 単結晶太陽電池モジュ ール

直付け金具　 折板屋根用　 35mm枠用

アルミ 押さ え金具NF70 中間部 M8

( 39)

5
1

64
(
56

)

( 68) ( 65)

( 43)( 70)

( 98)
25

皿ばね付ナッ ト

5
6
2

485 280 495 197

170 24

1
5
1

5
5
4

パワ ーコ ン ディ ショ ナ重量： 28kg蓄電池シス テム重量： 64kg

リ モコ ン重量： 0. 4kg

:  単相３ 線式 Ａ Ｃ ２ ０ ２ Ｖ  （ 連系出力）

:  ９ ４ ％電力変換効率

:  ３ ． ０ ｋ W（ 連系） ／２ ． ０ ｋ VA（ 自立）定格出力

定格出力電圧（ 連系）

蓄電池容量

蓄電池種類 :  リ チウ ム イ オン 蓄電池

:  ０ ． ９ ５ 以上出力基本波力率

:  単相２ 線式 Ａ Ｃ １ ０ １ Ｖ  （ 重要負荷出力）定格出力電圧（ 自立）

単位： mm

設計質量             　 ：  47kg

:  10ｋ Ｗ
:  DC50～450Ｖ
:  96％電力変換効率

入力運転電圧範囲
容量
種類 :  系統連系パワ ーコ ンディ ショ ナ

自立運転機能付き :  合計3kVA  自立運転は自動切換えと する 。

質　 　 量: 0. 55kg

パワ －コ ンディ ショ ナ　 単相10kW太陽電池モジュ ール（ 18枚）

蓄電池シス テム

No． Ｅ － 11 2025/03/31太 陽 光 発 電 設 備  機 器 姿 図

:  １ ５ kWh以上　 ※認定品を使用する 。



1φ3W 100/200V

事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ Ｎ Ｏ Ｎ

電灯負荷

1

PV2

11

BMS

保護装置

ＷＨ Ｍ

逆接続可能型

3P3E

ELCB 40A
3P3E

逆接続可能型

ELCB 75A

逆潮流防止CT
38sqま で

太陽光工事範囲

名称

凡 例

記号

PV

名称

変圧器T

UPS

電力量計Wh

VCT 計器用変圧変流器

無停電電源装置

太陽電池ア レ イ

記号

BD

ELCB

LA

MCCB

MC

DS

PAS 柱上気中開閉器

断路器

配線用遮断器

電磁接触器

漏電遮断器

避雷器

逆流防止ダイ オード

保護装置

名称

UFR

UVR

不足周波数継電器

不足電圧継電器

記号

OFR

OVR

OVGR

過電圧継電器

地絡過電圧継電器

過周波数継電器

LBS 高圧交流負荷開閉器

VCB 真空遮断器

単独受

単独能

単独運転防止機能（ 受動的）

単独運転防止機能（ 能動的）

I R 日射計  

TH 気温計

単独能

単独受

UVR

OVR

UFR

OFR

EC

太 陽 光 延 長 ケ ー ブ ル

Ｐ Ｖ Ｃ Ｃ 　 4sq -1C×4C

自立運転入力

連系ケ ーブル

AC100V, 1φ2W

AC200/100V, 1φ3W

EM-CEE2. 0sq-2C

EM-CE8s q-3C　 I E5. 5s q

ﾊ゚ ﾜー ｺﾝﾃ゙ ｨｼｮﾅ ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ蓄電池

EC

ED

発電監視CT
EM-CET22s q　 I E5. 5s q

専用ｹー ﾌ゙ ﾙ

リ モコ ン

蓄電池専用 E
M

-
C

E
5

.
5

s
q

－
2

C

運 転

ｲﾝﾊﾞ ｰﾀ異 常

系 統 異 常

再 投 入 待 ち

MCト リ ッ プ

専用ｹー ﾌﾞ ﾙ

分電盤L-1

PV1

蓄電池( 15kWh以上)  蓄電ユニッ ト

パワ ーコ ンディ ショ ナ

（ 1φ3W 10kW）

RY

専用ｹー ﾌﾞ ﾙ
逆潮流防止CT　 30ｍ

発電監視CT　 20m

引込開閉器盤

太陽電池ア レ イ （ １ ８ 枚）

警報表示器盤

（ 太陽光故障一括）

（ 電気設備工事）

（ 樹脂製, 2窓用）
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真
北

１ 階平 面 図　 S=1/100

Ｓ ＝ 1： 100

２ 階 平面図 　 S=1/100

ﾊ゚
ﾜｺ

ﾝ

蓄電池

EM-CEE2. 0ﾛ-2C ( PF16)

太陽光延長ｹ-ﾌ゙ ﾙ
( 太陽光工事)

EM-I E5. 5ﾛ

EM-CEE2. 0ﾛ-2C ( E19)

EM-CET22ﾛ I E5. 5ﾛ ( E51)

EM-CET22ﾛ I E5. 5ﾛ ( E51)

EM-CEE2. 0ﾛ-2C ( E19)

EM-CE5. 5ﾛ-3C ( E25)

EM-CE5. 5ﾛ-3C ( E25)

EM-CE5. 5ﾛ-3C ( E25)
EM-CE8ﾛ-3C I E5. 5ﾛ ( E39)
太陽光専用ｹ-ﾌ゙ ﾙ ( 20m) ( E31)
太陽光専用ｹ-ﾌ゙ ﾙ ( 30m) ( E31)

EC, D

EM-I E5. 5ﾛ ( VE16)

EM-CEE2. 0ﾛ-2C ( PF16)

H

引込開閉器盤

EM-CE8ﾛ-3C
EM-CET22ﾛ ( FEP65)
太陽光専用ｹ-ﾌ゙ ﾙ ( 30m) ( FEP30)

太陽光専用ｹ-ﾌ゙ ﾙ ( 30m) ( E31)
EM-CET22ﾛ ( E63)
EM-CE8ﾛ-3C
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9007, 000900
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0
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230

凡例

ﾌ゚ ﾙﾎ゙ ｯｸｽ ( 300*300*300, SS)

貫通補修ヵ 所を示す

天井内はケ－ブルコ ロ ガシと する

警報表示器盤( 樹脂製， 2窓用)
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( 1)  内 貼 り を 施 す チ ャ ン バ －の 表示 寸 法 は 外 法 を 示 す 。

排 出 ガ ス 対 策 等

　 　 　     ・  印の な い 場 合 は 、 ※ 印 を 適 用す る 。 　 ・  印 と  ※  印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 する 。

　 　 　 ( 2)  特 記 事 項 の う ち 選択 す る 事 項 は 、 ・  印の 付 い た も の を 適 用 す る 。

Ⅰ 　 工 事 概 要

　 ２ 　 建 設 工 事 場 所 　 　 　 　 　 　 　 市 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 区

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

　 ３ 　 建 物 概 要

　 ４ 　 工 事 科 目 （ ・ 印の あ る も の ）

・ 排 煙設 備

・ 衛 生器 具 設備

・ 屋 内給 水 設備

・ 屋 外給 水 設備

・ 屋 外排 水 設備

・ 給湯 設備

・ 消火 設備

・ ガ ス 設備

・ 空 気調 和 設備 ， 換 気 設 備

・ 浄化 槽設 備

・ 屋 内排 水 設備

構 造 階 数 延 床面 積 （ ㎡ ） 備 考建 物 （ 棟） 名称

・

Ⅱ 　 仕 様

　 　 　 ・ 公 共 建 築 工 事標 準 仕様 書 （ 電 気 設 備 工 事 編 ） ・ 公 共 建築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 電気 設 備工 事 編 ）

　 １ 　 特 記 仕 様 書 及 び図 面 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 下 記 の 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営繕 部 監修 の

　 ３ 　 設 計 図 書 に 明 記が な い 場 合 、 又 は 相 違 が あ る 場 合は 、 原則 と し て 監 督 職 員 の 指 示 に よ る ほ か 、

　 　 　 　 　 ( 1 )  質問 回 答書 ( ( 2) ～ ( 5) に 対 す る も の )    ( 2)  現 場説 明書    ( 3 )  特記 仕様 書

　 　 　 　 　 ( 4 )  図面 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 5)  標 準仕 様書

　 　 　 ( 1)  項 目 は 全 て 適 用 する 。

　 ４ 　 特 記 仕 様

　 　 　 ・ 建 築 工 事 標 準詳 細 図

　 　 　 ・ 公 共 建 築 設 備工 事 標準 図 （ 電 気 設 備 工 事 編 ）

　 　 　 次 の 優 先 順 位 に よ り 判定 す る 。

　 　 　 ・ 公 共 建 築 工 事標 準 仕様 書 （ 建 築 工 事 編 ） 　 　 ・ 公 共 建築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建築 工 事編 ）

・

・ ア ス フ ァ ル ト ・ コ ン ク リ ー ト

・

・

・

・

　  受注 者 の 提 示 す る 分 別 解体 の 方 法 、 施 設 等 と 異 な る 場 合 に お い て も 、 設

　  の で は な い 。

注 ) ( 1) 、 ( 2) に つ い て は 積 算上 の 条 件 明示 で あ り 、 処 理 施 設 等を 指定 す る も

・ 木 材

　 鉄 か ら 成 る 建 設 資 材

・ コ ン ク リ ー ト 及 び

・ コ ン ク リ ー ト

特 定 建設 資 材 廃 棄 物 の 種 類

・

再 資源 化 等 を す る 施 設 名 称

・

・

所在 地

科目 項 目 特 記 事 項

一
　
般
　
事
　
項

・ 撤 去 工 事

・ さ く 井 設 備

　  計変 更 の 対 象 と し な い 。

処理 ｾﾝﾀ ｣ー へ の 登 録（ 電 子 ﾏﾆﾌｪｽﾄ ） に よ り 行 う こ と 。 こ れ に よ り 難 い 場 合 は

( 財 ) 日 本 産 業 廃 棄 物 処 理 振 興 ｾﾝﾀｰ( ht t p : //www. j wnet . or . j p ) が 運営 する ｢ 情 報産 業 廃 棄 物 管 理 票

監督 職 員 と 協 議 す る 。

使 用 す る 建 設 機械 は 排 出 ｶﾞ ｽ対策 及 び低 騒 音 型 と す る 。

環 境 性 能 等 使 用 す る 機材 は ト ッ プ ラ ン ナ ー 基 準 に 適 合 し た も の で あ る こ と 。

を 監 督 職 員 に 提 出 し て 承 諾を 受 け る 。

工 事 に 使 用 す る 機 材は 、 そ の 工 事 の 着 手 前 に 、 「 使 用材 料 （ 機 器 ） 報 告 書 」使 用 機 材 の 選 定

基 づ き 、 地場 産 品の 使 用 促 進 を 図 る こ と で 、 地 域経 済 の 活 性 化 に 寄 与 す る こ

規 定 す る 品質 が 規格 値 を 満 足 し た 地 場 産 品 の 優 先使 用 に 努 め る こ と 。

と を 目 的 と す る 。 受 注 者 は 工 事 に 使 用 す る 建設 資材 等 に つ い て 、 契 約 図 書 に

「 地 場 産 品」 と は 「 県 産 木 材 」 及 び 「 県 産 品」 を い う 。 「 県 産 木 材 」 と は

建 設 資 材 又は 製 品等 で 、 県 内 で 最 終 工 程 が 施さ れ た も の を い う 。

「 静 岡 県 産材 証 明制 度 要 綱 」 第 ２ 条 に 掲 げ る も の を い う 。 「 県 産 品 」 と は

検 査 等

機 材 （ 工 事 材 料 ） の 使 用 す る 機 材 に つ い て 、 自主 検 査 記 録 （ 任 意 様 式） を 作 成 する こ と 。

技 能 士

・ さ く 井 施 工 （ ﾊﾟ ｶーｯｼｮﾝ式 さ く 井 工事 作 業 又 は ﾛｰﾀﾘｰ式 さ く 井 工 事 作 業 ）

・ 熱 絶 縁 施 工 （ 保 温 保 冷 工 事 作業 ）

・ 配 管 施 工 （ 建 築 配 管 作 業 ） 　 ・ 建築 板 金 施 工 （ ダ ク ト 板金 作 業）

地 場 産 品

・ 冷 凍 空 気 調 和 機 器 施 工 ( 冷 凍 空 気 調 和 機 器 施 工作 業)

な お 、 監 督 職 員 の 検査 の 結果 、 合 格 し た 機 材 と 同じ 種別 の 機材 は 以 後 原 則 と

た だ し 、 別 表 １ に 掲げ る 機材 に つ い て は 監 督 職 員の 検査 を 受け る 。

技能 士 は 一 級 技 能 士 の 資 格 を 有す る 者 と す る 。

静 岡 県 中 小企 業 の 受 注 者 機 会 の 増 大 に よ る 地域 経済 の 活 性 化 に 関 す る 条 例 に

建 設 副 産 物 情 報

交 換 シ ス テ ム

本 工 事 の 情 報 を 「 建設 副 産物 情 報 交 換 シ ス テ ム （ Ｃ Ｏ Ｂ Ｒ Ｉ Ｓ ） 」 へ

登 録 す る も の と し 、 総 合 施工 計 画 書 作 成 時 、 工 事完 了時 及 び登 録 情 報 に

変 更 が 生 じ た 場 合に は 、 そ れ ぞ れ 速 や か に デー タ 入 力 を 行 う 。

ま た 、 同 シ ス テ ム に よ り 、 工 事 着 手 時 に 再 生 資 源 利 用計 画 書、 再 生 資 源 利 用

時 に 同 計 画書 の 実施 報 告 書 （ 書 式 は 同 一 ） を 作 成し 、 監 督 職 員 に 提 出 す る 。

促進 計画 書 、 及 び 建 設 副 産 物 情 報 交換 シ ス テ ム 工 事 登 録 証 明 書 を 、 工事 完了

し て 抽 出 検 査 と す る 。

12

13

14

15

16

17

18

19

監 理 事 務 所

本 工 事に 必要 な 工 事 用 電 力 ・ 水 等は 受 注者 の 負 担 と す る 。工 事 用 水 電 力 等

電 気 保 安 技 術 者

敷 地 内に つ く る こ と が 　 　 　 ※  で き る 　 　 　 ・  で き な い工 事 用 仮 設 物

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （  ・  　 　 　 　 　 　 　 ・  　 　 　 　 　 　 　 ）

( 3 )  再 資 源化 を 図 る も の 　 （  ・  塩 ビ 管 　 　 　 　 ・  塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ）

( 2 )  特 別 管理 産業 廃 棄 物 　 （  ・  　 　 　 　 　 　 　 ・  　 　 　 　 　 　 　 ）

( 1 )  引 渡 し を 要す る も の 　 （  ・  　 　 　 　 　 　 　 ・  　 　 　 　 　 　 　 ）発 生 材 の 処 理

・ 新 築 工 事 等

工 程

※ 有

建 築 設備 工 事

作 業 内 容 分 別 解体 の 方 法

( 1) 分 別 解 体の 方 法

「 建 設 工 事 に 係 る 資 材 の 再 資 源化 等 に 関 す る 法 律 」 ( 平 成 12年 5月31日 法 律 第特 定 建 設 資 材 の

再 資 源 化 等

※  設 け な い  ・  設 け る （ ・ 既 存 建 物 内 の 一 部 を 使 用 する  ・ 構 内 に 新 設 する ）

撤 去す る 配管 、 ダ ク ト 等 の 保 温 は 分 離す る 。 引 渡し を 要 す る 配 管 、 ダ ク ト 等

6

7

8

9

10

11

　  要 　 　 　  不 要※  　 　 　 ・  

の 保温 は 分離 する 。

配 管、 ダ ク ト の 支 持 金 物 、 吊 り ボ ル ト 等 は 本工 事に て 撤 去 す る 。

現 場 説 明 書に よ る 。

電 子 納 品 特記 仕 様書 に よ る 。

貸与 する 設 計図 デ ー タ の 有 無 （ 　 ※　 有り 　 　 ・ 　 無 し 　 ）

　 貸 与す る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ は 当 該 工 事の た め に 必 要 な 施 工 図 及 び 完 成 図の 作成

　 の 範 囲 で 使 用 で き る 。

電 子 納 品

完 成 図 書

公 共 事 業 労 務 費 調 査

に 対 す る 協 力

受 注 者 は 、 当 該 工事 が 発 注 者 の 実 施 す る 公 共事 業労 務 費 調 査 の 対 象 工 事 と

ま た 、 工 期 経 過 後 に お い て も 同 様 と す る 。

（ １ ） 調 査 票等 に 必 要 事 項 を 正 確 に 記 入し 、 発 注 者 に 提 出 す る 等 必 要 な

　 　 　 協 力 を し な け れ ば な ら な い 。

　 　 　 指 導 の 対 象 に な っ た 場 合 に は 、 そ の 実 施 に 協 力 し な け れ ば な ら な い 。

（ ２ ） 調 査 票等 を 提 出 し た 事 業 所 を 発 注者 が 、 事 後 に 訪 問 し て 行 う 調 査・

（ ３ ） 正 確 な 調 査 票 等 の 提 出 が 行 え る よ う 、 労 働 基 準 法 等 に 従 い 就 業 規 則を

　 　 　 作 成す る と 共 に 賃 金 台 帳 を 調 製 ・ 保 存す る 等 、 日 頃 よ り 使 用 し て い る

　 　 　 現 場 労 働 者 の 賃 金時 間 管理 を 適 切 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

な っ た 場 合 に は 、 以 下 の 各 号 に 掲 げ る 協力 を し な け れ ば な ら な い 。

検 査20

21

22

23

　 　 　 ・ 公 共 建 築 工 事標 準 仕様 書 （ 機 械 設 備 工 事 編 ） ・ 公 共 建築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 機械 設 備工 事 編 ）

　 　 　 ・ 公 共 建 築 設 備工 事 標準 図 （ 機 械 設 備 工 事 編 ）

　 １ 　 建 設 工 事 名 　 　 　 　

（ ４ ） 対 象 工事 の 一 部 に つ い て 下 請 契 約を 締結 す る 場 合 に は 、 当 該 下 請 負

　 　 　 工 事 の 受 注 者（ 当 該下 請 工 事 の 一 部 に 係 る 二 次以 降 の 下 請 負 人 を

　 　 　 含 む 。 ） が 前号 と 同様 の 義 務 を 負 う 旨 を 定 め な け れ ばな ら な い 。

104号 ) の 通 知 の 有 無

・ 通 知 を 要 し な い （ 対 象工 事 で な い ） 　 ・ 通 知 を 要 す る （ 対 象 工事 で あ る ）

対 象 建 設 工 事 の 場 合 は 、 分 別 解体 等 、 特 定 建 設 資 材 廃 棄 物の 再 資源 化 等 を

行 う 。

※ 手 作業

・ 手 作業 ・ 機 械 作 業 併 用

( 2) 特定 建 設 資 材 廃 棄 物 の 種類 と 再 資 源化 等 を す る 施 設

中 間 検 査 　 ・ 対 象 工 事 （ 実 施 は 中 間 検 査 実 施 基 準 に よ る ） 　 ・ 対 象 外 工 事

24

ま た 、 製 造 工 場 等 に お け る 材 料 検 査 を 行 う 工 事 材料 は 監 督 職員 の 指 示 に よ る 。

工 事 施 工 途 中 に お け る 技術 検 査 の 実 施 回 数 等 は 監 督職 員 の 指 示 に よ る 。

1 法 令 そ の 他 こ の 工 事 は 、 工事 に 関 係 す る 法 令 、 条 例 及 び 規定 等 に 基 づ い て 施 工 す る 。

官 公 署 の 検 査 を 必 要と す る 工 事 に あ っ て は 、 工事 完 成時 ま で に 検 査 を 受 け

検 査 済 証 等 の 交付 を 受 け る 。

2 工 事 実 績 情 報 の 登 録 受 注 時 又 は 契 約 変更 時に 工 事請 負 代 金 額 500万 円 以 上 の 工 事 に つ い て 、 工事

機 械 設 備 工 事 編  平 成 30年 版 」 に よ る ほ か 、 監 督 職 員 の 指 示に よ り 撮 影す る 。

の 「 営 繕 工 事 写 真 撮 影要 領 ( 平 成 28年 版) に よ る 工 事 写 真撮 影 ガ イ ド ブ ッ ク

工 事 写 真5

と する 。

施 工図 等の 著 作 権 に 係 る 当 該 建 築 物 に 限 る 使 用 権 は 発 注 者 に 移 譲 す る も の施 工 図 等 の 権 利4

全 す る こ と 。 　

ま た 、 工事 の 施 工 を 一 時 中 止 す る 場 合は 、 工 事 の 続 行 に 備 え 工 事 現 場 を 保

る 基 本的 事項 を 明 ら か に す る 。

事 現 場の 体制 の 縮 小 と 再 開 に 関 する こ と 及 び 工 事 現 場 の 維 持 ・ 管 理に 関 す

務 者 数、 搬入 材 料 及 び 建 設 機 械 器具 等 の 確 認 に 関 す る こ と 、 中 止 に 伴 う 工

な お、 基本 計 画 書 に は 、 中 止 時 点 に おけ る 工 事 の 出 来 形 、 職 員 の 体 制 、 労

「 基 本計 画書 」 と い う 。 ） を 発 注者 に 提出 し 、 承 諾 を 受 け る も の と す る 。  

受 け た 場 合は 、 中 止 期 間 中 に お け る 工 事現 場 の 管 理 に 関 す る 計 画 書（ 以 下

静 岡 県建 設工 事 請 負 契 約 約 款 第 20条 の 規定 に よ り 工 事 の 一 時 中 止 の 通 知 を工 事 の 一 時 中 止3

石 綿含 有建 材 の

事 前 調 査

営 繕 工 事 写 真 撮 影要 領令 和 ３ 年 版 及 び 国 土 交 通 省 大臣 官房 官 庁 営 繕 部 監 修

　 　 　 仕 様 書 令 和 ４ 年版 に よ る 。

　 　 　 ・ 建 築 物 解 体 工事 共 通仕 様 書

　 ２ 　 標 準 図 は 以 下 の 令 和 ４ 年 版 に よ る 。

共
　
通
　
工
　
事

日
付

図番

縮
尺

図
名

チ ャ ン バ －4

( 2)  空 気 調 和 機 の 吸 込 側 及 び吐 出側 に 接 続 す る チ ャ ン バ － の 板厚 は 、 1. 2mm

　 　 法 ダ ク ト の 当 該 事 項 に よ る 。 図 示 さ れ た チ ャ ン バ － に は 、 450× 600の

　 　 点 検 口 を 設 け る 。

( 3)  外 壁 に 面 す る ガ ラ リ に 直接 取付 け る チ ャ ン バ － 及 び ホ ッ パ － は 雨 水 の

　 　 滞 留 の な い よ う に 施 工 する 。

( 口 径 80ｍ ｍ 以 上で フ ラ ン ジ 付 と し 、 機 器 ご と に 煙道 の 直 線 部 に 設 け る 。 )

※  設 け る 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 設 け な いば い じ ん 量 測 定 口3

ば い 煙 濃 度 計2 ※  設 け る ( 図 示 に よ る ) 　 　 ・ 設 け な い

1 設 計 条 件

※  ア ル ミ ニ ウ ム 製 　 　 　 　 ・  鋼 製5 吹 出 口 ・ 吸 込 口

　 　 　 復 帰 方 式 　 　 ・  遠 隔 　 　 　 　 ・ 　

( 2 )  ピ ス ト ン ダ ン パ －

　 　 　 定 格 入 力 は  DC24V 0 . 7A以 下 と す る 。

　 　 　 復 帰 方 式 　 　 ・  遠 隔 　 　 　 　 ・ 　

　 　 　 操 作 方 式 　 　 瞬 時 通 電 式 又は 電動 式 （ DC24V 0 . 7A以 下 ）

( 1 )  防 煙 ダ ン パ －6 ダ ン パ －

低 圧ダ ク ト 　 ・  コ ーナ ーボ ル ト 工 法7 矩 形 ダ ク ト

コ ーナ ーボ ル ト 工 法 は 長 辺 の 長 さ 1, 500mm以 下 の ダ ク ト に 適用 す る 。

　 　 　 　 　 　 ・  ア ン グ ル フ ラ ン ジ 工 法

　 　 　 　   （ ・  共 板フ ラ ン ジ 工 法 　 　 ・  ス ラ イ ド オ ン フ ラ ン ジ 工 法 ）

冷 媒 ガ ス は メ ー カ ー 標 準 と する 。8 冷 媒 ガ ス

9 配 管 材 料

排  水  管　 　 ※  配 管用 炭素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

　 　 　 　 　 　 ・  硬 質塩 化ビ ニ ル 管 （ VP）

　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 　 　 　 　 　 ・  水 道用 硬質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管（ VA）

冷 却水 管　 　 ※  配 管用 炭素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

　 　 　 　 　 　 ・ 　

冷 温水 管　 　 ※  配 管用 炭素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

　 　 　 　 　 　 ・  銅 管

ブ ラ イ ン 管 　 ※  配 管用 炭素 鋼 鋼 管 （ 黒 ）

蒸  気  管　 　 ※  配 管用 炭素 鋼 鋼 管 （ 黒 ）

　 　 　 　 　 　 ・  圧 力配 管用 炭 素 鋼 鋼 管

　 　 　 　 　 　 ・  

油 　 　 管　 　 ※  配 管用 炭素 鋼 鋼 管 （ 黒 ）

な お 、 保温 化粧 ケ ー ス は 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 製と する 。

屋 内 露 出　 　 ※  保 温 化 粧ケ ース    ・  冷 媒 管 保 温 外 装10

　 　 　 　 　 　 ・  リ サ イ ク ル 硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 発泡 三層 管 （ RF-VP）

　 　 　 　 　 　 ・  排 水･ 通 気 用 耐 火二 層管 （ 屋 内 に 限 る ）

冷  媒  管　 　 ※  冷 媒用 断熱 材 被 覆 銅 管

屋 外 露 出　 　 ・  保 温 化 粧ケ ース    ※  ス テ ン レ ス 鋼 板 　 ・ 　 　

28

27

耐 震 施 工

水 槽 類

※  ベ ロ ー ズ 型   ・  ス リ ー ブ 型

26

( 2 ) 金 属 製 露 出 管 路

※ タ イ プ 25を 使 用 す る も の と す る 。

( 1 ) 合 成 樹 脂 製 可 と う 電 線管 ( PF管 ) 及 び 付 属 品電 線 保 護 物 類

（ ※ 屋外 　 ※機 械 室 等 を 除 く 屋 内 の 見 え が か り 部 　 ・ 　 　 ）

次 の 管路 は 塗装 を 行 う 。 溶 融 亜 鉛 め っ き 加 工 さ れ た 電 線 管 を 除 く 。

汚 物 用 水 中 モ ータ ー ポ ン プ 電 動 機 の 極 数 は 、 （ 　 ※  4極・  6極 　 ） と す る 。

（ ２ ） 接着剤及び塗料は、 ト ルエ ン 、 キ シレ ン 及びエチルベン ゼン の含有量が少ない材

　 　 　 料を 使用する 。

　 　 　 又は発散が極めて少ない材料を 使用する 。

（ １ ） 合板、 木質系フ ロ ーリ ン グ 、 構造用パネル、 集成材、 単板積層材、 ＭＤ Ｆ 、 パー

に、 次の（ １ ） から （ ４ ） を満た すも のと する 。

　 　 　 衝材、 断熱材、 塗料、 仕上塗料は、 ア セド ア ルデヒ ド 及びス チレ ン を 発散し ない

メ カ ニ カ ル 形 管 継手 （  ※  拡 管 式   ・  プ レ ス 式  　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

呼 び 径 60SU以 下 の ス テ ン レ ス 鋼 管 の 継 手 は 下記 に よ る 。

25 ポ ン プ

試 験 を 行 う 。ア ン カ ー

24

23

22

21 本工事に使用する 建築材料等は、 設計図書に規定する 所要の品質及び性能を 有する と 共

　 　 　 ティ ク ルボード 、 その他の木質建材、 ユリ ア 樹脂板、 壁紙、 接着剤、 保温材、 緩

建 築 材 料 等

ス テ ン レ ス 鋼管 継 手

鋼 管 用 伸 縮 管 継 手

絶 縁 継 手

・ 絶 縁 フ ラ ン ジ

異 種 金 属 間の 接 合箇 所 に 取 り 付 け る 。

原 則 と し て 、 再使 用 し な い 。 や む を 得 ず 再 使 用 する 場 合は 、 引 張 強 度 の 確 認20 既 存イ ン サ ート 及 び

　 　 ・  行 わ な い

　 　 　 　  壁 　 ※  レ ーダ ー探 査 　 　 ・  放 射線 透 過 検 査 　 　 　

・  行 う 　 床 　 ※  放 射 線 透 過 検査 　 ・  レ ー ダ ー探 査　 　 　 　

工 場 で の 試 験成 績 書の 提 出 （ 　 ※ 　 求 め る 　 　 ・ 求 め な い 　 ）

土 留 め 工 法 は 、 (  ※　 軽 量 鋼 矢 板 先 行 工 法   ･  　 　 　 　  ) と す る 。

現 場 で の 試 験（ 　 ※　 行 わ な い 　 ・ 行 う 　 ）

改修 工 事で は つ り 作 業 を 行 う 場合 の 、 非 破壊 検 査 に よ る 埋 設 物 の 事 前調 査 を非 破 壊 検 査19

18 凍 結 深 度 凍結 深 度(        mm) 以上 と する 。

17 配 管 埋 設 深 さ

(  ※ 600mm  ・       mm) 以 上 と す る 。

一般 敷 地内 で は 管 の 上 端 よ り (  ※ 300mm  ・     mm) 以 上 と し 、 構内 道路 は

16

施 工 区 分

関 連 す る 工 事 と の 図 面 に 特 記 な き 場 合 は 「 工 事 区 分 表 」 に よ る 。 た だ し 、 こ れ に よ り 難 い 場

15 コ ン ク リ ー ト

圧 縮 強 度 試 験

14 配 管 施 工 時 の 土 留 め

合 は 監 督 職員 と 協議 す る 。

　 　 　 ル等を 含有し ない難揮発性の可塑剤を 除く ） が添加さ れていな い材料を 使用する 。

（ ３ ） 接着剤は、 可塑剤（ フタ ル酸ジ－ｎ －ブチル及びフ タ ル酸ジ－２ －エチルヘキ シ

（ ４ ） （ １ ） の材料を 使用し て 作ら れた家具、 書架、 実験台、 その他の什器類は、 ホ ル

　 　 　 ム ア ルデヒ ド 、 ア セド ア ルデヒ ド 及びス チレ ン を 発散し ないか、 発散が極めて少

　 　 　 な い材料を 使用し たも のと する 。

屋 外 支 持 金 物1

　 ※  ス テ ン レ ス 製 　 　 　 ・  亜 鉛 メ ッ キ 　 　 　 ・ 　

配 管 及 び ダ ク ト の 屋 外 支持 金 物

た だ し 外 面を 樹 脂等 で 被 覆 さ れ た 鋼 管 は 除 く 。

部 は 、 防 食用 ビ ニ ー ル テ ー プ 巻 き 1/2重 ね 1回巻 き と す る 。

保 温 を 施 さ な い 鋼管 類 で コ ン ク リ ー ト 埋 込 み部 及 びコ ン ク リ ー ト 壁 等 の 貫通管 の 防 食5

埋 設 標 識 テ － プ4 ※  設 け る 　 　 　 　 ・  設 け な い

地 中 埋 設 標3 ※  設 け る 　 　 　 　 ・  設 け な い

溶 接 部 の 検 査2

な お 、 放 射 線 透 過検 査 の 判 定 基 準 は 監 督 職 員 と の 協議 に よ る 。

6 建 物 導 入 部 配 管

10 養 生

9 亜 鉛 め っ き 以 外 の

・鉄 面 の さ び 止め 塗 装

※鉛 ・ ク ロ ム フ リ ー さ び 止 め ペ イ ン ト ( J I S K 5674 )

8 保 温 工 事

・ 保温 要 （ 　 ・ 消 火 管 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

図 面に 特 記 の な い 場 合 の 保温 箇 所は 下 記 に よ る ほ か 標 準仕 様書 第 2編 に よ る 。

　 　 　 　 　 　 高 　 　 温 　 　 部 　 　 　 　 ※  ロ ッ ク ウ － ル

　 　 　 　 　 　 防 火 区 画 貫 通部 　 　 　 　 ※  ロ ッ ク ウ ー ル

 　 　 　 　 　 　 　 〃  　 　 ( 給 水 管 以 外 ) ※  グ ラ ス ウ ー ル   ・  ロ ッ ク ウ ー ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※  ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム

　 　 　 　 　 　 一 　 　 　 　 　 般 　 　 　 　 ※  グ ラ ス ウ － ル

屋 外 、 多 湿 箇 所 ( 給 水管 )

7 弁 類 の 開 閉 表 示 配 管 に 設 け る 弁 類に は 、 開 閉 表 示 を （  ※  行 う 　 　 　 ・  行 わ な い ）

（ 土 中 埋 設 の 弁 類も 同 様 ）

図 面に 特 記 の な い 場 合 の 保温 材 は 下 記 に よ る ほ か 標 準 仕様 書第 2編 に よ る 。

する 。 （ 可 と う 性 を 有 す る 管 種 は 除く ）

変位 吸 収方 法 に つ い て 図 面 に 特 記 な き 場 合は 、 ス リ ー ク ッ シ ョ ン に よ り 施工

ポ リ エ チ レ ン 管 の 異 種 管 接 続 部 に お け る 点検 用桝 （ ※ 設 け る 　 ・ 設 け な い ）

養 生 範 囲 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 養 生 方 法 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

:

:

:

・

※ 別 契 約 の 関 係 工 事 で 定 置し た も の は 無 償 で 使 用 で き る 。

・ 本 工 事 で 設 置 す る 。

Ａ 種 　 　 　 施工 箇所 面 に 枠 組 足 場 を 設 け る

設 置 に お い て は 、 「 手 す り 先 行工 法 等 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 ( 厚 生 労働 省

平 成 21年 4月 ) に お け る 手 すり 据置 方 式 又 は 手 す り 先 行 専 用足 場 方式 に 基 づ き

設 置 す る こ と 。

:

:Ｅ 種 　 　   移動 式足 場 を 使 用 す る

Ｄ 種 　 　   仮設 ゴ ン ド ラ を 使 用 す る

Ｃ 種   　 　 施工 箇所 面 に 単 管 本 足 場 を 設 け る

Ｂ 種 　 　 　 施工 箇所 面 に く さ び 緊 結 式 足 場 を 設け る

足 場 そ の 他11

※ 根 切 り 土 の 中 の 良質 土 ( た だ し 、 ｺﾝｸﾘ ﾄー管 以 外 の 管 の 周 囲 は 山砂 の 類 )

・  山 砂 の 類

埋 戻 し 土 及 び 盛 土12

（  ・ 防音シート 　 ・ 防音パネル　 ・ 　 　 　 　 　  　 　 ・ 　 　 　  　 　 　 　 ・ 　 　  　 　 　 　 　 　 ）

標 準 仕 様 書 第 2編 2. 5 . 17の 溶 接 部 の 非 破壊 検 査の 適 用

　 ・  要 （                ） 　 　 　 　 ※  不 要

※ 構 内 敷 き な ら し残 土 処 分13

  受 入 条件 （ 　            　 　 　 ）

  搬出場所の名称及び所在地(  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

　 場外指定場所に搬出し 、 搬出後、 監督職員へ搬出場所の受入を 証明する 資料を 提出する 。

・ 構 内 指示 の 場 所 に た い 積

・ 構 外 搬 出　 片 道運 搬 距 離 （ 　 　 ） km、 DI D区 間 （ 　 ・ 　 有 　 　 　 ・ 　 無 　 ）

  仮 置 場（ 　            　 　 　 ）

　 受注者の提示する 運搬距離、 処分費及び整地費と 異なる 場合においても 設計変更の対象と し ない。

空
　
気
　
調
　
和
　
設
　
備
　
・
　
換
　
気
　
設
　
備

屋 外

        ℃

        ℃冬 期

夏 期

温  度  ( DB) 湿  度 ( RH)

        ％

        ％   ２ ２  ℃

   ２ ６  ℃

温  度  ( DB)

屋 　 内 （ 調 整 目 標 値）

湿 度  ( RH)

        ％

        ％

水 槽類 の オ ー バ ー フ ロ ー 管 及 びド レ ン 管 は 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管（ 白） と する 。

( 3 ) ケ ー ブ ル 配 線の 保 護 管 は 、 標 準 仕 様 書 ( 電 気 設 備 工 事 編 ) 金 属 管 配 線 、

合 成樹 脂 管 配 線 の 項 に よ る 。

( 4 )  壁 面 配 管等 で 人 が 容 易 に 触 れ る お そ れ の あ る 部分 （ ２ ｍ 以 下 ） の 配 管

支 持材 に は 保 護 キ ャ ッ プ 等 の 安 全 措 置を 施す も の と す る 。

　 締 付 け 方 式 の ア ン カ ーを 使 用 す る こ と 。

※ 配 管 、 ダ ク ト 、 機 器 等の 天 井 吊 下 げ 用 と し て 金 属 拡 張 ア ン カ ー を 用 い る 場 合 に は 、

実 績 情 報 ｻｰﾋﾞ ｽ( CORI NS) に 10営 業 日以 内に 登 録 す る こ と 。 ま た 、 契 約変 更に

よ り 工 事 請負 代金 額 が 500万 円 未満 に な っ た 場 合 は 、 す み やか に 契約 変 更 前

の 工事 登 録 を 削 除 す る こ と 。 な お、 契約 金 額 の 変 更 登 録 は 完 成 時 の み と す る 。

特定 建築 物 石綿 含 有 建 材 調 査 者 が 石綿 含有 建 材 の 事 前 調 査 を 行 う 。

な お 、 建 築 物 の 改 修 工 事 で 請 負代 金額 の 合 計 額 が 100万 円 以 上 で あ る も の

に つ い て は 、 原 則 と し て 「 石 綿事 前調 査 結 果 報 告 シ ス テ ム 」 を 用い て 調

査結 果 の 報 告 を 行 い 、 内容 を 監督 職員 へ 提 出 す る こ と 。

※ 石 綿 事 前調 査 結果 報 告 シ ス テ ム に は 「 gBi z I D（ ht t ps : //g bi z - i d. go . j p） 」

内部 足 場の 種 別 　 　 ※ 脚 立 、 足 場 板等

外部 足 場の 種 別 　 　 ・ Ａ 種 　 　 ※ Ｂ 種 　 　 ・ Ｃ 種 　 　 ・ Ｄ 種 　 　 ・ Ｅ 種

　 Ａ ク ラ ス を 、 Ａ ク ラ ス の と き は Ｓ ク ラ ス を 適 用 す る 。

＊ 防振 支持 す る 場 合 は 、 設 備 機 器 の 応答 倍率 を 考 慮 し 、 Ｂ ク ラ ス の と き は

設 置 場 所

上 層 階 ・ 屋 上 階 及 び 塔屋

中 間 階

地 下 階 及 び １ 階

地 下 階 及 び １ 階
に 設 置 す る 水 槽

設 計用 鉛直 震 度 は 、 設 計 用 水 平 震度 の 1/2と す る 。

本 施 設 は （  ・ 防 災 上 重 要 な 機 能 を 必要 と す る 防 災 拠 点 等 ・  防 災 上 重 要 な 施

　 防 災拠 点 等 及 び

設 ・  一般 の 施 設  ） と する 。

防 災 上 重 要な 施設
ク ラ ス

・  タ ン ク 類

機 器等 の 設備 耐 震 ク ラ ス の 分 類 は 、 次に よ る 。

・  無 線 室等 の 空 調 機 類

・

・  防 災 機器

・  ポ ン プ 類

Ｓ 、 Ａ ク ラ ス 以外 の 機 器 等Ｂ ク ラ ス

Ａ ク ラ ス

Ｓ ク ラ ス

・

・  配 管 ・ ダ ク ト

・  ガ ス 機器

・  空 調 機

・  冷 却 塔

　 　 ・ 　

　 　 ・  冷温 水機

　 　 ・  冷凍 機

　 　 ・  ボ イ ラ － 　

・  熱 源 機器

0. 6

1. 0

1. 52. 0

1. 5

1. 0

1. 5 1. 0 0 . 72

0 . 48

0 . 72

1. 2 

Ｂ ク ラ スＡ ク ラ スＳ ク ラ ス

設 備耐 震ク ラ ス 分 類

一 般 の 施 設

・  防 災 機 器

・

・

Ｓ 、 Ａ ク ラ ス 以 外 の 機 器 等

・  タ ン ク 類

・  ポ ン プ 類

・  ガ ス 機 器

・

・

設 備 機 器 ・ 配 管 等の 支 持、 固定 は 別 表 ２ に よ る 。

た だ し 、 こ れ に よ り 難 い 場 合は 、 監 督 職 員 と 協 議 する 。

設 備機 器の 設 計 用 水 平 地 震 力 は 、 下 記に 示 す 設 計 用 水 平 震 度 に 、 機器 の 質 量

を 乗し た も の と す る 。

　 　 以 上 と す る 。 な お 、 製 作及 び取 付 は 標 準 仕 様 書 の ア ン グ ル フ ラ ン ジ 工

（ 　 ※養生シ ート ( ※Ⅰ類　 ・ Ⅱ類) 　 ・ 養生ネッ ト 　 ・ ネッ ト 状養生シート ( ・ Ⅰ類　 ・ Ⅱ類)  ）

外 部 足 場 の 防 護 シ ー ト に よ る 養生 　

へ の 登 録 が 必 要 と な る 。

総
　
合
　
試
　
運
　
転
　
調
　
整
　
等

飲 用 水 の 水質 の 測 定

雑 用 水 の 水質 の 測 定

濃 度 測 定

化 学 物 質 の

　 測 定 時 期 、 測 定 対 象 化学 物 質、 測 定 方 法 、 測 定 対 象 室、 測 定箇 所 数 等 に つ

　 い て は 、 監 督 職 員 の 指示 に よ る 。

騒 音 の 測 定

1

2

じ ん あ い の 測 定

室 内 気流 及 び

温 湿 度 の 測 定

室 内 外空 気 の

水 量 調整

風 量 調整

3

4

5

・ 水 道 法 施 行規 則 第56条 第 2項 に よ る 検 査 項 目

　 （ 臭 気 、 味、 色 、 色 度 、 濁 度 、 残 留 塩 素）

・ 建 築 物 に おけ る 衛生 的 環 境 の 確 保 に 関 する 法律 第 4条 第 3項 に よ る

・ 水 道 法 施 行規 則 第10条 に よ る 全 項 目 及 び残 留塩 素

　 28項 目 及 び残 留 塩素

　 環 境 衛 生 管理 基 準に よ る

・ 建 築 物 に おけ る 衛生 的 環 境 の 確 保 に 関 する 法律 に 規定 さ れ る 建 築 物

総 合 試 運 転調 整

　 ※ 行う 　 　 　 ・ 行 わ な い

　 ※ 行う 　 　 　 ・ 行 わ な い

　 ※ 行う 　 　 　 ・ 行 わ な い

　 ・ 行 う 　 　 　 ※ 行わ な い

※  不 要 　 　 　 ・  要

※行 わ な い 　 ・ 行 う （ 行 う 場 合 は 下記 ４ 項 目 を 選 択 ） 　 　 　

　 ・ 行 う 　 　 　 ※行 わ な い

※ 行 わ な い 　 ・ 行 う （ 行 う 場 合 は 下 記 ３ 項 目を 選 択 ） 　 　 　

・ 行 う （ 行 う 場 合 は 下 記 に よ る ） 　 　 　 ※ 行 わ な い

25 地下埋設物の事故防止 「 静岡県地下埋設物の事故防止マニュ ア ル」 に基づき 、 事故防止対策を 行う こ と 。
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舗 装 版切 断 時 の 濁水 は 産業 廃 棄 物 と し て 適 切 に 処 理を 行 う こ と 。

ス テ ン レ ス 材 を 酸 洗 い し た 場 合 、 そ の 廃 液は 産 業 廃 棄 物 と し て 適 切 に 処理 を 行 な う こ と 。

別 表 １

・  印 の 付 い た も の を 適 用す る 。

　 さ く 井

　 浄 化 槽

　 自 動 制御 機器 類

　 空 気 調和 設備 工 事 用 機 材

　 タ ン ク 類

　 ポ ン プ 類

　 配 管 類

・ 冷 媒 管

　 そ の 他

　 給 排 水衛 生設 備 工 事 用 機 材

　 弁 類

・

・

・

・

・

・ リ モ ー ト 盤

・ 中 央 監 視 盤

・ ヘ ッ ダ ー

・ 冷 却 塔

・ 空 気 調 和 機 （ AHU)

・ パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン

・ 仕 切 弁

・ バ タ フ ラ イ 弁

・ 逆 止 弁

・ 緊 急 遮 断 弁

・

・ 給 水 用 ポ ン プ

・ 空 調 用 ポ ン プ

・ 消 火 ポ ン プ

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ス リ ー ブ （ つ ば 付 鋼 管）

・

・

・

・ ス ク リ ー ン

・

・ ブ ロ ワ ー

・ 動 力 盤 、 制 御 盤

・ Ｆ Ｒ Ｐ 浄 化 槽

・

・ 組 立 て マ ン ホ ー ル

・ 水 栓

・ 衛 生 器 具

・

・

・ 膨 張 水 槽

・ 貯 湯 槽

・ 高 架 水 槽

・ 受 水 槽

・ 冷 温 水 管

・ 排 水 管

・ 給 水 管・

名 称

横引き 配管な ど の 支持

左 記の う ち 、

ガ イ ド ラ イ ン ： 静岡県 防災 拠点等に おけ る 設備地震対 策ガ イ ド ラ イ ン （ 平 成２ ５ 年度 ）

支持、 固定

標準仕様書

標準仕様書

ガ イ ド ラ イ ン ＊

設備機器・ 配管等の

ガ イ ド ラ イ ン ＊

標準仕様書一般 の施 設

防災上重要な 施設

施設分類

別 表２

＊ガ イ ド ラ イ ン に記載の な い 内容は 、 セ ン タ ー指 針を 適用する 。

ガ イ ド ラ イ ン ＊
　  と する 防災拠点 等
防 災上重要な 機能を 必要

セ ン タ ー指針： 建築設 備耐 震設計・ 施工指 針（ 2014年 版）

設 備機器・ 配管の支持 、 固 定は 、 以下の 図 書を 適用す る 。

蓋 の 鎖　 　 　 　 　 　 　 　 鉄 製 蓋 　 　 ※ 　 要 　 　 　 ・ 　 不 要

屋
 
外
 
排
 
水
 
設
 
備

屋
　
外
　
給
　
水
　
設
　
備

架 　 　 空 　 　 ※ 水 道 用 硬質 塩 化ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管 （ VB）

　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 　 　 　 　 　 ・  硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 （ VP）

1

　 　 　 　 　 　 ・  排 水 ・ 通 気 用 耐 火 二層 管

　 　 　 　 　 　 ・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

　 　 　 　 　 　 ・  排 水 ・ 通 気 用 耐 火 二層 管

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ・  硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 ( VP)

　 　 　 　 　 　 ・  排 水 ・ 通 気 用 耐 火 二層 管

配 管 材 料屋
　
内
　
排
　
水
　
設
　
備 　 　 　 　 　 　 ・  硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 ( VP)

　 　 　 　 　 　 ・  リ サ イ ク ル 硬 質 ポ リ 塩 化ビ ニ ル 発 泡 三 層 管 （ RF-VP）

　 　 　 　 　 　 ・  リ サ イ ク ル 硬 質 ポ リ 塩 化ビ ニ ル 発 泡 三 層 管 （ RF-VP）

　 　 　 　 　 　 ・  リ サ イ ク ル 硬 質 ポ リ 塩 化ビ ニ ル 発 泡 三 層 管 （ RF-VP）

桝 類

配 管 材 料

放 流 納 付 金

・  リ サ イ ク ル 硬 質 ポ リ 塩化 ビ ニ ル 三層 管 （ RS-VU）

※  硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 （ VU）

3

2

1

撤
　
去
　
工
　
事

　 　 　 ま た 、 法 に 規 定 する も の の 他、 次 の 書 類 を 監 督 職 員に 提 出す る こ と 。

（ １ ） 冷 媒 の 回 収 に あ た っ て は 、 「 フ ロ ン 類 の 使 用 の 合 理化 及 び

　 　 　 行 う こ と 。

　 　 　 管 理 の 適 正 化 に 関す る 法律 （ フ ロ ン 排 出 抑 制 法 ） 」 に 従 っ て

　 　 　 （ ア ） 第 一 種 フ ロ ン 類 充填 回収 業 者 登 録 通 知 書 の 写し

回 収　 　 　 　 　 　 ※ 水 道 配 水用 ポ リ エ チ レ ン 管 （ 50A 以 上 ）

2 家 庭 用 エ ア コ ン の

処 分

家庭 用 の エ ア コ ン 等 で 「 特 定 家庭 用機 器 再 商 品 化 法 （ 家 電リ サ イ ク ル 法 ） 」

の 対 象 と な っ て い る も の は 、 本 工 事 で は 撤 去 ま で と し 、 処 分 等 に つ い て は 、

施 設 管理 者 へ引 き 渡 し を 行 う 。

※ 無 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・  有

関係 法 令 に 従 い 、 専 門 業者 に よ り 適正 に 処 理 す る こ と 。吸 収 冷 温 水 機 等 の

吸 収 冷 凍 機 、

臭 化 リ チ ウ ム

水 溶 液 等

除 去 工 事

石 綿 含 有 建 材 の

　 　 　 工 事 着 手 に 先 立 ち 、 目 視及 び貸 与 す る 設 計 図 書 等 に よ り 石綿 を 含 有 し

　 　 　 て い る 建 築 材 料 等の 使 用の 有無 に つ い て 調 査 す る 。

　 　 　 測 定 箇 所 等 は 監 督職 員 の 指 示に よ る 。

　 　 　 測 定 箇 所 等 は 監 督職 員 の 指 示に よ る 。

石綿 粉 じ ん 濃 度 測 定 　 　 　 ※  行 わ な い 　 　 ・  行 う （ 　 　 　 箇 所）

　 　 　 作 業 主 任 者 の 有 資 格者 の 内 か ら 選 任 し 、 法 令 に 基 づ き 、 作 業 の 方 法 、

　 　 　 労 働 者 の 指 導 等 必要 な 措置 を 行 う こ と 。

　 　 　 石 綿 作 業 主 任者 技 能講 習 修 了 者 又 は 平 成 18年 3月 以 前 の 特 定 化 学物 質

3

4

石 綿 含 有 品 　 　  ・  フ ラ ン ジ 用 ガ ス ケ ッ ト （  ・  配 管　 ・  ダ ク ト ）

　 　 　 　 　 　 　  ・  配 管 用成 形 保 温 材

分析 に よ る 石 綿 含 有 建 材の 調 査　 　 ※  行 わ な い 　 　 ・  行う （ 　 　 　 箇 所 ）

事前 調 査 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ 行 う 　 　 　   ・  行 わ な い

石 綿 作 業 主 任 者

　 　 　 （ イ ） フ ロ ン 類 の 処 理 に 関 する 証 明 書 （ 充 填 証 明 書、 引 取証 明 書 等 ）

　 　 　 　 　 　 　  ・  天 井 材

　 　 　 　 　 　 　  ・  外 壁 （ 　 ・ 塗 材 　 ・ ス レ ー ト 　 ・ 　 　 　 　 ）

　 　 　 撤 去 部 に ア ス ベ ス ト を 含 む 材料 が 使 用 さ れ て い る 場 合 は 、 適 切に 処理

　 　 　 を 行い 、 必 要 に 応 じ て 官 公 庁 等 への 届出 を 行 う こ と 。

　 　 　 石 綿含 有 塗 材 の 塗 布 さ れ た 外 壁 及び 石綿 含 有 ス レ ー ト 波 板 等 の

　 　 　 外 壁面 に 対 し て 、 足 場 及 び 配 管 等の 支持 の た め 、 ア ン カ ー を 打 設

　 　 　 す る 際 に も 、 石 綿 作 業 主 任 者 を 配置 し 、 外 壁 面 に 対 し て

　 　 　 湿 潤状 態 と し 、 集 塵 機 能 付 き 電 動工 具を 使 用 す る 等 、

　 　 　 飛 散防 止 措 置 を 講 ず る こ と 。

マ ン ホ ー ル は 組 立 式 と す る 。 蓋 に は 汚 水、 雨 水 等 の 文 字 を 入 れ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 小口 径桝 ( 300mm) ： 深 さ 2, 500mm以 下

　 　 　 　 　 　 　 　 　 小口 径桝 ( 200mm) ： 深 さ 1, 500mm以 下

雨 水 桝 ( ﾊﾞ ｽｹｯﾄ付 ) 　 小口 径桝 ( 150mm) ： 深 さ 1, 200mm以 下

　 　 　 　 　 　 　 　 　 小口 径桝 ( 300mm) ： 深 さ 2, 500mm以 下

　 　 　 　 　 　 　 　 　 小口 径桝 ( 200mm) ： 深 さ 1, 500mm以 下

汚 水 桝 　 小 口 径 桝 ( 150mm( 流 入 口 径 75mm以 下に 限 る ) ) ： 深 さ 1, 000mm以 下

・  以 下 に よ る 。 （ 排 水 を 接 続 する 市 町 の 指 針 、 基 準 等 が な い 場 合）

※  排 水 を 接 続 す る 市 町 の 指 針 、 基 準 等 の 規 定 に よ る 。桝 の 深 さ4

　 　 　 　 　 　 　 塩 化 ビ ニ ル 製 蓋 　 　 ・ 　 要 　 　 　 ※ 　 不 要

（ ２ ） 行 程 管 理 票 の 様 式は 、 監督 職員 の 指 示 に よ る 。

2

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

パ ネ ル 落 下 防 止 措 置 を 行う 。

「 防 災 拠 点 等 に お け る 設備 地震 対 策 ガ イ ド ラ イ ン （ 静 岡 県） 」 に よ る

12 天 井 カ セ ッ ト 型 空 調 屋 内機 に は パ ネ ル 落 下 防 止 措 置 を 行 う 。パ ネ ル 落 下防 止 措 置

11

（ 静 岡 県 ） 」 に よ る 。

吊 り 機 器 類 の 振 れ 止 め は 、 「 防 災 拠 点 等 に お け る 設備 地 震対 策ガ イ ド ラ イ ン

防 止 措 置

機 器 類 の 落 下

排
　
煙
　
設
　
備

・ 昇 降 機 セ ン タ ー ） の 排煙 風量 の 検 査 方 法 に 準 ず る 。

4 排 煙 風 量 測 定

・  ワ イ ヤ ー 式

・  電 気 式 (  遠 隔 復 帰 ・  要   ・ 不 要  )3 排 煙 口 開 放 装 置

・  壁 取 付 　 　 　 （ ・  ス リ ッ ト 形　 　 　 　 ・  　 　 　 　 　 　 　 ）

・  天 井 取 付 　 　 （ ・  ス リ ッ ト 形　 　 　 　 ・  パ ネ ル 形　 　 　 ）2 排 煙 口 の 形 式

1 ダ ク ト

フ ラ ン ジ 接 合 　  ※  125A 以上 　 　 　 ・      A 以 上 　 （ FVB、 FVDと す る ）

配 管 材 料

量 水 器 桝

量 水 器

1

2

3

4

※  貸 与 品 　 　 　 　 ・  本 工 事 （ 水 道 事業 者 の 認 定 品 ）

※  水 道 事 業 者 の 規 格 　 　 　 　 ・  標 準図         形

屋
内
給
水
設
備 ね  じ  接  合 　 　 ※  100A 以下 　 　 　 ・      A 以 下2 配 管 接 合

屋 内一 般　 　 ※  水 道用 硬質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管（ VB）1 配 管 材 料

給
 
湯
 
設
 備

配 管 保 温 外 装2

1 配 管 材 料

・  銅管 （ 硬 質 Ｍ ）

・  水 道 用 耐 熱 性 硬 質 塩化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管

・  保 温 付 被 覆銅 管（ 保 温 14mm以 上 ）

屋 外 露 出 　 　 ・  合 成 樹 脂 製 カ バ ー

屋内 露 出 　 　 ※  合成 樹 脂 製 カ バ ー

　 　 　 　 　 　 ※  ス テ ン レ ス 鋼 板

　 　 　 　 　  ・ 　

2 屋 内 消 火 栓 箱 ※  製 造 者標 準仕 様 　  　 ・  標 準 図 （ P -         ） に よ る 。

ガ
　
ス
　
設
　
備

1 ガ ス の 種 類 ・  都 市 ガ ス 　 　 　 　      　   Kc a l /nm3

・  液 化 石 油 ガ ス 　 　 　  24 , 000Kc a l /nm3

2 配 管 材 料 屋内 一般 　 　 ※  配管 用炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 　 　 　 　 　 ・  ガ ス 用ポ リ エ チ レ ン 管 （ PE）

3 ガ ス メ － タ － ※ 貸 与 品 　 　 　 　 ・  本 工 事

ガ ス ボ ン ベ 転倒 防 止 の 鎖 は 本 工 事 と す る 。

浄
　
化
　
槽
　
設
　
備

1 処 理 方 式 合 併 処 理 　 ・  建 築 基 準 法 施 行 令 第 35条 の 認定 品 に よ る

　 　 　 　 　 ・  建 設 省 告 示 第 1292号 に よ る 。 第 ( 　 ) （ 　 　 　 　 　 　 　 方式 ）

2 処 理 能 力 処 理 対 象 人 員 　 　 　 　 　 　 人

処 理 水 量 　 　 　 　 　 　 　 　 m3/日

3 本 体 構 造 ・  コ ン ク リ － ト 製 　 　 　 　 ・  Ｆ Ｒ Ｐ 製

4 放 流 水 質 BOD　 　 　 　 ppm 以 下

5 配 管 材 料 ・  一般 配管 用 ス テ ン レ ス 鋼 管 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  耐 熱 性硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  配 管 用炭 素 鋼 鋼 管 ( 白 ) 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・

6 土 留 め 工 法 ・

さ
　
く
　
井
　
設
　
備

・  浅 井 戸 　 　 　 　 　 ・ 深 井 戸

・  ロ － タ リ － 式 　 　 ・  パ － カ ッ シ ョ ン 式 　 　 ・  ダ ウ ン ザ ホ ー ル ハ ン マ 式

※ 配 管 用 炭 素 鋼 鋼管 （ 黒 ）

・  

※ ス テ ン レ ス 製 巻線 型　 　 　 ・  

※ 連 続 測 定 　 　 　 　 　 　 　 　 ・  ス ポ ッ ト 測 定

※ 行 う （ 原 水 全 項目 ） 　 　 　 ・  行わ な い

1

2

3

4

5

6

種 別

掘 削 方 式

ケ － シ ン グ

ス ト レ － ナ －

電 気 検 層

水 質 検 査

1 ※ 無 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・  有冷 媒 （ フ ロ ン 系 ） の

建 築 設 備 定 期 検 査 業 務 基準 書2016年 版 （ ( 一 財) 日 本建 築 設備

　 　 　 　 　 　 ・  水 道用 ポ リ エ チ レ ン 粉 体 ラ イ ニ ン グ 鋼管 （ PB）

　 　 　 　 　 　 ・  水 道用 ポ リ エ チ レ ン 粉 体 ラ イ ニ ン グ 鋼管 （ PD）

ダク ト 内清掃　 ※ 行わない　 　 ・  行う

改 修 標 準 仕 様 書 第 ３ 編 ２ ． ２ ． ７ 「 既 設 ダ ク ト の 再 利用 」 に よ る 。  13

そ
　
　
の
　
　
他

1

上 水 道 加 入 金

　 　 　 　 　 　 ・  水 道 用 ポ リ エ チ レ ン 二 層 管 （ 40A 以 下 ）

吊 り ボ ル ト の 規 定 長 さ が 0. 4ｍ 未 満 の 場 合は 、 設 置 状 況 に 応 じ 適 切 な 振 れ 止 め

を 行 う こ と 。

※  亜 鉛 鉄 板 　 　 　 ・  普通 鋼 板 （ 板 厚 　 ※ 1. 6 mm　 　 ・      mm）

衛
生
器
具
設
備

※  水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管 （ VD）

※  水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管 （ VD） （ 40A 以 下 ）

地 中埋 設

地 中埋 設

※ ポ リ エ チ レ ン 被 覆鋼 管 （ PLP･PLS）地中 埋設

消
　
火
　
設
　
備

1 配 管 材 料

　 　 　 　 　  ・  消火 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 外 面 被覆 鋼管 （ STPG370VS 白 管  s ch40）

※  消 火 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 外 面 被覆 鋼管 （ VS）地 中 埋 設

　 　 　 　 　  ・  圧力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ STPG370 白 管  s c h40）

　 　 　 　 　  ・  

　 　 　  　 　 原 則 と し て ハ ウ ジ ン グ 形 継手 は 使 用 し な い 。

屋 内 一 般 　  ※  配管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

既存 ダ ク ト の 再 利 用

14 ダク ト 保温の範囲

掃 除 流 し1 排 水 口 形 式 　 　 　 ※ 目 皿　 　 　 　 ・  鎖 付 き 共栓

洗 浄 水 量2 改 修 工 事 に お け る 大便 器 の 洗 浄 水 量 の 調 整

　 調 整 を （ ※ 行う 　 ・ 行 わ な い ）

大 便 器 の 洗 浄 水量 の 調 整 は 次 の と お り と す る 。

新 設 の 場 合 : 6. 5リ ッ ト ル 、 既 存 利 用 の 場 合 : 便 器 の 仕 様 に 合わ せ る

そ の 他

4 ガ ス 漏 れ 警 報 機 外 部 出 力 端子 (  ※ 有   ・  無  )

緊 急 遮 断 弁5 ・  設け る 　 　 　 　 ・  設 け な い

6

フ ラ ン ジ 接合  　 ※  125A 以 上 　 　 　 ・      A 以 上 　 （ FVB、 FVDと す る ）

配 管 接 合5 ね  じ  接 合 　 　 ※  100A 以下 　 　 　 ・      A 以下

水 道配 水 用ポ リ エ チ レ ン 管 は 、 配 水 用ポ リ エ チ レ ン パ イ プ シ ス テ ム 協 会が

推 奨す る 試験 方法 に よ る 。

水 圧 試 験7

緊 急 遮 断 弁 装 置6 駆  動  方 式 　 　 ※ 電気 式 　 　 　 　 　 ・ 機 械 式

水 道 配 水 用 ポ リ エ チ レ ン 管 は 電 気 融 着 接 合 と する

配 管 施 工 ( 1) 排 水横 主 管 に 設 け る 90° 曲 管 は 原則 と し て 大 曲 管 と す る 。2

( 2) 排 水縦 管 の 下 部 曲 が り 管 及 び 排 水横 枝管 の 水 平 曲 が り 管 は 大 曲 管と す る 。

3 試 験

煙  試  験 　 　 ※ 行 わ な い 　 　 　 　 ・  行 う

排 水 の 通 水試 験 は 、 桝 へ の 放 流 を 確 認 し 、 報 告 書 を 作 成 す る こ と 。

（ 空 調 ド レ ン 排 水 を 含 む）

4 そ の 他 流 し の 床 上 部 分 の 配 管 を 硬 質塩 化 ビ ニ ル 管 （ VP） と す る 場合

は 監督 職 員 と 協 議 す る 。 （ フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン ト に よ る 接 続は 不可 ）

耐 火 二 層 管 は 国土 交通 大 臣 認 定 及 び （ 一 財 ） 日本 消 防設 備 安 全 セ ン タ ー 性

能 評 定 に 基 づ き 、 伸縮 継 手 を 設 置 す る こ と 。

外気取入ダ ク ト （ Ｏ Ａ ） ： 保温する

外気ダク ト （ Ｅ Ａ ） ： 外壁から １ ｍ 保温する

給気ダク ト （ Ｓ Ａ ） ： 保温する

還気ダク ト （ Ｒ Ａ ） ： 保温し な い

排煙ダク ト （ Ｓ Ｍ） ： 保温し な い　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※  別途・  不 要 　 　 　 　 　 ・  要 （  　 　 　 　 ・  本 工事 ）

雑  排  水 　 　 ・  排 水 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管

汚 　 　 水 　 　 ・  排 水 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管

通 　 　 気 　 　 ・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

満 水 試 験 　 　 ・  行 わ な い 　 　 　 　 ・  行 う

・  不 要 　 　 　 ・  要（  ・  別 途 工 事 　 　 ・  本 工 事 ）

・  一般 配 管 用 ス テ ン レ ス 鋼管

M－02　
日
付

図番

縮
尺

図
名
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№12

№13

№14

放流側管底

GL-

GL-

GL-

GL-

GL-

GL-

GL-

ﾋﾞ ﾆﾙ製蓋

　 　 〃　
　 　 〃　

　 　 〃　

　 　 〃　

　 　 〃　

　 　 〃　

　 　 〃　

桝 蓋

〃

〃

〃

〃

〃

〃

備 考

〃

〃GL-

GL-

GL-

GL-

GL-

GL-

　 　 〃　

　 　 〃　

※放流側管底は設計Ｇ Ｌ から の深さ を 示す。

90Y　 100-150

　 　 〃　

　 　 〃　

　 　 〃　

小口径桝

新設公共下水桝150φ

150

既設擁壁ｺｱ抜き

既設引込管に接続

以降平面図参照

新設止水栓20A
ﾊ゙ ﾙﾌ゙ ﾎ゙ ｯｸｽ共

MB

90L　 100-150

90Y　 100-150

90Y　 100-150

90Y　 100-150

90Y　 100-150

90Y　 100-150

90L　 100-150

90L　 100-150

90L　 100-150

90L　 100-150

300

310

320

340

350

360

460

300

420

300

310

430

　 　 〃　

GL- 　 　 〃　 〃

〃GL-

　 　 〃　

GL- 　 　 〃　 〃

〃GL-

GL- 　 　 〃　 〃

№15

№16

№17

770

90Y　 100-150

ST　  100-150

90Y　 100-150

90Y　 100-150

660

820

860

№18

新設公共下水桝 900

既設
既設200VU

〃

〃

〃

No． Ｍ － 03

20

20

149. 042ｍ2

100
⑭

以降平面図参照
⑧

以降平面図参照

E
I

№I 　 　 〃　

GL-

内 寸 法記号 放流側管底

GL-

GL-

GL-

GL-

　 　 〃　
　 　 〃　

桝 蓋

〃

備 考

〃

〃GL-

GL-

GL-

GL-

　 　 〃　

　 　 〃　

〃

№A

№B

№C

№D

№E

№F

№G

№H

雨水設備　 桝リ ス ト

90L　 100-150

90Y　 100-150

90L　 100-150

90L　 100-150

90Y　 100-150

300

320

370

450

470

300

380

450

580

既設排水桝 GL- 620

※放流側管底は設計Ｇ Ｌ から の深さ を 示す。

以降既設雨水桝に接続

100

機 械 設 備 　 配 置 図

ﾒ ﾀー 廻ーり 、 量水器共

80

20

新設量水器20mm設置

900

鋳鉄蓋T-8

ﾋﾞ ﾆﾙ製蓋

　 　 〃　

　 　 〃　

150

90LX 100-150

450×450 格子蓋中耐重

鋳鉄蓋T-8

鋳鉄蓋T-890L　 150-200

90Y　 150-200

ｺﾝｸﾘ桝

小口径桝

小口径桝

90L　 100-150

※　 　 は埋設表示杭（ 鉄製） を 示す。

配 置図 　 S=1： 200

水

制水弁 標識

支線

電柱 電柱

汚

止水弁
ガ ス

水

汚
ガス

汚

汚

汚

Ａ Ｔ Ｍ
自販機

市 道 伊 豆 山 神 社 線

法 42条 1項 1号 道 路

464-3 466-2

465-1

472-2

道

361-7

KBM＝ 設 計 GL+150

道

467-1

15, 000

1
,
4

5
0

7
,
0
0
0

14, 000

8. 29

1.
53

3. 56

2. 80

1. 80

3. 29

5. 12

1. 02

3. 25
12

. 9
0

RM

２ 階 出 入 口

+300

+4 50

+50

-40

-120

-290

-2 40

-250

-280

-120

- 220

- 5, 180

- 5, 310

-5, 290

-4, 260

-3, 230

-2, 480

- 1, 510

- 110

-5 0

-7, 420

-6, 250

-7, 77 0

+150

1
,
4

5
0

+3, 190

+2, 840

+2, 560

+1, 94 0

+1, 6 10

+2, 240

+1, 260

+5 60

+270

+310

+470

+5 90

+1, 210

+1, 570

+1, 880 +2, 850
+3, 040

+3, 210

10, 470

9
,

3
4

5

1
0
,
3
1
0

361-4

Ｎ

10
. 0

1

5. 09

4. 97

申 請 建 物

平 均 地 盤 面 ＝ 設 計 GL+0. 004

消
防

車
両

出
入

口

467-7

道 路 境 界 線

道路境界線

隣
地

境
界

線

隣 地 境 界 線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

基 準 点
R

▼

▼
± 0

± 0
± 0

4. 2
9

浸 透 性 ア ス フ ァ ル ト 舗 装

収納ベン チかま ど ベン チ

マンホールト イ レ

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

⑯

⑮100

浅埋設用洗浄ﾕﾆｯﾄ貯水槽

150

100
露出
SUS製ﾗｯｷﾝｸﾞ

法 42条 2項 道 路
市 道 　 岸 谷 ６ 号 線

浅埋対応ﾘﾌ゙ 付き 小型ﾏﾝﾎー ﾙ300φ

473-1

災害用ﾄｲﾚ様式便座ｾｯﾄ・ 災害用ﾄｲﾚﾃﾝﾄ各2式
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-5, 080 ⑱

DR　  100-150

DR　  100-150 1500

地下式消火栓【 別途工事】



事務所登録静岡県第1292号 TEL 0557ｰ82ｰ3147〒 413-0015
有 限 会 社  若 林 建 築 設 計 事 務 所 （ 代 ） 若 林  直

一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業

洋 風 大 便 器

器 具 名 参 考 品 番

小 便 器

器具表（ 衛生設備）

カッ プリ ン グ付散水栓

備 考

３

１

合 計

１

Ｕ Ｆ Ｓ ９ ０ ０ Ｊ Ｃ Ｓ 　 他付属品一式

Ｃ Ｓ ２ ３ ２ Ｂ ， Ｓ Ｈ ２ ３ ２ Ｂ Ａ ， Ｔ Ｃ Ｆ ６ ５ ４ ３ Ａ Ｋ ， Ｙ Ｈ６ ５ ０ 　 他付属品一式

１

Ｌ Ｓ Ｈ５ ０ Ａ Ｐ 　 他付属品一式 ４

洗 面 化 粧 台 Ｌ Ｄ Ｂ Ａ ０ ７ ５ Ｂ Ａ Ｇ ＭＳ １ Ａ ， Ｌ ＭＢ Ａ ０ ７ ５ Ｂ １ Ｇ Ｄ Ｃ １ Ｇ 　 他付属品一式

埋 込 手 洗 い 器

事 務 所 流 し

１

※接続は設備工事

※接続は設備工事

１台 所 流 し

１

ユ ニ ッ ト シ ャ ワ ー 建築工事　 ０ ８ １ ２ タ イ プ　 シャ ワ ー金物　 照明器具　 他付属品一式

ス テ ン レ ス 流 し 建築工事　 Ｌ ＝１ ２ ０ ０

横 水 栓 Ｔ １ ３ ０ Ａ Ｕ Ｎ １ ３

キー式　 Ｔ ２ ８ Ｋ Ｕ Ｎ Ｈ １ ３ 　 Ｓ Ｕ Ｓ 製ボッ ク ス 共

１

２

※接続は設備工事

NOSCALE衛 生 設 備 　 機 器 ・ 器 具 表 No． Ｍ － 04

建築工事　 Ｌ ＝１ ９ ５ ０ 　 ３ 口コ ン ロ 　 吊戸棚　 レ ンジフ ード 　 混合栓　 他付属品一式

建築工事　 Ｌ ＝１ ５ ０ ０ 　 Ｉ Ｈ ヒ ータ －　 混合栓　 レ ンジフ ード 　 吊戸棚　 他付属品一式

記 号 機 器 名 称 機 器 仕 様

機器表（ 衛生設備）

数 量 備 考

ガス 給湯器 １Ｇ Ｈ－１

給湯リ モコ ン・ サブリ モコ ン　 リ モコ ン コ ード 　 配管カ バー　 他附属品一式　

屋外壁掛け型　 給湯専用　 給湯能力２ ０ 号　 給湯ガス 消費量　 ３ ６ ． ７ Ｋ ｗ （ Ｌ Ｐ Ｇ ）

１Ｐ Ｇ －１ ポータ ブル発電機 低圧Ｌ Ｐ ガス 発電機　 排気量９ ８ ． ５ cc　 定格出力　 １ ０ ０ Ｖ －１ ５ ０ ０ Ｖ Ａ 　 定格ガス 消費量　 ０ ． ３ ３ Ｎ ｍ 3/ｈ

専用ガス 供給ボッ ク ス 　 機器カバー　 他附属品一式　

2025/03/31
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一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業 Ｓ ＝ 1： 100

20

202020

１ 階 平面 図　 S=1/100

X1 X2

7, 000

230 6, 540 2301, 250200

1, 450

1, 450 7, 000

200 1, 250 230 6, 540 230

X1 X2

2, 700

1, 000 1, 700

G

G

G

G

G

G
G

20
20, 50, 20

20, 20
20

20

20

20

20

20

20

65

100

75 75

50

2口ｶﾞ ｽﾋｭ ｽー゙ ｺｯｸ

壁ｺﾝｾﾝﾄﾋｭ ｽー゙ ｺｯｸ

壁ｺﾝｾﾝﾄﾋｭ ｽーﾞ ｺｯｸ

壁ｺﾝｾﾝﾄﾋｭ ｽー゙ ｺｯｸ

２ 階 平面 図　 S=1/100

Y1

Y3

2
3
0

2
3
0

1
4
,
0
0
0

Y2

7
,
5
2
5

6
,
0
1

5

1
,
6
0
0

1
,
2
5
0

FJ 20A×300L
GC-20A
SUS製FJ
GV-20A 20

20

20

75

50

40
20

40

40

4 , 300

20

50

50

100

65

65 50 20

20

100

100

以降配置図参照

20, 20, 20, 100, 65

20, 20, 20, 100, 65

②

①

③

④
⑤

⑥

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

G G

G

G

20 20

20

壁ｺﾝｾﾝﾄﾋｭ ｽー゙ ｺｯｸ

20

20

真
北

GH-1

プロ パン ガス 　 集合装置

ガス メ ータ ー　 　 貸与品

５ ０ Kgボン ベ　 　 ２ 本　 　

自動切替装置

転倒防止チェ ーン共

⑦

100, 50, 20

100, 100

20

20

20

100 100

No． Ｍ － 05

以降配置図参照

50
100

A

B

C

以降配置図参照

50

D100, 100

F

100

100

100

100

100

100

以降配置図参照

H

1. 0ｍ

150

G

他附属品一式

R

ｶﾞ ｽﾒ ﾀー （ー 供給業者貸与品）

100, 50, 20

ガス 供給ボッ ク ス

PG-1

AC

棚

半鐘

引
戸

門
扉

1 , 450 7, 000

X1 X2

1, 200

6, 5901, 250

3
,
0

0
0

200 205 205

ア ル ミ 庇道
路

境
界

線

半鐘

（ 和室）

研修室

収納

押入押入

室外機

Ｅ
Ｐ
Ｓ 収納

厨房 バルコ ニー

Y1

Y3

Y2

会議室

X1 X2

1, 450 7, 000

6, 590205 205

1
,
2
5
0

1
4
,
0
0
0

2
0

5
6
,
0

4
0

7
,
5
5
0

2
0
5

ト イ レ ３ ト イ レ ４

道
路

境
界

線

LPG

LPG

物置

情報収集室

車庫

準備室

（ 資機材置場）

脱衣室

衛 生 設 備 　 1・ 2階 平 面 図

G

G

※　 　 は埋設表示杭（ 鉄製） を示す。
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一級建築士登録第261276号 FAX 0557ｰ81ｰ0220熱 海 市 中 央 町 4ｰ19
消 防 団 第 四 分 団 詰 所 建 設 事 業

機器表（ 換気設備）

記 号 機 器 名 称

※

Ｅ Ｆ －４

Ｅ Ｆ －３

Ｅ Ｆ －２

天 井 扇

天 井 扇

天 井 扇

天 井 扇 ２ ４ 時間換気対応ス イ ッ チ

Ｅ Ｆ －１

機 器 仕 様

２ ４ 時間換気対応ス イ ッ チイ ンテリ ア格子タ イ プ　 ２ ４ 時間換気対応タ イ プ　 １ ５ ０ φ×２ ４ ０ ｍ 3／ｈ ×１ ２ ０ Ｐ ａ ×４ ２ Ｗ－１ φ１ ０ ０ Ｖ ※２ ４ 時間換気（ 弱） ３ ０ ｍ 3／ｈ ×２ ０ Ｐ ａ
※

イ ン テリ ア格子タ イ プ　 ２ ４ 時間換気対応タ イ プ　 １ ０ ０ φ×１ ４ ０ ｍ 3／ｈ ×７ ０ Ｐ ａ ×２ ０ Ｗ－１ φ１ ０ ０ Ｖ ※２ ４ 時間換気（ 弱） ３ ０ ｍ 3／ｈ ×３ ０ Ｐ ａ

低騒音タ イ プ　 １ ０ ０ φ×１ ５ ０ ｍ 3／ｈ ×６ ０ Ｐ ａ ×２ ０ Ｗ－１ φ１ ０ ０ Ｖ

低騒音　 ２ 部屋同時換気タ イ プ　 １ ０ ０ φ×１ ０ ０ ｍ 3／ｈ ×６ ０ Ｐ ａ ×１ ３ ． ５ Ｗ－１ φ１ ０ ０ Ｖ

機器表（ 空調設備）

記 号 機 器 名 称

Ｐ Ａ Ｃ －２

Ｐ Ａ Ｃ －１ 空 冷 ヒ ー ト ポ ン プ エ ア コ ン １

（ ２ 台同時運転タ イ プ）

数 量機 器 仕 様

天井埋込カセッ ト 形（ ラ ウ ンド フ ロ ータ イ プ） 　 冷房能力　 ２ ０ ． ０ （ ５ ． ０ ～２ ２ ． ４ ） ｋ ｗ 　 暖房能力　 ２ ２ ． ４ （ ５ ． ６ ～２ ８ ． ０ ） ｋ ｗ 　 電源３ φ２ ０ ０ Ｖ

消費電力（ 冷房） ５ ． ９ ５ Ｋ ｗ 　 （ 暖房） ５ ． ７ ２ Ｋ ｗ 　 圧縮機出力　 ４ ． ６ １ Ｋ Ｗ　 冷媒配管（ 内機） φ９ ． ５ ， φ１ ５ ． ９ （ 外機） φ９ ． ５ , φ２ ５ ． ４

空 冷 ヒ ー ト ポ ン プ エ ア コ ン 壁掛け形　 冷房能力　 ７ ． １ （ ３ ． ２ ～８ ． ０ ） ｋ ｗ 　 暖房能力　 ８ ． ０ （ ３ ． ６ ～９ ． ５ ） ｋ ｗ 　 電源１ φ２ ０ ０ Ｖ

消費電力（ 冷房） ２ ． ４ ９ Ｋ ｗ 　 （ 暖房） ２ ． ４ ９ Ｋ ｗ 　 圧縮機出力　 １ ． ７ ０ Ｋ Ｗ　 冷媒配管　 φ９ ． ５ ， φ１ ５ ． ９

２

数 量

１

Ｖ Ｄ －２ ０ Ｚ Ｌ Ｘ 14－Ｃ Ｓ４

１ Ｖ Ｄ －１ ５ Ｚ Ｌ Ｘ Ｐ 14－Ｃ Ｓ

Ｖ Ｄ －１ ５ Ｚ Ｐ Ｃ 14

空 調 ・ 換 気 設 備 　 機 器 表 NOSCALE

耐塩害仕様　 化粧パネル　 ワ イ ヤード リ モコ ン　 既製基礎　 他付属品一式

耐塩害仕様　 ワ イ ヤード リ モコ ン　 既製基礎　 他付属品一式

No． Ｍ － 06

天 井 扇Ｅ Ｆ －６

Ｅ Ｆ －７

イ ン テリ ア格子タ イ プ　 １ ０ ０ φ×６ ０ ｍ 3／ｈ ×４ ０ Ｐ ａ ×７ ． ２ Ｗ－１ φ１ ０ ０ Ｖ

有 圧 換 気 扇 オールス テン レ ス タ イ プ　 ３ ０ ０ φ×５ ０ ０ ｍ 3／ｈ ×５ ０ Ｐ ａ ×６ １ Ｗ－１ φ１ ０ ０ Ｖ 　 風圧シャ ッ タ ー　 取付枠　 Ｓ Ｕ Ｓ 製ウ ェ ザーカ バー　 防虫網他付属品一式

Ｇ Ｆ －１ ガス フ ァ ン ヒ ータ ー 床置き 型　 暖房能力　 ５ ． ８ １ Ｋ Ｗ　 電源１ φ１ ０ ０ Ｖ －４ ０ Ｗ　 本体操作　 外形寸法　 ４ ３ ５ ×４ ８ ０ ×１ ６ ８

Ｖ Ｄ －１ ０ Ｚ Ｃ 14－Ｃ４

２ Ｅ Ｆ －３ ０ Ｂ Ｓ Ｘ Ｃ 2

Ｒ Ｃ －Ｕ ５ ８ ０ １ Ｐ Ｅ ( リ ン ナイ ）４

Ｓ Ｚ Ｒ Ｃ ２ ２ ４ Ｂ Ａ Ｄ Ａ

Ｓ Ｚ Ｒ Ａ ８ ０ Ｂ Ｙ Ｖ Ｅ

2025/03/31



P-18GHF5

天井給気口
150φ

D

D

DD

D

D
R

R

R

R

RR

R

PAC-2

PAC-2

PAC-1 PAC-1

GF-1

GF-1

GF-1

壁給気口150φ

天井給気口

P-18GHF5

150φ

天井給気口

※

※※

※

※

EF-4
100φ

150φ

天井給気口
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　 　 　 （ ハッ チ（ 　 　 　 ） で示さ れた範囲）

　 8． 外壁貫通部には全てＳ Ｖ Ｃ を 取り 付ける こ と 。

　 7． 換気設備は令１ ２ ９ 条の２ の６ に準拠する 事。

　 6． 火気を 使用する 恐れのあ る 器具の排気ﾀﾞ ｸﾄはR. W. 50mm巻と する 。

　 5． 給気に使用する ﾀﾞ ｸﾄはG. W. 25mm巻と する 。

　 4． 機器番号脇に※のついた機器は２ ４ 時間運転使用機器を し めす．

　 2. 　 　 は空調リ モコ ンを 表す。 （ リ モコ ン 取付、 配線本工事）

※1. 屋外露出と なる 空調用冷媒管は塩ビ 化粧ダク ト 仕上げと する ．

R

　 　 　 （ ハッ チ（ 　 　 　 ） で示さ れた範囲）

3． 　  は２ ４ 時間運転対応ス イ ッ チを 示し 、 機器は設備工事、 取付は電気工事と する ．
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  ２ ４ 時間換気モード 専用運転

（ ２ ４ 時間換気）

（ ２ ４ 時間換気）

シッ ク ハウ ス

換気回数　 ： Ｎ ＝０ ． ３ （ 回／ｈ ）

換気回数　 ： Ｎ ＝０ ． ３ （ 回／ｈ ）

1階情報収集室の換気量計算

室面積　 　 ： Ａ ｆ ＝２ ７ ． ９ （ ｍ ２ ）

天井高さ 　 ： ２ ． ５ ０ （ ｍ ）

室容積　 　 ： Ｖ ＝２ ７ ． ９ ×２ ． ５ ０

　 　 　 　 　 　 　 ＝６ ９ ． ７ ５ （ ｍ 3）

必要換気量： Ｑ ＝０ ． ３ ×６ ９ ． ７ ５

　 　 　 　 　 　 　 ＝２ ０ ． ９ ３ （ ｍ ３ ／ｈ ）

２ 階研修室の換気量計算

室面積　 　 ： Ａ ｆ ＝５ ２ ． ６ （ ｍ ２ ）

天井高さ 　 ： ２ ． ５ ０ （ ｍ）

室容積　 　 ： Ｖ ＝５ ２ ． ６ ×２ ． ５ ０

　 　 　 　 　 　 　 ＝１ ３ １ ． ５ （ ｍ 3）

　 　 　 　 　 　 　 ＝３ ９ ． ４ ５ （ ｍ３ ／ｈ ）

天井扇（ Ｅ Ｆ －１ ） ：

Ｖ Ｄ －２ ０ Ｚ Ｌ Ｘ 14－Ｃ Ｓ ×２ 台

  ２ ４ 時間換気モード 専用運転

３ ０ （ ｍ ３ ／ｈ ） ｘ ２ ０ （ Ｐ ａ ） ｘ １ ５ ０ φ×２ 台

６ ０ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 ＞　 ３ ９ ． ４ ５ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 　 Ｏ Ｋ

必要換気量： Ｑ ＝０ ． ３ ×１ ３ １ ． ５

天井扇（ Ｅ Ｆ －１ ） ：

Ｖ Ｄ －２ ０ Ｚ Ｌ Ｘ 14－Ｃ Ｓ

３ ０ （ ｍ ３ ／ｈ ） ｘ ２ ０ （ Ｐ ａ ） ｘ １ ５ ０ φ

３ ０ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 ＞　 ２ ０ ． ９ ３ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 　 Ｏ Ｋ

  ２ ４ 時間換気モード 専用運転

（ ２ ４ 時間換気）

（ ２ ４ 時間換気）

  ２ ４ 時間換気モード 専用運転

Ｖ Ｄ －１ ５ Ｚ Ｌ Ｘ Ｐ 14－Ｃ Ｓ

２ 階会議室の換気量計算

室面積　 　 ： Ａ ｆ ＝１ ８ ． ０ （ ｍ ２ ）

天井高さ 　 ： ２ ． ５ ０ （ ｍ ）

室容積　 　 ： Ｖ ＝１ ８ ． ０ ×２ ． ５ ０

Ｖ Ｄ －２ ０ Ｚ Ｌ Ｘ 14－Ｃ Ｓ

３ ０ （ ｍ ３ ／ｈ ） ｘ ２ ０ （ Ｐ ａ ） ｘ １ ５ ０ φ

３ ０ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 ＞　 １ ３ ． ５ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 　 Ｏ Ｋ

室容積　 　 ： Ｖ ＝１ ８ ． ０ ×２ ． ５ ０

　 　 　 　 　 　 　 ＝４ ５ ． ０ （ ｍ3）

　 　 　 　 　 　 　 ＝４ ５ ． ０ （ ｍ 3）

換気回数　 ： Ｎ ＝０ ． ３ （ 回／ｈ ）

必要換気量： Ｑ ＝０ ． ３ ×４ ５ ． ０

必要換気量： Ｑ ＝０ ． ３ ×４ ５ ． ０

換気回数　 ： Ｎ ＝０ ． ３ （ 回／ｈ ）

　 　 　 　 　 　 　 ＝１ ３ ． ５ （ ｍ３ ／ｈ ）

　 　 　 　 　 　 　 ＝１ ３ ． ５ （ ｍ ３ ／ｈ ）

天井扇（ Ｅ Ｆ －１ ） ：

３ ０ （ ｍ ３ ／ｈ ） ｘ ３ ０ （ Ｐ ａ ） ｘ １ ０ ０ φ

　 ３ ０ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 ＞　 １ ３ ． ５ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 　 Ｏ Ｋ

（ 火気使用室）厨房の換気量のチェ ッ ク （ Ｌ Ｐ Ｇ ）

厨房キ ッ チン

　 　 　 ガス コ ン ロ 　 　 　 　 　 　 　 　 ガス 消費量　 ８ ． ６ Ｋ ｗ

駐車場換気

車庫・ 準備室の換気量のチェ ッ ク

天井高さ 　 ： ２ ． ５ ０ （ ｍ ）

室面積　 　 ： Ａ ｆ ＝１ ８ ． ０ （ ｍ ２ ）

車庫・ 準備室面積　 　 ： Ａ ｆ ＝５ ６ ． ０ （ ｍ ２ ）

1ｍ 2辺り の必要風量＝１ ４ ｍ 3/㎡

天井扇（ Ｅ Ｆ －２ ） ：

Ｖ ＝５ ６ ． ０ ×１ ４ ． ０

　 　 ＝７ ８ ７ ． ０ （ ｍ 3）

有圧換気扇（ Ｅ Ｆ －７ ） ： Ｅ Ｆ －３ ０ Ｂ Ｓ Ｘ Ｃ 2×２ 台

３ ０ ０ φ×５ ０ ０ ｍ ３ ／Ｈ ×５ ０ Ｐ ａ ×２ 台

１ ０ ０ ０ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 ＞　 ７ ８ ７ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 Ｏ Ｋ

Ｖ ＝４ ０ Ｋ Ｑ よ り

Ｖ ＝４ ０ ×０ ． ９ ３ ×８ ． ６

　 　 ＝３ １ ９ ． ９ ２ （ ｍ3）

レ ンジフ ード フ ァ ン ： 建築工事

１ ５ ０ φ×４ ０ ０ ｍ ３ ／Ｈ ×１ ４ ０ Ｐ ａ

４ ０ ０ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 ＞　 ３ １ ９ ． ９ ２ （ ｍ ３ ／ｈ ） 　 Ｏ Ｋ

火 気 使 用 室

換 気 計 算 書 NOSCALE No． Ｍ － 08

２ 階厨房の換気量計算
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